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    　　　第六章　そのオレンジは想おもいを紡つむぐ


    



    　一匹の猫が、円筒ケースの中に浮かんでいる少女をじっと見つめていた。


    　薄いブルーの液体の中で、少女は祈るように両手を合わせており、液体の色に染まった髪が彼女の体を包み込むように、優しく揺れている。


    　頭部にはヘッドギア。目元まで覆おおっているため少女の表情は見えない。けれども、つんと伸びた鼻筋と女性の魅力をふんだんに閉じ込めた果実のような唇くちびる、整った顎あごのラインが、彼女の美び貌ぼうが人並み外れていることを示していた。


    　少女の体はぴったりフィットしたボディスーツで覆われ、蠱こ惑わく的てきな体のラインを惜しげもなくさらけ出している。ヘッドギアとスーツの背面からは、いくつものケーブルが伸び、円筒の上部へとつながっていた。


    「そんなに心配ですか？　シュレディンガー様」


    　少女を見つめる猫に向かって、どこかのんびりした声が背後から投げかけられる。


    「ああ、当然だろ。ここまで来るのに何千年かかったと思っている？」


    　シュレディンガーと呼ばれた猫は振り向くことなく、ぶっきらぼうに答えた。その左半身は生命力にあふれたきれいなホワイトなのに対し、右半身は死を彷ほう彿ふつとさせる汚らしいブラックだ。


    「千年単位ですか。スケールが大きすぎて、かえって実感しにくいです」


    「で、異常は見つかったのか？」


    　無駄話に付き合う気のないシュレディンガーは、端的に質問する。


    「いえ、全然。システムはオールグリーンでしたし、初代──かりも様の体にも異常は見当たりませんでした」


    　シュレディンガーは舌打ちをして、背後に立つ人物を睨にらみつけた。


    「じゃあ、なぜ一度は回収したはずの欠片パーシユが消えたんだ？」


    　シュレディンガーの苛いら立だちはそこにあった。魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを使って集めたはずの欠片パーシユが、突とつ如じよとして消失してしまったのだ。


    「原因は不明です」


    　褐かつ色しよくの肌はだをした少女は、動じた様子もなく肩を竦すくめてみせた。


    「彼女はなんと言っている？」


    「あの方の回答も同じです。異常ではない。静観せよとの仰おおせです」


    　その言葉は、果たしてどこまで信用できるのか？　シュレディンガーは激しい焦しよう燥そうに駆かられていた。


    「もっと心に余裕を持ってくださいよ、シュレディンガー様。でないと『うわ、神様なのに神経ほそっ』って思われますよ。主に私から」


    「外に出る。ついてくるなよ」


    　吐き捨てるように言い放って、シュレディンガーは無機質な機械と電子パネルが光る部屋を後にした。建物の外壁を器用に駆かけ上がり、屋上へと到達する。ドーム状の天てん蓋がいに描えがかれる仮想の青空の下、堅けん牢ろうな防衛システムに囲まれた都市の中心部へと視線を向けた。


    　──そこに彼女は眠っている。


    「焦あせっている……か？　そうかもな」


    　シュレディンガーは憂うれいを帯びた目で、彼女の眠る場所を眺めた。


    「正直、俺が生きているうちは無理だと思っていた。たとえあなたが生きているとしても、永遠に目覚めることがないのなら、それは死んでいるのと同じだ。二千年。最後にあなたに会ってから、それほどの月日が流れた。もうすぐだ。きっとあなたを助け出す。──二千年という月日。俺おれには気が遠くなるほど長い時間だった。あなたもそうなのか？　それとも何十億という時と間きを生きるあなたにとって、それは一瞬でしかないのか？」


    　シュレディンガーの独白に答える者はいない。ただ低い機械音だけが、あたり一面から鳴り響いていた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　潮しお騒さいのような悲鳴が遠くから聞こえてくる。この瞬間も、この水族館の至るところで、化け物に喰くい殺されている人たちがいるのだろう。だがそれは、どこか現実味がなかった。


    「ほう……。いい目をしているな、少年」


    　金髪金眼の青年、山やま田だ喜き一いち郎ろうがよく響く声で斗と和わに言葉を投げかける。誰もが思わず振り返ってしまうほどの容姿。長身で引き締まった体は、彼の身体能力が抜群に高いことを表している。けれども竦すくみ上がるほどの圧倒的な殺意が、彼がただの人間ではないことを示していた。


    　──殺人鬼。


    　殺人者ではない、鬼だ。人を超えた、化け物すらも圧倒する力を持つ存在。故ゆえに鬼。


    「このような状況の場合、人が支配されるべき感情は大きく二つ。そう、恐怖と敵意だ。恐怖に囚とらわれた者は逃げ出すか命いのち乞ごいをするか、敵意に囚われた者は後先考えずに挑いどんでくるか。──少年はどちらにも当て嵌はまらないなぁ」


    　山田は指の間ですくうように前髪を搔かき上げながら、近づいてくる。金糸のような髪がさらさらと音を立てるみたいに流れ落ちた。


    「恐怖と敵意を抱いだきつつも、理性によって押さえ込んでいる。どうやったらこの私に勝てるかを冷静に模も索さくしている。なるほど〝冷たい怒り〟か。戦う者としての最低限の心構えはできているらしいな。──少年よ、理性とはなんのために存在するか知っているか？」


    「理性とは、感情をより効率的に成すための術すべだ」


    　斗と和わは油断なく槍やりを構えながら答える。一いち花かの仇かたき。絶対に許せない相手。だが闇やみ雲くもに突っ込んでいって勝てる相手ではない。この感情を奴やつにぶつけるためには、準備と作戦が必要だ。


    「くくく、ふはははははッッ!!　違うな。間違っているぞ！　だが、概おおむねそのとおりだッ!!」


    　どっちなんだ、という怒りが斗和の理性のタガを揺さ振る。けれど、すんでのところで押し止とどめた。この人を食った話し方も奴の武器。高度な戦術。戦いにおいて、心理状態が如い何かに重要かを本能レベルで理解しているのだろう。


    「理性は感情との対比で語られることが多いが、実は違う。理性なき感情はただの愚ぐ昧まい。感情なき理性など、そもそも意味がない。笠かさ根ね木ぎは駄目だなぁ。感情が強すぎる。まるで脊せき髄ずい反射だけで生きているかのようだ。漫画などでは好かれる性格かもしれんが、現実では不愉快なだけ。つまりは幼よう稚ち。現に彼は誰一人救えていない。それに比べ、──少年は評価できる」


    「……馬ば鹿かにしているのか？」


    　斗和は低く怒気を孕はらんだ声で言った。誰も護まもれていないのは自分も同じだ。


    「君は、親にペットをねだった経験はあるか？　もしそうなら、命を育てるという責任について教えてもらっただろう。真に命の価値を知る者は、安易に他人の命を預からないものさ。少年、理解しているか？　これだけの人間がいて、それなりに時間が過ぎているのに、武器を持って戦っているのは君一人だけだ。唯ゆい一いつ君だけが、生き残るために一歩を踏み出している。それは君自身の素質なのか、それとも横顔の男の影響なのか？」


    　ざわりとしたモノが斗和の背中を駆かけ上がる。横顔の男。その人物には心当たりがあった。


    「なぜ、師匠のことをッ！」


    「乱れたな、少年!!」


    　刹せつ那な、山やま田だの体が加速した。数メートルの距離を一気にゼロにする。虚きよを衝つかれた斗和は、一瞬反応が遅れてしまった。致命的なミス。


    （しまった!!）


    　反転は間に合わない。勢いに乗った山田と、今から向きを変える斗和とでは、結果は目に見えている。ならば、一いちか八ばちかの[image: ]かけに出るしかない。


    「たあああああッッ！」


    　斗和は裂れつ帛ぱくの気合いでもって、山田の太ふと[image: ]ももに向かって槍を突き出した。けれども、あっさりと柄えを摑つかまれてしまう。慌あわてて引き抜こうとするが無理だった。奴は片手、それに対しこちらは両手で全体重を乗せて引っ張っているのに、槍はびくともしない。


    「少年。一つ質問がある。どうして太[image: ]を狙ねらった？　しかも筋肉の多い外側部分だ。狙うならば動脈か胴体だろう？」


    　どくんと心臓が鳴る。斗和は即座に答えることができなかった。目を背そむけようとしていた問題に、奴は不ぶ躾しつけに踏み込んでくる。


    「殺すのを躊躇ためらったな？　この期ごに及んで、まだそんなくだらん常識に囚とらわれるか。横顔の男──君の師匠は言わなかったか？　目的のためならば、殺人さえも許容しろと」


    「師匠はそんなことは言わない！」


    「そうかな？　あの男のことだ。『自分が生き残るためなら、他人を見捨てるべきだ』。そんなニュアンスのことを言っていなかったか？」


    　斗と和わは反論しようとして、できなかった。明確にそのように言われた記憶はない。だが、それに似た言葉によって、斗和は幾度も死線を生き延びることができたのだ。


    「師匠は常に正しい。君はそう思っているな？　なるほど確かに奴やつの言うことは真理だ。だがな、少年。『正しさ』と『正義』は別モノだし、『正しさ』と『感情』も別なモノだ。君も先ほど言っていただろう。理性とは感情をより効率的に成すための術すべだと。つまりは、理性よりも感情が上ということだ。盲目的に奴の言葉を信じるのではなく、自身の感性で判断したらどうだ？　奴は君が思っているような男ではないぞ」


    「師匠を侮ぶ辱じよくするなっ！　貴き様さまに師匠の何がわかるッ！」


    「奴の邪悪なる正体さ。『トロッコ問題』というのを知っているか？　君はトロッコに乗っていて、一度だけハンドルを切ることができる。まっすぐ進めば君の恋人が轢ひき殺され、ハンドルを切れば見知らぬ他人が五人死ぬ。ある国のほとんどの人間は迷わずハンドルを切ると答え、日本人の半数は迷いながらもまっすぐ進むそうだ。さて、君の師匠はなんと答えるかな？」


    　斗和は呆ぼう然ぜんと、それを想像してみた。途端にもやもやとした感情が襲おそってくる。そして急激な重心のブレ。山やま田だが槍やりの柄えを捻ひねり、斗和を投げ飛ばしたのだ。


    「しまったッ！」


    　今度は叫んでいた。またしても奴の話術に嵌はまっていた。観覧席のベンチで背中と腰を強打し、一瞬息が止まる。斗和は追撃に備え、すぐさま立ち上がるが、予想に反して山田は一歩も動いていなかった。


    「チャンスを生かすのに、もっとも重要なことは何かわかるか？　ん？　それは覚悟だ。もう気づいているだろう？　私を倒すということは、私を殺すことと同義。だが私は人だ。つまり君が生き残るには、『人殺し』になるしかないということだ。ふふ、ふはははははっ！」


    　斗和は胸を締めつけられる思いだった。気づいてはいた。仮に殺人鬼がいるのなら、その対処はどのようにすべきか。その選択肢の中に『殺人』があることも──。


    「なぁに、心配するな、少年。人を殺したところで実際は何も変わりはしないさ。経験者の私が言うんだ。間違いない。くだらん価値観を捨て、軽い気持ちでやってみたらどうだ？」


    「黙れっ！　俺おれは貴様とは違う」


    「狭きよう量りようだなぁ。自分にとって心地よい意見ばかり聞いていても成長はできないぞ。異物こそが自分を変える術だ。役に立つかどうかは自分で判断すると言う輩やからがいるが、あれは成長できない典型的なタイプだな。自分で判断している以上、自分の殻からを破ることなどできない」


    　山やま田だは斗と和わから奪い取った槍やりをプールに投げ捨ててから、言葉を続ける。


    「ところで、少年よ。勝敗の見えた勝負ほどつまらないモノはない。そうは思わないか？　そこでだ、ゲームをしよう」


    「ゲームだと？」


    　思わず聞き返してしまった。唐突に話が変わるため、頭が軽く混乱してしまう。


    「なぁに、心配するな。君にとって驚くほど有利なゲームさ。君に十回のチャンスをやろう。今から私は君を襲おそうが、実際に殺すのは十回目だ。その間、私に攻撃を当てることができれば、君の勝ち。私は一切の殺人をやめるし、すぐにでも〝この世界〟から解放してやる」


    　この世界からの解放、それが意味することは容易に想像できた。


    「貴き様さま、何を知っている？　この世界がなんなのか知っているのかっ！」


    「それも賞品に含めてやる。もしも君が勝ったら、この件に関して私が知っていることを教えてやろう。そこには昏こん睡すい状態になった君の友人たちを助ける術すべが、あるかもしれないなぁ」


    　雷らい撃げきのような衝撃が走り抜ける。暗い海の底から響くように心臓の高鳴りが聞こえてくる。萌も由ゆ里りや寧ね々ね音ね、卓たく二じを助ける方法。それは喉のどから手が出るほど欲しい情報だ。今すぐにでもゲームを承諾して、奴やつに殴りかかりたい衝動を覚える。だが──。


    　斗和は薄笑いを浮かべる山田を睨にらみ返す。果たしてこの殺人鬼の言葉は信用できるのだろうか？　ゲームを承諾しても、〝十回のルール〟を守る確証がない。


    「少年が思っていることを当ててやろうか？　『山田様の言葉は信用できない。〝十回のルール〟を無視して、すぐに殺しにくるのではないか？』。そう考えているのだろう？」


    　ぞくりとした。この男は本当に人の心が読めるのではないか、そんな鮮せん烈れつな恐怖と不安が胸を圧迫してくる。


    「少年よ、疑うだけならば馬ば鹿かにでもできる。君の頭ず蓋がいの中は脳みその代わりに萎しなびた梅干しでも入っているのか？　噓ブラフかどうか見極める能力を持て。これは一種の交渉だぞ」


    　斗和は無言で殺人鬼を睨みつける。確かにそうだ。師匠も言っていた。交渉において大切なのは、噓かどうかではない。何を得て、何を失うかだ。


    　冷静に内容を分析する。このゲームによって山田が得することは何か？　思考は巡り、やがて一つの結論に達する。殺人鬼は、自分との戦いを楽しむつもりなのだ。


    　呆あつ気けなく終わらせないための、斗和にやる気を出させるためのゲーム。故ゆえに、奴にこのルールを破る理由は存在しない。噓をつくとしたら、少なくとも斗和が攻撃を当てた後だろう。


    　もし仮にそうだとしても、斗和がやることに変化はなかった。どのみち山田には戦いを挑いどむ必要がある。仮に約束を反ほ故ごにされたとしても、ゲームを承諾しなかった場合と何ら変わらないのだ。ならば、九回は殺されない選択肢を選んだほうがマシだろう。


    「一つ質問をしたい」


    「なんだ？　言ってみろ」


    「攻撃の定義が知りたい。素す手ででなくてもいいんだな？　貴き様さまの体にダメージを与えれば、それはすべて攻撃ということでいいんだな？」


    「おいおいおい、あまり興きよう醒ざめな質問をするなよ。君はその年になって、攻撃がどんなモノかもわからないのか？　いったい今まで何をしてきた？　君はあれか、『よお、久しぶり』と肩を叩たたいたら、『ぶん殴るんじゃねえ』とキレるタイプの人間か？　ん？」


    　まぁいい、と山やま田だは続けてから、攻撃の定義を示した。


    　攻撃とは、打撃または斗と和わの持つ武器が山田の体に当たること。放ったのが斗和であれば、飛び道具も有効だ。ただし、毒ガスなどの無差別攻撃や罠わなみたいに誰が行おこなったかわからないダメージ、山田の攻撃が有効になっている状態での、斗和の反撃も無効となる。また、化け物などに怪け我がを負わされて動けなくなったとしても、ゲーム自体は有効だ。


    「……わかった。貴様のゲームに乗ろう」


    「では、ゲームスタートだ」


    　刹せつ那な、山田の長身が搔かき消えた。ゲーム開始と同時に攻撃を仕掛けてきたのだ。


    （疾はやいっ！）


    　予想していた行動の一つではあったが、奴やつの動きは斗和の予想を遙はるかに超えていた。研ぎ澄まされた直感が、顔めがけて押し寄せる殺意の塊かたまりを感じ取る。反射的に顔をガードするも、鈍にぶい痛みが襲おそったのは腹部だ。顔はフェイント。息が止まり意識が揺らいだ。


    　その隙すきに腕の関節をキメられ、背後から喉のどを握り締められていた。骨の軋きしむ音、肉が歪ゆがむ感触がする。一気に酸さん素そを遮断され、水中に沈められたかのような息苦しさが斗和を襲う。


    （──殺される!?）


    　瞬時にその事実を悟った。自分が判断を誤ったことを理解する。ゲームは噓ブラフだったのだ。殺人鬼との約束は数秒も守られることはなかった。涙があふれてくる。これですべてが終わってしまうのか、そう後悔した瞬間、斗和を襲った死の拘こう束そくが解き放たれた。


    「今ので一回だ。残り九回。それまでに殺人をする覚悟を決めておけ。殺意なき攻撃が通るほど、私は甘くはないぞ」


    　後頭部の向こうから、山田の声が降りてくる。四つん[image: ]ばいの状態で激しく酸素を肺はいに取り込みながらも、斗和は殺人鬼が約束を守った事実を知る。否定するまでもない。確かに今、自分は一度死んでいた。ゲームを拒否していれば、ここで殺されていたのだ。


    　ちらりと後ろを振り返るが、山田はこれ以上襲ってくる気はないらしい。この場を立ち去るよう顎あごで伝えてくる。斗和は山田を警戒しながら、じりじりと距離をとる。一瞬だけ一いち花かの生首を見て、歯は痒がゆい思いで観覧席を後にした──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　笠かさ根ね木ぎ篤あつ志しは、いまだに幼よう女じよの毒を抜くことができていなかった。腕に抱える彼女の「ママ、ママ」と呟つぶやく声が、心なしか弱くなったような気がする。


    　斗と和わの言げんに従い、レストランで湯ゆ[image: ]せんしようとしたが駄目だった。電気が止まったせいでぬるま湯しか出ず、リヴァイノスの海水で濡ぬれたせいか、火をつけることさえできなかった。


    （くそっ、どうすりゃいいんだ？）


    　歯は痒がゆさと焦しよう燥そう感かんとがない交ぜになった感情が、笠根木の精神を重く[image: ]むしばんでいく。


    　多た摩ま川がわも死んだ。宇う佐さ院いんも原はら田だも無む惨ざんに殺された。自分には何も残されていない。だから、この子だけはなんとしても救いたいと思った。けれども、助ける術すべがわからない。


    「どういうことだよ、喜き一いち郎ろうさん！」


    　突とつ如じよ、奥の暗くら闇やみから男の大声が聞こえてきた。一瞬びくりと警戒した笠根木だったが、どうやら近くに化け物がいるわけではなさそうだ。自然とその方向へ向かう。


    　パノラマ大だい水すい槽そうの圧倒的な海水によって薄い光を放つアクリルガラスの前に、どこかで見たことのある数人の男女が並んでいた。


    「あなたは確か……」


    　こちらに気づいた眼め鏡がねの女性──灰はい村むら小さ百ゆ合りが声を漏もらす。彼女のまわりには、山やま田だ喜一郎、御み手た洗らい順じゆん次じ、日向ひゆうが麗れい子この姿があった。そして彼らの正面には、大水槽に背をもたれるようにして死んでいる青あお美み空ぞら康やす隆たかの死体。


    「なあ、喜一郎さん。化け物の仕し業わざじゃないって、どういう意味だよ？」


    　御手洗が縋すがるようにして、山田に問いかけていた。


    「青美空くんを殺したのは、化け物ではありません。殺人鬼の仕業なんです」


    　山田の答えに御手洗は言葉を失う。それは当然の反応だろう。


    　化け物が徘はい徊かいするこの世界で、殺人に興じる奴やつがいるなんて常識では考えられない。奴のイカれっぷりは、あの残ざん虐ぎやくな行おこないを目にしない限り理解できないはずだ。


    　激しい怒りが笠根木の奥歯を軋きしませる。宇佐院と原田に、想像を絶する羞しゆう恥ちと苦痛を与えて殺した殺人鬼。絶対に許せない相手だ。


    「もしかして喜一郎さんは、殺人鬼を見たのか？　教えてくれ。殺人鬼はどんな奴だっ！」


    「ええ、見ました。僕も日向さんも、彼から必死に逃げ出したんです。それが結果的に青美空くんを犠ぎ牲せいにすることに──。本当に、申し訳ない」


    　山田の声が湿り気を帯びる。無念の想おもいがひしひしと伝わってくる。笠根木は思わず、彼に同情的な気持ちになった。


    「僕は愚おろかでした。どうして気づかなかったのか？　あまりにも堂々と武器を持ち歩いていたため、その可能性に気づけなかった」


    （武器だと？）


    　ざわりとした感覚が背せ筋すじを[image: ]はい上がる。そうだ、殺人鬼は刃物を持ち歩いているはずだ。そして記憶にある中で、その人物は一人しか思い浮かばなかった。


    「それって、もしかして斗と和わ……くん？」


    　同じくその結論に思い至ったのだろう、灰はい村むらが半はん信しん半はん疑ぎの声をあげる。


    「ええ、そうです。僕たちはまんまと彼に[image: ]だまされ、化け物から身を守るという名めい目もくのもと、彼に殺人の道具を持たせていたのです」


    　山やま田だの言葉は重く深く脳に届いてきて、噓うそをついているようには思えなかった。


    「くそっ、くっそぉおおおっっ!!　あのガキッ！　あのとき助けるんじゃなかったぜ。俺おれたちは人助けのつもりで、殺人鬼を救ったってことなのかよッ!!」


    「レストランであの子たちが逃げ出したのも、それが理由だったのね」


    　御み手た洗らいが怒りの咆ほう吼こうをあげ、灰村が得とく心しんしたように呟つぶやく。


    （──あの野や郎ろうっ!!）


    　猛烈な怒りが笠かさ根ね木ぎの脳のう髄ずいを貫つらぬいていく。宇う佐さ院いんと原はら田だの死に様が瞼まぶたの裏に浮かぶ。原田が死んだとき、あいつはそこにいた。あのときの行動はすべて白しら々じらしい演技だったのだ。


    （あいつが、あいつがっ!!）


    『そうだ。俺は最低のクズ野郎だ』


    　ふと、斗和の言葉が甦よみがえってくる。そのときの表情。今思えば、開き直ったわけでも諦あきらめたようにも見えなかった。歯は痒がゆい思いと、自責の念とが絡み合った張り詰めた顔──。


    『おまえの腕は何本ある？　俺たちが護まもることができる人の数は、それだけだ』


    『笠根木、逃げろ！　そいつは化け物だッ！』


    　──あいつはなんだかんだ言って、いつも他人のことを気にかけていた。皆が自分だけ生き延びるのに必死になっている状況で、彼だけが他人に言葉を投げかけていた。


    『原因不明の昏こん睡すい状態になっている患者は、化け物の蔓延はびこる世界で死んだ人たちだ』


    　彼の言葉は真実だった。まわりが冷たい態度をとっても、集団で暴力を振るわれても、斗和の言葉が揺らぐことはなかった。


    『何言ってんの？　斗和くん、ちゃんと言ってたじゃないっ！　キミたちが噓つき呼ばわりして、信じなかっただけでしょッ！』


    　あの顔の怖い女の言うとおりだ。あいつはずっと同じ主張をしていた。孤独に戦い続けていたんだ。


    　──大切な人を護る。


    　当然のことのように思えて、この世界では、ちっぽけな人間には、決して成し遂げることのできない難題。それを誰よりも理解していたからこそ、あいつは信念を持って必死に行動していた。今だからこそわかる。あいつは逃げていたんじゃない。ただ一人、戦っていたんだ。


    『俺は、俺の言げん動どうに対し、──反省するつもりはない』


    　その瞳ひとみの輝かがやきを思い出す。内に秘められた想おもいの強さを思い出す。斗和という人間を、思い出す。


    「──違う」


    　その言葉は自然と、笠かさ根ね木ぎの口から漏もれていた。山やま田だたちが驚いた表情を向けてくる。


    「違う。あいつは、斗と和わはっ、そんな奴やつじゃねえ」


    「信じられない気持ちはわかりますが……」


    　山田が申し訳なさそうに口を挟んでくる。


    「信じられるとか、信じられないとか、そんなことはどうでもいいッ！　斗和はそんな奴じゃねえ！　あいつは、たとえまわりの連中が間違っていても、誰から理解されなくとも、正しいことをやる奴なんだよッ！　よく知りもしねえで、勝手なことほざいてんじゃねえッ！」


    　しんと静まり返った暗くら闇やみに、笠根木の声がこだまする。熱い想おもいが、胸の奥底から絶えず湧わき上がってくる。その熱に打たれたのか、誰もすぐに否定してこなかった。


    「とりあえず、安全な場所に移動しましょう。化け物が来ない場所を見つけたんです」


    　ややあって、山田がそう提案してきた。『殺人鬼は誰か』という問いに対して、これ以上話しても無駄だと思ったのだろう。


    「ちょっと、その子……」


    　ふいに、灰はい村むらが話しかけてきた。彼女はぎょっとした表情で、笠根木が胸に抱いている幼よう女じよに視線を向けている。続いて、不気味な科白せりふを吐いた。


    「もう、死んでるんじゃない？」


    「は？」


    　笠根木は意味がわからなかった。死んでいる？　まさか？　そんなはずはない。


    　なぜなら、幼女はずっと「ママ、ママ」と呟つぶやいているからだ。確かに毒にやられ、ぐったりとしているが、この声が生きていることの何よりの証あかしだ。


    　──いや、違う。


    　笠根木は呆ぼう然ぜんと、胸に抱いていた幼女の顔を見た。彼女の両目は薄く閉じられ、瞼まぶたの隙すき間まから濁にごった瞳ひとみが覗のぞいている。半開きになった口は微み塵じんも動くことはない。


    　しかし、声が聞こえる。


    　──それは死者の声。笠根木だけが耳にすることができる幻げん聴ちよう。


    「噓うそ、……だろ？」


    　けれども、ずっしりと重く両腕にのし掛かる幼女の体重が、笠根木の言葉を否定する。そして何より、笠根木自身がこの瞬間、これが死者の声であると理解できてしまった。


    「う……っ、うわあああああああああああああっっっ!!」


    　喉のどを震わす悲鳴をあげて、笠根木は走り出す。


    「待つんだ、笠根木くん」


    　山田の制止が聞こえたが、笠根木の足は止まらない。出口の見えない真っ暗な水迷宮を、死体を抱えたままで疾しつ走そうした。


    



    　いったい、いつ事切れたのだろう？　死者の声を聞くことができる笠かさ根ね木ぎにはわからない。


    　いや、そうじゃない。と笠根木は思った。


    　護まもることのできなかった友人たちの代わりに、護ることを誓った幼よう女じよ。彼女を抱きかかえながらも、その表情すら満足に覗うかがうことをしなかった。逃げ回るだけで精一杯。


    　そればかりか、彼女を理由に多くの人を見殺しにした。他人が喰くわれている間だけ、生き延びることができる。その真理に気づいてしまったのだ。


    　この子を護るという大たい義ぎ名めい分ぶんは、いつの間にか他人を見捨てることへの免めん罪ざい符ふに変わっていた。それは、笠根木の嫌けん悪おする、死者を利用することと同じではないか？


    　豪雨のような自己嫌悪の念が、重く全身を押し潰つぶしてくる。見ないようにしていたのは幼女の顔ではない、自分自身の醜みにくい部分だった。


    「はぁ……、はぁ……」


    　笠根木の疾しつ駆くを止めたのは、ほかでもない。単に体力の限界だった。幼女をそっと床ゆかに降ろし、肩で激しく息をする。


    「ごめん……な。俺おれが馬鹿だった。ごめんな」


    　幼女の冷たくなった額ひたいをそっと触る。けれども死者は応こたえない。「ママ、ママ」とずっと同じ単語を繰り返すだけだ。


    　目め頭がしらが熱くなる。激しく泣き出したい気持ちになった。だが、その権利は自分にはない。


    「笠根木か？」


    　声は、唐突に聞こえてきた。驚いて振り向くと、そこには斗と和わが立っていた。


    『殺人鬼は斗和くんです』


    　途端に山やま田だの言葉が思い出される。斗和はそんな奴やつじゃないと叫んだものの、いざ本人を前にすると、気持ちが揺らぐのを感じた。警戒しながら斗和と対たい峙じする。


    　斗和の視線は、先ほど横たえたばかりの幼女を見ていた。表情は暗くてよくわからないが、悲痛に唇くちびるを歪ゆがめているようにも見える。


    「俺を貶けなせよ。偉そうにこの子を護ると言っておいて、このザマだ。テメエの目にはさぞ滑こつ稽けいに映っただろうな」


    　何か言われる前に、笠根木は言い放つ。茶ちや化かしたように言ったこの科白せりふは、半分は本気。誰かに口汚く罵ののしってもらいたい気分だった。


    　斗和は答えない。何かに堪たえるように固く瞼まぶたを閉じると、次に陰いん鬱うつな視線を向けてきた。


    「……一いち花かが殺された。俺の妹だ」


    　ややあって、斗和が口を開いた。握り締められた拳こぶしが、小刻みに震える肩が、彼の悲痛な思いを伝えてくる。


    「大切な人を護まもるために、非情になることを誓ったのに、結局は護れなかった。多くの人を見殺しにしただけだ。俺おれに誰かを責める権利なんてない。俺は──最低の人間だっ！」


    　斗と和わの声こわ音ねが震える。湿った後悔の嗚お咽えつがあたりに響き渡る。決して揺らぐことなく冷れい徹てつを貫つらぬき通していた彼が、初めて人間らしい感情を見せた瞬間だった。


    　笠かさ根ね木ぎには痛いほど、斗和の気持ちが理解できた。大切な人を失った今だからわかる。その喪そう失しつ感かんと苦しみ、非情に徹しなければならなかった理由、自分を許せない歯は痒がゆい思いも──。


    「殺人鬼は山やま田だだ。俺と一緒に行動していた金髪金眼の男。奴やつには気をつけろ」


    　斗和の科白せりふに、笠根木は息を呑のむ。まさか、という思いと本能的に納得しかけている自分がいた。笠根木は論理的に考えることは苦手だ。だから自分の直感を信じるしかない。それに従えば、斗和は白で山田が黒だ。


    「……そいつには、さっき会った。安全な場所があると言って、知り合いらしい二人を連れていった。遊び人っぽい男の人と眼鏡めがねの女だ。俺は……断ことわったけど」


    　本当は断ったのではなく、罪悪感から逃げ出してしまったのだが、そうは言えなかった。


    「──くッ！」


    　焦あせった顔で走り出そうとした斗和だが、すぐに唇くちびるを嚙かみしめて動きを止める。


    「とりあえず、おまえが無事でよかった。御み手た洗らいさんたちは心配だが、わざわざ連れていったのなら、すぐに殺されることはないだろう。今はそれより武器を探すことが先決だ」


    　ああ、そうか、と笠根木は納得した。こいつは本当は感情的な人間なのに、一歩引いて冷静になってから、自分が今何をすべきかをしっかりと考えているんだ。


    「槍やりはどうした？」


    「山田に投げ捨てられた。奴はおまえが思っているよりも遙はるかに強い」


    　そして斗和は、淡々と自分が見たことを語ってくれた。殺人鬼とのゲームのことも。仮に攻撃を当てても、約束を破って襲おそいかかってくる可能性がある。その保険として、斗和は毒を求めた。武器に毒を塗っておけば、かすり傷でも勝負は決まる。だが、一番可能性がありそうな四階の研究室にも行ってみたが、役に立ちそうなモノは何もなかったそうだ。


    「俺は奴を倒す術すべを模も索さくする。おまえはどこかに隠れていろ。俺の勘だが、ムカデの化け物はおそらく熱で獲え物ものを感知している。タコとクリオネは視覚。水の壁の奴は不明だ。どうも物陰に隠れたりしていた人ほど生存率が高いみたいだ。動き回るのは得策じゃない」


    「おまえ、そんなこと……」


    　笠根木は愕がく然ぜんとした。逃げ回るのに一いつ生しよう懸けん命めいで、化け物に見つからない方法なんて考えもしなかった。もしも斗和が武器を手に入れようとせず、妹も捜そうとしなかったのなら──。　けれども斗和は、他人を冷徹に見捨てながらも、唯ゆい一いつ武器を持って戦っていた。ただ一人、化け物たちを倒していた。


    「それに気づいたのは、ついさっきだ。すまない。熱で探知するムカデがいる以上、隠れるのも確実とは言えない。あくまで参考程度に、走り回っている人がいたら伝えてほしい」


    　笠かさ根ね木ぎの科白せりふを批ひ難なんだと勘違いしたのだろう、斗と和わが申し訳なさそうに言った。


    　ぎゅっと奥歯を嚙かむ。今も孤独に戦っている斗和に、協力したい気持ちがある。だが自分は足手まといだ。かえって彼を危険な目に遭あわせてしまうかもしれない。そのときだ──。


    「ひそひそ……よく観察してるねぇ」


    「ざわざわ……そこまで単純じゃないわよ」


    　戦せん慄りつが雷らい撃げきのように全身を撃ち抜く。笠根木は素早く目を凝こらして、暗くら闇やみの向こう、声がしたほうを見た。


    　細い棒状の闇が蠢うごめいている。左右に揺れながら、無数の足を波のように動かしている。非常灯の下を通り過ぎるとき、その緑色の光が不気味な体たい躯くを浮かび上がらせた。背板には無数の顔。人面百足むかでだ。


    「げらげら……ビビってる、ビビってる」


    「……ギッギ、ガッガ！」


    　今度は逆方向から。笠根木はぎょっとなって後ろを振り返る。斗和がいる向こう、そこにも同じく蠢いている闇があった。そればかりじゃない。奴やつの後ろからは、夜の海のように光を弾はじく水の壁が押し迫っていた。リヴァイノスだ。


    　前後から挟み込まれるかたち。しかも前と違って武器のない今は戦う術すべがない。じりじりとした焦しよう燥そう感かんが、死の恐怖を突きつけてくる。


    　斗和の表情を覗うかがおうとして、笠根木はそれに気づく。斗和の足下、物言わぬ死体が無数に転がるなか、そのうちの一体がずるずると動いていたのだ。


    　いや、違う。


    　即座に笠根木は理解する。あれは死体が動いているのではない。死体の下で何かが動いているせいで、そのように見えただけだ。絶望的な未来が肺はい腑ふを圧迫して、悲鳴にも似た声を押し出させる。


    「斗和ッ！　下だぁあああっっっ!!」


    　斗和はすぐさま反応した。素早く足下へ視線を走らせ、即座に跳躍する。だが──。


    「ぐああああああああっっっ!!」


    　凄すさまじい絶叫が響き渡る。斗和は空中でバランスを崩し、死体で満たされた床ゆかに転がった。右足を押さえ悶もん絶ぜつしている。人面百足の毒にやられたのだ。


    「ひそひそ……どきどきしたねぇ」


    「ぼそぼそ……沈黙は金じゃあ」


    　斗和を刺した人面百足の呟つぶやきを聞き、笠根木は驚いた。おそらく奴はずっと前からあの場所に隠れていて、仲間が来たタイミングで襲おそってきたのだ。いや、もしかしたら仲間が来たのは単なる偶然ではなく、テレパシーみたいな能力で呼び寄せたのかもしれない。


    　そんなことを考えている間にも、先の人面百足むかでが止とどめを刺すべく斗と和わに襲おそいかかる。対する斗和は、武器もなく毒を受けてうずくまった状態。助かる道理はどこにもなかった。


    「斗和ッ！」


    　笠かさ根ね木ぎが叫ぶ。それと同時に、人面百足が淡い緑色の燐りん光こうとなって搔かき消えた。


    「……え？」


    　笠根木は間抜けな声をあげた。あの状況から、斗和が反撃できたとは思えない。だが彼が右手に握っているモノを見て、瞬時に状況を悟る。


    　それは人間の足。太ふと[image: ]ももの部分で切断され、無む惨ざんに転がっていた体の一部。暗くら闇やみに白い肌はだが浮かび上がる様は、巨大な手て羽ば先さきのようにも見えた。斗和はそれを拾って、人面百足を殴りつけたのだ。咄とつ嗟さの応用力と、死体をも躊ちゆう躇ちよなく振り回す胆たん力りよく。


    　それを理解した瞬間、笠根木は灼やけるような怒りを覚えた。斗和がいる場所は宇う佐さ院いんの死体がある場所。彼が右手に摑つかんでいるのは、彼女の切断された足だ。


    「斗和、テメエッ！　なんてことしやがるッ!!」


    「笠根木ッ！　ここから、逃げるんだ。早くッ!!」


    　斗和の科白せりふに、咄嗟に言葉が出なかった。激痛に喘あえぎながら、命の危険にさらされながらも、斗和が口にした言葉は他人を慮おもんぱかるものだった。それは冷酷な人間のすることではない。


    「なんでだ？　なぜ『助けてくれ』と言わない？」


    「……化け物の、数は三匹。そして俺おれは、毒にやられた状態……だ。今のおまえじゃ、犬死にする……だけだ」


    　それは反論できない事実。笠根木は武器を持った状態ですら、たった一匹の人面百足すら倒せなかった。


    「テメエは死ぬんだぞっ！」


    「……そう、だな。だけど、仕方ない。い、今の状況じゃ、おまえが……生き残る、可能性のほうが、……高い」


    　──仕方ない。


    　笠根木はその言葉の重みを初めて理解した。人ひと喰くいの化け物が跋ばつ扈こするこの世界では、人に決定権などない。脆ぜい弱じやくな人間は自分ができる範囲で最善を尽くすしかないのだ。その決断には自分の命すらも含まれている。自分が死ぬことで大勢の人が助かるのならば、斗和という男は迷わず死を選ぶのだ。その決意と覚悟は、深く笠根木の心を捉とらえた。


    「その足は宇佐院──俺のダチの足だ。それも仕方ないことなのか？　信じられねえだろうが、俺には死者の声が聞こえるんだ。死体にだって心がある。だから生き残るためといえど、死体を道具にする奴やつは許せねえ」


    「……そうだな。だけど、俺がもしも、逆の立場なら、……俺の死体を使ってでも、生き延びてほしいと、思う。自分が、生き残れないのなら、そのぶん他人に、生きてほしいと、願う。だからこそ必死に抗あらがい、最善を……尽くす。それが、生き残った者の、使命……なんだ」


    　激痛に喘あえぎながらも、斗と和わが必死に言葉を紡つむぐ。


    　何を勝手なことを、と笠かさ根ね木ぎは憤いきどおった。それは身勝手な意見。おまえはそうかもしれないが、多くの死者は生への未練を嘆なげくばかりだ。


    『苦しい』


    『悔くやしい』


    『痛いよぉ』


    　笠根木は死者の声に意識を集中させる。やはり死を嘆く声ばかり。彼らに、これ以上の苦しみと屈くつ辱じよくを与えてはいけない。そう結論づけようとしたときだ。


    『仇かたきをとってくれぇ』


    　──意志が、聞こえた。


    『憎い、憎い。あいつらをを、倒してくれぇ』


    『あの子を助けてっ！』


    『笠根木には、死んでほしくないのです』


    　はっとして、笠根木は目を見開く。


    　それは宇う佐さ院いんの声だった。悲ひ惨さんな最さい期ごを遂げた彼女の願い。何がきっかけだったのだろうか。死を嘆くばかりだった彼らの声は、己おのが願いを口にしはじめた。


    『仇を、仇をっ！』


    『化け物を倒して！』


    『無念を晴らしてくれぇ！』


    　それらの声が響くたび、笠根木の意識の奥、無意識の領域から、何かが迫せり上がってくるのを感じる。


    『ママ……、ママ……』


    　ふいに、あの幼よう女じよの声が耳に届いた。ずっとずっと耳にしていた呟つぶやき。愛する母を呼ぶだけの無力な声。


    　──いや、そうじゃない。


    　笠根木はふと、その言葉には続きがあるような予感がした。幼女の前にしゃがみ込み、彼女の青ざめた死に顔を見つめる。


    「もしかして、お母さんの仇を取りたいのか？」


    『…………うん』


    　可愛らしい声で、それでも力強く幼女が答える。初めて聞く「ママ」以外の言葉。


    「あの化け物が憎くて憎くて、やっつけてやりたいのか？」


    　熱いモノが込み上げてきて、声が震えてしまう。


    『──うん』


    　自分は何をしていたのだろうと思った。死者の声を聞くことができても死者の気持ちを聞くことをしなかった。思い込みだけで、自分の狭い価値観を押しつけていた。


    　こんな幼おさない子供ですら、母の仇あだを討ちたいと強く願っているのだ。だが死者にはそれを為なすことはできない。ならばそれは、生者が継承すべき願い。生き残った者の使命──。


    　無意識の領域から、何かが迫せり上がってくる。生まれたときから自身と共にあった記憶。その能力の名前を思い出す。


    「わかった。一緒にお母さんの仇を討とう。おまえを、使わせてくれ」


    　笠かさ根ね木ぎはオレンジ色に輝かがやく右手を幼よう女じよの額ひたいに伸ばし、異能の力を発動させる。死者の持つ意志を再構成し、編み込むようにして形ある物へと変化させていく。光り輝く円陣が幼女の額の前に展開し、その中心から柄つかのような物体が出現する。


    　笠根木はそれを摑つかむと、一気に引き抜いた。厳おごそかな鋼はがねの刀身を持つ一振りの長剣が、その右手に握られている。


    　死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス。死体より武器を生成する能力。さらには──。


    「全戦闘能力上昇オール・ブラスト！」


    　笠根木の全身を包み込んでいたオレンジ色の光が、首に向かって収しゆう束そくする。光が収まると、そこにはオレンジ色の宝石を等間隔に並べた革の首輪が顕けん現げんしていた。暗くら闇やみの中でも輝きを忘れることなく、オレンジの光を発している。そして笠根木の両方の瞳ひとみは、彼の怒りを表わすかの如ごとく、煌こう々こうと燃え上がる鳶とび色の炎を上げていた。
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    「ひそひそ……なんかやばいねぇ」


    「げらげら……死ぬ死ぬぅ」


    「ぼそぼそ……これだから最近の若い者は」


    　笠かさ根ね木ぎの背後に忍び寄ろうとしていた人面百足むかでが、本能的に不利を悟ってか、踵きびすを返して逃げ出そうとする。だが──。


    「遅おせえ！」


    　笠根木の体が疾しつ駆くする。あっという間に距離を詰め、動き回る人面百足の頭部を一刀のもと切り捨てた。緑色の粒りゆう子しとなって搔かき消える化け物に背を向けて、笠根木はもう一匹の人面百足を睨にらみつける。


    「くすくす……強いねぇ」


    「ざわざわ……あら、またお預けかしら」


    　残る一匹となった人面百足も、一いち目もく散さんに逃げ去ろうとする。


    　笠根木は宇う佐さ院いんの前に駆かけ寄ると、先ほどと同じように武器を生せい成せいした。今度は洋よう弓きゆうだ。


    「そっか、おまえは得意だったもんな。力を借りるぜ、宇佐院！　視力究極上昇ピーピング・ブラスト」


    　笠根木が弓の弦つるを引き絞ると、オレンジ色の光が矢の形をとって現れ、次の瞬間、鋼はがねの矢や尻じりを持つ矢が顕けん現げんする。首輪は消しよう滅めつし、その代わりに笠根木の瞳ひとみがさらに激しい炎を上げた。まるで目から角が伸びているかのような勢いだ。


    　白熱灯で照らされたみたいに、世界がはっきりと視認できる。明るいだけではなく、すべてがクリアに見えた。さらには時間感覚。あれほど素早かった人面百足が、いまではスローモーションのようにゆっくりと動いて見える。


    　笠根木は狙ねらいを定めると、人面百足の頭部めがけて矢を放つ。けれども、動き回る獲え物ものに命中させるのは至し難なんの業わざだ。わずかに矢はズレて、人面百足を取り逃がしてしまった。


    「笠根木、おまえ……」


    　激痛にうずくまりながらも、斗と和わが驚いたような視線を向けてくる。その瞳の奥には、あふれ出すような熱い想おもいが輝かがやいていた。


    「テメエは前に言ったよな？　他人を助けられるのは、武器を持った者だけだって。──言い訳の時間は終わりだ。武器なら俺おれが、どんなものだって作り出してやるぜッ!!」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　絡みつくように重く陰いん鬱うつな空気が、部屋の中に満ちている。自分と銀ぎん河がも含め、八人の男女がここにはいたが、誰も逃げ出そうとはしなかった。それくらいあの殺人鬼の存在と言葉は、皆の心に深く侵食していた。


    「ノマちゃん、どうしてあんな奴やつの言うことを聞くの？　正気に戻って。この拘こう束そくを解いて！」


    　真ま湖こは冷めた心で、足下に転がる銀ぎん河がを見た。ほかの人にさんざん訴えて無視されたため、顔見知りである自分に懇こん願がんしてきたのだ。


    　彼女の両手両足は結束バンドで拘こう束そくされている。本来はケーブルなどをまとめるのに使われる道具だが、人を拘束するのにも絶大の効果を発揮する。


    「ノマちゃん、お願い」


    　再度、銀河が懇こん願がんする。けれども、真湖の心には響かない。なんて無駄な足あ搔がきをする人だろうと思った。逃げ出したところで、どうせすぐに殺される。それよりもおとなしく言うことを聞いていたほうが、つらい思いをせずに済む。だからみんな、殺人鬼に従っているのだ。


    「あいつは、一いち花かちゃんを殺したんだよ。そんな奴の言うことなんて聞いちゃ駄目だ！」


    　じくりと胸が痛んだ。結局自分は何もできないまま、再び一花を失ってしまった。安全だとされているこの部屋は、入り口が一つしかない。逃げる場所のない部屋。そこに殺人鬼が現れた時点で、すべては終わってしまった。


    　金色の究極兵器ウルテイマウエポンと呼ばれるほどの身体能力を持つ一花でも、殺人鬼の前では、ただの小学生でしかなかった。飛び跳ねて攻撃を仕掛ける一花を、殺人鬼は蠅はえを叩たたくみたいに打ち落とし、馬乗りになって壮絶な連打を叩き込む。そして痙けい攣れんするだけとなった一花の頭を、腕力だけでもぎ取ったのだ。


    「そこの眼鏡めがねくんと青髪の女。すまないが、その銀髪ツインテールと、そうだな、そこの紫髪の男をこれで拘束しろ」


    　次に殺人鬼はぐるりと全員の顔を見回し、二人の男女を指名した。果たして何人が、このときに行おこなわれたことの意味を理解しただろうか？


    　殺人鬼は一瞬にして、自分に服従しそうな人間と反抗するだろう人間とを見分けてしまったのだ。何かの本で読んだ記憶がある。協力者と獲え物ものとを瞬時に嗅かぎ分けられる才能が、凶悪な犯罪者には備わっていると。その点においても、山やま田だという殺人鬼の才覚はずば抜けていた。


    「馬ば鹿かなことはやめてっ！　あいつの言うことを聞いたって、どのみち殺されるだけよッ！」


    　銀河の叫びに、拘束しようと近づいてきた二人の男女が動きを止める。


    「それは君の勘違いだ。私は殺人鬼だが、実はそれほど人殺しは好きじゃあない。必要のない殺せつ生しようはしないさ」


    「ふざけないで、殺人鬼のくせにッ！　本当は人を殺したくて殺したくて、仕方がないんでしょッ！」


    「おいおい、君は馬鹿か？　殺人鬼について調べているんだろ？　いったい何を勉強してきた？　差別と偏見だらけじゃないか」


    「な、なんでそのことを……？」


    「殺人を特別なモノだと考えるから、そんな大層な理由をこじつける。殺人中毒者マーダー・ホリツクなんて考えは、アイドルは排はい泄せつしないと主張するようなモノだ。はっきり言おう。真の殺人鬼には、殺人衝動などない。快楽を得るために殺人をすることもない。それは君たちが殺人鬼を理解したいがために、殺人という行為を納得するために、勝手に抱いだいたイメージにすぎない」


    「噓うそ……よ、噓」


    　銀ぎん河がが力なく首を振る。


    「ここはいい場所だなぁ。入り口がわかりづらいため、知能の低い魂を狩る幻想生物ソウルテイカーは気づきもしない。プールのおかげで熱も遮断されている。見えない壁が消しよう滅めつするまでの間、ここは無事かもなぁ」


    　その科白せりふを聞いて、皆の表情に緊張が走る。「見えない壁は十二時間で消滅する」という放送を思い出したのだろう。


    　うまいやり方だと真ま湖こは思った。十二時間という制限を告げられたことで、皆の心に希望が灯ともる。いつ終わるかわからないのなら、自じ暴ぼう自じ棄きになって暴れる者もいるだろう。だが明確な終了時間を告げられたことで、そこまで堪こらえようという気持ちになる。


    「先ほども言ったとおり、私は殺人があまり好きではない。それに、私に従うとしてもほんの数時間さ。よくよく考えたまえ。どうすれば無事に生き残れるかを──」


    　その一言が決め手となり、今に至る。


    「お願い、ノマちゃん。拘こう束そくを解いて。あいつは今はいない。逃げ出すチャンスよ！」
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    「おいおい、可か哀わい想そうなことを強しいないでくれたまえ。そんなことをすれば、その紺色が罰を受けるだけだぞ」


    　──よく通る声は唐突に降ってきた。


    　鮮せん烈れつな恐怖で急速に冷やされた空気が、一瞬で肺はい腑ふを凍えさせる。


    　殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろうの帰還。


    　待ち合わせポイントにいる日向ひゆうがを迎えにいったはずの山田は、ほかにも御み手た洗らいと灰はい村むらの二人を伴ともなっていた。彼らを事務所の中へ促うながしつつ、山田は入り口の前に立ち塞ふさがる。


    「駄目、逃げてッ！」


    　銀ぎん河ががすぐさま声をあげる。けれども状況が理解できないのだろう、御手洗と灰村の反応は悪い。山田の傀かい儡らいとなっている日向は、最初から逃げる素そ振ぶりも見せない。


    「えっ、どういう……」


    「そいつは殺人鬼なのよッ！」


    　灰村の呟つぶやきに、銀河が悲鳴のような声で答える。


    「はぁ？　何言って……。殺人鬼は斗と和わのほうだろ？」


    「御手洗さんこそ、何言ってんの!?」


    「その紫をここへ連れてきてくれ」


    　銀河と御手洗のやりとりを無視して、山田が告げる。


    「嫌だぁあああ!!　やめてくれぇえええ!!」


    　不ふ穏おんな気配を察したのだろう、拘こう束そくされていた紫髪の男が必死に抵抗する。だが従順な山田の奴ど隷れいと化した人たちの手により、強引に彼の足下へと運ばれてきた。あまりにも異様な風景。御手洗と灰村も想像を超える異常さに、目を見開いたままで固まっている。


    「私の手て斧おのを」


    「……はい」


    　日向がバッグから手斧を取り出し、山田へと渡す。彼女の陰いん鬱うつな表情は、まるで死人のようだ。泣き腫はらした目元と無気力な顔が、ぞっとするほど陰気な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


    「頼む、殺さないでくれっ！　俺おれは逆らったりしてないじゃないか！　なんでも言うことを聞くからさ!!」


    　それに答える代わりに、山田は手斧を振り下ろした。さんざん喚わめき散らしていた男の頭が真っ二つに割れる。脳のう漿しようが飛び散り、無念の表情を刻みつけた死体が崩れ落ちた。


    「そういえば、二人には秘密にしていたなぁ。私は、殺人鬼なんだ」


    　山田はさも満足げな表情で、自みずからの正体を友人たちに告げた。ややあって、絶句していた灰村が口を開く。


    「それじゃあ、青あお美み空ぞらくんを殺したのは──」


    「ああ、私だ」


    「なんでそんなことを！　この人でなしっ！　麗れい子こ、あなた知っていたのね？　どうしてこんな奴やつに！」


    　灰はい村むらがヒステリックに叫ぶ。名前を呼ばれた日向ひゆうがは、びくりと肩を振るわせて、両目に涙の玉を浮かべた。


    「灰村さん、日向さんを責めないでくれ。彼女はとても家族思いの子なんだ。先日、皆で彼女の家に行ったことは覚えているだろう。だから、こう言ってやったのさ。『私に逆らえば君の家族を皆殺しにする』とな」


    「あなた、最低よッ！」


    「価値観の多様性はおもしろいな。彼女の価値観によれば、君の行為は最低らしいぞ、日向麗子。確かに自分の家族さえ無事なら、他人がどうなってもいいというのは、クズの思考だよなぁ。くくく、あははははははっ！」


    　その科白せりふを聞いて、日向が泣き崩れる。灰村の言葉は山やま田だに向けられたものだが、日向にはそれを理解する理性も残されていなかった。


    「あなたって──」


    　なおも文句を言うとする灰村の腹部に、山田の拳こぶしがめり込んだ。くの字になって崩れ落ちた拍ひよう子しに、灰村の眼め鏡がねが床ゆかに落ちる。


    「その女を拘こう束そくしろ」


    　灰村を拘束するよう皆に指示を出した山田は、次に御み手た洗らいの顔をじっと見つめる。そして、満面の笑みを浮かべて言った。


    「うん。さすがは御手洗くんだ。君は拘束する必要がないらしい。友人としてうれしい限りだ」


    「御手洗さん、駄目。そんな奴に従ったりしないでっ！」


    　銀ぎん河がの悲痛な叫びが部屋中に響き渡る。だが、恐怖に縮こまった御手洗の心には届かない。


    「そろそろ君の声もうざくなってきたなぁ。そうだ。今度から天あま音ね川がわくんが何かしゃべるたびに、灰村さんをみんなで殴ることにしよう」


    「──なっ!?」


    「はい、一回だ。全員、一発ずつ殴れ。蹴けりでもいいぞ」


    「馬ば鹿かなことはやめて、お願い」


    　灰村が恐怖に怯おびえた表情で懇こん願がんする。山田が本気であることも、ここにいる人たちが彼の言葉には絶対服従であることも、彼女は理解したのだ。


    「待ってくれ。冗談はやめてくれよ。き、喜き一いち郎ろうさんは、そんな人じゃないだろ？」


    　御手洗も怯えたように懇願する。


    「君がどう思うかは自由だが、今から起こることに変化はない。それに君ならわかるだろ？　人は誰だって、他人には言えない裏の顔を、一つや二つ持っているモノさ。そうだろ？　御手洗くん。君の気持ちはわかっている。彼女を殴るのは自分だと言いたいだけだろ？」


    「ちが──」


    　反論しかけた御み手た洗らいの肩に手を置いて、山やま田だは言葉を続けた。


    「何を不安そうな表情をしているんだ？　君が彼女を殴るのは、これが初めてじゃないだろう。君の暴力行為ＤＶが原因で彼女とは親密な関係から、ただの友人に戻ったんじゃないか。だけど、ここは大丈夫だ。思う存分、彼女を殴りつけるといい。それを止める者も、それを悪いことだと言う奴やつもいない。ここでは君の趣味が肯こう定ていされるんだ」


    　けれども御手洗は動かない。顔は蒼そう白はくで、恥ち辱じよくと屈辱に全身を震わせている。


    「ならば選択肢を与えよう。君が彼女を全員分殴れ。それが嫌なら、ここにいる男たち全員に彼女をレイプさせる。体の傷と心の傷。果たしてどちらが重いかな？」


    「よくもそんな卑ひ劣れつなことをッ！」


    　吠ほえたのは銀ぎん河がだ。


    「二回目だ。君はあれか、灰はい村むらさんを殺すつもりか？」


    　愉快そうに言う山田の言葉に、銀河は悔くやしそうに押し黙る。銀河が口を開けば、そのぶん灰村の被害は増えるのだ。


    「順じゆん次じくん、私を殴って」


    　灰村が両手で自分の体を抱き締めながら言う。見ず知らずの男たちにレイプされるより、御手洗に殴られるほうを彼女は選んだのだ。


    　選択肢を与える行為。それは一見して本人たちに意志決定権があるように思えるが実際は違う。なぜなら、両方とも山田の意に沿うモノだからだ。自分の意志で殺人鬼の言葉に従っているのと同じ。一度そうなってしまえば、もはや抜け出すことは不可能になる。


    　殺人鬼の巧妙なマインドコントロールにより、御手洗は涙ながらに、かつて交際していた女性を殴りはじめた。
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    　斗と和わは激痛に堪たえながらも、その黒光りする二つの武器を見た。笠かさ根ね木ぎが作り出した武器。身体能力を上昇させる効果があるらしく、人面百足むかでを一撃で倒すほどだ。


    　改めて異能力の凄すごさを実感する。この世の物理法則を無視した力。常識を覆くつがえす能力。そして濃厚な死の気配を打ち払うほどの希望。他人を救える力とは、こういうモノをいうのだ。


    「大丈夫か、斗和？　水の壁がやってくる。急いで逃げるぞ」


    　笠根木が脇わきの下に頭を入れてきて、斗和を抱え上げようとする。だが凄すさまじい激痛が襲おそってきて、斗和はバランスを崩し、再び床ゆかに転がってしまった。


    　何度も何度も同じところをナイフで切り裂かれるような鋭するどい痛み。貧乏揺すりをするような速いリズムで、連続して激痛が襲ってくる。


    　おかしい、と斗と和わは思った。前に刺されたときは、一瞬で痛みは消えたはずだ。個体によって、毒の持続時間が違うのだろうか？　それも何か違うような気がする。


    「全戦闘能力上昇オール・ブラスト」


    　長剣を手にした笠かさ根ね木ぎが、例の力を展開させる。再び彼の首に首輪が出現した。


    「待て。水中では、不利だ。戦う……な」


    　痛みに慣れたわけではないが、なんとか言葉を発することができた。息も絶え絶えで、時折怒鳴ったような感じになってしまうが。


    「わかってる。テメエを抱えるためだ」


    　笠根木は答えて、斗和を抱え上げた。スピードだけでなく体力と腕力も上昇しており、力強い動きで真っ暗な水迷宮を疾しつ駆くする。


    　だが唐突にその足が止まった。笠根木は肩で息をし、斗和を床ゆかに降ろす。


    「すまねえ。体力はちょっと上がったみたいだが、回復はしねぇんだ。少し休きゆう憩けいだ」


    　その理由を悟り、斗和は声が出なかった。おそらくあの幼よう女じよをずっと抱きかかえて逃げていたのだろう。ふと、斗和は引っかかるモノを覚えた。


    「笠根木。あの子の毒……は、消えないまま、だった……のか？」


    　正直その質問をするのは気後れしたが、何か重要な意味があるように感じられた。


    「ああ。……最さい期ごまで、毒は消えていなかった」


    　やはりそうか、と斗和は思った。幼女の毒が消えなかったことが、ずっと腑ふに落ちなかったのだ。どうして自分の毒は消えて、彼女のは消えなかったのか？


    　今思えば、湯ゆ[image: ]せんは無関係の可能性が高い。体が動くようになったのは水の壁に飲み込まれた後であり、湯[image: ]してからだいぶ時間が経たっていた。タイムラグがありすぎる。


    「くそっ、水の壁がもう来やがった。あいつ前より速くなってないか？　何か役立つ武器が出てくれれば──」


    　──水の壁。


    　ふいに、その単語が脳に飛び込んできた。何かがつながりそうな気がする。そういえば前に人面百足むかでに刺されたのは水中だった。それも水の壁と混ざり合っていた海水。


    『確かに次じ亜あ塩えん素そ酸さんソーダを拡散させました。なのになぜっ！』


    　これは自分の科白せりふだ。エラ呼吸の生き物にとって、次亜塩素酸ソーダは猛毒だ。なのに水の壁の化け物は死ななかった。常識的に考えると、やはりこれはおかしい。


    　毒。共通する項目。


    　その三回ともが、水の壁の中では無効化されてしまった。それはつまり──。


    「くそっ、出ねえ。いや、操鎖チエーンか。これをうまく使えば──」


    　新たに武器を生せい成せいした笠根木が、焦あせったように言う。


    「笠根木！」


    「わかってる。誰からどんな武器が生せい成せいできるかは、俺おれにもわからないんだ。目当てのやつを引くまで、待ってくれ」


    「違う、そうじゃ、ない。水の壁には、解げ毒どく効果が……あるんだ。俺はわざと、飲み込まれて……みる」


    　驚いた顔をする笠かさ根ね木ぎに向かって、斗と和わは自分の推論を話して聞かせた。


    「それって単にテメエの想像じゃねえか。下へ手たしたら死ぬぞ」


    「どのみち、俺は動け、ない。こ、このままじゃ、……ずっと足手まといの、ままだ。今ここで解毒の、術すべを知ることは、大きな価値がある。頼……む、やらせてくれ」


    「……三秒だ。三秒したら引っ張り出す」


    　しばしの逡しゆん巡じゆんのあと、笠根木が承諾した。


    　斗和の体に操鎖チエーンを巻きつけ、三秒経たったらすぐに海水の中から引っ張り出す作戦を立てる。


    　通常の腕力では、斗和を引き出すことはできないので、腕力を上昇させる大おお金かな[image: ]づちを生成することにした。運よく二番目でそれを引き当て、操鎖チエーンを巻きつける。わざわざ大金[image: ]に鎖を巻きつけたのは、直接使用する武器により上昇する身体能力が違うからだ。そして、斗和の体にもう片方の操鎖チエーンを巻きつけることで、海水の中からいつでも引っ張り出せる準備が整う。


    　斗和は痛みに堪たえながら足を伸ばした。できるだけ水に飲み込まれる部分は少なくしたい。


    　水の壁がだんだんと押し迫ってくる。真っ暗な闇やみの中でわずかに光を反射する水面は、真夜中の海を連想させる。まるで空からスローモーションで海へ飛び込んでいるような、不思議な感覚が襲おそってきた。あの中には化け物がいる。イルカほどの大きさ、流線型のフォルム。もしも奴やつに見つかれば、あっさりと肉片に変えられてしまうだろう。命いのち懸がけの解毒。


    　心臓が高鳴っていく。死の不安が右足の痛みすらも麻ま痺ひさせていく。唾つばを飲み込もうとして、乾いた喉のどに痛みが走った。


    　爪つま先さきに水の壁が触れる。浮ふ力りよくによって足が持ち上げられる気味の悪い感覚。次に腰が持ち上がる。スピードが以前より速くなっており、ぐいぐい体が飲み込まれていく。


    　ふと第六感が何かを感じ取った。足先から急激に水を押しのけて、巨大な質量が押し迫る気配がする。


    （──まずい！）


    　濃厚な死の気配が肺はい腑ふを押し潰つぶし、警けい鐘しようが激しく鳴り響く。今すぐ逃げなければと思った。


    「かさ──」


    　だが次の瞬間、声をあげる間もなく、斗和の頭部は水の壁に飲み込まれてしまった。暗い水の奥から、急激に迫り来る化け物の姿が見える。


    　それはまさに巨大な人の顔。生首が泳いでいるようで、背せ筋すじが痺しびれるみたいにぞくぞくした。顔の両目の部位からは人の腕が生えており、触しよつ角かくのように垂れ下がっている。人面の口の部位には巨大な一つの目。特徴的な魚眼レンズだ。


    　獲え物ものを見つけたリヴァイノスが、ぐぱっと口こう腔こうを広げる。一つ目の下、顎あごの部位。鮫さめのように鋭するどい歯を持った口が腕のように飛び出してくる。まるでゴブリンシャークの口みたいだ。そしてその下、腹の部分もばっかりと左右に割れ、海え老びの足みたいな突起物が姿を現す。禍まが々まがしい金属質の光を放つ五対の刃やいば。おそらくは肋ろつ骨こつの骨が変化したモノだろう。


    　その鋭い五対の刃で、斗と和わの体を抱き締めようと覆おおい被かぶさってきた。あれで捕ほ獲かくされたら、間違いなく体はバラバラに寸断されてしまう。一瞬にして、全身の血が凍りついた。切られるのは嫌だと喚わめく細さい胞ぼうの悲鳴が聞こえてくる。


    　巨大な体たい躯くに視界を埋め尽くされた瞬間、体に縦方向の力が加わった。急激な勢いで、海水から引き出される。間かん一いつ髪ぱつ、笠かさ根ね木ぎが引っ張り出してくれたのだ。


    「助かった。笠根木、ありがとう」


    「礼はいい。で、毒はどうなった？」


    　抱き止めた斗和を床ゆかに下ろしながら、笠根木が尋ねてくる。


    「ああ、このとおりだ。──毒は消えた」


    　斗和は自分の足で立つと、右足で床を蹴けって、痛みがなくなったことを伝えた。推測したとおり、水の壁には毒を無効化する能力が備わっていたのだ。これは大きな発見だ。


    「……そうか。じゃあ、さっさと逃げるぞ」


    　笠根木は一瞬、悲痛な表情を浮かべた。おそらくこの事実に気づいていれば、あの子を助けられたはずだと悔くやんでいるのだろう。


    「待て。奴やつの海水を確保しておきたい。俺おれを引っ張り出したみたいに、鎖くさりを使って海水を手に入れられないか？」


    　奴の海水は、あらゆる毒を無効化できるはずだ。ペットボトルなどに入れて持ち歩けば、今後毒を受けるようなことがあっても、即座に解げ毒どくすることができるだろう。


    　しかし、と斗和は思った。敵であるリヴァイノスの異能力。脅きよう威いであるはずの力は、同時に斗和たちを助ける道具にもなった。そこには敵味方の区別はない。


    　逆に銀ぎん河がの異能力。味方であるはずの彼女の能力は、斗和たちに危害を加えるモノだった。異能力そのものには、敵味方という概念はないのかもしれない。ただ、そう定義された道具があるにすぎないのだ。


    　そこまで考えたとき、斗和の中で何かが閃ひらめいた。


    　偏へん見けんに囚とらわれた狭きよう窄さくした思考のせいで、目の前に示されていた道具の存在に気づくことができなかった。探す必要なんてない。もう見つけていたのだ。


    「俺はなんて馬ば鹿かなんだ。何冊も生物学の本を読んだりしてたのに、こんな単純なことにも気づかなかったなんて」


    「斗和、どうしたんだ？」


    「──毒は、あった。毒はずっと、俺たちの近くにあったんだ」


    「なんだって？　いったいどこに？」


    　笠かさ根ね木ぎが目を丸くして問いかけてくる。


    「よく考えてみろ。俺おれたちはさっきまで、毒に苦しめられていただろ？」


    　最初はぽかんとしていた笠根木だったが、次の瞬間、何かに気づいたように目を見開く。


    「化け物の毒だ。ムカデの化け物、クリオネの化け物。奴やつらは毒を持っている」


    　どうして気づかなかったのか？　斗と和わは憤いきどおり半分、高こう揚ようした気持ちが半分だった。昔から人間は動物や植物から毒を抽ちゆう出しゆつし、戦う道具として利用してきた。骨から武器を作ったり、毛皮や体毛から衣類や袋なども作成したりしていた。


    　基本中の基本なのだ。ほかの生物を利用し、生きる術すべとする行為は──。それは相手が化け物になっても、なんら変わることはない。


    「笠根木、奴らを狩るぞ。毒を手に入れるんだ」
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    「天あま音ね川がわや灰はい村むらの態度をどう思う？」


    　前を歩く殺人鬼が、ふいにそんな質問を投げかけてきた。真ま湖こは今、山やま田だと二人でプール裏の事務所から外に出て、観覧席に移動している最中だった。


    　質問の真意がわからなかった。純粋に言葉どおりの意味なのか、それとも一いち花かを連れて逃げようとしたことを責めているのか。正直、震えが止まらない。どんな酷ひどいことをされるのだろうと思うと、涙があふれ出そうになる。


    　真湖は激しく後悔していた。どうして一瞬でも、この殺人鬼から逃げ果おおせると思ったのか。死ぬのが怖い。死にたくない。けれどもその理由は、自分でもわからなかった。なんの未練もないはずの人生。あの日から、毎日が地獄に変わった。すべてが色いろ褪あせてしまった。それでも生にしがみつく惨みじめな自分がいる。


    「……愚おろかだと思います」


    　真湖は必死に考えを巡らせて、結局は山田の意図を理解することはできず、正直に思ったことを口にした。


    「ほう」


    　じろりと山田が鋭するどい眼光を向けてきた。


    　左足の太ふと[image: ]ももがじくりと痛みを発する。例の記憶がフラッシュバックする。母に抱き締められている感触。けれどもそれは、生理的嫌けん悪おを覚えるほど不快なモノ。不気味な死の影が迫り来る。なのに母は逃げ出さない。ただ「大丈夫だから」と根こん拠きよのない言葉を繰り返すのみ。


    　立って、走って、逃げてほしかった。


    　抗あらがって、私の手をとって、この恐怖から救い出してほしかった。


    　それなのに──。


    　母はそいつに滅めつ多た刺ざしにされて、絶命した。それと同時に、真ま湖この太ふと[image: ]ももにも深く大きな傷跡を残した。残忍な刃やいばのきらめきは、真湖の心を永久に凍いてつかせたままだ。


    　この世に救いはない。


    　強者が世界を支配し、自分たちはその顔色を窺うかがうだけの無力な存在。ならば従順になって相手の機嫌をとることが、唯ゆい一いつの生き残る術すべ。あのとき母が狙ねらわれたのは、背中を向けて中途半端に抗あらがおうとしたからではないのか？　だとしたら、自分はとんでもない失態を犯したことになる。死の恐怖が奥歯をガタガタと震わせてきた。


    「なぁに、心配するな。今はまだ、君に危害を加えることはしないさ。なんせ君の異能力はレア中のレアだからなぁ。私の目的のためにも大いに役立つだろう」


    「目的？」


    　真湖は思わず聞き返してしまった。すぐさま自分がしゃべる番ではなかったことに気づき、胸が爛ただれるような自責の念に襲おそわれた。


    「くだらない御お伽とぎ噺ばなしのような目的さ。いや、夢と言い直したほうがいいか。遙はるか昔、私がまだ愚おろかだった頃に誓った夢。人に言うのも憚はばかられるような甘く、頭の悪い夢だ」


    　けれども山やま田だは気にしたふうもなく、まるで独り言のように言った。一瞬、山田の表情が物憂うげな悲しいモノに変わる。


    　驚きのあまり、ついまじまじと山田の横顔を見つめていた真湖は、再び奴やつの視線を受けて、慌あわてて目を逸そらした。


    　そして、それに気づく。


    　死んだはずの老ろう婆ばの化け物の死体が、どこにもなかった。プール裏の事務所へ通じる階段のところで外の様子を窺っていた人から、山田がシャバを殺したことは聞かされていた。だが、それらしき死体がない。


    「君を今から、斗と和わくんに預けようと思う。まだ君は何かを期待しているみたいだからなぁ。その目でどちらについたほうが賢いか、よく考え──」


    　山田の科白せりふは唐突に途切れた。ばっと体の向きを変え、猛烈な勢いで迫り来るそれに対処する。だが次の瞬間、殺人鬼の体が真湖の視界から搔かき消えた。


    　壮大な水みず飛沫しぶきと水を叩たたく音で、山田がプールの中へと吹き飛ばされた事実を知る。そして、肺はい腑ふを揺さ振るような咆ほう吼こう。


    「シャバァアアアアアアッッ!!」


    　殺人鬼の代わりに目の前に立っていたのは、絶命したはずの老婆の化け物だった──。

  


  
    



    　　　第七章　その金色は絶望を与える


    



    　毒を持つ化け物を捜す道すがら、斗と和わは笠かさ根ね木ぎの異能力について整理した。


    　死体から武器を生せい成せいする能力。武器の種類は全部で九種類あり、どの武器が生成できるのかは、本人にもわからないらしい。つまりは完全にランダム。しかも武器には具現時間があるらしく、先ほど生成した武器は十分ほどで消えてしまった。


    　一度生成した死体からは、二度と武器が作れないのは確認済み。すなわち数は有限となる。無駄にはできない。同時に生成できる数の上限は五本までだそうだ。


    　また、生成した武器は他人も使うことはできるが、武器使用時における身体能力上昇は笠根木だけにしか使えない。長剣はすべての項目を上昇させるが、そのぶん上昇率は低く、上昇する項目が少ないほど、身体能力は劇的に上昇するらしい。


    「どんな武器でも作ってやるぜ、的なことを言ってたが、九種類しかないんだな？」


    「そんだけありゃ十分だろ。あ、あんときはちょっと、なんでもやれそうな気がしたんだよ」


    　斗和の質問に、笠根木が気恥ずかしそうに答える。斗和としては確認の意味で言ったつもりだったが、笠根木の科白せりふに突っ込みを入れるかたちとなってしまった。確かに、異能力に目覚めたばかりの高こう揚ようした精神ならば、多少は調子のいいことを言ってしまうのかもしれない。


    「ああ、十分だ。解げ毒どく剤ざいも手に入れたしな」


    　斗和は手に持ったペットボトルを、笠根木に見せるようにして言った。


    「しかし、ペットボトルだと持ち歩きにくいぜ。武器を扱うのにも邪魔になる」


    　笠根木が不満げに言う。彼が今持っている武器は洋よう弓きゆうだ。前のは自然消しよう滅めつしてしまったので、新しく生成した物になる。視力の上昇は哨しよう戒かいに役立つが、使用時にしか能力は上昇しないため、笠根木は弓の弦つるを引いた状態で歩いていた。


    　対する斗和は左手にペットボトルを二本握った状態で、両手槍やりを二本抱えている。同じ武器がダブって生成されることもあるのだ。


    「売店にあった、ファスナー付きのビニールパックでもいいかもな。ポケットや服の下に入れたりもできる。あるいは、そこのリュックを借りるかだ。笠根木、いいか？」


    　床ゆかに無む造ぞう作さに転がるリュックを目で示して、笠根木に許可を求める。彼がこのような行為を嫌っているのは知っていた。協力態勢が必要な今は、些さ細さいなことで揉もめたくはない。


    「ああ。いいぜ。もう、テメエがやることを間違いだとは思わねえよ」


    　ペットボトルを入れ、リュックを背負ったところで、バラバラになったいくつもの死体が目に入った。斗和は、持ち主と思われる死体に向かって短く黙もく禱とうを捧ささげると、リュックを拾って中身を取り出し、代わりにペットボトルを詰め込んだ。そしてリュックを背負ったところで、ふいにバラバラになったいくつもの死体が目に飛び込んできた。


    　笠かさ根ね木ぎ曰いわく、武器の生成は顔を認識できることが条件らしい。つまり手足からは武器は生成できないし、生前の知り合いであれば、多少顔が潰つぶれていても武器は作れるのだ。


    　斗と和わは不思議に思う。寧ね々ね音ねのときも照準確定ロツクオンできるかは、認識が鍵かぎとなっていた。異能力に認識という概念が関係しているのは、単なる偶然だろうか？


    「おい、あれ……」


    　笠根木の科白せりふで、斗和は我に返った。自分が答えの出ない思考の海に沈んでいたことに気づく。意識を集中し笠根木が指さすほうを見るが、薄暗い闇やみの中、無数の死体が不気味な静けさを演出するだけだ。


    　だが視力が上昇した笠根木には、クリアに周囲の風景が見えているらしい。先ほどと同じように、人面百足むかでが死体に紛まぎれているのかもしれない。けれども続く笠根木の科白は、斗和の予想を超えるモノだった。


    「天あま音ね川がわって奴やつじゃねえか？」


    　どくん、と心臓が跳ね上がった。まさか、という思いは否定と肯こう定てい、相反する二つの感情となって複雑に精神を搔かき乱す。


    　そこにはツインテールの少女が転がっていた。胸の部分で切断されたそれは、シャバによるものだろう。服装は最後に見た物と全然違うが、それは彼女であることの否定にはならない。異能力によって他者と入れ替わると、彼女の服装は入れ替わった相手の物になるからだ。


    「なんでだよ？　あいつは死なないって、テメエ言ってたよな？」


    　そうだ。先ほど銀ぎん河がのことを尋ねられたとき、彼女の異能力について説明しておいた。銀河は死ぬことはないので、彼女の心配は不要だと。だが──。


    　回数制限。


    　そんな単語が脳のう裏りをよぎる。寧々音のときもそうだった。銀河の能力に回数制限があったとしても不思議ではない。


    （まさか──）


    　ふらふらと斗和は少女のもとへ近づいていく。大丈夫だという勝手な思い込みで、銀河を後回しにしていたことを激しく後悔する。


    　斗和はうつ伏せになっている彼女に触れ、仰あお向むけにした。刹せつ那な、息が止まる。目め頭がしらが熱くなり視界が揺れる。言葉が出なかった。少女は見知らぬ別人、銀河ではなかったのだ。


    「す、すまねえ。銀髪でツインテールだったから、つい。声で確認すべきだった。……悪わりぃ」


    　声で確認とは、あの死体の声を聞いて、銀河かどうか確認するという意味だろう。


    「いや、勘違いならそれでいい。ごめんな、引っくり返したりして」


    　後半は名も知らぬ少女に向けたものだ。銀河じゃないと知ったとき、安あん[image: ]どした自分がいたことを申し訳なく思った。手を合わせ、しばし黙もく禱とうする。


    　銀河は本当に大丈夫だろうか、という不安は残る。異能力者でない斗和には、異能力がどれだけ信頼できるモノかはわからない。ふとした瞬間、使えなくなったりするものだろうか？　けれども彼女を積極的に捜すとしても、やるべき行為は今となんら変わらない。目当ての化け物が先か、銀ぎん河がが先かの違いでしかない。


    「なあ、ふと思ったんだが、天あま音ね川がわの能力を使えば……。いや、なんでもねえ」


    　笠かさ根ね木ぎが途中で言い淀よどむ。彼の言わんとしたことは容易に想像できた。


    「殺人鬼を殺すことができる、だろ？」


    　斗と和わの言葉に、笠根木は「すまねえ」と答える。


    　死んだ瞬間、ほかの誰かと入れ替わる銀河の能力。それは殺人鬼といえども例外ではない。如い何かに奴やつが強くとも、物理法則を無視した異能力には敵かなわないだろう。


    「可能性をすべて挙げることは重要だって、師匠も言ってた。倫理性や論理性は、その後の選別のときに議論すればいい。けれど、その方法は最後の手段だ。俺おれは奴とのゲームに勝利する必要がある」


    「ゲームに勝ったら、この世界の秘密を教えるってやつか？　でもそれが信用できないから、毒を手に入れようとしてんだろ？」


    「噓うその可能性があるから保険は大事だけど、だからといって可能性を捨て去るわけにはいかない。奴は確かに噓つきでいい加減みたいだが、約束を破った事実はない」


    「いや、おかしいだろ、それ。噓つきなんだから、約束だって破るだろ？」


    　斗和は答えなかった。噓をつく行為と約束を破る行為は厳密には全然違うのだが、それをうまく説明できる自信がなかった。それに結局のところ、奴が約束を守るかどうかは、ゲームに勝利しなければわからないことだ。ここで問答しても仕方がない。


    　再び歩き出した二人は、しばらくして激痛に悶もん絶ぜつする女性の悲鳴を聞きつけた。急いで声の聞こえた場所へと移動する。受付カウンターの前、足を押さえて「痛い、痛い」と叫ぶ女性の姿があった。そこから少し離れた位置には人面百足むかでの不気味な姿。


    「喰くらえッ！」


    　笠根木がすぐさま矢を放つ。けれども人面百足は素早く移動して、矢の一撃をかわした。視力はアップしても技量が追いついていない。笠根木の弓の腕前は素しろ人うとレベルだった。


    「笠根木っ！」


    　斗和は両手槍やりを笠根木に投げ渡す。槍の能力上昇は脚力。オレンジの光が彼の足を覆おおい、オレンジの宝石を宿した革製の靴となって、移動速度を倍近く跳ね上げる。


    「げらげら……速い速い」


    「くすくす……追いついちゃうの？」


    「ぼそぼそ……ゆっくりしなされ」


    　すでに逃げに転じていた人面百足だったが、あっさり笠根木に追いつかれた。


    「笠根木。そいつが分身だったら消えてしまうぞ。先に尻しつ尾ぽの毒だけ切断しろっ！」


    「わかってらぁ！」


    　笠かさ根ね木ぎは返事をするが、状況は芳かんばしくない。笠根木は反応速度を上げてやっと人面百足むかでを倒せるレベルなので、脚力だけを上昇させた今の状態では、化け物に攻撃を当てることができないのだ。


    　斗と和わは痛みに喘あえぐ女性に駆かけ寄りながらも、笠根木のことが気になって仕方ない。早くこの女性を解げ毒どくして、彼の応援に駆けつけたかった。


    　だが、それは不可能となる。


    　チクリ、とした痛みが右手に走った。蓋ふたを開けたばかりのペットボトルが床ゆかに落ち、中身を床に広げていく。急激に麻ま痺ひしていく肉体。斗和は混乱する。自分の身に起こったことを即座に理解するも、そこに至った経緯がわからない。


    　女性の体が急速に膨ふくらんでいく。服が溶けるように透明になり、巨大な体たい躯くが姿を現す。クリオネに似た化け物、テュポポだ。


    （──しまった）


    　斗和は自分の[image: ]う闊かつさを呪のろった。「痛い、痛い」と同じ単語を繰り返すだけの女性。それは人じん化かしたテュポポの特徴でもある。おそらくこの女性は、人面百足の毒で悶もん絶ぜつしていたところをテュポポに捕食されてしまったのだろう。


    　テュポポのバッカルコーンが斗和の体に巻きついてくる。ゆっくりとなら動かすことができる首を最大限に捩ねじり、笠根木の様子を見た。


    　彼はいまだ斗和に押し迫った危機に気づくことなく、人面百足と戦っていた。声を出そうにも、神経を麻痺させた毒がそれを許さない。


    　後悔が津波のように押し寄せてくる。どんなに強力な異能力を持っていても、装備を万全に整えていたとしても、一瞬の油断が命取りになる。この世界は、そういう場所なのだ。


    「くそっ！」


    　笠根木が舌打ちする。手にしていた両手槍やりが時間切れで消しよう滅めつしてしまったのだ。彼は新たに武器を生せい成せいしようとして、遅ればせながら斗和の危機に気づいた。


    「テメエ、何やってんだっ！」


    　笠根木が悲鳴に似た声をあげる。当然だろう。笠根木にとっては、想像の遙はるか斜め上をいく展開だ。


    　彼は近くの死体から咄とつ嗟さに武器を生成したが、現れたのは半はん月げつ斧おのだった。能力上昇は体力。この状況ではもっとも使えない武器。笠根木の逡しゆん巡じゆんが見てとれた。自分との距離は結構ある。もう一度武器を生成するべきか、そのままこちらに駆け寄るべきか。


    　そんな笠根木の背後に、白い影が現れる。


    （噓うそ……だろ？）


    　奈な落らくの底に落ちるような絶望が、斗和の全身から血の気を奪い去っていく。目の錯さつ覚かくだと思った。けれども圧倒的な存在感が、凍いてつくような気配が、奴やつが幻まぼろしでないことをひしひしと伝えてくる。


    　シャバ。──老ろう婆ばの化け物。


    　山やま田だに殺されたはずの化け物が、笠かさ根ね木ぎの背後から猛烈な勢いで押し迫ってくる。まるであの出来事が夢だったかのように、打撲の痕あとが残っていなかった。首もまっすぐだ。


    　笠根木は気づいていない。人面百足むかでは槍やりの消失ともに逃げ去ってしまったため、彼の注意は前方の斗と和わに集中したままだ。


    　笠根木が駆かけ寄ってくる。だが、それを遙はるかに凌しのぐスピードで老婆の化け物が疾しつ駆くしてくる。誰の目にも、笠根木がシャバに追いつかれるのは明白だった。


    　意識が遠のく。じゅくじゅくした不快感が内臓の奥にわだかまっている。ほんのわずかな時間で、事態は最悪の状況を迎えた。身動きできずにテュポポに捕食される斗和。背後から襲おそわれる笠根木。この事態から脱却する術すべが想像できない。


    （ここまでなのか？　ここで終わってしまうのか？　師匠──）


    　遅ればせながら背後の化け物に気づいた笠根木が、咆ほう吼こうのような悲鳴をあげる。咄とつ嗟さに斧おのを振り回そうとするも、それより速くシャバが走り抜ける。


    　笠根木を追い越し、そのままの勢いで跳躍すると、クリオネの化け物に向かって、──跳び蹴げりを食らわせた。


    「…………へは？」


    　笠根木が間抜けな声をあげる。斗和も同じ気持ちだった。


    　テュポポですら完全に不意を突かれたのだろう、吹き飛ばされた衝撃で摑つかんでいた斗和を解放する。体が動かせない状態で空中を飛ひ翔しようする斗和を、シャバが丁てい寧ねいにキャッチした。


    　状況が理解できない。何が起こっているのか？　化け物同士の仲間割れだろうか？


    　だが濃厚な死の臭においを放つ口こう腔こうを開き、老婆の化け物が、さらに斗和を混乱に落とし入れる言葉を吐き出した。


    「お、おお兄ちゃん。大丈夫か？」


    　意味がわからなかった。脳が完全にショートする。


    「一いち花かちゃん、危ないッ！」


    　その声は、真ま湖このものだった。彼女の声は、先ほど老婆の化け物がやってきたのと同じ方向、マリンホール前の通路から聞こえてきた。


    　次に体が浮遊する感覚。視界の端に映った情景から、クリオネもどきの攻撃をシャバが後ろに跳んでかわしたのだと知る。


    「このっ！　斗和を放しやがれッ！」


    　笠根木が叫ぶ。


    「だ、駄目！　笠根木さん」


    　それを制止する真ま湖この声。そして、驚くべき事実が告げられる。


    「あれは化け物じゃないの。一いち花かちゃんなのっ！」


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　陰いん鬱うつで息苦しい空気が、室内を満たしている。心臓は動いているはずなのに、生きている感じがしない。


    　ここにいては駄目だ、と銀ぎん河がは思った。山やま田だ喜き一いち郎ろうは、銀河の想像を遙はるかに超えて危険な殺人鬼だった。化け物を倒すほどの強さを持っているからだけではない。真に恐るべきは、他人を意のままに操あやつることができるマインドコントロール能力。兄の心理を知りたくて、殺人犯について調べた銀河だからこそ、その恐ろしさが理解できる。


    　死に対する人の恐怖は抗あらがい難がたいほど強く、人の生に対する執しゆう着ちやくは悲しいほどに深い。


    　山田はそのことを熟知している。[image: ]あめと鞭むちを巧みに使い分け、誰か一人を生いけ贄にえにして、それ以外の者には一切危害を加えない。そればかりか、生贄を皆に攻撃させることで、彼らを山田側の人間だと錯さつ覚かくさせ安心感を与える。同時に、人を傷つけたという罪悪感をも植えつけるのだ。罪悪感は厄やつ介かいだ。どんな人間であれ、この感情を無視することなどできない。


    　ぼろ雑ぞう巾きんのようになって無む惨ざんな姿をさらす灰はい村むらを見て、銀河は激しく胸を痛める。顔は醜みにくく腫はれ上がり、元は雪のように白かった肌はだは、今は赤や青の痣あざでカビの生えた[image: ]もちみたいになっていた。


    　これをやったのは、ほかでもない。普通の人々なのだ。山田は御み手た洗らいに、手加減させることなく灰村を殴らせた。ちょっとでも手を抜こうものなら、「今のは無効だ」と言い放ち、少しでも回数を少なくしたい御手洗の心理を利用する。


    　そして「次は二回目分だ」と言い、今度は全員に彼女を殴らせた。彼らの中に罪悪感が芽生え、その意思にまで根を伸ばす。正常な思考を邪悪なモノへと染め上げていく。


    　山田は今、真湖を連れて再びいなくなっていた。次に逃げ出すチャンスがいつ訪れるのかは、誰にもわからない。


    「ここにいては駄目。あいつは殺人鬼なのっ！　ここにいたら、みんな殺されるだけよ。殺意を我慢できるなんて噓うそに決まっているわ。お願い、みんな正気に戻ってっ!!」


    　けれども皆、なんの反応も見せなかった。巧妙に張り巡らされた心理的な鎖くさりが、彼らを呪じゆ縛ばくしている。十二時間の制限と安全な場所。そして化け物さえも殺す殺人鬼の脅きよう威いが、彼に従っていれば必ず助かるという幻げん想そうをつくりあげている。化け物が蔓延はびこる薄暗い場所より殺人鬼の隣が安全だと、誰もが錯覚していた。


    　悔くやしい、と思った。こんなとき、斗と和わならどうするだろう？　彼に会いたいと切に願った。


    　そのときだ。激しく水を打つ音が聞こえてきた。みんながびくりと肩を震わせる。


    　しばらくして水浸しになった山やま田だが帰ってきた。一緒に出ていったはずの真ま湖この姿はない。


    「ふぅ。ちょっと油断してしまったなぁ」


    　ぽたぽたと雫しずくを垂らしながら、山田がやけに晴れやかな表情で言う。そして一いち花かの憑ひよう依いした老ろう婆ばの化け物に、プールに叩たたき落とされたことを告げた。


    「お怪け我がはありませんか？」


    　女性が大おお仰ぎように心配した素そ振ぶりで尋ねる。


    「ああ。一応防御はしたからな。問題ない」


    　山田に怪我がないことを知った客たちは、ほっと胸を撫なで下ろし、小さな歓声をあげる。銀ぎん河がはぞっとなった。山田は殺人鬼で敵であるはずだ。それなのに、彼の生存を喜んだ者がこんなにもいるのだ。


    　ストックホルム症しよう候こう群ぐん。被害者が殺人犯などの加害者に、特別な好意を抱いだいてしまうという心理現象。名前は知っていたが、まさか実際に目にするとは夢にも思わなかった。あまりにも不気味で、冗談のような人々の行動。味方が誰もいないという、胸を押し潰つぶすかのような孤独を感じる。


    「ところで、私がいなくなっている間、そこの銀髪が何かしゃべったりしていなかったか？」


    　ぞわりとなった。刺すような恐怖が心臓を貫つらぬく。お願い言わないで、と銀河は願った。奴やつは確証があって言っているわけではない。黙っていてもその噓うそがばれることはないのだ。


    「はい、山田様。しゃべっておりました」


    　だが、銀河の願いはあっけなく消え去る。


    「なんてことだ。またみんなで灰はい村むらさんを殴らねばならなくなったぞ。胸が痛いなぁ」


    　山田がすまなそうな態度で言う。銀河をからかっているのは明白だ。それがわかっていても、罪悪感が銀河の胸を締めつけてくるのを止められなかった。


    　殺人鬼の言葉に従い、もとは普通の人だった人々が容よう赦しやなく灰村に暴力を振るう。もはや虫の息でしかない彼女を見ても、誰も手加減することはなかった。


    「御み手た洗らいぃ。後は君だけだぞ」


    　部屋の隅で呆ほうけたみたいに座り込んでいた御手洗がふらふらと立ち上がり、ぴくぴくと痙けい攣れんするだけの灰村の上に馬乗りになる。もはや、彼に意思のようなモノは窺うかがえなかった。容赦ない一撃が、彼女の頭部を殴打する。だが──。


    「おいおい、御手洗ぃ。なんだその気の抜けた一撃は？　暴力行為ＤＶをしていた頃の君は、こんなモノじゃなかったはずだ。もっと真剣に殴りたまえ」


    　御手洗は指示に従い、再び容赦のない一撃を食らわせる。


    「まだまだ足りんなぁ」「もっとだもっと」「そんなことじゃ、何度もやり直させるぞ」


    　山田が次々にだめ出しをする。その都度御手洗は全力で、かつて付き合っていた女性を殴りつけた。


    「おい、御み手た洗らい」


    　ふいに山やま田だの声こわ色いろが変わった。わざとらしく驚いた表情をしてみせる。


    「君は、なんてことをしてくれたんだ。灰はい村むらさんが死んでしまったぞ」


    「──え？」


    　御手洗が呆ぼう然ぜんと下を見る。そこには御手洗の拳こぶしを受けて、首があらぬほうへねじ曲がっている灰村の亡なき骸がらがあった。


    「う、うわあああああああああっっっ!!」


    　魂たましいから絞り出されるような、御手洗の絶叫が響き渡る。


    「御手洗は酷ひどい奴やつだなぁ。まさか殺してしまうだなんて、最低の野や郎ろうだ」


    「違う、違う。俺おれじゃない、俺じゃないんだ」


    「いいや、君さ。君が殺したんだ。なぁみんな、そうだろう？　彼女を殺したのは誰だ？　一斉にその名を言ってみよう」


    「「「御手洗です」」」


    　山田の傀かい儡らいとなった人たちは、容よう赦しやなくその残酷な現実を突きつける。集団を使った卑ひ怯きような追い込みに、御手洗は激しく狼ろう狽ばいする。


    「ほら、みろ。君が殺したんだよ。酷い奴だなぁ。人間のクズだ。元恋人にこんな仕打ちをするだなんて、とても信じられんなぁ」


    「違うっ！　喜き一いち郎ろうさんが、喜一郎さんがっ！」


    「私がいつ、彼女を殺せと言った？　ん？　御手洗くんが下へ手たに手加減するから、こうなったんだ。それともあれか、君は本当は、彼女を殺したくて殺したくて仕方なかったんだな？」


    「そ、そんなことは……」


    「あるさ。あるだろ？　君の無意識は、自分を捨てた彼女を許せなかった。本心では彼女を憎んでいたんだ。この結果は君が望んだモノ。全部おまえが悪いんだよ、御手洗ぃ。このクズ！　最低のクソ野郎がっ!!」


    「いい加減にしなさいよ、この殺人鬼ッ！　悪いのは全部あんたじゃないっ！　最低なのはどっちよ！」


    　銀ぎん河がは喉のどが張り裂けるほどの怒号を放はなった。心底、この邪悪な殺人鬼が許せない。


    「そういえば君も同罪だよなぁ、天あま音ね川がわ。そもそも君がしゃべらなければ、彼女は殴られることも死ぬこともなかった。やはり殺人者の妹も、殺人者ということか？　兄きよう妹だいそろって社会のゴミだなぁ」


    　銀河は絶句した。なぜこいつが兄のことを、という疑問は奈な落らくに引きずり込まれるような罪悪感の前に押し潰つぶされる。迫害されていた頃の記憶が津波のように押し寄せ、銀河の精神を暗い海の底へと沈めていく。


    　わずかに残った理性が、罪悪感に押し潰されては駄目だと警けい鐘しようを鳴らす。それが奴の手口。罪の意識によって、山やま田だは吸血鬼のように味方を増やしていく。


    （斗と和わくん、斗和くん。キミに会いたい。会いたいよ。でないと私はもう……）


    「もう、やめてッ!!　お願い、喜き一いち郎ろうさん！」


    　それは日向ひゆうが麗れい子この叫びだった。泣き腫はらした顔で亡霊のように佇たたずんでいた彼女。灰はい村むらの死が引き金になったのだろうか、再び感情を取り戻していた。


    「どうして？　どうしてこんな酷ひどいことができるの？　喜一郎さんはこんな人じゃないでしょ。本当は優しくて、誰よりも思いやりがあって……。元の喜一郎さんに戻ってよ。こんなことしても、天国のお母さんは喜ばないよ」


    「なるほど。家族のためなら平気で他人を犠ぎ牲せいにする、日向さんらしい科白せりふだ」


    「どうしてそんな酷いことを言うの？　お願い、元に戻って。あなたは小さい頃に、お母さんを殺されたショックで心が歪ゆがんでしまっただけなの。お母さんが命いのち懸がけで護まもった命なのに、殺人鬼になってしまうなんて──。そんなの悲しすぎるわよっ！」


    　日向はぼろぼろと涙を流し、両手で顔を覆おおう。彼女の悲痛な嗚お咽えつが部屋を満たしていた。


    「母が殺されたことが原因で、私が殺人鬼になってしまった。そう、言いたいんだな？」


    「そうよ。だって、喜一郎さんは本当は優しい人だもの。私、知ってるものっ！」


    「……こうして目を閉じると、いまだにあのときのことを思い出す。デパートの子供服売り場。誕生日プレゼントということで、なんでも好きな服を買ってくれると言ってくれた。うれしかったさ。子供にとってはずいぶんと高い買い物だ。だが突とつ如じよ現れた一人の男によって、私の日常はあっけなく地獄へと変わった。母は私を必死に護ろうとし、背後から通り魔に滅めつ多た刺ざしにされて殺された。そのとき私は母に抱き締められた状態で、母が刃物に刺される感覚を、その体が冷たくなっていくのを、直じかに感じていたんだ。そして私の足にも通り魔の刃やいばが……。その傷が、私を邪悪な殺人鬼へ変えてしまったのかもしれない」


    （え？　……何よ、それ？）


    　どくん、と銀ぎん河がの心臓が高鳴った。鼓こ動どうがだんだんと音を大きくしていき、激しく心を揺さ振ってくる。山田の語った内容。それは銀河の知る、とある状況と酷こく似じしていた。偶然にしてはあまりにも似た話。


    「そうよ、きっとそう。だからもう、こんなことはやめて。ね？　きっと天国のお母さんも悲しんでるよ」


    「母が、悲しむ……か」


    　山田は気落ちしたように頭こうべを垂れる。


    「そうよ。絶対そうに決まってる！」


    　日向が励ますように、そして何かに祈るようにして言葉を重ねる。彼女の瞳ひとみには、かすかな希望が輝かがやいていた。


    　じっと神妙に頭を下げていた山田だったが、ややあって肩を震わせはじめる。


    「……くくく。ははははははっ！　あはははははははァッ!!」


    「き、喜き一いち郎ろう……さん？」


    「うっそ、ぴょ～ん！」


    　山やま田だが玲れい瓏ろうなテノールで、おどけた言葉を吐いた。日ひゆ向うががぎょっとした表情になる。限界まで見開かれた目が、動揺で激しく揺れていた。


    「君は本当に馬ば鹿かだなぁ。今どきそんなおめでたい話を信じているのは君くらいだぞ。噓うそさ。噓に決まってるだろう。そんな理由で殺人鬼になるわけがないじゃないか。たかだか母親を殺された程度だぞ？　君たちは本当に殺人鬼に対する理解がないんだなぁ。殺人には必ずそれに見合った理由があると信じて疑わない。何か勘違いしてないか？　君たちに納得できる理由があるのなら、その時点でそいつは殺人鬼じゃない、普通の人間だ」


    「そん、な……」


    「それに私が優しい人だと？　その根こん拠きよはなんだ？　気持ちの悪い妄もう想そうを他人に押しつけないでくれ。──ああ、それと、君が私に好意を抱いだいていたことは知っていた。だから、あえて言おう。私は君のようなおめでたい馬鹿女が大嫌いだ。ふふふっ、あははははははははッ!!」


    　日向が力なく崩れ落ちる。嚙かみ締められた唇くちびるの端からは血が流れ落ち、見開かれたままの目は、ぞっとするほど濁にごっていた。


    「──さっきのは、本当に作り話なの？」


    　意を決して、銀ぎん河がは口を開く。ざわざわとした不安が胸を締めつけてくる。


    「ん？」


    「噓だって言ってた過去の話よッ！　あれはあんたのことじゃなく、本当は違う誰かの過去なんじゃないの？」


    「ほう。君にしては珍しく勘がいいな。確かにあれは他人の過去だ。最近小耳に挟んだのでな。この馬鹿女が好きそうな設定だったので、使わせてもらった」


    　やはりか、と銀河は思った。激しい焦しよう燥そう感かんと胸を焼くような思いが湧わき上がってくる。ずっと会いたいと願っていた相手、兄の被害者の家族であり、被害者本人でもある少女。幼おさない心に刻まれた傷の深さを思うと、胸が張り裂けそうだった。


    「その子はどこにいるの？　無事なんでしょうね。答えてよっ！」


    「ああ、無事だ」


    　その言葉を聞いて、銀河は胸を撫なで下ろす。よかった、と心の底から思った。


    「無事、白骨体になっているよ。アパートの壁の中で苦しみのない生活を送っているさ」


    「山田ぁあああッッッ!!」


    「ふはははは、そう怒るな。軽い冗談さ。生きてるさ、彼女は」


    　刹せつ那な、火花が走った。あまりにもふざけた山田の態度に、一気に頭が沸ふつ騰とうする。


    「あなたはッ！　冗談でも言っていいことと悪いことがあるでしょ!!」


    「ああ、すまん。君のその真剣な眼まな差ざしを見たら、ついな。それにしても頭の悪い科白せりふだ。この広い世の中に、言っていい冗談と悪いのがあるのは当然だろう。問題はそれの有う無むではなく、私の発言がどちらに該がい当とうするかだけだ。ずれた論点を持ち出すな、君の知性を疑うぞ」


    「うるさい。そんなこと、どうだっていい！　その子は今どこにいるの？　無事っていうのは本当でしょうね？」


    「さあ？　正直なところ私にもわからんさ。だが、おそらく無事だろう。彼女は今、斗と和わくんと行動を共にしているはずだ。一いち花かくんはそこに向かうはずだからなぁ」


    「──え？」


    「勘の鈍にぶい奴やつだ。君らがノマちゃんと呼んでいる少女のことだ」


    　一瞬、銀ぎん河がの頭は真っ白になってしまった。山やま田だが何を言っているか理解できたからこそ、何を言っているかわからなかった。


    　ややあって、染み込むようにその事実を理解する。ノマちゃんの本名は紺こん野の真ま湖こなのだ。


    　銀河がずっとずっと会いたいと願っていた人物。兄に殺されかけた女の子。贖しよく罪ざいの答え。銀河が今も生き続ける理由。その子に、そうとは知らずに出会っていたというのだ。


    　──出口の見えない迷宮に、小さな光が灯ともったような気がした。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「これを斗和に使えっ！」


    　笠かさ根ね木ぎが投げたペットボトルを、真湖が慌あわてて受け取った。斗和の必死の呟つぶやきを聞き取ると、右手の刺し傷に塗りつける。効果は劇的だった。すぐさま体が自由を取り戻す。


    　斗和は飛び起きると、睨にらむようにして目の前の光景を見た。老ろう婆ばの化け物が、斗和たちを護まもるようにしてテュポポと対たい峙じしている。


    「ノマちゃん。本当にあれは一花なのか？」


    「はい。そうです」


    　真湖は真剣な眼差しで答える。にわかには信じられないが、彼女が噓うそを言う理由はない。斗和は再びシャバに向き直ると、叫ぶように問う。


    「一花！　12×12×０＋３の答えは何になる？」


    「おふぅ！　お、お兄ちゃん、それ難しいよ。ええと、数字？」


    　シャバが戸惑ったように首を傾かしげながら答える。その仕草はまさしく斗和の記憶にある一花のモノであり、その答えは如い何かにも一花らしいモノだった。


    　もはや疑う時間も惜しい。さらには、このタイミングでの一花の参戦。テュポポを倒す絶好のチャンスなのだ。必要のない疑惑に駆かられている暇はない。


    「笠根木。老婆は一花だ。味方なんだ。迷わずクリオネもどきを倒すぞ！」


    　笠かさ根ね木ぎは一瞬「まじかよ」という表情をしたが、すぐさま周囲を見回して武器を生せい成せいする。出現したのは長剣だ。


    「それはおまえが使え。俺おれは斧おのを」


    　斗と和わの声を受け、笠根木が手にしていた半はん月げつ斧を手渡してくる。斗和を中心として、左手に笠根木、右手に一いち花かの布ふ陣じんだ。テュポポは不利を悟ってか、バッカルコーンをのたうち回る蛇へびのように動かしながら後退している。


    　真っ先に動いたのは一花だ。三メートルほどもある体たい躯くを疾しつ走そうさせ、テュポポに襲おそいかかる。だが、それよりも速くテュポポが触しよく手しゆを鞭むちのように振るってきた。


    　初撃こそかわしたものの、連続して放たれる重量ある鞭の攻撃に、一花は防戦一方となる。先ほどの蹴けりが余程癪しやくに触ったのか、今まで見たこともないほど熾し烈れつな連打の嵐あらしだった。


    「お、お兄ちゃん。こいつ強いよ」


    　やはりか、と斗和は思った。触手の攻撃はただでさえ軌き道どうが読みづらい。それに加え、あの本数と重量。純粋な戦闘力では、奴やつはシャバ以上だ。


    「笠根木、同時に仕掛けるぞ」


    「え？　今？　大丈夫かよ？」


    「一花を信じるんだ！」


    　同時に突っ込んでいく斗和と笠根木。そんな斗和に向かって、テュポポが空気を引き裂くようにして触手を振るってくる。


    「そこっ！」


    　斗和に攻撃を仕掛けようとした触手を、一花が殴りつけた。文字どおり化け物並みの膂りよ力りよくとなった一花の拳こぶしを受けて、テュポポの体が大きく傾かしぐ。


    「ナイス！　一花！」


    　叫んで、斗和が大木を切り倒すように斧を振るう。テュポポの胴体に食い込む刃先。次いで笠根木が奴の背中を切りつける。


    「やったか!?」


    　けれども笠根木の科白せりふを[image: ]あざけるかのように、彼に向かって触手が振り下ろされる。


    「どっせぇえええッ！」


    　間かん一いつ髪ぱつ、一花が化け物の胴部に回し蹴りを叩たたき込み、奴を壁まで吹き飛ばした。


    「すげえな、おい。奴の動きを完全に見切ってやがる」


    　笠根木が感心したように言った。


    「見切ったんじゃないよ。なんとなく勘でわかるの。オレンジも強いね。お兄ちゃんレベルだ」


    「オレンジって俺のことか!?　悪かったな。能力が上がってもお兄ちゃんレベルでよ」


    「そんなことより、一花。何か変じゃないか？」


    　用心深くテュポポを睨にらみつけながら、斗和は疑問を口にする。壁に叩きつけられた化け物は、何事もなかったかのように立ち上がり、バッカルコーンを蠢うごめかせていた。


    「うん。なんかね、攻撃が入った気がしないの」


    「そういや、切られたわりには、やけにピンピンしてねえか？」


    　それは斗と和わも感じていたことだ。じくりとした不安が押し寄せる。奴やつには攻撃が通とおっていない気がするのだ。ふと、ある化け物のことが脳のう裏りに甦よみがえってきた。


    　石せつ膏こう像ぞうのような化け物、ペタペタ。奴の異能力は、すべての物理攻撃を無効化するモノだった。あのときは弱点を突くことで倒すことができたが、こいつの弱点も口の中だろうか？


    　どうする？　あえて毒を受けて捕まってみるか？　すぐに解げ毒どくして動けない演技をすれば、胃の中に入るのは容易だろう。溶かされる前に攻撃すれば、奴を倒せるかもしれない。だが、もしも失敗すれば……。


    　焦しよう燥そう感かんを覚えながら、斗和はテュポポを睨にらみつける。この中で奴の口に飛び込むとしたら、その役目は自分だろう。笠かさ根ね木ぎと一いち花かは貴重な戦力だ。しかし自分が死ねば、山やま田だから情報を得ることはできない。かといって真ま湖こは論外だ。他人を見捨てる行為と、他人に危険を強要することの間には、大きな隔へだたりがある。そこは越えてはならない一線だ。


    　ふと、斗和はそれに気づく。


    　テュポポはゆっくりと後退していた。斗和たちから逃げ出そうとしているのだ。


    　違和感が加速する。もしも本当に無敵ならば、逃げ出す必要などないはずだ。


    『斗和、斗和。相手の立場になって考えることは、非常に大切なことだよ。でもね、それは結局、自分の想像を超えることはないんだ。自分自身を投影した、間違った決めつけで相手を判断している危険がある。人はそれぞれ違う個性を持っている。ならば、より確実なのは相手を知ることだよ。よく観察して、客観的な情報を集めるんだ』


    　そうだ。師匠の言葉は常に正しい。その信頼は、山田如ごときに揺るがすことはできない。よくよく観察すれば、テュポポが無敵でないことくらい容易に見抜くことができた。


    「ダメージがないというのは俺おれの勘違いだ。すまない。余計なことを言った」


    「はあ？　何言ってんだよ、斗和。どう見たってあいつ、ピンピンしてるじゃねえか？」


    「俺は基本的なことを忘れていた。ピンピンしていて当然だ。痛がってなくて、当然なんだよ。おそらく奴には痛つう覚かくが存在しない」


    　──魚に痛覚はあるか？


    　この議論はたびたびなされてきた。だが、いまだ誰もが納得できる結論にたどりついていない。その最大の原因は、痛覚という単語と人間の持つ感覚との齟そ齬ごにほかならない。


    　生物の持つ痛覚には元来、痛みを感じる機能はないのだ。人間だけが例外的に、激しい痛みを感じるよう進化したにすぎない。その理由は単純。生存戦略の違い。人は痛みをアピールしたほうが生存率が高くなり、魚は自力で逃げ回るほうが高くなるのだ。


    　故ゆえに、魚に人間と同じ痛覚という受容器は存在していても、痛みを感じることはない。〝痛覚〟という単語をつくったのが人間だからこそ起きた矛む盾じゆん。つまりは──。


    「見ろ。俺おれたちが攻撃した場所は傷が塞ふさがっていない。ダメージがある証しよう拠こだ。同じところを攻撃すれば、奴やつを倒すことができるはずだ」


    　斗と和わの言葉に、一いち花かと笠かさ根ね木ぎが力強く頷うなずく。


    「打撃よりも斬ざん撃げきが有効だ。笠根木、もう一本武器を頼む」


    　だが次に死体から生せい成せいした武器は操鎖チエーンだったので、もう一本出してもらうことにした。今度は大おお鋏ばさみ。これで上限の五本。迷っている暇はなかった。


    　斗和は一花に半はん月げつ斧おのを渡し、自分は大鋏を装備する。そうしている間にも、テュポポは着実に後退をし、マリンホールの入り口にさしかかっていた。


    　そこで斗和は、最悪の事態が待ち受けていることに気づく。マリンホールの破壊されたドアの向こう、そこにきらきらと揺れる水の壁があった。


    「まずい。逃げられる」


    　もはや悠長に構えている暇はなかった。化け物がほかの化け物を襲おそっているシーンは見たことがない。おそらくクリオネの化け物は、水の壁の中を安全に移動できるはずだ。


    　斗和たちは一気にケリをつけるべく、テュポポに襲いかかった。強力な触しよく手しゆに跳ね飛ばされながらも、果か敢かんに攻撃を仕掛ける。


    　特に一花の活躍は凄すさまじい。三メートル近い巨体に、斗和をも凌しのぐ運動神経。斧を持った強さは、まさに鬼に金かな棒ぼうだ。テュポポの体にいくつもの切り傷をつくり、ついには触手の一本を切り落とす。


    　だが、ここまでだった。奮闘虚むなしく、水の壁が眼前に迫っている。テュポポの半身を飲み込んで、安全な場所へ逃がそうとしていた。


    「そこだッ！」


    　逃げることで気が緩ゆるんだのか、触手の動きが鈍にぶる。その隙すきに斗和は間合いを詰め、大鋏の刃で奴の右腕を挟み込んだ。一花の攻撃で半ばまで切れている箇所に入り込み、さらに傷口を広げる。けれども切断するには至らない。


    「おい、離れろ。もう無理だ」


    「いや、ここで逃すわけにはいかない！」


    　クリオネの化け物に逃げる本能がある以上、今後こちらに近づいてこない可能性も十分に考えられる。現に百足むかでの化け物は逃げることを優先していた。多少危険でもこの機会を逃のがせば、山やま田だと出会うまでに毒を手に入れられる可能性は低い。


    　斗和は必死に鋏に力を入れるが、斗和が腕を切り落とすよりも早く、テュポポが水の壁に到達する。同時に斗和も、吸い込まれるようにして海水の中へ連れ込まれてしまった。慌あわてて息を止める斗和の全身を、冷たい海水が覆おおう。縋すがるべき物がない水中。斗和が唯ゆい一いつ手にしていた大鋏を必死に握り締める。だが──。


    　急激な力の変化。元は水すい生せい生せい物ぶつなのだろうテュポポが、放流されたばかりの稚ち魚ぎよのように勢いよく泳ぎ出す。圧倒的な質量が、斗と和わの体を押し潰つぶそうとする。呼吸すらもままならない。少しでも水が気管に入ってしまえば、その勢いで肺はいが破られてしまいそうだ。


    　次の瞬間、ずるりと体にかかる力が変化した。糸が千ち切ぎれるような感覚。いや、それは比ひ喩ゆではなかった。テュポポの凄すさまじい泳力により、斗和の意に反して、鋏はさみが奴やつの腕を切断してしまったのだ。


    　まるで魚ぎよ雷らいのように、水中をまっすぐに突き進む。テュポポと離れてしまったため方向を変えることもできず、壁に激しく叩たたきつけられる運命を待つだけだ。自分が、なんら逆らうことのできない無力な存在であることを思い知らされる。


    　次の瞬間、体を包み込んでいた圧力が変化した。緩ゆるい衝撃と不気味な浮遊感が襲おそってきて、風の音が耳を覆おおう。壁にぶつかったのではない。これは外に放り出された感覚。


    「お兄ちゃん！」


    　そして、一いち花かの声。水の壁の中から空気中へ飛び出してきた斗和の体を、一花が丁てい寧ねいにキャッチする。斗和は自分が飛び出してきた方向を見て、それを理解した。破壊され、二メートル四方の大穴を開けるマリンホールの入り口。斗和が突き進んでいた方向は幸運にも、壁のない入り口方向だったのだ。


    「ったく、無む茶ちやしやがって。テメエ死んでたぞ！」


    「すまない」


    　斗和は謝りながらも、凄まじい泳力のせいで鋏の刃に張りついたままとなっているテュポポの右腕を確認する。透明な肌はだの奥に、わずかに色合いが違う液体の袋が見えた。毒どく腺せんだ。


    　異能力を使う笠かさ根ね木ぎと彼の作り出す武器。シャバの肉体を持った一花。そして、テュポポの毒。殺人鬼を討つための準備は完了した──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「どうして、真ま湖こちゃんのお父さんを殺したの？　答えて」


    　銀ぎん河がは両目に力を込めて、山やま田だに質問する。本当は恐ろしくて恐ろしくて仕方ないのだが、心で負けるわけにはいかない。


    「その質問に答える前に、日向ひゆうが麗れい子こ。服をすべて脱いで、そこに四つん[image: ]ばいになれ」


    　山田が唐突に、残酷な要求を突きつける。突とつ如じよとして名指しされた日向は、呆ぼう然ぜんと顔を上げ、縋すがるように表情を歪ゆがませた。


    「ああ、勘違いするな。君の裸はだかに興味はない。単なる罰さ。だが、これ以上躊躇ためらうようであれば、もっと酷ひどいことをしなければならないなぁ」


    「──あんたって奴はッッ!!」


    　吼ほえたのは銀ぎん河がだ。ゲスな思惑に腸はらわたが煮えくり返る思いだ。山やま田だは余裕の表情で銀河を一いち瞥べつすると、傍かたわらに立つ茶髪の女性を引き寄せた。


    「早く服を脱ぎたまえ。さっさと全ぜん裸らにならなければ、この女の首をへし折るぞ」


    「え？　なんで？」


    　女性が悲痛な声をあげる。彼女には自分が選ばれた理由がわからないのだろう。そんな彼女の頭を、山田が後ろからがっちりとホールドし、強引に押し曲げはじめる。


    「痛っ！　痛い痛いよッ！　やめてください、山田さまぁあああっ!!」


    「どうした、日向ひゆうが？　このままでは君のせいで、なんの罪もないこの女が死んでしまうぞ」


    　自分の行為は棚に上げ、山田が日向の罪悪感を刺激してきた。だが人前で、一人だけ裸はだかになることには当然強い抵抗がある。


    「待って。お願い。すぐに……脱ぐ、から」


    「口を動かす暇があったら、服を脱げぇええッ!!」


    　怒号が部屋を軋きしませる。逡しゆん巡じゆんしていた日向は、弾はじかれたように服を脱ぎはじめた。しかし下着を脱ぐ直前になって、彼女は再び躊躇ためらってしまう。


    「痛い、痛いッ！　助けてぇっ！　いやぁあああああっっっ!!」


    　タイミングを見計らったように、女性の悲鳴が聞こえる。日向は意を決して全裸になった。羞しゆう恥ちで燃えるように赤くなった顔を、涙でぐしゃぐしゃにしている。


    　──ゴキッ！


    　心臓を鷲わし摑づかみにするような、不気味な破は砕さい音おんが鳴り響く。山田の腕の中の女性の首が、ありえない角度で折り曲がっていた。


    「この人殺しぃ!!」銀河の絶叫が凍りついた世界にこだまする。「日向さんはあんたの命令に従ったじゃない。なのになんでよッ！　あんた頭おかしいわよッ！」


    「おいおい、言いがかりはよしてくれ。彼女が下着を脱ぐときに躊躇ったのは君も見ていただろう。私はさっさと脱ぐよう伝えたはず。約束を破ったのは彼女のほうだ。そうだろ？」


    　銀河は一瞬、言葉に詰まった。その隙すきに山田が女性の遺体を突き飛ばし、日向の耳元に口を寄せる。


    「彼女は君のせいで死んだんだ。君が自分の体を大事にしたせいでなぁ。裸を見られたくないから、家族を殺されたくないから。君は本当に自分のことしか考えないんだなぁ。他人の命なんてなんとも思っていない。最低なクズだよ、君は。この偽ぎ善ぜん者しやめっ！」


    　悲痛な泣き声をあげて、日向が崩れ落ちる。胸を抉えぐるような慟どう哭こくは、体の奥に鉛なまりでも詰められたみたいに重く鈍にぶい痛みを感じさせた。


    　だが残忍な殺人鬼は、あろうことか土下座のような姿勢で大泣きしている彼女の上に腰を下ろしたのだ。


    「山田ぁあああッ!!」


    　許せない、と銀ぎん河がは思った。羞しゆう恥ち心しんと罪悪感で、さんざん彼女の心をいたぶっただけでは飽きたらず、今度は尊そん厳げんまで踏みにじってきたのだ。日ひゆ向うがの心情を思うと、耐え難がたい怒りが湧わき上がってくる。


    「そう怒るな。彼女に椅い子すになってもらったのは、ほかでもない。君のためだぞ」


    「ふざけないで！」


    「大おお真ま面じ目めさ。人はなぁ、上を向いてばかりでも疲れるし、下を向いてばかりだと気分が悪くなるものだ。だからこうやって、目線を合わせて話す必要がある。さもないと、気づかず踏み潰つぶしてしまうからなぁ」


    　山やま田だの押し潰すかのような殺意を肌はだで感じ、銀河は息が止まった。濃い金色の光を湛たたえる残忍な瞳ひとみは、まさに強大な捕食者のモノ。格の違いを、立場の差を思い知らされる。


    「まず誤解を解いておこう。真ま湖この父親を殺したのは私ではない。最近はご無ぶ沙さ汰たでな。私が人を殺しはじめたのは、見えない壁に閉じ込められたあと。それ以前の殺人には無関係だ」


    「見え透いた噓うそをッ！　殺人鬼のくせに。この街の連続殺人だってあんたが犯人なんでしょ？　人を殺したくて殺したくて、ウズウズしている最低のクズ野や郎ろうのくせに、なに善ぜん人にん面づらしてんのよッ！」


    「噓ではない。人を殺したくてウズウズしているというのは、君たちの勝手な偏へん見けんだ。この街に来たのは半年前。だがその間、一人も殺してはいない。あれは語尾に星マークをつけたようなしゃべり方をするナースが犯人だ。それとも何か？　殺人があった場所に殺人鬼がいたら、そいつが犯人なのか？　ん？　あまりにも無知蒙もう昧まいな思考だ」


    　ぎりっ、銀河は唇くちびるを嚙かんだ。こんな奴やつにこんな反論をされてしまうのが、堪たまらなく悔くやしい。必死に勉強してきたことを、自分のすべてを否定されたような気持ちになる。


    「しかし解げせんなぁ。なぜ君は、真湖のことをそこまで気にする？」


    「あんたには関係ないでしょ」


    「確かにな。君の兄が彼女の母親を殺したなんて話、私には無関係だ」


    「知ってたんじゃないッ！」


    　からかわれたと思った銀河は、反射的に声を荒らげた。


    「やっぱりそうだったのか！　カマをかけただけなのに、自分の口からバラしやがったぞ。馬ば鹿かな女だ。君でさえ、さっきまで気づいていなかった事実を、私が知っているはずはなかろう？　くくく、あははははははっ!!」


    　額ひたいを押さえながら、山田が豪快に[image: ]ちよう笑しようする。銀河は羞恥で顔が焼けるようだった。この邪悪な殺人鬼だけには知られたくなかった。


    「どうして？　どうしてあんたがお兄ちゃんの事件のこと、知ってるのよ？」


    「斗と和わくんに聞いた」


    「噓よ。彼がそんなこと言うはずないわ」


    「ああ、噓うそだ。彼ではない」


    「……もしかして、真ま湖こちゃんに？」


    「正解だ。……と言いたいところだが、違う。あれは君のことはおろか、犯人の名前すら知らないだろうよ」


    　銀ぎん河がは複雑な気持ちになった。事件に遭あった当時、彼女はわずか五歳。周囲が気を遣った結果、兄のことを知らない可能性は十分にある。


    　会いたいと思っていた。ずっとずっと彼女に会いたいと思っていた。けれどもそれは、真湖にとってどんな意味を持つのだろうか？　そう考えると恐ろしかった。


    「ねえ？　どうしてあんたは人を殺すの？　殺人衝動がないなんて噓。快楽を覚えないなんて噓。じゃなきゃ、動機がないじゃない」


    「自然の脅きよう威いを知った人間たちは、神を創った。未来を知りたいと思った人間たちは、占いや予言を信じた。不幸になりたくないと願った人間は、呪まじないや儀式を頼った。いつの時代も人々は、不安や恐怖から逃のがれるために、在ありもしない幻げん想そうを生み出すことで安心を得てきた。だがそれは、真実から目を背そむけているだけだ。もう一度言おう。殺人鬼が人を殺すのに、理由などない」


    　山やま田だの言葉が重く響いてくる。


    「……私は、これでもたくさんの犯罪の記事を読んできた。快楽で殺人をする奴やつも、病的な理由で殺人をする奴もいた。そいつらは殺人鬼じゃないっていうの！」


    「その中に殺人鬼がいることは認めよう。性欲が強い者、他人を虐いじめるのが好きな者、目立つのが好きな者、コレクションが好きな者、芸術に凝こる者、頭の悪い者。そういった殺人鬼は確かにいるが、それは君たちにも当て嵌はまることだろう？　殺人鬼としての特徴ではない。普通の人間が持つ特徴だ。普通の人間の行動に、殺人という要素がプラスされたにすぎない」


    　そういえば噓か本当か真偽のほどは定かではないが何かで見た記憶がある。性犯罪者の嗜し好こうを調査した結果、ほとんどの者がポルノを所持していたと。だからポルノを規制しようとしたのだが、その後の調査で犯罪をしていない人のポルノ所持率と大差ないことが判明したのだ。それと同じ理屈。


    「殺人鬼の中にもいろんなタイプがいてなぁ。思ったよりも楽しくない、後片付けが面倒、という理由でやめた奴もいれば、好きな人に嫌われたくないから、という理由でやめた少女もいる。確かに、君たちが新しい遊びをはじめたりやめたりするレベルでの動機は存在するが、君の質問の意図はそこではなかろう？」


    　そうだ。銀河が知りたかったことは、それではない。当初の目的を見失いかけていた。


    「じゃあ、どうして、私のお兄ちゃんはあんなことをしたの？」


    「敗者だからだろう」


    「──え？」


    「詳しい状況は知らないが、これでもたくさんの殺人鬼と殺人犯を見てきた。真ま湖この話だけでも概おおむね想像できる。君のお兄さんはあれだろう。事件を起こす前、『世の中は馬ば鹿かばかり』とか、『誰も俺おれの凄すごさに気づかない』とか、そんなことを言ってなかったか？」


    　銀ぎん河がは心臓を鷲わし摑づかみにされた気分だった。兄の部屋から聞こえていた怨えん嗟さの声を思い出す。まさに山やま田だの言うとおりだ。


    「〝社会憎ぞう悪お〟という感情さ。無能な奴やつほど社会の評価は低くなり、そんな馬鹿ほど自己評価が高い。その結果、社会を逆恨みする。自分を褒ほめ称たたえない世界は敵だと。憎悪を抱いだき、殺してやりたいと思う。だが、社会は具体的に殺すことができない。だから殺すのは誰でもよいし、殺人をうまくごまかそうという気もない」


    「憎しみって……。そんな理由で無関係の人を殺せるはずないじゃない」


    「どこに疑問がある？　憎いから殺す。君たちの大好きな、『理解できる動機』だろ？　君のお兄さんが殺人鬼じゃなく真っ当な人間だった証しよう拠こさ」


    「ふざけないで。普通の人間が殺人なんてできるはずがない」


    「そうでもないさ。思い込みを捨てて、もっと広い視点で物事を見てみろ？　世界の至るところに殺人はあふれている。だがそのほとんどは殺人鬼じゃなく、普通の人間がやっていることだ。殺人とは異常なことではない。元来人が持つ、いや同種殺しという観点でみれば、すべての生物が兼ね備えているごく一般的な性質だ。証拠を見せてやろう」


    　言うや、山田が立ち上がり、手て斧おのを持って銀河に近づいてきた。刺すような不安が襲おそってくる。自分が死なないとわかっていても、死の恐怖を払ふつ拭しよくすることなどできない。それ以前に、この能力は他人を殺す能力。絶対に使いたくはなかった。


    （助けて、斗と和わくん）


    　銀河はぎゅっと目を閉じて、恐怖に堪たえる。次の瞬間、軽い衝撃が頭部に走った。髪を引っ張られる感じ。ゆっくりと目を開けて、その事実を知る。


    　自慢だった銀髪のツインテール。その片方が結び目の先あたりから、ばっさりと切断されていた。涙がじわりとあふれてくる。


    「なんてことすんのよ、この馬鹿ッ！」


    「見てのとおり、君の髪を切ってやった。どうだ、痛いか？　激痛を覚えたか？」


    　銀河には山田の意図がわからなかった。髪を切られて痛みを覚えるはずがない。そんなことは当然だ。


    「不思議だとは思わないか？　髪も肉体の一部なのに痛みを感じることはない。なぜだかわかるか？　それは神経がないからだ。ないモノを感じることはできない。そして──」


    　次に山田は手斧を一いつ閃せんする。近くにいた男性の首があっさりと宙を舞った。


    「いやぁあああああ!!」


    　突然のことで動揺した隣の女性が、鋭するどい悲鳴をあげる。


    「どうだ？　痛みを感じたか？　感じないだろう。人は他人が傷ついても痛みを感じないようにできている。それが普通。だからこそ奇っ怪だ。どうして君たちは殺人を悪だと思う？　生物の中で、同種を殺したくないという感情を持つのは唯ゆい一いつ、人間だけだぞ？」


    　薄々は気づいていたことだ。兄が殺人を犯した理由。でも認めたくはなかった。あまりにも情けなくて馬ば鹿からしい動機。そんなくだらない感情で、自分たちが、多くの人たちが不幸な人生を歩ませられたのかと思うと、歯は痒がゆくて仕方がない。だから理由が欲しかった。この苦しみに釣り合う理由が、納得ができて心に安あん寧ねいをもたらす動機が。でも──。


    「や～い、アホの山やま田だ。ノマちゃんは預かった。返してほしかったら、一いち花かと勝負だよ！」


    　そのときだ。外から嗄かすれた声が聞こえてきた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「それじゃ、山田に一花のことはバレているんだな？」


    「うん。そう思うよ」


    　斗と和わの質問に、隣でしゃがんでいる一花が頷うなずく。馬ほどもある巨大な化け物の顔が近くにあるのは、頭では妹とわかっていても、どうにも落ち着かない。


    「でもよ。すぐにプールに蹴け落おとしたんだろ？　気づかれてないんじゃないか？」


    　言ったのは笠かさ根ね木ぎだ。斗和たちは今、一階バックヤードの通路で作戦会議をしていた。直線が長く足音が響きやすいため、山田の到来を察知しやすい。


    　少し離れた場所には、三人の男女がいる。途中でタコの化け物──タンガロアに襲おそわれていたのを助けたのだ。しかしながら、タンガロア自体は取り逃がしてしまった。自在に宙を飛び回る敵を倒すのは、想像以上に難しい。


    「う～ん、そうかもしんないけど、一花は隠れた状態から跳び蹴りしたし、それを防御されたから咄とつ嗟さに二発目を放はなったんだよね。お婆ばあちゃんっぽくないって、思われたと思うの」


    　さらに一花が言うには、山田は二発目も防御したというのだ。蹴り飛ばされたのは向こうの足場が悪かっただけで、奇き襲しゆう自体は失敗したらしい。


    「うげぇ、向こうも化け物だな。でも、普通それだけで気づくか？」


    「実際に襲われたこともあるし、山田との戦いも上から見てたからわかるけど、お婆ちゃんの動きは意外に単調だよ。タコやクリオナのほうがまだ強いと思う」


    　笠根木の言葉に一花が答える。


    「クリオナじゃなく、クリオネな。それに上から見てたってのは、その異能力と関係があるんだな？」


    「うん。一花ね、死んじゃいそうでやばいなぁって思ってたら、幽ゆう体たい離り脱だつのこと思い出したの。お馬鹿だから、すっかりその設定忘れてて。『うんしょ』ってやったら、『ぴょよ～ん』ってなった」


    「おい、おまえの妹大丈夫か？　脳みそが化け物になったせいで、やばくなってないか？」


    　笠かさ根ね木ぎが小声で話しかけてくる。確かに彼の言うとおり、シャバの知能は高くないみたいだし、一いち花かがその影響を受けている可能性は否定できない。


    「今のところ、言げん動どうに以前との違いはみられない」


    「マジか？」


    　笠根木が目を丸くする。


    「マジだ」


    　斗と和わはちょっとだけ複雑な気持ちで答えた。


    「お兄ちゃん、どうかしたか？」


    　笠根木と小声で話をする斗和に、一花が悲しげな視線を向ける。表情は確かに一花なのだが、如何いかんせん化け物の顔だ。背中に冷たいものが張りついているような寒さむ気けを覚える。


    「いや、なんでもない」


    「もしかして、一花のこと嫌いになった？　お婆ばあちゃんになったから、もう妹じゃないよね？」


    　沈んだ声が、斗和の胸に響く。


    「そんなことはないさ。一花は一花だよ。どんな姿になっても俺おれの妹だ」


    　斗和は優しく一花の頭を撫なでた。ぼさぼさの白はく髪はつはカピバラの毛のような手触りだ。


    「本当？　わは～い」


    　一花がシャバの体で抱きついてきた。ささくれ立った巨大な手に捕ほ獲かくされ、乾いた雑ぞう巾きんのような肌はだを顔に押しつけられる。慣れるにはちょっと時間がかかりそうだ。


    　斗和は一花の異能力についても、詳細に尋ねた。


    　能力名は、奔放なる無垢スカイクラツド。幽ゆう体たい離り脱だつというよりは憑ひよう依い能力らしい。魂たましいのない「人間」に憑依し、自由に肉体を動かすことができる。記憶と意思は一花のもので、知能に低下はみられない。三回目で回復睡眠リフレツシユに入るため、実質使えるのは二回だ。憑依時に対象の怪け我がは全快し、死と同等のダメージを受けると強制解除ログアウトされるそうだ。


    「ちょっと待て。魂のない人間って言ってるが、なんで化け物はＯＫなんだ？」


    「え？　お婆ちゃんは人間みたいなモノでしょ？」


    　笠根木の質問に、一花はきょとんとして答える。


    「おまえが『死体の顔』を認識できれば武器を作れるのと同じで、一花も『人間』だと認識できれば憑依できるのかもしれないな」


    　そして、山やま田だを倒す作戦を練る。笠根木の武器に毒が塗と布ふできるのは確認済み。つまりは山田に少しでも傷をつけた時点で、勝利は確定する。本命は一花ではなく笠根木だ。正体がバレている一花よりも、能力に覚醒したことがバレていない笠根木のほうがまだ可能性がある。どこで戦うかは一花が決めた。本命は笠根木だが、山田とメインで戦うのは一花なので、彼女が戦い易やすい場所のほうがよい。


    「でもいいの？　山やま田だとのゲームには勝てないよ」


    　一いち花かが心配する。作戦の中では斗と和わが山田を攻撃するタイミングがない。


    「その点も大丈夫だ。事前に確認している。化け物などから攻撃を受けて山田が弱っていたとしても、俺おれの攻撃は有効なんだ。動けなくなった後に、ぶん殴ればいい」


    　斗和の言葉に、笠かさ根ね木ぎも一花も力強い頷うなずきを返す。ただ真ま湖こだけが、陰いん鬱うつな表情を浮かべていた。なぜか斗和には、それが酷ひどく不吉なモノに感じられた。


    「ノマちゃん。何か意見があるのなら、聞かせてくれ」


    　名前を唐突に呼ばれたせいか、真湖がびくりと体を震わせる。斗和たちも銀ぎん河がたちがプール裏の事務所に軟なん禁きんされている話は、真湖から聞いていた。自分たちよりも山田と長く接していたぶん、何か気づいたことがあるのかもしれない。


    「どうして、あいつと戦うんですか？」


    　ややあって真湖が、消え入りそうな声で尋ねた。


    「生き残るためだ。そして、昏こん睡すい状態になっている人たちを助けるため」


    「それって、一花ちゃんの命よりも大切なことなんですかっ！」


    　真湖が悲痛な声をあげる。こんなにも感情を剝むき出しにする彼女を、初めて見た。


    「一花ちゃんの能力なら、時間切れまで生き延びることができます。みんなだって、そう。どうして、そうしないんですか？」


    「……時間切れの話は、おそらく噓ブラフだと思う」


    「え？　マジか？」


    　驚いた声をあげたのは笠根木だ。真湖は予あらかじめ予想していたように、なんら動揺を見せない。


    「じゃあ、山田はどうやって帰るつもりなの？」


    　一花の疑問はもっともだ。山田が如い何かに化け物じみた強さを持つとはいえ、水中のリヴァイノスに勝てるわけがない。


    「戻れないとわかって、自じ暴ぼう自じ棄きになってんじゃねえのか？」


    「いや。それはないと思う」


    　斗和は反射的に答えていた。奴やつの態度は、明らかに帰れる確証があってのことだ。化け物をすべて倒す以外の方法があると考えるべきだろう。


    「斗和さんは、覚悟ができたんですか？」


    　ふいに、真湖の声が耳に届いた。彼女の表情は、ぞっとするほど冷めている。


    「……なんの話だ？」


    　ちらりと脳のう裏りによぎるモノがあったが、動揺が表情に出ないよう、あえて質問で返す。


    「山田を殺す覚悟があるかってことだよね？　一花はあるよ」


    「──一花!?」


    　斗と和わは思わず声を荒らげてしまった。妹の口からそんな物ぶつ騒そうな単語が飛び出したことに、心底驚く。


    「山やま田だは強いよ。いざってときに躊ちゆう躇ちよしたら、絶対に負ける」


    「だからって殺すとか、そういうのは駄目だ。こっちには毒がある。かすり傷程度でいいんだ」


    「よくわかんないけど、なんとか頑張って、やっとこできた隙すきが急所だったらどうするの？　かすり傷つけるのも大変なんだよ」


    　斗和は言葉に詰まった。本能と理性の両方で理解できる。一いち花かのほうが正しい。自分が逃げていた命題に対し、一花はすでに結論を出していた。


    「それでも俺おれは、一花にそんな真ま似ねしてほしくない。山田は人間だ。もしもそれで死ぬようなことがあれば、一花は人殺しになる」


    「でも、山田は悪だよ。悪を倒すのは悪いことじゃないと思うの」


    「悪でも人間だ。一花だって、俺が人殺しになったら嫌だろ？」


    「嫌じゃないよ」


    　一花の言葉に、思わず耳を疑った。


    「だって、お兄ちゃんはお兄ちゃんでしょ？　人殺しになったとしても、それなりの理由があったんだって、一花は思うよ。全然、怖くないもん。でも、山田は違う。あいつはすごく怖い。だから、手加減したら駄目だよ」


    　斗和が絶句していると、笠かさ根ね木ぎが真剣な表情で口を開いた。


    「斗和。おまえの気持ちは、わかるつもりだ。だがな、俺はあいつにダチを殺された。それも頭が爆発するほどムカつくやり方でだ。だから俺は、ぜってえ許さねえ。ぶっ殺す気で行く。でもよ、おまえがそんな気持ちで、それで本当に奴やつに勝てるのかよ？」


    　笠根木の言葉が重く、心に響く。絶対に失敗は許されない作戦。殺人という行為に対し、自分一人が背中を向けている事実に困惑する。今の感情は誰を護まもるモノで、何を失うモノかを冷静に判断しなければならない。


    「わかった。どんな結果になっても、俺は絶対に一花と笠根木を嫌いにはならない」


    　もしも自分に強力な力があれば、違った選択肢をとれるのだろうか、と斗和は思った。


    「あの～。私たちにも何か手伝えることはありますか？　少しでも恩返ししたいんです」


    　話が終わったのを見計らって、先ほど助けた三人の男女のうちの一人が話しかけてきた。小太りな体型をした中年の男性。向こうから話しかけてきたのは、これが初めてだ。


    　彼らが近寄ってこなかったのは、シャバの姿をした一花を恐れてのこと。一応、「妹です」と説明してみたものの、変な誤解を受けてしまった感がある。


    　化け物の姿をした一花に対する感情は理解できる。実際に一花を見て逃げ出してしまった人もいた。追いかけたい気持ちもあったが、あのタイミングで山田と遭そう遇ぐうするような愚ぐは犯したくなかった。


    「それなら、この子を頼みます。余った武器をお貸ししますので」


    　斗と和わは真ま湖こを示した。山やま田だと戦っている間、真湖をはじめ、戦力外の人たちをどうするかという問題がある。こちらから折を見て相談しようと思っていたのだが、渡りに船だった。


    「あの、私たちを、置いていったりしないですよね？」


    　刈り上げヘアの女性が怖おず怖ずと尋ねてくる。心理的にもそうだが合理的に考えても、今は斗和たちの近くが一番安全だ。離れたくないという気持ちは当然だろう。


    　斗和は迷った末、承諾する。山田との戦いに連れていくのは不安だったが、かといってうまい代案は思いつかなかった。それに真湖の安全は、一いち花かの強い願いでもある。


    　そして斗和たちは、山田を倒すための作戦を決行する──。


    



    　斗和はその様子を、身を隠して見守っていた。手には洋よう弓きゆうを握っている。


    「や～い、アホの山田。ノマちゃんは預かった。返してほしかったら、一花と勝負だよ！」


    　一花が観客席から声高らかに叫ぶ。手にはシャバの巨大包丁。シャバの異能力が使えるか試すために回収してみたが、やはり無理だった。異能力は本人にしか使えないのかもしれない。その代わり刃の部分には、たっぷりと毒が塗と布ふしてある。


    　一花のことをバラしたのは作戦の内だ。気づかれていないという中途半端な可能性に[image: ]かけ、化け物の演技をさせても、いらぬ警戒心を抱いだかせて誘導に失敗するだけだ。それよりも一花を全面に出したほうが、逆に奴やつの油断を誘える。


    　やがて、事務所からゆらりと山田が姿を現した。わずかな時間会わなかっただけなのに、奴がまとう禍まが々まがしい空気が何倍にも増したように感じられた。肌はだが一瞬で粟あわ立だつ。


    「あーっ！　一花に蹴けられて、みっともなくプールに落ちた、アホの山田だ。怖くなって引き籠こもりになったと思ったのに、ノコノコ面づらで現れたね」


    　第一段階は、山田を挑ちよう発はつして怒らせること。そのための単語を一花に覚えさせたのだが、日本語が若じやつ干かんおかしくなっている。だが相手を怒らせるのに、文法はそれほど重要ではない。


    「ほう。やはり一花くんか。その姿は予想外だ。残念だよ」


    　残念？　斗和は、山田の言葉に違和感を覚えた。明らかに言葉がおかしい。山田は一花とは違い、変な日本語は使わないはずだ。


    「山田はお馬ば鹿かだね。そんなこともわからないの？　夢がないね。自分の無能に気づかなくて許されるのは、小学生までだよ」


    「もしかして、私を怒らせようとしているのか？」


    　山田が余裕の表情で告げる。むしろ小馬鹿にしているはずの一花のほうが必死だ。まずい。失敗しそうな雰ふん囲い気きが漂ただよっている。


    「ち、ちちち違うよ。山田はやっぱりお馬鹿だね。一花が怖いの？　かかっておいでよ。や～い、や～い。お馬鹿、唐とう変へん木ぼく、童どう貞てい、お馬鹿、お馬鹿……うんと、アンチョビ野や郎ろう？」


    「ふっ。貧ひん相そうなボキャブラリーだ。君は人がなぜ怒るか理解しているか？　想像力がない人間ほど沸ふつ点てんが低い。つまりは予測できないことを言われたときに、人は怒りを覚える。断言しよう。君が私を怒らせることはない。絶対にだ。なぜなら君の科白せりふが、私の想像を超えることはないからだ。『ウイリアムの激怒』という話を知っているか？　あるところにだな──」


    「うっへー、またそれ？　山やま田だの話って長いしオチもいまいち。全然おもしろくない。もしかして気づいてないの？」


    「……………………。殺す」


    　刹せつ那な、圧倒的な殺意が爆発した。山田の全身から、心臓を貫つらぬくような鋭するどい怒りの波動が迸ほとばしる。


    「わわっ、なんか怒ってる？　なんで、一いち花か本当のことしか言ってないのにっ！」


    　山田の態度に動揺した一花が、さらに火に油を注ぐ発言をする。──チャンスだ。


    　一花に向かって、山田がズンズンと早足に進む。階段状になっている観覧席を上り、斗と和わのいる場所へ背を向けるかたちとなる。


    　斗和は予あらかじめ毒を塗と布ふした矢を番つがえ、身を隠していた通路から静かに躍り出ると、山田に狙ねらいをつけて矢を放った。完全なる死角からの攻撃。だが──。


    　刹那、山田がぐるりと視線をこちらへ向けてきた。竦すくみあがるような金色の視線が斗和を射る。そして山田はあっさりと、手に持っていた手て斧おのの腹で矢を防いでしまった。


    　斗和はすぐさま、その場を後にする。背後から濃厚な死の気配が追いかけてくるようで、生きた心地がしなかった。半ば予想していた結果だが、それでも実際に目にすると、表現しがたい絶望に心が押し潰つぶされそうになる。


    　飛び降りるようにして階段を駆かけ下り、東側の入り口からレストランへ入った。そこで待機する笠かさ根ね木ぎに、山田が自分のほうへ来ていないことを、首を振って伝える。


    「笠根木か？　あの子はどうしたんだ？」


    「うるせえ！　テメエには関係ねえだろッ！」


    　斗和の質問に笠根木が苛いら立だったように言う。当然、演技だ。


    　作戦の第二段階。笠根木が斗和と手を組んだことを、山田は知らない。ならば笠根木と敵対する演技をすることで、山田の隙すきを突くことができるはずだ。


    「わわわっ！」


    　悲鳴と共に、反対側の階段から一花が駆け下りてきた。笠根木が慌あわてた素そ振ぶりで、カウンターの裏に身を隠す。化け物を見て驚いた演技が必要だ。


    　そして一花の後ろ、レストランの西側入り口に、山田が姿を現した。片手をついて優雅に囲いを跳び越え、テーブルや椅い子すが乱雑に転がるレストランへと侵入してくる。


    　斗和は矢を番えた状態で、一花は巨大包丁を構えた状態で、山田と対たい峙じする。


    「いったいどうなってんだ？　なんでテメエが化け物と。山田さん、でしたよね？　これいったいどういうことっすか？」


    　カウンターから姿を見せた笠かさ根ね木ぎが、とぼけたふりをして山やま田だへと近づいていく。笠根木の腰の後ろには、肌はだを傷つけないようにとタオルを鞘さや代わりにした双剣が差してある。山田攻略にもっとも適した武器だ。


    　彼が接近したタイミングで一いち花かが仕掛け、山田の意識が逸それた隙すきに、笠根木が攻撃する手て筈はず。緊張の一瞬、おそらく斗と和わ以上に、笠根木の心臓は激しく脈打っていることだろう。


    「──なるほど。作戦としては悪くないな」


    　山田が静かに告げる。


    　心臓が止まる思いだった。現実を受け入れることができなくて、ぐにゃりと世界が歪ゆがむ。


    「殺意がだだ漏もれだぞ、笠根木！」


    「な、何を……」


    「貴き様さまらの演技に付き合ってやろうと思っていたが、気が変わった。オチの読めた余興ほどつまらないものはないからなぁ。腰の双剣を抜け、笠根木っ！」


    　最初に動いたのは一花だ。一瞬で間合いを詰め、巨大な包丁を振り下ろす。山田は流れるような体たい捌さばきでそれをかわし、逆に手て斧おのを振るってきた。


    　だが、動きなら一花も負けてはいない。即座にジャンプしてかわすと、塀へいを足場にベクトルを変え、再び山田に襲おそいかかる。一花がこの場所を指定した理由がよくわかった。周囲を取り囲む塀や、低い天井、中に聳そびえる支柱が一花の動きを俊しゆん敏びんにする足場となる。


    　さらには散乱した机や椅い子す。巨大な体たい躯くとなった一花は、最小の動きでそれを飛び越えられるのに対し、山田は大きく体勢を変える必要があった。


    「速反力究極上昇ソニツク・ブラスト」


    　その隙に、笠根木も双剣の能力を展開させた。オレンジ色の輝かがやきを宿す宝石がはめ込まれたピアスが顕けん現げんし、瞳ひとみが鳶とび色の炎を燃やす。


    　次の瞬間、笠根木の体が搔かき消えた。人間のスピードを遙はるかに超えた動きで、山田に毒が塗と布ふされた双剣を振るう。少しでもかすれば勝利を摑つかむことができる必殺の刃やいば。だがそれを、山田が最小の動きで弾はじく。一つの武器で二つの攻撃を捌く姿に、斗和は戦せん慄りつを覚えた。明らかにレベルが違う。


    　斗和は急いで厨ちゆう房ぼうに入ると、中で身を潜ひそめていた小太りの男から両手槍やりを受け取る。


    「作戦は失敗しました。最悪、ここから逃げてもらうかもしれません」


    　斗和の言葉に、小太りたちは酷ひどく狼ろう狽ばいする。ただ真ま湖こだけが、無表情に床ゆかを見つめていた。まるで、予あらかじめこうなることを知っていたかのような反応だ。


    「ノマちゃん、何を知っている？」


    　斗和は疑問を投げかけていた。けれども真湖は答えない。いや、何か言おうとする動きは見せるのだが、本人の意に反して口が動きを止めたような、そんなイメージ。先ほど軟なん禁きんの話を聞いたときもそうだ。まるで見えない力により、言葉に制限でも受けているみたいだ。


    「山やま田だは、笠かさ根ね木ぎの能力のことを知っていたんだな？」


    　だが、真ま湖こは答えない。顔を動かすこともしない。悲しみに揺れる瞳ひとみが、何かを訴えているようにも思えるが、意図を推し量ることができない。


    「一いち花かを助けたいか？」


    「──はい。だからもう諦あきらめてください。一花ちゃんを巻き込まないで！」


    　真剣な表情で訴えてくる。どうしても彼女が敵だとは思えない。けれども真湖が、斗と和わたちに不利な情報を黙っているのは、おそらく間違いない事実。


    「やばげっ!?」


    　一花の鋭するどい声。驚いて外を見ると、激しく吹き飛ばされる一花の姿があった。


    　山田の脇わきには、柱にめり込んだ巨大な包丁。かわされた際にめり込み、その一瞬の隙すきを突かれて攻撃を受けたのだろう。


    　一花を退しりぞけた山田は、薄い笑いを貼はりつけたまま、今度は斗和のほうへと向かってくる。その両手には笠根木の双剣。持ち主である笠根木の姿はどこにもなかった。戦せん慄りつが稲いな妻ずまのように全身を駆かけ抜ける。


    「うおおおおおおっっ！」


    　咆ほう吼こうと共に、槍やりを突き出そうとする。その刹せつ那な、山田が手に持っていた短剣を斗和の足下に投げつけてきた。咄とつ嗟さに足を引いてその攻撃をかわすが、その隙に槍を摑つかまれてしまい、槍ごと放り投げられてしまった。背中を盛大に床ゆかに叩たたきつけられ、呼吸が一瞬止まる。そして顔の横に突き立てられる短剣。


    「残り八回だ」


    　山田は斗和を放ほうって、悠々と厨ちゆう房ぼうへ足を踏み入れた。


    「駄目だ。逃げろぉおおお！」


    　厨房の中で弓を構える小太りの男に向かって、斗和は叫ぶ。次の瞬間、彼の喉のどに短剣が突き立てられた。おそらく本人には、何が起こったのか理解できなかっただろう。


    「いやぁあああああああっっっ!!」


    　悲鳴が迸ほとばしる。女性たち二人は一いち目もく散さんに逃げ出そうとしたが、その片方を山田が摑み、即座に首をへし折った。


    「一人逃げたか。まあいい、追うのも面倒だ」


    　山田は厨房の隅で震える真湖のところへ進むと、彼女の頭にそっと手を乗せた。


    「よく見ておくんだな。そして判断しろ。どちらにつくのが利口なのかを。もう一度言おう。私は君を必要としている。命の保証はするさ」


    「ノマちゃんを離せッ！」


    　厨房の入り口を潜もぐり、一花が猛然と襲おそいかかる。山田はキッチンの上を転がるようにして距離をとる。その隙に一花は真湖を抱き上げ、入り口のところから斗和に向かって、彼女を放り投げてきた。


    　斗と和わは慌あわてて彼女をキャッチする。真ま湖こは小柄だが、それでもかなりの衝撃だ。


    「山やま田だは一いち花かが抑える。お兄ちゃんはオレンジをっ！　毒にやられただけだから！」


    　斗和は頷うなずいて、走り出した。笠かさ根ね木ぎは無事らしい。


    　注意深くあたりを探ると、テーブルの陰に俯うつぶせに倒れた笠根木の姿を見つけた。斗和は真湖が背負っていたリュックからペットボトルを取り出すと、中に入ったリヴァイノスの海水で笠根木の毒を消し去った。


    「くそっ！　マジですまねえ」


    　笠根木がむっくと起き上がり、忌いま忌ましげに言う。


    「気にするな。今はすぐに武器を出して──」


    　斗和は後ろ、一花のほうを振り向きながら言おうとして、言葉が続かなかった。目に飛び込んできたのは、山田が短剣で一花の首を切り裂く光景だった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　ふわふわとした感覚が体を包み込んでいる。時折強い風が吹いて、自分をどこかへ連れ去ろうとしてくる。


    　駄目だ、と一花は思った。この風に流されてしまったら、その体に憑ひよう依いすることになる。


    　眼下を見下ろすと、そこにはさっきまで憑依していたはずのシャバの死体。山田が喉のどを切り裂いている。


    　ああ、そうだ。自分は山田に敗れ、強制解除ログアウトさせられてしまったのだ。


    　今は幽ゆう体たい離り脱だつの状態。故ゆえに、誰からも気づかれることはない。そういえば最後に、山田が気になることを言っていた。


    「次は本気を出せ。よく思い出してみろ。ここには、その肉体よりも強力なのがあるだろう？　それでなければ、この私は倒せんぞ」


    　一花は首を捻ひねる。シャバ以上の肉体が、この水族館にあっただろうか？　すぐに思いつくのはリヴァイノスだが、憑依できるのは魂たましいのない存在、すなわち死んでいるモノだけだ。それ以前に、一花はほかの異能力を使えない水の壁を展開できないリヴァイノスは弱いだろう。


    　そんなことを考えている間にも体が引き寄せられ、望まぬ憑依を強要される。どこか強そうな肉体はないか、一花は必死に探す。


    　だが、一花の本能は確実にその存在を認識していた。斗和たちの上を通り過ぎ、バックヤードを進み、その場所へとたどり着く。そして海水に満たされた空間で、堂々と佇たたずむその姿を目にする。


    （あっ！　あれ、なんか強そう。でも大丈夫かな？）


    　一いち花かは戸惑いながらも、それに体を重ねる。意識が広がっていき、神経みたいなモノがガッチリとつながるのを感じた。


    　やがて低い稼か働どう音おんが、薄暗い海水の表面を揺らしはじめる──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「これで、残り七回だな。このスピードで消費すれば、すぐにゲームオーバーだぞ、少年」


    　斗と和わの背中を壁に押しつけ、心臓に短剣の切っ先を押しつけながら、山やま田だが言う。


    　バックヤードの通路に逃げ込んだ斗和たちは、執しつ拗ような山田の追撃を受けていた。笠かさ根ね木ぎの異能力は使えない。山田戦に向けて一気に武器を生せい成せいしたため、上限の五本に達したままなのだ。


    　殿しんがりは斗和が務めた。山田はゲームのルールをきちんと守っているので、逃げているとはいえ、斗和が殺されることはないはずだ。今は山田をうまく振り切り、一花と合流することが最優先。シャバの肉体は失ったが、まだ立て直すことはできる。


    「斗和ッ！　くっそぉ！」


    「笠根木、俺おれに構うな。まずは逃げるんだ！」


    　立ち止まる笠根木に、斗和は叱しつ咤たを飛ばす。山田攻略に彼の力は必ひつ須すだ。ここで失うわけにはいかない。


    「ほら、笠根木。武器を返してやる。これが消えるまで殺さないでやるから、かかってきたらどうだ？　それともションベンちびりそうで無理か？　ん？」


    　山田が双剣を、笠根木に向かって放り投げる。乾いた金属音が通路に響き渡った。


    「笠根木、挑ちよう発はつに乗るな！　逃げろ！」


    「ああ、そうそう。君の友達にはお礼を言わなければなぁ。まるで発情した兎うさぎのように、懇こん願がんして私のメッセンジャーになってくれたよ。友達の裸はだかはどうだった？　君には届いたかな？」


    「このゲスがッ！」


    　咆ほう哮こうと共に、笠根木が突っ込んでいく。二本の短剣を拾い、速反力究極上昇ソニツク・ブラストを展開。弾丸のような勢いで、無手となった山田に切りかかる。


    　両方の腕から繰り出される鋭するどい斬ざん撃げき。山田はかわす一方で、まったく反撃できないでいる。いや、違った。それは確実なチャンスを窺うかがっていたにすぎない。


    　山田はわずかな隙すきをついて、笠根木の腕を叩たたき落とすと、がら空あきとなった頭部にハイキックを叩き込んだ。激しく壁に叩きつけられる笠根木。双剣が床ゆかに散らばる。


    「おっと。一応手加減してやったが、無事か？」


    　笠根木が苦しそうに呻うなっている。どうやら死んではいないみたいだ。このタイミングで止とどめを刺してこないことからも、山田が遊んでいることは明白だ。


    （どうすれば──）


    　斗と和わは、絶望的な気持ちで打開策を模も索さくする。そのときだ。低い振動音が斗和の耳に届いてきた。思わず周囲を警戒する。


    「ほう、やっと来たか。待ち侘わびたぞ」


    　山やま田だが意味ありげに呟つぶやき、薄暗い廊下の向こう、パノラマ大だい水すい槽そうに続く扉とびらを睨にらみつけた。


    （──なんだ？）


    　次の瞬間、山田の視線を受けていた鋼鉄のドアが、凄すさまじい音を出して大きく歪ゆがんだ。さらにはもう一回、轟ごう音おんが響く。ドアは吹き飛び、洞どう窟くつのように真っ暗な口を広げている。そこから飛び出してきたのは──。


    「なっ!?」


    　笠かさ根ね木ぎが驚きの声をあげる。斗和も同じ気持ちだった。


    　卵形の丸いボディに、角張った手足。水深四千メートルにも耐えうる強度を持つ、[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつの技術の粋すいを集めた傑作。最新鋭ロボット型深海探査機「クッシー」だ。


    「お兄ちゃん、助けにきたよ！」


    　人間の女性の声を模もした電子音。丸いボディの上にちょこんと乗っかっている頭部の目が、激しく点てん滅めつする。それが意味するのは──。


    「もしかして、一いち花かなのか!?」


    「おうよ！」


    　クッシーが応こたえ、陸上移動用に設置された足の裏のキャタピラが、フル回転する。滑走するようにして、猛然と山田へ突っ込んでいく。シャバすら人間と認識する一花にとって、ロボットも人間という認識なのだ。


    「待っていたぞ。さあ、前回のリベンジだっ！」


    　嬉き々きとして山田が吼ほえ、クッシーへ向かって突進する。驚いたことに、山田は戦う気なのだ。


    　先に攻撃を仕掛けたのは一花。空気を押し潰つぶすような重量のある鋼鉄の塊パンチを打ち放はなつ。それを紙かみ一ひと重えでかわした山田は懐ふところに入り込み、関節部に向かってスピードの乗った突きを放った。


    　滑るように右に移動して攻撃をかわした一花は、振り向きざまに腕部に仕込まれた三連装超高速水中ボウガンを発射する。まさに弾丸並みの速度、人間にかわすことはできない。


    　だが山田は鬼。人間を超えた存在だ。飛び退のくようにして、ボウガンを避けた。まるで予あらかじめ知っていたかのような反応のよさだ。


    　クッシーの腕部に内蔵されたウインチが高速回転し、避けられて壁に突き刺さったボウガンを杭くいにして、一花の巨体を引き寄せる。勢いはそのままで、今度は横よこ薙なぎの一撃を打ち放つ。


    　山田は跳躍し壁を蹴けって、それをかわした。それどころか壁の反動を利用して、強烈な蹴りをクッシーの背中へ食らわせる。


    「馬ば鹿かなっ！」


    　斗和は思わず叫んでいた。まさか、本当に生身で攻撃するとは思っていなかったのだ。


    「うぐっ！」


    　山やま田だが苦く悶もんの声を漏もらす。当然だ。クッシーのボディは水深四千メートルの水圧に耐えるよう設計されている。生身で攻撃すれば、体のほうが無事では済まない。


    　痛みで動きが鈍にぶる山田に向けて、クッシーが裏うら拳けんを叩たたき込む。クッシーの上半身は三六〇度パノラマ大回転機能付き。後ろも前も関係ない。


    　なんとかその一撃をかわした山田に向かって、驚くべき追撃が襲おそい来る。クッシーの上半身はさらに回転を続け、ミキサーのように空気を攪かく拌はんする。ダブルラリアット。巨大な鋼鉄の塊が竜巻のように唸うなり、まっすぐに山田へ突進してきた。山田は防御の上からクッシーの一撃を受けて、まるでボールのように叩き飛ばされる。


    「やったか！」


    　笠かさ根ね木ぎが叫ぶ。確かに、生身の人間があれを食らったら無事では済まないだろう。肉にく塊かいになってもおかしくない。


    「まだだよ！」


    　緊迫した一いち花かの声。全身を激しく打ちつけられたはずの山田が、ゆっくりと立ち上がる。額ひたいからは血を流し、足腰は震えていたが致命傷からはほど遠い。驚くべきことに、山田はクッシーのあの攻撃を受け流したのだ。


    　山田は素早く床ゆかに転がったままの双剣を拾い上げると、再度クッシーに攻撃を仕掛ける。機械の体になったことで一花の動きは大味になっているが、その欠点を補うほどの強度とパワーを手に入れた。何度か山田の攻撃を食らうが、当然傷一つ負うことはない。やがて双剣は、時間切れで消しよう滅めつしてしまった。


    「笠根木、今のうちに武器の生せい成せいを」


    　斗と和わは笠根木に指示を飛ばした。確かに、今のところ一花の優勢は揺るぎないが、別の不安がよぎる。一花からは、まったく手加減する気配を感じない。このままでは山田を殺しかねなかった。何もそこまでする必要はない。弱ったところを、毒で攻撃するだけでいいのだ。


    「一花、もういい。山田は虫の息だ。後は毒で動きを止める」


    　斗和は笠根木から、半はん月げつ斧おのを受け取りながら叫んだ。


    「駄目だよ、お兄ちゃん。山田は油断ならない。一気にやらなきゃ！」


    　一花が緊迫した声で反論する。なぜか斗和は、言いようのない不安を覚えた。


    「──ふぅ、残念だ。諦あきらめるか。どうやら無理、らしいな」


    　それは山田の声。圧倒的に不利なはずなのに、焦あせりも怒りもない。ゆらりと立ち上がった姿は満まん身しん創そう痍い。けれどもどこか、不気味な余力を感じさせる。


    「しかし恐ろしいとは思わないか、少年。この世には人の手で造られたにもかかわらず、人の手に負えないモノがいくつも存在している。人はすでに、自分の限界を超えた向こう側で暮らしているのだ。それに抗あらがってみたかったのだが。──余興は終わりだ。本気を出させてもらおう」


    　ハッタリには聞こえなかった。本能が、第六感がおぞましい何かを感じ取っている。


    「一いち花かちゃん、逃げてッ！」


    　真ま湖こが悲鳴に似た声をあげた。嫌な予感が加速する。タールのようにのっぺりとした影が内臓を押し潰つぶす。直感が、眩暈めまいのするような警けい鐘しようを打ち鳴らしている。


    「ごめん、ノマちゃん！」


    　一花が加速する。止とどめを刺そうと足裏のキャタピラをフル回転させ、一気に山やま田だに押し迫る。


    「よせッ！　やめるんだっ、一花ァアアアアッッ!!」


    　けれども斗と和わの声は届かない。先ほどと同じ意味にとられたのだろう。だが違う。これは正反対の意味。一花の身を案じるモノ。奴やつに、山田に近づいては駄目だ。


    　薄暗い通路の下、外へと通じる方向。見えない壁によって閉ざされた外の風景をバックにして、山田を包む空気が一変する。


    　刹せつ那なの時間。真湖の悲鳴と一花の咆ほう哮こうが世界を揺るがすなか、その科白せりふがはっきりと、斗和の耳に届いた。


    



    「さあ、神さえも命いのち乞ごいをする絶望の夜の到来だ。──神殺しの夜フエンリル・ナイト」


    



    　金色の燐りん光こうが山田の体を覆おおう。濃い金色の瞳ひとみが凍えるような光を灯ともし、深しん淵えんから覗のぞくような強大な殺意を突きつける。これは、異能力発動のエフェクト。


    　次の瞬間、山田の全身を包む光が色を変える。まるでシミが広がるようにして、漆しつ黒こくの闇やみへと変化する。暗黒の炎の如ごとく揺らめく禍まが々まがしい闇は、奴の右手に収縮し一つの形を成す。


    「たあああっ!!」


    　一花がさらに加速する。なまじ後退するよりも、一気に勝負に出たほうが確実だと思ったのだろう。だが──山田の右手がまっすぐに伸びる。それがクッシーの胸部に触れた瞬間、クッシーは糸が切れた人形のように、その動きを止めた。


    「え？　なに……？　お、にいちゃ……」


    　一花の声が途切れる。何か異様なことが起こったのだと理解できた。全身のＬＥＤが消灯し、完全に沈黙するクッシー。その背中から、うっすらと何かが舞い上がるのが見えた。


    　それは幻げん覚かくだったのだろうか？　半透明の人型の霊体。一花の姿をしたそれは、悲しそうな表情を浮かべてから、かすかに唇くちびるを動かして何事か伝えてくる。そして朝日に溶ける霧きりのように、あっけなく消しよう滅めつした。


    「あ、……あ」


    　斗和は言葉が出なかった。胸を搔かき毟むしりたいような不安を覚えるのに、それを認めたくない気持ちがある。大切なモノが抜け落ちて体に大穴が開いたみたいに、冷たい風が斗和の中心を駆かけ抜けていく。


    「これで、残り六回だ。呆ほうけるなよ、少年」


    　眼前に山やま田だの姿があった。漆しつ黒こくの闇やみに覆おおわれた右手を突き出している。その残忍な悪魔を彷ほう彿ふつとさせるような鋭するどい爪つめの切っ先さきは、斗と和わの心臓の前で止まっていた。


    　刹せつ那な、焼けるような怒りが眉み間けんを穿うがち、体の筋肉に命令を下す。


    「うわああああああああっっっ!!」


    　斗和は手にした斧おので、山田を斬きりつけた。だが山田の右手に触れた瞬間、斧はまるで初めから存在しなかったように霧む散さんする。


    「──え？」


    「斗和、逃げろ！」


    　笠かさ根ね木ぎが叫んで、山田に向かって矢を放つ。しかしそれも、山田の右手によって搔かき消されてしまった。いや、それだけではない。笠根木が手にしていた弓までもが、同時に消しよう滅めつしてしまったのだ。


    　ある予想が浮かぶ。天てん蓋がいを覆おおうような絶望が襲おそい来る。まさか──。


    「理解したか？　少年。これが私の能力だ。このフェンリルの爪は、ありとあらゆる異能力を触れただけで打ち消す力。この私に異能力は無意味だ。この意味がわかるか？　ん？」


    　最強の殺人鬼。唯ゆい一いつ、奴やつに届く攻撃があるとすれば、それは物理法則をも凌りよう駕がする異能力だけと思っていた。けれどもし、それが通じないとしたら──。

  


  
    



    　　　第八章　その銀色は想おもいを託す


    



    　脳が痺しびれたように麻ま痺ひして、何も考えられなかった。どこか現実感が薄く、生きている感じがしない。このまま微睡まどろんで意識を閉じてしまえば、どんなに楽だろうか？


    「知っているか？　少年。異能力発動の際には、髪か瞳ひとみ、どちらかの色をした燐りん光こうを発するのが一般的だ。だがごく稀に、燐光が反転色を示すことがある。異能力の否定、すなわち無効化能力アンチだ」


    　奴の言葉が、やけにはっきりと耳に届いてきた。けれども内容がうまく頭に入ってこない。


    「一いち花かに、何をした？」


    　絞り出すように、なんとか言葉を口にする。


    「おいおい、頭は大丈夫か？　私の神殺しの夜フエンリル・ナイトは異能力を打ち消すと言っただろう。憑ひよう依い能力を消し去ってやったんだ。想像するまでもない。死んだのさ、君の妹は。完かん膚ぷなきまでになぁ」


    　今度こそ本当に、一花は殺されてしまったのだ。けれど心が沸ふつ騰とうしない。豪雨のような冷たい絶望と恐怖が、種火の熱を奪っている。怒りだけでなく、悲しむ気力さえも湧わいてこなかった。考えられる最善の手を尽くし敗れた。ここから挽ばん回かいする方法が、まったく見えない。


    「君はあれか、あまり漫画を読まないタイプか？　ほんの少しでも君にその手の教養があれば、容易に想像できたはずだぞ。私が異能力を持っていることくらいなぁ。基本中の基本。あまりにもわかり切った展開だろうがぁ！　くくく、ふはははははっ!!」


    　そうだ、と斗と和わは思った。今思えば、怪しい点はいくらでもあった。この世界から脱出する方法。武器のない状態での青あお美み空ぞらに追わせた傷。おそらくは宇う佐さ院いんたちの傷も──。あの鋭するどい漆しつ黒こくの爪つめをもってすれば、人の体を切り刻むのは容易たやすいだろう。


    　注意力の欠けつ如じよ。どうして気づかなかったのか？　もっとしっかりと観察していれば、今のこの状況は予測できたかもしれない。


    「そういえば君は、『努力と才能どちらが大事か？』という議論をしたことがあるか？　あれほど見苦しい話はないよなぁ。結局は持たざる者同士の傷の舐なめ合い、立場の違う自己弁護に陥おちいるだけだ。いいか、少年。私がこの世の真実を教えてやろう。真に優れた人間は大抵両方とも──、いや、すべてを持っているモノさ。──この私のように、な」


    　否定できない事実だった。山やま田だはおよそ、斗和が知る限り最高のスペックを持っている。その極めつけが、神殺しの夜フエンリル・ナイト。異能力の無力化なんて、反則チートレベルの能力だ。


    「それに比べ、少年。君は何一つ持っていないよなぁ。平均以上の部分はあっても、私の足下にも及ばない。しかも、どうやら異能力者ですらないみたいだ」


    　神しん悠ゆう言げんの姫ひめ巫み女ことのやりとりを思い出す。確か彼女も同じようなことを言っていた。自分は異能力者ではないのだ。だが、どうして山田がその情報を知っているのか？


    「少年が今、何を思っているか当ててやろうか？　『どうして山田様は、自分に異能力がないことがわかったのだろう』。そう思っているな？」


    　斗和は息が止まる思いだった。心の中を見透かされる独特の恐怖は、言葉にすることができない。何をやっても無駄と思えるような、精神の芯しんを打ち砕く不気味さがある。


    「なぁに、簡単なことさ。私の異能力はその特性上、分析アナライズ機能を兼ね備えている。相手が異能力の素質を持つかどうか、どんな能力なのか、大まかにならわかるのだよ。なぁ？　笠かさ根ね木ぎ」


    　山田の瞳ひとみが笠根木を捕らえる。笠根木は痛ましいほど怯おびえた表情をしていた。異能力が打ち消されてしまったのだ。それはある意味、才能が打ち消されたのと同義。声が出なくなった歌手、アイデアの涸かれた作家。彼の受けたショックは計り知れない。


    「ひっ！　く、来るな！」


    　山田が近づいてくるのを見て、笠根木が乾いた悲鳴をあげる。恐怖に心が飲まれてしまっていた。圧倒的な山田の戦闘力、抗あらがう術すべの見えない絶望。当然といえば当然の心理だ。


    「おいおい。なんだその態度は？　あまりにも無ぶ様ざまだぞ。さっきと別人みたいじゃないか」


    「笠根木、逃げろ！」


    　斗和の叫びに、笠根木がびくりとなって目を見開く。おそらく逃げ出したい気持ちと、斗和を見捨てたくない心理とが[image: ]かつ藤とうしているのだろう。だが今は、逃げ出すべきだ。笠根木を失ってしまえば、それこそ逆転のチャンスはゼロとなる。


    「ほう？　見捨てるのか？　仲間なんだろ？」


    　山やま田だの安い挑ちよう発はつに、笠かさ根ね木ぎは顔色を変える。それほどまでに彼の精神は追い込まれていた。すぐさま死体に駆かけ寄ると、異能力を発動させる。出たのは双剣だ。


    　平静を欠いた笠根木は、すぐさま速反力究極上昇ソニツク・ブラストを展開させ、山田に襲おそいかかる。結果は、予想を超えることはなかった。山田の右手に触れた瞬間、双剣はあっさりと消しよう滅めつする。


    「今、──何かやったか？」


    「うわああああああああっっ!!」


    　笠根木の心が完全に折れた。無ぶ様ざまに悲鳴をあげ、情けなく[image: ]ほう々ほうの体ていで逃げ出す。だが、山田は追いかけない。


    「十秒やる。その間に、できるだけ遠くへ逃げろ。表が出たら笠根木、裏が出たら少年だ」


    　山田が宣言して、死体の財さい布ふから硬貨を抜き取った。もはや時間の猶ゆう予よはない。先ほどから凍りついたように立ち竦すくむ真ま湖この手を引いて、斗と和わは一階バックヤードを後にした。


    



    「放してください！」


    　しばらく、引っ張られるままについてきた真湖だったが、突とつ如じよ我に返ったように声をあげた。斗和が驚いて真湖を見ると、彼女は気まずそうに視線を逸そらし、「すみません」と呟つぶやく。


    「ノマちゃん。君は、山田の異能力について知っていたんだな？」


    　周囲に山田の姿がないのを確認して、陰いん鬱うつな表情を浮かべる真湖に問いかける。


    　一いち花かが山田に止とどめを刺そうとしたとき、真湖は一花にやめるよう叫んだ。あれはどう考えても、神殺しの夜フエンリル・ナイトのことを知っていた反応だ。


    　だが真湖は答えない。暗く沈んだ表情は諦あきらめにも似た感情を色濃く浮かべている。


    「どうして答えない？　山田が恐ろしいのはわかる。けれど情報さえあれば、一花は死なずに済んだ」


    「私が悪いっていうんですか？」真湖が心外と言わんばかりの感情を見せる。「私は言ったはずです。あいつとは戦わないでって。それなのに──。おとなしくしていれば、じっと我慢していれば、一花ちゃんは死なずに済んだのにっ！　どうして意味のない抵抗をするんですか？」


    「死にたくないからだ。抗あらがわなければ殺される」


    「逆らったら間違いなく殺されます。でも、相手の言うことを聞いていれば、助かる可能性だってあるでしょ？　私を巻き込まないでください。私は大丈夫。殺されたりしないから」


    「山田がそう約束したのか？」


    　けれども真湖は答えなかった。言いたくて言えないというよりは、不意打ちを受けて動揺しているみたいだった。


    「一花が君のことを心配していた。最さい期ごの瞬間、確かに言ったんだ。君のことを頼むと。だから俺おれは君を護まもる。もしも山やま田だに従うことで君の安全が保証されるのなら、それもありだ」


    「……斗と和わさんからしたら、私はさぞ情けないんでしょうね？　馬ば鹿かな生き方だって、そう思ってるんでしょうね？」


    　真ま湖こが揺れる感情と震える声で問いかける。山田に従属して生きる方法は、彼女の本意ではないのだろう。けれども、そうするしか生き延びる術すべはない。


    「ノマちゃん。この世界に、どれだけの種しゆが存在しているか、知ってるかい？　命名されているだけで、およそ百万種だ。わずか二千年前に、世界大災害によって多くの種が絶ぜつ滅めつしたにもかかわらず、こんなにもたくさんの種が今現在、生きているんだ」


    　真湖は唐突な話に戸惑っているのか、静かに耳を傾けている。この子の感情が見えない、と斗和は思った。彼女が一いち花かのことを本気で大事に思っているのは間違いない。けれども重要な情報を隠し、結果、一花を失うことになった。それに彼女は諦あきらめに似た感情に支配されているはずなのに、必死に生きようともしている。矛む盾じゆんの塊かたまり。


    「たくさんの種は教えてくれる。生き方は一つじゃない、答えは一つじゃないと。今生き残っている種は、各々の生存戦略で熾し烈れつな自然淘とう汰たを勝ち残ってきた。その数だけ生き方はあるんだ。生物学は教えてくれる。生きている限りは負けじゃない。どんな姿でいようと、どんな在あり方でいようと、生き残ることができれば、それは勝ちなんだ。──俺は君が生き残るために、最善を尽くすつもりだ。だからもし、山田についてほかに知っていることがあるのなら、教えてくれ。頼む」


    　真湖の反応はない。必死に言葉を探しているようにも、決断を迷っているようにも思える。


    「酷なことを言うな、少年」


    　よく通る声が、マリンホールに響き渡る。入り口から姿を現したのは殺人鬼。斗和は舌打ちしたい気分だった。話に夢中になっていて、奴やつの接近に気づかなかった。


    「その紺色はなぁ。しゃべりたくてもしゃべれないんだよ」


    「ノマちゃんに、何かしたのか？」


    「おいおい。なんでもかんでも私のせいにしないでくれ。照れるじゃないか。彼女がしゃべれないのは、彼女自身の異能力による制限だ」


    　その言葉に、斗和はまじまじと真湖の顔を見る。想像すらしていなかった、彼女が異能力者である可能性を。


    「本当なのか？」


    　斗和の質問に、真湖はこくりと頷うなずき返す。


    「君も薄々気づいているだろう？　異能力は一人につき一つのみ。私の能力に情報を制限する力はない。だがまあ、そう気にすることもないさ。その紺色はもう異能力を使えない。レアな能力故ゆえに、使用回数はたったの一回。この世界を抜け出さない限り使うことはできないのさ」


    　斗和は言いようのない気持ちになる。どんな能力かは知らないが、そのせいで山田の情報を伝えることができなかったのだ。その心中を思うと心が痛んだ。


    「さて、君はどうする？　私のもとへ来るか？　それとももう少し、少年についていくか？　なぁに、心配するな。浮気の一つや二つくらい、私はまったく気にしないぞ」


    　真ま湖こはびくりと肩を震わせる。逡しゆん巡じゆんする態度は、彼女の意志が迷っていることを示していた。山やま田だにはついていきたくない、でも逆らえない。だから一歩も動くことができないでいる。


    　ならば、自分がやるべきことは決まっている。抗あらがって、手を取って、逃げ出すこと。全力で走って、彼女をこの恐怖から救い出すことだ。斗と和わは真湖の手を引いて、再び駆かけ出した。


    「はーっはっはァッ!!　いいぞ、駆け落ちする娘を追う父親の気分だぁ！　少年への殺意がどんどん増してくる！」


    　山田が猛然と追いかけてくる。背後から押し迫る殺意に足が絡まりそうだった。二つ目のドアを開け、二階水すい槽そう群ぐんへ突入したときだ。前から一人の女性が近づいてきた。


    「もう嫌ぁ、もう嫌ぁ」


    　すぐさま、斗和は悟る。こいつはテュポポだ。それを裏付けるように、女性の右腕は肘ひじの部分から消失していた。一気にその右腕側を走り抜ける。ちらりと背後を振り返ると、テュポポの前に山田が躍り出たところだった。


    「邪魔だ、どけぇッ！」


    　咆ほう哮こう一いつ閃せん。山田は漆しつ黒こくの右手で、女性に化けたテュポポの顔面を破壊した。

  


  [image: ]


  
    「──な!?」


    　予想外の展開に斗と和わは仰ぎよう天てんした。女性の体が煙を吐き出すと同時に、化け物の姿へと変へん貌ぼうを遂げていく。その姿はやけに細く、一回り小さい。


    （そうか、異能力か）


    　やはりテュポポに攻撃が効きづらかったのは、異能力のせいだったのだ。体を覆おおう異能の力は姿を変えるのと同時に、防御の役割も果たしていたのだろう。神殺しの夜フエンリル・ナイトで無効化され、本来の姿を現したのだ。


    「しまった。クリオネもどきだったか！」


    　山やま田だは叫んで、斗和の想像を遙はるかに超える行動をとる。なんと瀕ひん死しのテュポポに駆かけ寄って、肩を揺らしはじめたのだ。


    「おい、死ぬな。しっかりしろ。貴き様さまを使って楽しい余興をやるつもりだったんだ！」


    　山田の体が次の瞬間、びくりと痙けい攣れんする。


    （──まさか!?）


    　斗和は思わず足を止めてしまった。自分の見た光景が信じられない。テュポポの左手が、山田の太ふと[image: ]ももに触れていたのだ。必死に毒を盛る算段をしていたのに、山田はあっけなく、しかも驚くほど間抜けなかたちで毒を受けてしまった。


    　拍ひよう子し抜けする反面、今が決断のときだと思った。このまま山田が捕食されてしまえば、この世界の謎なぞは闇やみに包まれたままだ。なんとかテュポポを撃退し、山田をぶん殴れば、ゲームに勝利したことになる。


    　咄とつ嗟さに山田を助けようとして、斗和は踏み止とどまった。何か嫌な予感がする。違和感が加速し、緊迫した気配が肌はだを通じて伝わってくる。


    「──ほう、足を止めたか。妹よりは勘がいいみたいだな」


    　その声は誰のものだろう？　よく響く特徴的な声。だが、そんなはずはないと、斗和の理性が否定する。テュポポの毒を受けてしゃべることなど、絶対にできないはずだ。だが──。


    「お返しだ。貴様は殺す」


    　盛大な破裂音が轟とどろいた。テュポポの胴体に巨大な穴が開く。山田の右手は易やす々やすと化け物の体を貫つらぬき、その命を刈り取ったのだ。びくびくと痙攣しながら崩れ落ちるテュポポ。代わりに山田が立ち上がる。


    「そういや君たちは、毒を当てた時点で私に勝てる、とか言っていたよなぁ？　だが一つ、この世の真実を教えてやろう。殺人鬼に毒は効かん。毒で麻ま痺ひすることなど、絶対にないのだァ！　ふはははははっ！　あはははははっ！　──うっ！」


    　突とつ如じよ、山田がふらついた。額ひたいを押さえ、片膝ひざをつく。薄暗くてはっきりとは見えないが、その表情は何かに堪たえるみたいに歪ゆがんでいた。


    （チャンス！）


    　斗と和わは迷うこともせず、山やま田だに襲おそいかかる。片膝ひざをつく山田に向かって、斗和は滑るような足運びで突きを打ち放つ。


    「──かかったな？」


    　低い声と共に、山田の体が縦に伸び、斗和の顎あごめがけて蹴けりを放はなってきた。長い足が眼下から槍やりのように伸びてくる。


    （やはり、演技か！）


    　だが斗和は、この動きを読んでいた。自分を誘い出すための演技。それでも攻撃を仕掛けたのは、奴やつが片膝をついた状態だったため。その体勢からの攻撃は、〝線〟しかありえない。


    　斗和は体の軸じくをずらし、線の攻撃をかわす。そして片足で立つ姿勢となった山田の軸足へ、蹴りを放った。あの体勢では絶対に防御できない場所。しかし──。


    　斗和の蹴りは宙を切る。山田の軸足が消えていた。あの体勢からジャンプしたのか？　いや、違う。斗和はそれを見て愕がく然ぜんとする。


    　フェンリルの爪つめが壁に突き刺さっていた。それを支点にして強引に軸足を持ち上げたのだ。次の瞬間、凄すさまじい殺意の波動が斗和の直感を震わせてきた。咄とつ嗟さに顔を防御する。


    「残り五回だな」


    　山田が告げる。防御した斗和の腕の向こうには、漆しつ黒こくの右手があった。その禍まが々まがしい爪が、今にも斗和の頭を切り裂かんとしていた。


    「フェンリルの爪は、君の腕ごと頭部を切断していた。理解できるな？」


    　斗和は壁に残る暗い傷跡を見る。山田がつけた傷。確かに生身で防御できるものではない。


    「行け、少年。私の演技を見破り、攻撃を選択した判断力は素直に評価できる。しばしの時間を与えよう。ああ、それと心配するな。水の壁で解げ毒どくするような無ぶ粋すいな真ま似ねはせんさ」


    　斗和は目を見開いた。なぜその情報を知っているのか？


    「おいおい。まさか本気で驚くなよ。君が気づくようなレベルのことを、私が気づかないはずはなかろう？」


    「解毒しない理由はなんだ？　貴き様さまの動き、明らかにキレがない。毒の影響はあるはずだ」


    「君はＲＰＧをしたことはあるか？　ラスボスはパーティーが協力して、長い時間をかけて倒すのがコンセプトだそうだ。ＨＰを全回復するラスボスがいたら、それはクソゲーだろう。私はな、君たちの抗あらがってきた歴史を尊重する。倒すための戦略に敬意を表する。それが私の流儀だ」


    　どうやら本当に、追撃の意志はないらしい。斗和は真ま湖この手を取ると、再び出口のない迷路へと突入した。歯は痒がゆい思いが胸の奥を撃ち貫ぬく。斗和にとって命いのち懸がけの行為は、奴にとって文字どおりゲームでしかないのだ──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    「山やま田だ様を侮ぶ辱じよくするんじゃない！」


    　怒号と共に、拳こぶしが振るわれる。熱い痛みが頰ほおに走り、血の味が口の中に広がった。


    「侮辱じゃない！　ここにいたらみんな殺されるの！　いい加減目を覚まして！」


    　再度、銀ぎん河がは訴えかけるが、彼らの態度は変わらない。奴やつを信用しているというよりは、殺されるという恐怖から目を背そむけているように、銀河には感じられた。


    「だったら、私を解放して！　もうキミたちがどうしようと構わないから！」


    「ふざけるな。山田様に逆らうような真ま似ねができるかッ！」


    　男が銀河の腹に蹴けりを叩たたき込む。恐怖で軟なん禁きんされるという異常な状況のなか、その言げん動どうは徐々に過激なモノへと変へん貌ぼうしていった。いわゆる『看かん守しゆと囚しゆう人じん』の関係。


    「罰として、おまえも服を脱げ！」


    「なっ！　馬ば鹿かなことはやめてっ！」


    　銀河は必死に抗あらがうが、手足を拘こう束そくされた状態では抵抗もできない。別の者が取ってきた鋏はさみで、男が銀河の服をジョキジョキと切り裂いていく。


    　悔くやしかった。羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくで顔が焼けるように熱く、涙が止めどなくあふれてくる。あっさりと胸が露あらわにされ、ゲスな視線で舐なめ回すように視し姦かんされる。心が折れそうだった。


    「何をしている？」


    　臓ぞう腑ふに響くような声がした。一瞬で場の空気が張り詰める。殺人鬼の帰還だ。


    「いや、あの。これ──うわああああああっっ!!」


    「きゃあああああああああっっ!!」


    　悲鳴が折り重なる。殺人鬼の従順な手下となった人たちも、このときばかりは山田から距離をとった。


    「ひそひそ……驚いてるねぇ」


    「ぼそぼそ……うるさいわい」


    　驚くべきことに、山田は人面百足むかでを連れてきたのだ。足は毟むしり取られ、尻尾しつぽも半ばからもぎ取られている。傷の回復がないことから、本体だろう。おぞましい化け物の無む惨ざんな姿は、不気味さを通り越して、生きた心地すらも与えない。


    　山田はパイプ椅い子すの足らしき金属の棒で、人面百足の体を壁に打ちつけはじめた。巨大な化け物の標本が、異様な空気を象徴するみたいに部屋に飾られる。


    「おや？　御み手た洗らいの姿がないようだが？」


    　山田の問いに女性が、御手洗は何事かぶつぶつと呟つぶやきながら出ていったことを伝える。彼は灰はい村むらを殺したショックで心が壊れていた。


    「そうか、まあいい。で、君はどうしてストリップをしているんだ？　しかも殴られたような痕あともあるな」


    　山やま田だがじろりと、銀ぎん河がの服を脱がせた男を見る。下へ手たな言い訳はまずいと思ったのだろう、男が素直に答えた。


    「そうか、一つ言い忘れていたことがある。私はな、女子供に暴力を振るう輩やからが一番嫌いだ。生理的にムカつくというやつだな」


    「な、何言ってるの？　あんたがさんざんやってきたことじゃない！」


    「私がやるのはいい！　だが、他人がやるのは許せないッ！」


    　山田が肺はい腑ふに響くような声で一いつ喝かつする。その科白せりふに誰もが絶句した。理り不ふ尽じんな言葉を突きつけられ、頭が軽くショートする。


    「どうした？　何を驚いている？　誰にだって、似たようなことを言った経験はあるだろう？」


    　山田は薄い笑え顔がおを浮かべて、硬直したままの男の肩に手を置くと、彼の心臓を突とつ如じよ顕けん現げんした漆しつ黒こくの爪つめで貫つらぬいた。男はごぽりと口から大量の血を吐き、その場で絶命する。


    「その右手……。あんた、異能力者だったの？」


    　銀河は目を見開く。山田は、まったくそんな素そ振ぶりを見せなかった。


    「ああ。びっくりするだろうなと思って黙っていた。それにしても──」


    　山田が哀れむような表情で銀河の露あらわになった胸を眺めながら、裸はだか椅い子すとなった日向ひゆうがの上に腰掛ける。


    「見るな、馬ば鹿かッ！」


    「君は本当にすべてが中途半端だな。顔も普通だし、体も普通。性格は面倒臭いうえに品がない。なるほど、愛いとしの王子様がなかなか助けに来ないのも頷うなずける」


    　じゅくりと胸の奥が痛んだ。あまりの屈くつ辱じよくに、女としてのすべてを否定された言葉に、唇くちびるを嚙かみ切るほど悔くやしかった。


    「知っているか？　ゲームや漫画などでは君のようなのを『ショボイン』というそうだ。ショボくてショボくて、なんの魅力もないヒロイン。斗と和わくんとは到底釣り合わんよなぁ？」


    「うるさい、うるさい！　斗和くんは来るわよ。あんたを倒すための準備をしているだけっ！」


    「君を放ほうっておいてか？」


    「そ、それは、……たぶん、私が死なないのを知ってるからよッ！」


    「ああ、例の無差別殺人の異能力か？　なるほど人殺しの妹に相応ふさわしい能力だ」


    　なぜ憐れなる子羊の生贄サクリフアイスのことを？　銀河は疑問に思ったが、それは当然の帰結だった。奴やつ自身も異能力者であり、銀河が鏑かぶら木ぎと入れ代わった事実は目撃されているのだ。頭のいい殺人鬼が気づかないはずがない。


    「君は私を殺人鬼というが、君こそ殺人鬼だろう？　なぁ、私にだけこそっと教えてみろ。その能力で、今まで何人の罪のない者を殺してきた？」


    「ふざけるなっ！　私はあんたとは違う。殺人鬼なんかじゃない！」


    「どう違う？　どちらも人殺しだろう？　それともあれか？　自分がやるのはいいが、他人がやるのは許せないというやつか？」


    「違う！　私は好きで人を殺したんじゃない。あんたとは違う！」


    「殺人鬼も好きで殺しているわけではないさ。だがまあ、言わんとすることはわからんでもない。では私から質問だ。御み手た洗らいが灰はい村むらを殺したのは知ってるな？　あれは誰が悪い？」


    「あんたに決まってるでしょ！　あんたが御手洗さんに、無理やり殴らせたんじゃない！」


    「逆らうこともできたはずだ。君の異能力と違い、本人の意思はある。要は自分の命より、他人の命を奪う選択をしたにすぎない。その責任はないと、そう言うんだな？」


    　銀ぎん河がは言葉に詰まった。自分の命を守るために他人を犠ぎ牲せいにする。その判断に責任はないのだろうか？　斗と和わならこんなとき、なんと言うだろう。私なら──。


    「──ない、わよ」


    「ほう？」


    　殺人鬼が興味深そうに、目め尻じりを歪ゆがめた。


    「人はみんな弱い存在なの。誰だって、死にたくもないし殺されたくもない。生きるのに必死なの。だからこそ、人の痛みがわかる。自分の心を痛めて、本当にそれが正しいか迷って……。あんたにはわからないでしょうね。人を犠牲にすることの辛つらさが、そうしなければならない想おもいがっ！　他人に責任押しつけてんじゃないわよ！　他人を脅おどして、殺しを強要する奴やつが悪！　つまりは、あんたのことよッ！」


    　銀河は肩で息をしながら、山やま田だを睨にらみつける。自分の中に、こんな熱い想いがあることに驚いた。そうだ、斗和は言った。私は私、兄とは違う。同じ家で暮らしていて血のつながりがあるけど、私は罪を犯してない。世間は私を殺人犯と同等に扱った。でも、それは間違いだ。誰が悪なのかを見誤ったら、絶対に駄目だ。


    「そこまできっぱり言い切られると、かえって気分がいいな。御手洗のことは認めよう。彼に責任はない。ところで君は、『アインズヴァッハの門』というのを知っているか？」


    　山田は静かに言葉を紡つむぐ。その表情は穏やかで、どこか悲しげに映った。


    「確か、普通の人を殺人鬼に変えるってやつよね？　それが何よ？」


    「君は言ったな、御手洗に殺人を強要した私が悪だと。では、門によって殺人鬼に変えられる、つまりは門に操あやつられて殺人をした場合、君の考えでは殺人鬼には罪がない。それでいいか？」


    「なっ！　門なんて、単なるオカルトでしょ？　あんたは自分の罪を、存在しないモノのせいにするの？」


    「おいおい。異能力を扱う君が、門をオカルトだと決めつけるのか？　目に見えない真実より、目に見える罪だけを糾きゆう弾だんするな。殺人鬼が皆、自分の意志で殺人鬼になったと思うなよ」


    　銀河は愕がく然ぜんとした。もしも門が実在するならば、銀河の常識は一変する。門の存在は殺人鬼の定義を覆くつがえす。壮大なる善悪逆転。殺人における真の被害者は、加害者であるはずの殺人鬼だというのだ。


    　ふと、交通事故で脳の前ぜん頭とう葉ように傷害を受けた男の話を思い出す。穏和で家族を溺でき愛あいしていた彼は、事故の後から人が変わったように攻撃的になり、ついには家族を惨ざん殺さつするまでになった。その場合の罪は誰にあるのか？


    　殺人鬼は悪。その憎しみを胸に、今日きようまで生きてきた。けれども、それが間違っていたとしたら──。


    「な～んちゃっ、たァ！」


    　山やま田だが大おお仰ぎように戯おどけた声をあげた。さも愉快そうに、頭と腹を押さえて[image: ]ちよう笑しようする。


    「噓うそさ、噓に決まってるだろう。馬ば鹿かか、おまえは？　そんなモノが存在するわけなかろう！」


    　やられた、と銀ぎん河がは思った。一瞬でも[image: ]だまされかけた自分が情けなくなる。


    「さて、おしゃべりはここまでだ」


    　山田は立ち上がり、壁に磔はりつけにされている人面百足むかでに近づく。そういえば、奴やつが化け物を生け捕りにしてきた理由はいまだに不明だ。


    「私に協力しろ。そうすれば、この場で殺すようなことはしない」


    　銀河は耳を疑った。山田は化け物を脅おどして、協力させようというのだ。


    　化け物と会話をした山田は、人面百足が熱で人の位置を探れること、異能力で作り出す分身はテレパシーでつながっていることを聞き出す。そして再び分身するためには、すべての分身が消えた状態で、生きた人間の脳みそを捕食する必要があるというのだ。


    「──というわけだ。二人のうち、どちらか[image: ]えさになってもらおう」


    　山田が手下の男女に向かって残酷な科白せりふを告げる。当初は数人いた山田の手下となった人たちも、今は彼ら二人だけだ。


    「ま、待ってください。山田様、どうして私たちが？　彼女たちがいるでしょう？」


    「日ひゆ向うがは私の椅い子すとして頑張っているし、今はまだそのショボインを殺すつもりはない。揉もめるのなら、ジャンケンで決めろ」


    　男女は顔を見合わせた。その表情は、おぞましい決意に固まっている。これ以上の反はん駁ばくは自じ滅めつになりかねないと判断したのだろう。


    「最初はグーだぞ。ジャンケン、ポン！」


    　男は自分の言葉に反し、最初にパーを出した。女性はまんまと[image: ]され、グーを出している。


    「何よ、それ！　山田様、今のは無効です。こんな真ま似ねをする、こいつを[image: ]にしてください！」


    「安心したまえ。大して変わらんさ」


    　山田は言って、女性の体を引き寄せた。必死に抵抗する女性の頭を摑つかむと、ギチギチと口角を蠢うごめかせる百足の口元へと運ぶ。


    「噓ですよね？　山田様。いやっ！　いやぁああああっっ!!　ググッ、ガガガガガッッ!!」


    　銀河は思わず目を閉じる。生きたまま顔面から捕食される残ざん虐ぎやくな光景など、見たくなかった。


    「くすくす……馬鹿だねぇ」


    「……クキャキャキャ！」


    　やがて、捕食を終えた人面百足むかでが愉快そうな声をあげた。その態度に従順さは見られない。


    　次の瞬間、人面百足の体が緑色の光を放つ。矢のように飛び出した九つの光は、それぞれの場所で巨大な百足のシルエットをつくった。


    「ひぃいいいいっ！」


    　男性が悲鳴をあげる。狭い事務所一面に、びっしりと九匹の人面百足が現れた。その不気味さとおぞましさは、身の毛もよだつほどだ。


    「げらげら……殺す殺す！」


    「ざわざわ……仕返ししてやるわ」


    　化け物が山やま田だに従ったふりをしていたのは、命の危険があったからだ。けれど今は九匹の人面百足に周囲を囲まれ、形勢が逆転した。故ゆえに、化け物が奴やつに従う理由はない。だが──。


    　漆しつ黒こくの爪つめをまとった右手が、一匹の人面百足に触れる。その刹せつ那な、すべての人面百足が一斉に消しよう滅めつした。残るのは壁に磔はりつけにされたままの本体だけ。それに向かって、山田は低い声で脅おどしをかける。


    「私の右手は、すべての異能力を消し去ることができる。理解したか？　どちらがより生物として上なのかを。さて、次はちゃんと協力してくれるな？」


    　その科白せりふに青くなったのは、先ほどじゃんけんに勝った男性だ。山田の視線を受けて一いち目もく散さんに逃げ出そうとしたが、あっさりと山田に捕まってしまった。


    「言ったはずだぞ。どちらでも大して変わらん、とな」


    　数分後、山田の手下となった人面百足たちが館内に放たれた。


    「捕食はするなよ。個カ人ラ色ーと場所を伝えてくれれば、それでいい」


    　人面百足の本体に再度指示を出して、山田は日向ひゆうがの上に腰掛ける。


    「……その化け物と、コミュニケーションできるのね？」


    「見てのとおりだ。知性にやや問題があるが、まあ大丈夫だろう」


    　銀ぎん河がの問いに、山田はおどけたように答える。


    「そいつらの目的とか興味ないの？　なんで私たちが化け物に襲おそわれてるのか、とか」


    「こいつに聞いても無駄だ。生きるための本能しかない。目的などという高こう尚しような概念は持ち合わせていないさ。当然、ほかの化け物と連れん携けいをとることもしない」


    　その言い方に、銀河は感じるモノがあった。緊張が肌はだを包み込む。


    「あんた、そいつらのこと知ってるのね？」


    「知らん。……と言いたいところだが、まあいい。暇ひま潰つぶしだ。こいつらの総称は、魂を狩るソウル幻想生物テイカー。かつて、超日本都市にいたとされる幻想生物さ」


    　銀河は狐きつねにつままれたような気分になる。超日本都市。突とつ如じよ出てきた単語には現実味がない。


    「ふざけないで！　超日本都市なんて、お伽とぎ噺ばなしでしょ？　それに何よ、幻想生物って？」


    「この世に存在しない生き物ということさ。少なくも物質界アツシヤーにはな」


    「くすくす……見つけたよ」


    　意味深な山やま田だの言葉を遮ったのは、人面百足むかでの不気味な声だ。どうやら、斗と和わと笠かさ根ね木ぎの両方を見つけたみたいだ。


    「ふむ。では、先に笠根木のほうから行くか。案内しろ。その前に、運試しでもするかな」


    　山田が意味深なことを言い、小声で人面百足に何事か指示を出した。


    「私は正直なところ、君の異能力は大変素晴らしいモノだと思っている。おっと、そう怖い顔はしないでくれ。ああ、そういや君の場合、生まれつきだったよなぁ」


    　山田は一ひと頻しきり笑ったあと、言葉を続けた。


    「想像してみたまえ。死というのは人生に一度しかない貴重な体験だ。だが君の能力をもってすれば、何度でもそれを経験できる。それだけではない。ありとあらゆる種類の死を、その身をもって味わうことができるんだ。失血死、ショック死、打だ撲ぼく死、転落死、焼死、銃殺、爆死、電気ショック、毒ガス、溺でき死し。素晴らしいとは思わないかね？」


    「思うわけないでしょ！　馬ば鹿かじゃないのッ！」


    「さすがはショボイン。趣味も普通か。まあいい。その代わりと言ってはなんだが、君にはある古典的な命題に挑いどんでもらおう」


    　山田の科白せりふを合図にして、入り口の前に一匹の人面百足が現れる。斗和が持ち歩いていた手製の槍やりを、胴体に器用に巻きつけていた。化け物に拾ってこさせたのだ。


    　山田は机を二つ並べ、数センチほどの隙すき間まをつくり、そこに首の部分がくるよう銀ぎん河がの体を置いた。奴やつの意図がわかり、銀河は戦せん慄りつを覚える。首を切断するつもりなのだ。


    「ちなみに君の異能力の影響範囲は、この館内すべてに届くという認識でよいか？」


    　銀河はぞっとなった。自分の能力に距離の制限があるなんて話、誰にもしていなかった。なぜ、こいつは知っているのだろう？


    「何を驚いた顔をしている？　射程という概念くらい常識だろう？　分析アナライズするまでもない。もっとも私の能力では、そんな詳しい部分までは知ることはできないがな」


    　山田は人面百足から槍を受け取ると、その刃先を銀河の首筋に当ててきた。


    「まあ、いい。では、本題に入るとしよう。君は『斬ざん首しゆ後に意識があるか』という議論は知っているか？　斬首後に瞬まばたきできるかで、その有う無むを調べようとした逸いつ話わが有名だが、いまだに永遠の謎なぞとなっている。だが君の能力をもってすれば、その答えを知ることができるはずだ。次に会ったときにでも教えてほしい」


    「残念だけど無理ね。絶対にあんたを、身代わりにしてやるッ！」


    　銀河の声に応こたえるようにして、山田の右手が漆しつ黒こくの闇やみに包まれる。


    「ちょっと想像力があれば、馬鹿でもわかることだが、この神殺しの夜フエンリル・ナイトを発動している間は、当然私が異能力の対象になることはない。つまり君の能力は私には効かないのさ」


    「何よ、それ？　そんなの卑ひ怯きようじゃないッ！」


    「褒ほめ言葉と受け取っておこう。さて、この部屋にいる者を除き、今何人生きている？」


    　後半は人面百足むかでに問いかけたものだ。回答は七人。百人近くいたはずなのに、もうそれくらいしか生き残っていない事実に、銀ぎん河がは眩暈めまいを覚えた。


    「つまり八分の一の確率で、君は斗と和わくんを殺してしまうことになる。運試しとしては、少々甘いかな？」


    　その科白せりふに、銀河は胸が張り裂けそうになる。自分の能力で斗和を殺すようなことがあれば、心が堪たえられないと思った。あまりにも現実的な確率。


    「それとも真ま湖こを殺してしまうかな？　兄は彼女の母を殺し、今度は君が彼女を殺すか。なんとも因いん果がな運命だ」


    「やめ……て。お願い。やめてください」


    　銀河は涙を流しながら懇こん願がんした。真湖は光だ。ずっとずっと探し求めていた贖しよく罪ざいの光。それを自分の手で消してしまうくらいなら、死んだほうがマシだ。


    「もしも死んだほうがマシだと思っているのなら、私の右手に触れたまえ。君の異能力は消しよう滅めつし、君自身が死ぬことになる。その選択肢もありだ。私としても真湖は失いたくない」


    「──だったら」


    「だが、殺す」


    「なんでよッ！　失いたくないんでしょ？」


    「そんな脅おどしが通じると思うなよ。君にはまだピンとこないかもしれないが、世の中というのは自分の思いどおりにならないことのほうが多い。ベストな状態で達成できることは、少しのミスですぐに瓦が解かいする。成功とは、ベターな状態でどれだけやれるかにかかっているんだ。人生において運の要素はつきもの。真湖を失ったとしても、それはそれで、また一興だ」


    「お願い、殺さないで。私に、……殺させないで」


    「ほう。なかなかそそる表情ができるじゃないか。女性の魅力は、外見よりも内から滲にじみ出る感情だと私は思う。女として成長した君に、私からのささやかなプレゼントだ」


    　山田は言い放つと、無情にも槍やりを振り下ろしてきた。
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    　胸の奥で、何かが膨ふくらんでいくような不快感がある。これはあれだ。思わず飛び起きてしまうほどの悪夢を見たときに覚える恐怖。


    　見えない影に追い立てられ、闇やみ雲くもに逃げ回っていた笠かさ根ね木ぎは、通路の奥を覆おおう水の壁を見て、思わず走りを止めてしまった。重い疲労感が襲おそってきて、気力を根こそぎ奪っていく。


    　ここは四階。研究室などがあるフロア。左手は三階の吹き抜けにつながっており、割れた窓ガラスから、水の壁が触しよく手しゆを伸ばすように浸入してきていた。


    　逃げなければ、と思った。リヴァイノスからではない。あの殺人鬼からだ。異能力を搔かき消され、ただの人間に強制的に叩たたき落とされて、初めて奴やつの恐ろしさを、自分が無ぶ様ざまに殺される側であることを理解した。


    　コツ、コツ、と誰かの足音が聞こえた。笠かさ根ね木ぎは、はっとなって耳を澄ませる。


    　次の瞬間、通路の奥を塞ふさいでいた水の壁が、一瞬で消しよう滅めつした。窓ガラスの向こうに浮かんでいた巨大な魚の化け物が、真っ逆さまに落下する。重く湿った肉の音を響かせて、リヴァイノスの巨体は喫茶店の屋上に叩きつけられ、さらに下へと転落していった。


    　何が起こったのか？　笠根木は呆ぼう然ぜんとその答えにたどりつく。


    　正面の廊下の先、右手の通路から漆しつ黒こくの腕が現れていた。──神殺しの夜フエンリル・ナイト。山やま田だがリヴァイノスの異能力を打ち消したのだ。


    「ふむ。下に落ちたか。殺しに行くのも面倒だ。おまえたち、喰くい殺してこい」


    「くすくす……あれはエサじゃないよ」


    「げらげら……まずいまずい」


    「ほう？　私に逆らうのか？」


    「ぼそぼそ……仕方ないのう」


    　奇妙な会話が聞こえてきた。山田の声と人面百足むかでの囁ささやき。言いようのない冷たい不安が、背せ筋すじを舐なめ上げる。


    　山田が姿を見せる気配を察し、笠根木は慌あわてて右手の更衣室に身を隠した。心臓がばくばく鳴っている。こちらの姿は見られていないはずだ。


    　コツ、コツ、という足音が再び響く。凍りつくようなリズムは、こちらに近づいてきているように思えた。空気が粘りついたようになって、うまく呼吸ができない。最悪の予想をすればするほど、冷静ではいられなくなった。刺すような恐怖が肌はだを刺激してくる。


    　さらに隠れる場所を探した笠根木は、ロッカーを開け、思わず声を漏もらしそうになる。それは向こうも同じだっただろう。


    　ロッカーの中には先客がいた。タンガロアから助け、レストランまで一緒に行動していた刈り上げヘアの女性。厨ちゆう房ぼうから逃げ出したあと、ここに身を隠したのだろう。


    「ふむ。何か物音がしたなぁ」


    　山田のよく通る声が響き渡る。女性の顔が、恐怖で血の気を失う。


    　笠根木は震える手で、静かにロッカーのドアを閉めて、自分はその隣に隠れた。


    　音がしないよう慎重に、それでいてわずかでも隙すき間まがないよう力を入れてドアを閉じる。狭く薄暗い場所。本来は、生命のない物が置かれるその場所に、笠根木は息を殺して潜ひそんだ。


    （来るな、来るな、来るな、来るな、来るな、来るな、来るな、来るな）


    　呪じゆ詛その如ごとく、心の中で唱える。自分の悲ひ惨さんな末まつ路ろが、脳のう裏りに何度も何度も浮かんでくる。


    　コツ、コツ、コツ。


    　冷酷な足音が近づいてきた。濃厚な死の気配が、禍まが々まがしい空気と共に押し寄せる。


    （気づくな、気づくな、気づくな、気づくな、気づくな、気づかないでくれ！）


    　笠かさ根ね木ぎは必死に心の中で祈った。気を抜くと、ぼろぼろと泣き出してしまいそうになる。カタカタと震える足を、唇くちびるを嚙かむようにして押さえ込む。


    　だが無情にも、足音は更衣室の前で止まった。


    　生きた心地がしない。気のせいだと思いたかった。けれども再び聞こえた足音は、さらなる絶望を突きつけるモノだった。音階の変わったそれは、明らかに室内へ進入してきた音。目で見なくともわかる。どす黒い殺意が黒こく煙えんのように更衣室を満たしていく。


    　緊張が最高潮に達する。冷や汗が滝のように流れ、恐怖で顔がぐちゃぐちゃになるのがわかった。胸の奥で、チクチクとした痛みを感じている。


    　やがて足音はロッカーの前で止まる。スリットから奴やつのシルエットが見えた。ほんの少しでも動いてしまえば、その瞬間、間違いなく殺されるだろう。石のように身を硬くし、呼吸すらも押し込めた。


    「くくく、ふははははっ！」


    　ややあって、山やま田だが唐突に笑いはじめる。絶望的な予感が心臓を鷲わし摑づかみにする。涙の塊かたまりが、鼻の奥から迫せり上がってくる。


    「それで隠れたつもりか？　笠根木ぃ！」


    　心臓が破裂したみたいだ。頭が絶頂に達したかのように真っ白になる。


    「そこにいるのは、わかっているぞ！」


    　次の瞬間、ロッカーのドアが勢いよく開け放たれた。目の前のドアが激しく叩たたかれ、鈍にぶい金属音が鳴り響く。


    「いやぁあああああっっ!!　お願い、助けて。殺さないでぇっ！」


    　甲高い女性の悲鳴が響き渡る。山田が開け放ったのは、隣のロッカーだったのだ。


    　転がるようにして飛び出した女性は、山田の足に縋すがるようにして命いのち乞ごいをする。だが山田はあっさりと彼女の首を切断した。鮮せん血けつが飛び散り、頭部を失った体がぼとりと崩れ落ちる。それにすぐさま群がり、喰くいはじめる人面百足むかでたち。


    「ふむ。ここに笠根木がいると思ったんだがな。私の勘違いか。おい、行くぞ」


    　言い残して、山田の足音が遠ざかっていく。


    　すぐには状況が摑めなかった。恐怖で麻ま痺ひした思考は白はく濁だくしたままだ。ややあって、自分が助かったのだという事実を理解する。


    　ほっと息を吐こうとして、笠根木は咄とつ嗟さにそれを押し止とどめた。本能が違和感を感じ取っている。この空間に、まだ奴が潜ひそんでいるような不気味な気配を感じる。


    　ドアを開けたら目の前に奴がいるという、おぞましい妄もう想そうが湧わき上がってきた。不安が津波のように押し寄せて、最悪の想像を突きつける。


    　もう体が限界だった。不自然な姿勢で中に入っていたため、筋肉が悲鳴をあげている。冷や汗で濡ぬれた肌はだがむず痒がゆく、今すぐ搔かきたい衝動に駆かられる。けれども必死に我慢した。死の恐怖が限界を超えて、笠かさ根ね木ぎを物言わぬ物体に変える。


    　どれくらい時間が経たったのだろう？　永遠とも思える時間。だが恐怖で感覚が加速していただけで、実際はほんの数分程度のモノだったかもしれない。


    　笠根木は意を決して、ゆっくりとドアを開けた。心臓が破裂しそうに痛い。殺人鬼が「ばあ！」とおどけた声を出して現れるような恐怖が付きまとう。


    　だが、変化は訪れなかった。ひんやりとした沈黙が室内を満たしていた。今度こそ、本当に助かったのだ。ずっと同じ姿勢でいたため、硬くなった体に力を入れて、狭いロッカーから抜け出す。


    「ばぁあッ!!」


    　山やま田だが現れた。


    「うわああああああああああああっっっ!!」


    　凄すさまじい絶叫が、自みずからの口から発せられた。完全に虚きよを衝つかれ、恐怖の塊かたまりで殴られたような衝撃を受ける。腰が砕け、思考が破裂し、ただただ怯おびえるだけの存在と化した。


    「ふぁわっはっはっはーッ!!　ビビりすぎだぞ。笠根木ぃい!!」


    　山田がさも愉快そうに言う。やはり幻げん覚かくなどではない。奴やつは去ったふりをして、ずっとここにいたのだ。根比べに負けた笠根木は、愚おろかにも自ら姿を現してしまった。いや、違う。奴が立ち去らなかったのは、自分がいる確信があったから。最初から、からかわれていたのだ。


    「あぐぅ、たちゅ……かっ！」


    　気が動転して、ろくに言葉を発することもできなかった。現実味を帯びた死の恐怖を前にして、笠根木の理性は完全に消し飛んでいた。


    「情けないなぁ、笠根木。たくさんの人間を見てきたが、おまえほどのクズは初めてだ」


    「なっ！　……あ！」


    　侮ぶ辱じよくされたのはわかったが、うまく感情がついてこなかった。


    「だってそうだろう？　おまえはさんざん斗と和わくんを罵ののしってきたらしいな。リンチ紛まがいのこともしたそうじゃないか。だが、それは君の勘違い。斗和くんのほうが正しかった。違うか？」


    　笠根木は反論することができなかった。殺人鬼の言うとおりだ。


    「化け物が現れてからも、頑かたくなに彼の言葉を否定し、結果大切な友人たちも失った。斗和くんに八つ当たりして、無駄に命を散らせた」


    「ひぃ、ひぃがう。宇うちゃ院いんたちを、殺したのは、お──」


    「言い訳するなッ！　笠根木ぃいいいッッッ!!」


    「ひぃいいいっっ!!」


    　山やま田だが一いつ喝かつする。落らく雷らいのような怒声は神経の隅々まで轟とどろき、笠かさ根ね木ぎの精神を黒く侵食した。


    「貴き様さまは本当にクズのクズだなっ！　なんでもかんでも人のせいか？　口だけは偉そうなことを言って、何一つやれてないじゃないかっ！　最低の最低の最低の最低野や郎ろうだァッ!!　このゴミクズめッ!!」


    　涙がとめどなくあふれてくる。奴やつの言うとおり、自分はクズだ。最低野郎だ。


    「だがなぁ。一つだけ、私は君を評価していることがある」先ほどとは打って変わって、殺人鬼が優しげな口く調ちようで言う。「君の大切な人──曽そ根ね瓦がわらさんだっけ？　彼女に対する想おもいだ。大切な女を侮ぶ辱じよくした奴を許せない。それは褒ほめられた行為だ。漢おとことして当然だ。そうだろ？　ん？　だが、その後がいけない。どうして憎むべき相手に協力する？　斗と和わくんは君の敵だろ？　初志を貫つらぬき通したまえ。それが君に残った最後の矜きよう持じだ」


    「で、できにゃ、い。斗和は──」


    「ふざけるなッ！　仲間とでも言うのかッ！　さんざん侮辱しておいて、どの面つら下げてものを言う！　いい加減気づけ。最低のゴミクズのおまえには、初志を貫くしか道はない！　それとも何か、おまえの曽根瓦に対する想いはその程度か？　ちっぽけな仲間意識の前に消え去るようなモノなのか？」


    「違う。俺おれの由ゆ貴きに対ちゅる気持ちは、そんなモンじゃ……」


    　山田が優しく、笠根木の肩に手を置いた。


    「そうだろう、そうだろう。やはり君は私が見込んだ漢だ。うんうん。だったら初志を貫くべきだ。斗和くんを懲こらしめてやろう。曽根瓦さんのためにも。それにだな、笠根木。斗和くんを殺した暁あかつきには、君を無事この世界から連れ出すことを約束しよう。胸を張って曽根瓦さんと会うことができるんだ。素晴らしいじゃないか。な？　そう思うだろ？」


    　そうだ、と笠根木は思った。生きて由貴のもとに帰る。それが今、自分のやるべきことだ。


    「わかったら返事をしろ。私のことは『様』づけでな」


    「……はい。斗和を殺します。山田様」


    　虚うつろな目にどす黒い感情を灯ともしながら、笠根木は力強く頷うなずいた──。
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    　真ま湖こは、自分で自分の心がわからなかった。感情と理性の齟そ齬ごが激しく、肉体と精神が乖かい離りしそうになる。


    　山田に逆らう行為は、自分の首を絞めることでしかない。心を閉ざして、従順に奴の言いなりになること。それが最善だ。論理的な部分では、それを理解している。でも──。


    　斗和の手を振り解ほどくことができなかった。圧倒的な恐怖と絶望を前にしても、彼の足が止まることはない。


    　あのときの光景を思い出す。愛していたはずの母に抱き締められ、恐怖から逃のがれることができずに、死を待つだけだった無力な自分。


    　誰かに、助け出してほしかった。手を引いて、救い出してほしかった。


    　摑つかまれた手から、斗と和わの体温が伝わってくる。これは自分が望んでいたモノだろうか？　いや、違う。と真ま湖こは思った。彼では自分を救い出すことはできない。その結果は、もう知っているはずだ。このままついていっても、出口の見えない迷路から抜け出すことはない。


    　あのときから、ずっとずっと時間が止まったままだ。心が凍りついたまま、生きているか死んでいるか、わからない人生を歩んでいる。


    　私はどうして生きているのだろう？　どうして、死んでいないのだろう？


    　左足の傷がずきりと痛む。何かを訴えかけるように、断続的に痛みを感じる。それは幻まぼろしだ。醜みにくい傷きず痕あとを残したまま完治した太ふと[image: ]ももが、痛みを発するはずがない。


    「──うっ！」


    　突とつ如じよ、斗和が詰まったような悲鳴をあげる。それを見た真湖も、全身が粟あわ立だった。


    　巨大な魚の化け物──リヴァイノスを、無数の人面百足むかでたちが捕食していた。まるでバッタに群がる蟻ありのようで、ミクロで行おこなわれていた生存競争の熾し烈れつさを見せつけてくる。


    「こっちへ」


    　斗和が手を引っ張って、真湖を物陰へと連れ込んだ。そして周囲を警戒しながら、あれは山やま田だの仕し業わざだろうと言った。さらには、人面百足が奴やつの手下になっている可能性も示し唆さする。


    「水はどうなった？」


    　慌あわてたように言う斗和が、真湖が背負うリュックの中を確認して、舌打ちする。斗和の手には、空っぽになったペットボトル。神殺しの夜フエンリル・ナイトによって水の壁が消しよう滅めつしたため、確保していた海水のほうも消えてしまったのだ。


    　レストランで巨大包丁と手斧おのは回収していたが、あの数の人面百足相手に敵かなうはずもない。化け物たちのおぞましい饗きよう宴えんを尻しり目めに、真湖たちは来た道を戻りはじめる。けれども行く先は定まらない。この狭い空間では敵との距離が摑めなかった。どこに行ってもすぐに遭そう遇ぐうしてしまいそうで、それでいて永遠に会えないような矛む盾じゆんした構造。故ゆえに迷宮なのだ。


    「斗和……くん？」


    　唐突に、懐なつかしい声が聞こえた。三階ウミガメ水すい槽そうの水が青い光を放つ前、ツインテールが鮮あざやかな銀光を弾はじき返している。今にも泣き出しそうな表情の銀ぎん河がの姿があった。


    「天あま音ね川がわっ！」


    　斗和が駆かけ出していく。同時に、銀河も駆け寄ってきた。二人はちょうど中間で抱き締め合い、互いの無事を確認する。


    「本当に、天音川なんだな？　すまない、助けに行けなかった」


    「ううん、いいよ。わかってる。斗和くんが頑張ってたこと、私わかってるから」


    　斗と和わは彼女の服装が鏑かぶら木ぎの服でないことに気づき、銀ぎん河がが一人でここにいる理由がなんとなくわかった。おそらく山やま田だに殺されて、無理やりに憐れなる子羊の生贄サクリフアイスを発動させられたのだろう。山田にとっても危険な行為だが、奴の神殺しの夜フエンリル・ナイトは自身に及ぼす異能力の影響も無効化できるのかもしれない。


    「山田がやったんだな？」


    　頷うなずいてから銀河は、事務所での出来事を簡潔に話した。


    　運試しと言って銀河の首を切断した件くだりを聞いて、真ま湖こは喉のどを締めつけられる思いだった。当然それは、真湖が死ぬ可能性も受け入れての行為。理り不ふ尽じんなモノを感じる反面、あの殺人鬼らしいとも思った。私の能力を必要としているのは本心。そして死んでも構わないと思っているのも、また本心なのだ。合理的な思考を持っているはずなのに、その根本部分には奇妙なズレがある。真っ当な人間には理解できない心理。


    「そうか、灰はい村むらさんたちも……」


    　話を聞き終えた斗和が、唇くちびるを嚙かみ締める。けれども半ば予想していたように、彼の表情に激情はなかった。


    　彼らの態度を冷淡だとは思わない。前回も惨さん劇げきを経験した真湖だからわかる。たび重なる人の死が、凄せい惨さんな世界への適応が、心を凍らせていく。一いち花かが死んでしまったのに、自分も涙すら流すことができなかった。


    「それと、ごめん。こんなときになんだけど、彼女と二人きりで話をさせてほしいの。五分……、いや、三分でいいから！」


    　彼女のアクアブルーの瞳ひとみが、まっすぐにこちらを捉とらえる。なんだろう、と真湖は恐ろしくなった。山田から、前回パートナーだったことを聞かされたのだろうか？


    「お願い、斗和くん！」


    　銀河の切迫した態度から何かを察したのだろう。斗和は戸惑いながらも、それを承諾した。


    　斗和から距離をとるため、銀河は真湖を連れてサイエンスラボの長なが椅い子すへと移動する。真湖が長椅子に座り、その正面に、銀河が目の高さを合わせるようにして膝ひざをつく。


    「あの……、なんですか？」


    　真湖は不安な気持ちで尋ねる。いろいろ考えてみたが、二人きりで話さなければならないことなど、心当たりがなかった。


    「キミの名前は、……紺こん野の真湖ちゃん、だよね？」


    　質問の意図がわからなかったが、真湖はこくりと頷いた。そういえば、一花が渾あだ名なで紹介したため、いまだ本名を伝えていなかった事実を思い出す。


    「五年前、Ｋ市のデパートで通り魔事件に遭あった。そうよね？」


    　どくん、と心臓が高鳴った。鈍にぶい痛みが体の奥から響いてくる。どうして銀河がその話をしてくるのか？　真湖は胸を押さえつけながら、こくりと顎あごを引いた。銀河の両目から、再び涙があふれ出る。


    「キミは……、犯人のこと覚えてる？」


    　当然、覚えていた。忘れるはずがない。いや、その顔はわからない。何度も何度も再生されるたび、悪あつ鬼きの如ごとき形ぎよう相そうへと変へん貌ぼうしていった。幼おさない心に刻み込まれた恐怖は、山やま田だや化け物よりも遙はるかに巨大な存在となっていた。


    　あの光景が甦よみがえる。ぬわっとした温もりは、強い嫌けん悪おを覚える母の拘こう束そく。逃げることができない絶望が、心を粉々に打ち砕いていく。震えが止まらない。怖くて怖くて、皮ひ膚ふがどろどろに溶けていくような不気味な感覚が、肌はだを舐なめ回している。


    　そんな真ま湖この手を、銀ぎん河がが優しく包み込んだ。熱を帯びた手が、小さな安心を灯ともしてくれる。


    「あの通り魔はね。私の──お兄ちゃんなの」


    　真湖は意味がわからなかった。通り魔？　お兄ちゃん？　しばらくして、あの悪鬼は人間なのだという、当然の事実を思い出す。同時に、銀河の言った意味も理解した。


    「う……そ？」


    「本当だよ。キミのお母さんを殺したのは、私のお兄ちゃんなの」


    　激しい怒りが湧わいてきた。頭が真っ白になって、気がついたら銀河の頰ほおを思い切りひっぱたいていた。視界が涙で歪ゆがむ。凍りついた心から、何か熱いモノがあふれ出してくる。


    「今さら、謝りに来たんですか？　許してって、そう言うんですか？」
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    「ううん、違う。違うよ。私はね。キミと、──お友達になりたいの」


    　真ま湖こは再び、銀ぎん河がの顔を叩たたいていた。熱い想おもいが、激しい怒りが、火ほ照てったように体を動かしている。


    「ふざけないでッ！　よくもそんなことが言えますねっ！　私がどんな思いをしてきたのか、どんな目に遭あってきたのか、あなたにわかりますか？」


    「わからない。だから、聞かせてほしい。友達になって、いっぱいいっぱいキミのこと、聞かせてほしいの」


    　銀河の頰ほおを、もう一度叩く。


    「馬ば鹿かにしないでッ！　頭おかしいんじゃないですか！　そんなこと言ったって、絶対に許さない。あなたが私たちにしたことを、決して許さないんだからッ！」


    「許してほしいなんて、思っていない」


    　真湖は目を見開いた。あまりにも恥知らずな科白せりふに、二の句が継げなかった。


    「勘違いしないで、悪いのは私のお兄ちゃん。私じゃない。私は、私だ」


    　銀河のアクアブルーの瞳ひとみが、まっすぐに真湖を射い貫ぬいてくる。真夏の海のような瞳の奥には、清らかで力強い意志があるように思えた。真湖は、思わず目を逸そらしてしまう。


    「そんなの、関係ありません。……母を失ってから私は、私の家族は、ずっと生きているか死んでいるか、わからない状態でした。笑え顔がおも消え、楽しいこともなく、悲しいだけの毎日。どうして私は、こんな目に遭ってまで生きているんですか？　こんな人生になんの意味があるんですか？」


    「今は、そうかもしれない。でも、それは違う。キミが気づいていないだけ。楽しいことも、幸せなことも、キミの近くに変わらずあるんだよ。私のお兄ちゃんのせいで、キミは大切なモノを失った。けど、それですべてを失ったわけじゃないの。キミのお母さんが、命いのち懸がけで護まもってくれたキミの人生を、そんなふうに考えちゃ駄目だ」


    「護ってくれた？　違いますよ。母は恐怖で逃げることもできず、無ぶ様ざまに殺されただけです」


    　心底、侮ぶ蔑べつの気持ちを込めて、その言葉を吐き出す。その瞬間、頰に鋭するどい痛みを感じた。眼鏡めがねが衝撃で吹き飛ばされ、床ゆかに転がった。


    「それは、最低の言葉だ。言っちゃいけないことだ」


    　やや遅れてから、銀河に叩かれたのだと理解する。カァと頭に血が上った。訳がわからない。本来なら謝罪すべきなのに、謝りもしないどころか自分をぶったのだ。なんて恥知らずな人だろう、と思った。頭が混乱する。心がざわついてくる。人間らしい何かが甦よみがえってくる。


    「どうしてですか？　事実でしょう？　私は母に抱きつかれて、逃げることすらできなかったんです。情けない母のせいで殺されかけたんですよ！」


    　感情のままに声を荒らげる。そんな自分を、再度銀河の平ひら手てが襲おそった。反対側の頰。乾いた音が小さく鳴った。


    「本当にわからないの？　なんでお母さんがキミのこと抱き締めていたか？　キミのことを護まもるために決まってるじゃない！　無ぶ様ざまに殺された？　情けない？　そっちこそふざけないでよッ!!」


    　銀ぎん河がの激しい感情が襲おそい来る。じん、と心の奥に響いていく。懐なつかしい匂においを感じた。懐かしい、温もりを感じた。


    「つらい目に遭あうと、すべてを憎みたくなる気持ちはわかる。だけど、何が悪いのかを見誤らないで。誰が敵で、何を憎めばいいのか。それを間違えちゃ駄目だ。キミのお母さんは、全然悪くない。私も真ま湖こちゃんも悪くない。だから──」


    　銀河は床ゆかに落ちた眼鏡めがねを拾って、そっと真湖の手に握らせてから、何かに堪たえるように、無理やりにつくった笑え顔がおを向けてきた。


    「もう一度言うね。私はキミと友達になりたい。キミに笑顔を与える存在になりたいの」


    　真湖は答えなかった。ふつふつとした怒りが込み上げてくるが、なぜかそれは言葉として出ていかない。自分で、自分の気持ちがわからなかった。


    「気持ちが決まったら、教えてね。お願い」


    　銀河は優しく言うと、真湖の返事を待たずに立ち去っていった。
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    　涙に濡ぬれた顔を服の袖そでで拭ぬぐいながら、銀河がこちらへやってきた。話は終わったみたいだ。


    「聞こえてた？」


    「悪い。少し」


    　銀河の問いに、斗と和わは気まずそうに答える。斗和が知っている情報の断片から、なんとなく状況が理解できた。


    「ちょっとだけ、後ろを向いて。お願い。すぐに済むから」


    　斗和は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ真湖を確認してから、銀河に背中を向けた。銀河がゆっくりと体重を預けてくる。やわらかい温もりが、背中を満たしていく。


    「ノマちゃんは、真湖ちゃんで、私のお兄ちゃんの被害者だったの」


    「ああ」


    「ずっとずっと会いたかった。彼女に会って、どうしたいのかはわからなかったけど、今わかった。私、あの子と友達になりたいんだ。だって私たち、立場は逆だけど、同じ苦しみを経験して、同じ人を憎んでるんだもの。馬ば鹿かなこと言ったかな？　私、間違ってるかな？」


    「いや、そうは思わないよ」


    「私、あの子を死なせたくない。何ができるかわからないけど、真湖ちゃんを最後まで護ってみせる」


    「俺おれも同じだ。それは、一いち花かの願いでもある。──それと天あま音ね川がわ。よく、頑張ったな」


    　満足げで、どこか哀あい愁しゆうを含んだような長いため息が、後ろから聞こえてきた。


    「うん。……斗と和わくん、ありがとうね。キミの言葉があったから、私は私でいられた。真ま湖こちゃんに会って、友達になろうって言えた。キミの一言が、私を救ったんだ」


    　なんと答えてよいか、わからなかった。銀ぎん河がの強さは彼女のモノだと思うが、彼女の言葉を否定するのも無ぶ粋すいなような気がした。


    「本当にありがとう。私、あのときから、ずっとキミのことが、──好き、だったんだよ」


    　どくん、と心臓が鳴った。あまりにも予想外の言葉を、あまりにも予想外なタイミングで言われて、軽く頭が混乱する。聞き間違いではないだろうか？


    「こっち見んなッ、馬ば鹿かッ！」


    　斗和が振り返る気配を感じた銀河が、例の凜りんとした声で叫んだ。


    「天音川、今の──」


    「まさか、よく聞こえなかったとか言うんじゃないでしょうねッ！　私はキミのことが好きッ！　大好きだって言ったのッ！」


    　信じられなかった。銀河とは中学からの付き合いだが、そんな素そ振ぶりはまったく見せなかった。でも──。


    　斗和は急速に心が冷えていくのを感じた。申し訳ない気持ちが湧わき上がる。思い出すのは、病室で静かに眠る瑠る璃り色の髪の少女。結論は出ていた。


    「天音川。その……」


    「いいッ！　やっぱいいッ！」突とつ如じよ、銀河が斗和の声を遮った。「今はいいの。返事は言わないで、……お願い」


    「……天音川」


    「だからね。返事は、三年後に聞かせてほしい。そしたら私、十八だし。今よりもずっとずっと女の子らしく、可愛くなってると思う。だから返事は、そのときに聞かせて」


    「……ああ、わかった。約束するよ」


    　三年後。それはこの世界から無事に生還することが前提だ。彼女がどんな気持ちでそれを言ったのかはわからない。だが──。


    　最大の強敵であったリヴァイノスが倒された今、化け物をすべて倒すという新たな道が見えている。生還は可能なのだ。そのためにも、笠かさ根ね木ぎと合流する必要があった。


    　そのときだ。カタンと物音がして、奥の通路から人影が現れる。その手には、黒光りする一振りの長剣が握られていた。笠根木だ。


    　斗和はほっと安あん[image: ]どの息を吐いて、彼のもとへと駆かけ寄った。まだショックから立ち直っていないのか、陰いん鬱うつな表情を浮かべており、見開かれた鳶とび色の瞳は怪しく揺れていた。


    「無事だったんだな。よかった」


    「え？　何よ、その武器？」


    　笠かさ根ね木ぎの肩に手を置いたタイミングで、銀ぎん河がが尋ねてくる。そういえば彼女にはまだ、笠根木の異能力について話していなかった。


    「大丈夫。笠根木の異能力だ」


    　斗と和わは、銀河のほうを振り返って説明する。刹せつ那な、銀河の表情が驚きよう愕がくのそれに変わった。


    「斗和くん、危ないッ！」


    　何かが振り下ろされる気配。咄とつ嗟さに飛び退のいて、右手で防御する。衝撃と共に、温かい液体が顔にかかる感触。


    「笠……根木？」


    　斗和は呆ぼう然ぜんと、自分の身に起こったことを理解する。笠根木の長剣が、斗和の右腕を切断していたのだ。遅れて、焼けるような痛みが右腕から駆かけ上がってきた。激痛に耐えられず、斗和は両膝ひざをついて痛みに抗あらがう。


    「キミは何やってんのよッ！」


    　銀河の悲鳴にも似た怒声が飛ぶ。


    「これは、……俺おれの為なすべきことなんだ。由ゆ貴きのためにも、斗和を殺す」


    「はぁ？　何言っての！　馬ば鹿かじゃないのッ！」


    「うるせえ！　テメエに何がわかるっ！　大切な人のために、誰かを犠ぎ牲せいにする！　おまえらだって、やってることだろうがッ！」


    　斗和は痛みに喘あえぎながら、冷静に笠根木の表情を観察する。視線の定まらない血走った目に、小刻みに震える唇くちびるは、彼の精神が平静でないことを示していた。


    　おそらくは山やま田だ。奴やつに何か吹き込まれたに違いない。追い込まれた心理が、狭きよう窄さくした思考を加速させたのだろう。彼は自分の意思で、自分の意志に反した行動をとっている。


    （どうすればいい？　どうすれば──。師匠っ！）


    『斗和、斗和。人の心を動かす方法のうち、もっとも効果的で、もっとも卑ひ劣れつなモノはなんだかわかるかい？』


    「わかるよ、ししょー。脅おどしだよね？」


    『そうだ。そして脅しには、大きく二つある。損害を突きつける方法と、罪悪感を刺激する方法だ』


    「悪いことだから、やったら駄目なんだよね」


    『そうだね、斗和。でも、大切なのは心のほうだ。たとえば人の親は子を教育するときに、罪悪感を刺激する方法を使うことがある。けれど、そこには敵意がないから、結果的に善とされる。逆に肯こう定てい的てきな方法でも、敵意があればそれは悪となる。究極のところ、方法には善悪の概念はないんだ。ただの道具。使う人の心によって、善にも悪にも変わるんだよ』


    「ししょー。敵意って、悪意とは違うの？」


    『違うよ。似て非なるモノだ。悪意がなくとも敵意があれば、それは悪となる。むしろ世界には、悪意のない敵意のほうがあふれ返り、悲劇を生んでいるんだ』


    　そうだ、師匠の言葉は常に正しい。今は手段にこだわっている余裕はない。彼にこれ以上、望まぬ罪を重ねさせるわけにはいかない。笠かさ根ね木ぎの心には、まだ迷いがある。ならば──。


    「笠根木ぃいいっ!!　これを見ろぉおおおッッ!!」


    　切断された右腕の断面を、笠根木の顔に突きつける。


    「これは貴き様さまがやったことだ！　笠根木！　死ぬほど痛いてぇええぞッ！」


    「し、仕方な──」


    「言い訳をするなッッ!!」


    　斗と和わの一いつ喝かつに、笠根木がびくりとなる。虚うつろだった瞳ひとみに生気が戻り、罪悪感に染め上げられていくのがわかる。


    「おまえのせいで俺おれは右腕を失った！　この右手があれば山やま田だをぶん殴ることができた。曽そ根ね瓦がわらさんは目覚めることができたんだよ！　何が曽根瓦さんのためだっ！　ふざけるな！」


    　笠根木が激しく動揺する。斗和の激しい叱しつ責せきが、彼の理性を揺さ振っている。


    「おまえは山田に、まんまと唆そそのかされたんだ！　大おお馬ば鹿かなんだよ！　この間抜け野や郎ろうッ！」


    「唆……された？」


    「そうだ！　おまえは山田のいいように踊らされたんだ！　その結果がこれだッ！　どう責任を取るつもりだッ！」


    　斗和は笠根木の襟首を左手で摑つかむと、彼の口元に右腕の断面を押しつけてやった。灼しやく熱ねつのような痛みが走るが、大量のアドレナリンのおかげで気絶するほどではない。半ば痛つう覚かくがおかしくなっている。


    「ひ、ひぃいいいいっ！」


    　悲鳴と共に、笠根木の手から長剣が落ちる。乾いた音が鳴り響いた。


    「俺は、なんて……ことを。ちくしょう、ちくしょう」


    　笠根木が涙を流しながら、弱々しく自責の念を口にする。彼の心が戻ってきた証しよう拠こだ。斗和は山田のマインドコントロールから、笠根木を救い出すことに成功した。だが、ここで終わるわけにはいかない。そんな余裕はもうなかった。


    「悔くやんでいる場合かッ！　少しでもすまないと思うなら、みんなを助けたいと思うのなら、責任を取れ！　それが、おまえの為なすべきことだ！」


    「責……任？」


    「俺の右手となれっ！　笠根木！　おまえが俺の右手を切り落としたんだ。なら、おまえが俺の右手だ。俺にはおまえが必要なんだ！　おまえがいなきゃ、俺たちに勝機はない！」


    　笠根木がまじまじと斗和の顔を見る。すでに涙は止まっていた。


    「笠根木。右手に感情はない。後悔も自責も不要だ。ただ、強くあればそれでいい。俺の右手となってくれッ！　笠かさ根ね木ぎぃいッッ!!」


    　肺はい腑ふを押し潰つぶし、喉のどを震わせ、力の限り声を荒らげる。この声が彼の心に響かねば、生き残るための最後の手段が絶たれてしまう。


    　斗と和わの咆ほう吼こうが静かな館内にこだまし、やがて荒い呼吸の音だけが静寂の中で響いていた。


    「──ああ。すまねえ、斗和。俺おれはおまえの右手だ。きっちり責任取ってやる。おまえに、俺のすべてをやる」


    　笠根木は、再びその鳶とび色の目に、熱く力強い輝かがやきを宿していた。斗和は満足して頷うなずく。笠根木を山やま田だの呪じゆ縛ばくから解き放ち、再び仲間にすることができた。これ以上の成果はない。


    　気が抜けたせいか、ぐらりと体が傾いた。銀ぎん河がが慌あわてて駆かけ寄ってくる。斗和も左手で、右脇わきの動脈を押さえ止血する。これ以上血を流せば命に関わるだろう。


    「キミってば本当に馬ば鹿か！　なんで傷口とか押しつけるわけ？」


    「笠根木を取り戻すためだ。そのためなら、この程度の痛み、気にもならない」


    　斗和の力強い視線を受けて、笠根木が申し訳なさそうに顔を歪ゆがめる。


    「すまねえ。マジですまねえ」


    「謝るなよ。おまえは俺の右手なんだから」


    　そのときだ。パン、パンという乾いた拍はく手しゆが聞こえてきた。ぎょっとして、音がしたほうを振り返る。


    「なかなかいい演説だ。さすがは横顔の男の弟子だなぁ。他人を唆そそのかすのがとても上じよう手ずだ」


    　山田だった。真ま湖この後ろ、数メートルのところで拍手をしている。


    「真湖ちゃん！」


    「待て、天あま音ね川がわっ！」


    　斗和の制止を振り切り、銀河が真湖のもとへと駆け寄る。彼女を背中で護まもるようにして、手に持っていた巨大包丁を山田へと突きつけた。


    「戻るんだ、天音川ッ！」


    「真湖ちゃん。今のうちに逃げて、早く！」


    　斗和の叫びに銀河は答えない。代わりに真湖に向かって、逃げるよう大声を発した。


    　真湖は弾はじかれたようにびくりと肩を震わせ、おずおずと後ずさりする。だが──。


    「足を止めろ、紺こん野の真湖」


    　山田が言葉を発すると同時に、真湖の足が止まった。


    「何してるの？　逃げて！　逃げなさいッ！」


    　動きを止めた真湖に気づいた銀河が必死に叫ぶが、彼女はそれに従おうとはしない。


    「無駄だ、無駄。無駄なんだよぉ」


    「なんですって？」


    　小馬鹿にしたような山田の言葉に、銀河は鋭するどい視線を向ける。


    「君の兄のせいさ、天あま音ね川がわ。幼おさない頃の恐怖が、真ま湖この心に根付いているのさ。滑こつ稽けいなほど深く。一言『殺すぞ』と脅おどせば、その子はなんでも言うことを聞いてくれる」


    「ふざけないで！」


    「おい、真湖。右手を上げろ、殺すぞ」


    　真湖が恐る恐るといった感じで右手を上げる。


    「今度は右足だ。右足を上げろ」


    　同じように、右足を上げる。まったく逆らう素そ振ぶりは見せない。


    「今度は左足だ。そのままの姿勢で左足を上げろ」


    　真湖はなんとか左足を上げようとして、無ぶ様ざまに転んでしまった。当然だ。物理的にそんな格好はできない。


    「真湖……ちゃん？　なんで？」


    　銀ぎん河がが驚きよう愕がくの視線を向ける。真湖の従順さは明らかに異常だった。


    「君の兄の事件だけではない。その子はなぁ、父親からもずっと虐ぎやく待たいを受けていたんだよ」


    　銀河の表情が苦痛に歪ゆがむ。母親を失って苦労していたことは想像していたが、虐待は予想外だったのだろう。


    「心の弱い人間はなぁ、大切な人を失うと誰かに八つ当たりしてしまうモノなのさ。その対象は、近くて弱い者ほどなりやすい。彼女はずっとずっと父親の暴力に堪たえ続けてきた。そりゃそうさ。幼い子供にとって親はすべて。黙って従うしかない。真湖が恐怖に従順なのは、彼女の人生そのもの。そうしなければ生きていけなかった、彼女の処世術さ」


    「そん……な、同じ家族なのに……。噓うそ、だよね？」


    　最後の言葉は、真湖に向けられたモノだ。けれども彼女は否定しない。


    「本当さ、なぁ？」


    　山やま田だが動いた。無警戒となった銀河の頭部を、漆しつ黒こくの闇やみをまとった右手で摑む。フェンリルの邪悪な爪つめが、ヘッドギアを被かぶせたように銀河の頭を覆おおう。


    「しまった！」


    　斗と和わが痛恨の声をあげる。銀河たちを助ける算段をしてはいたが、手を拱こまねいているうちに山田が先に動いてしまったのだ。


    　いや正確には、銀河が山田の前に立ちはだかった時点で、詰みの状態だった。むしろこの場合の最善手は、二人を見捨てて逃げることだ。けれども感情が、それを邪魔していた。


    「くぅ！　離しなさいよッ！　この馬ば鹿かッ！」


    　凄すさまじい握あく力りよくで、銀河の体が宙に持ち上げられる。銀河は必死に暴れるが、大した抵抗にもならない。あっさりと手首を捻ひねり上げられ、右手の巨大包丁が床ゆかに転がった。


    「一つ、君たちの勘違いを解いておこう。その紺色はなぁ、自分の意志で私から逃げていたのではない。私が許可を出したから、逃げていたにすぎない。そいつに自分の意志なんてないんだよ。くくく、あははははははっっ!!」


    「あんた馬ば鹿かじゃないの？　意志のない人間が怖がるわけないじゃない！　意志のない人間が、死にたくないなんて思うわけないじゃない！　真ま湖こちゃん！　勇気を出して！　自分の足で立って逃げてッ！　恐怖になんて負けちゃ駄目ぇッ！」


    「これは滑こつ稽けいだ。この状況で、君がそれを言うか？」


    「言うわよ。私だから言えるの！　真湖ちゃん、甘えないでッ！　誰かが助けてくれるのを当てにしたら駄目だ！　自分を救うのはほかの誰でもない。自分自身なんだ！　どんなに怖くたって、どんなにつらい目に遭あっても、自分の意志で抗あらがうの。自分の意志で立って、走って、必死に抵抗するのッ！」


    「理解しているか？　天あま音ね川がわ。私の神殺しの夜フエンリル・ナイトは君に触れている。もはや君の異能力は発動しない。このまま右手に力を入れれば、死ぬのは君だ。さぁ、命いのち乞ごいをしてみろ。そしたら助けてやる」


    「やめろぉお!!　山やま田だぁああああああっっっ!!」


    「おいおい、勘違いするな。決めるのは私ではない」


    　本気だ、と斗と和わは思った。山田は銀ぎん河がを殺す気だ。


    「天音川、命乞いをしろ！　頼むっ！」


    「斗和くんは、ああ言ってるぞ」


    　山田が愉快そうに言う。


    「ごめん、斗和くん。私、たぶん馬鹿だ。でも、後悔はしない！　真湖ちゃん、もう一度言うよ。恐怖になんか負けないでッ！　勇気を出して！　憎むべき相手を間違えないで！　自分の意志で、立って走って逃げなさいッ!!　生きてるって証しよう拠こを、お母さんに見せてあげてッ!!　真湖ちゃんッッ!!」


    　──ぐしゃり。


    　冗談のような音が聞こえた。


    　世界が静止したみたいに、時間の流れをゆっくりに感じる。


    　銀河の体が、ずり落ちるようにして落下した。


    　手足はまるで糸の切れた操あやつり人形のようで、だらしなく床ゆかに投げ出されている。


    　彼女のシンボルだった銀色のツインテールだけが、宙に浮いていた。握り締められた漆しつ黒こくの右手の両側から、彼女の生きた残ざん滓しを残すかのように垂れ下がっている。


    　銀河の思いも感情も記憶も、すべてがあの中で握り潰つぶされてしまった。すぐに怒ったような顔になるけれど、誰よりも繊せん細さいで誰よりも表情が豊かだった少女は、呆あつ気けなく握り殺されてしまったのだ。


    「しまった。斬ざん首しゆした後に意識があるか、訊きくのを忘れた」


    「山田っ、喜き一いち郎ろうぉおおおおおおおおおおおおおッッッ!!」


    　激情が体を動かす。憤ふん激げきが神経を焦こがし、全身の筋肉を激しく収しゆう斂れんさせる。右腕から血が噴き出すが気にもならなかった。山やま田だに突進した斗と和わは、左手に持った手て斧おのを闇やみ雲くもに振り回す。


    「そんな状態の攻撃が、当たるわけなかろう？」


    　山田はステップを踏むようにして、悠々と攻撃をかわすと、一瞬の隙すきを突いて、斗和の左手を蹴けり上げた。手斧が宙を飛び、天井へと突き刺さる。


    「ほら、愛いとしのショボインの髪だぞ」


    　背後に回った山田が手に持っていた銀ぎん河がの髪を、斗和の首に巻きつけてきた。器用に一回転させ、斗和の首を締め上げる。


    「髪は女の命というが、天あま音ね川がわの命に絞め殺される感触はどうだ？　──残り、四回だ」


    　山田は斗和を解放すると、あえて真ま湖こたちのほうへと蹴けりやった。斗和は激しく咳せき込みながらも、笠かさ根ね木ぎが真湖を確保したのを見る。最初から斗和が囮おとりになり、笠根木が彼女を助ける手て筈はずだった。後は、このまま逃げ果おおせることができるかどうか。


    「ああ、心配するな。君たちは逃にがすつもりだった。すぐに殺したのでは、天音川の死を堪たん能のうすることができないだろう？」


    　山田が憎らしげな笑みを浮かべる。斗和は殴りかかりたい衝動に駆かられたが、ぐっと我慢した。今は奴やつの気まぐれに縋すがるしかない。今の状態で勝てる相手ではないのだ。


    　斗和は半ば意識が薄れながらも、笠根木たちと共に、その場から逃げ出した──。

  


  
    



    　　　第九章　その紺色は後悔に暮れる


    



    　山田から逃げ出した斗和たちは、一階の救護室へと移動していた。右腕の応急処置をするため、笠根木が包帯などを探してくれているが、どうやらここには置いていないらしい。


    「本当に、すまねえ。俺はどうかしていた」


    　笠根木が斗和の右腕を見て、怒りと慙ざん愧きの念がない交ぜになったような表情を浮かべる。


    「謝るな。言ったろ？　おまえは俺おれの右手だ。おまえがいる限り、俺たちはまだ戦える」


    　斗和は簡易ベッドに腰掛けて、左手で右脇わきを押さえ止血しながら言った。右腕の痛みは確かに感じていたが、神経が集まっている指先と違い腕は鈍どん感かんなのか、それともまだアドレナリンが分ぶん泌ぴつされているのか、とにかく人面百足むかでの毒に比べれば、全然我慢することはできた。


    「どうして、……ですか？」


    　ぽつりと真湖が言葉を漏もらす。彼女の表情は硬く凍いてつき、無表情を貫つらぬいている。銀河が殺されたことは、まるで夢だったかのように真湖の感情になんら訴えかけなかった。


    　いや、それは自分たちも同じかもしれない。たび重なる人の死は、その命の重さに反比例してショックを軽くしていく。


    「どうして、まだ諦あきらめないんですか？　もう無理だって、わかってますよね？」


    「おいっ！」


    　声を荒らげたのは笠かさ根ね木ぎだ。斗と和わは咄とつ嗟さにそれを制し、真ま湖こに向き直る。


    「君の言うとおりだ。今の俺おれたちでは、山やま田だには勝てない。だが、生き残ることはできる」


    　この科白せりふに、真湖は目を見開いた。笠根木も同じだ。


    「──化け物をすべて倒し、この世界から脱出する。最大の強敵だった水の壁の化け物は山田が倒した。残りは、タコとムカデだけだ。俺たちの今の戦力でも十分に倒せるはずだ」


    　笠根木の表情に一瞬、歓喜の色が浮かぶ。だがそれは、すぐに戸惑いへと変わった。斗和は彼の言わんとすることを理解する。


    「ああ、そうだ。山田から情報を引き出すことは諦あきらめる。もちろん、完全に諦めるつもりはない。だけど、最優先は化け物を倒すことだ。……すまない。俺の判断ミスだ」


    　愚おろかなことだが、海の化け物に水中戦を挑いどむより、山田に地上戦を挑んだほうがマシだと思い込んでいた。だがそれは、誤った認識だった。


    「でも、それは仕方ねえよ。あいつがあんな異能力を持っているなんて、誰にもわからねえ」


    　一瞬、真湖の表情に影が差す。彼女は自身の異能力によって、その情報を伝えることができないでいた。


    「やっぱすげえよ、斗和は。……正直、俺は諦めてたんだ。もう死ぬしかねえって。でもおまえは、この状況でも生き残る術すべを見つけてくれた。タコとムカデだろ？　あの殺人鬼に比べりゃ、雑ざ魚こじゃねえか。俄が然ぜん、やる気が出てきたぜぇ」


    「天あま音ね川がわの話だと、プール裏の事務所に、ムカデの本体がいるらしい。時間が惜しい。行こう」


    　立ち上がる斗和を、笠根木が制する。


    「待てよ。そう慌あわてんな。止血が先だ。おまえも頼れる戦力なんだ。左手が塞ふさがった状態じゃ、分ぶが悪い。ほかにどっか救急用品がありそうな場所はねえのか？」


    「おそらく、事務所にはあると思う。職員用のやつが」


    「すぐそこじゃねえか。俺がすぐに取ってきてやるよ」


    「単独行動は危険だ。行くなら俺も一緒に」


    「心配すんなよ、斗和。俺はおまえの右手だろ？　救急箱一つ持ってこれなくてどうする？　大丈夫だ。すぐに戻る」


    　言うや、笠根木は部屋を出ていった。追いかけようとしたが、今の自分では足手まといになる可能性も否定できない。斗和は忸じく怩じたる思いで、笠根木が出ていったドアを見つめていた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　男と狭い部屋で二人きりになるなんて、真湖には恐怖でしかなかった。人が変わったように暴れ、怒声を放つ父の姿が思い出される。でも、斗和は違った。二人きりになっても、恐ろしくはなかった。温かく安心できるような空気が部屋を満たしている。


    「斗と和わさんは、すごいんですね。こんな絶望的な状況なのに、どうしてすぐに別の打開策を思いつくことができるんですか？」


    　半分、自じ[image: ]ちようめいた気持ちで言った。ただ怯おびえるだけで、山やま田だの言葉に逆らうこともせず、無ぶ様ざまな姿をさらした自分が、情けなくて恥ずかしくて仕方なかった。


    「俺おれにも、わからないよ。ただ、簡単には諦あきらめたくない。生きている限り可能性はあって、その方法は種しゆの数だけ存在する。無理だと諦めるのは、ある意味人間の傲ごう慢まんなのかもしれない。だから必死に考えて、抗あらがう術すべがあるのなら、全力でそれに縋すがる。ただそれだけさ。俺も弱い人間の一人でしかない」


    「違いますよ、斗和さんは。一いち花かちゃんだって、そう。彼女もああ見えて、とても頭のいいところがあるんです。誰も考えつかなかったことを思いついて、すぐにそれを行動に移して。やっぱり一花ちゃんは義理の妹なんかじゃない、斗和さんの本当の妹なんだと思います」


    「義理の妹？」


    　余程意外な科白せりふだったのか、斗和がぽかんとした表情を見せる。


    「あの……。一花ちゃんが、よく言ってたんです。自分は斗和さんとは血がつながってない。だから、馬ば鹿かなんだって」


    　申し訳ない気持ちになり、真ま湖こは慌あわてて弁明した。


    「一花は俺の本当の妹だよ。確かにうちは結婚してないけど、相手は同じ人だって聞いてる。母さんはそんな噓うそを言うような人じゃないから、間違いないよ」


    　今度は真湖のほうがぽかんとなってしまった。母子家庭だとは知っていたが、未婚の母だとは思っていなかった。しかも結婚もせずに、同じ男性の子供を産んだそうなのだ。よほど結婚できない理由でもあるのだろうか？


    　そんな真湖の思考に気づいたのか、斗和が淡々と話をする。斗和の母親は、いわゆる結婚しない主義の人らしい。子育てに必ずしも父親は必要ないという考え。


    「だけど俺は、叔お母ばさんのことが関係しているのかな、とは思っている」


    　斗和の母は勉強ができて品ひん行こう方ほう正せいな秀才だったらしいが、妹である叔母はそうではなかった。何かにつけて優秀な姉と比較された妹は、中学生になった頃から非行に走ったそうだ。そして、十六歳のときに子供を身ごもった。


    「『産うんでも苦労するだけだ。そんな家庭では子供も不ふ憫びんだ。絶対に不幸になる』。そんな周囲の声もあって堕だ胎たいしたらしい。母さんは、それが許せなかったんだ。『苦労したり、つらかったりするのは当たり前。それが子供を殺す理由にはならない。不憫というのは、親の身勝手な理由。自分の子供を信じなくて何が母親だ。他人の人生を勝手に決めつけるな』ってね」


    　ずきりと胸が痛くなった。不快な記憶がフラッシュバックのように押し寄せる。気き色しよくの悪い父の青白い顔。自分を殺そうとした父も同じことを言っていた。不憫だ。つらい思いをする。絶対に不幸になる。だから殺すことが、私のためになると。


    　思わず唇くちびるを嚙かみしめた。ふざけるな、と思う。無ぶ様ざまな母は無責任にも私につらい人生を歩む結果を残し、父は不ふ憫びんだからと、今度は真ま湖こを殺そうとした。そこに真湖の意思はない。親の都合で生死さえも振り回される。あまりにも身勝手だ。


    「当然、叔お母ばさんとは大おお喧げん嘩かになって、『姉さんはどうせ金持ちの男と結婚して、何不自由ない生活を送るんでしょ。そんな人に何がわかるの』って、言われたらしい。母さんは、頑固なところがあるから──。悪い。意味のない話を長々と」


    　真湖は小さく首を振った。正直、彼と一いち花かが羨うらやましかった。子供に親を選ぶことはできない。自分がもし、彼の家に生まれていたら──。


    「やっぱり遺伝って大事ですよね？　私の母は臆おく病びような人で、私に縋すがりついたまま無様に殺されました。私の父は心の弱い人で、苦しみを暴力に変えて、私にぶつけていました。そんな最低な親から生まれた私に、できることなんて、何もない」


    　涙が流れてきた。悔くやしくて恥ずかしくて、自分自身がどうしようもなく惨みじめに思えた。


    「ノマちゃん、それは違うよ。人は変われるんだ。いや、人だけじゃない。変わることが、すべての生命に備わった普遍的な性質なんだ。細さい胞ぼうは日々入れ替わっている。脳だってそうさ。前と同じ自分というのは、認識上の錯さつ覚かくでしかない。だから、君は変わることができる」


    　温かい言葉だった。心に染み入るようで、一瞬だけ自分が変われるような気がした。でも、それも幻げん想そうだ。そんな都合よく、人が変われるはずがない。


    　ふと、斗と和わの父親はどんな人だろうと思った。温かくて広い背中を持ち、斗和にいろいろな話をしてくれるような、そんな面倒見のよい人ではなかろうか？


    「天あま音ね川がわのことを、どう思う？」


    　唐突に斗和が尋ねてきた。さざ波のように、感情が騒ぐのを感じる。彼女の死に際の言葉が、脳のう裏りに甦よみがえってくる。


    「──大嫌いです」


    　吐き捨てるように、真湖は答えていた。当然だ。彼女の兄のせいで、自分は泥水を啜すすって生きるような人生を歩まされてきた。暴力に怯おびえ、心休まることのない苦痛に満ちた日々を生きてきた。全部、あの女が悪い。


    「殺されて清々してます。当然の報むくいですよ。酷ひどい科白せりふだと思いますか？　でも仕方ないでしょ！　あの人に、私の受けた苦しみの半分でも、私の受けた絶望の半分でも味わわせてやりたい。自分の兄が犯した罪なのに、他ひ人と事ごとみたいに脳天気に生きて。だから友達になろうなんて馬ば鹿かなこと、平気で言えるんですよ！　違いますか？　私、間違っていますか？」


    　感情が沸ふつ騰とうするままに、汚きたない言葉を吐き捨てる。酷いことを言っている自覚はあるが、銀ぎん河がに関しては、こちらに非はないはずだ。


    「ああ、間違っている」


    　しかし斗と和わは、冷れい徹てつに一いつ蹴しゆうした。視界が怒りで明めい滅めつする。


    「どこがですッ！」


    「ノマちゃん。君は聡そう明めいな子だ。だから、容易に想像できるんじゃないか？　犯罪者の家族が世間からどんな目に遭あわされるか？　天あま音ね川がわが普通に話せるようになったのは、ごく最近のことだ。彼女はずっと迫害を受けながら生きてきたんだ」


    　真ま湖こはショックで言葉を発することができなかった。胸が内側から破裂したような気分になる。迫害？　聞き慣れない言葉に、しばし呆ぼう然ぜんとなった。


    「どちらの受けた苦しみが重いかなんて、ナンセンスだ。比べるようなモノじゃない。だから、俺おれが知っている限りのことを話す。後は自分で、天音川が十分苦しみを味わっているかどうか、判断してくれ」


    　斗和が、銀ぎん河がの過去を話す。それは想像を絶する凄せい惨さんさだった。誰も助けてくれない。誰も同情してくれない。そんな中で熾し烈れつを極める善意の皮を被かぶった敵意。人はここまで残酷になれるのだろうかと思った。


    「でも、自じ業ごう自じ得とくですよね？」


    　震える声で、必死に反論する。そうでなければ、罪悪感で胸が張り裂けそうだ。


    「それも違う。天音川にはなんの罪もない。彼女も通り魔事件の被害者の一人だ」


    「あの人に、まったく責任はないって言うんですか？　お兄さんなんですよね？」


    「もしかしたら、天音川にもできることがあったのかもしれない。でも、『目には目を』って言葉がある。これは『やられた以上のことをやり返したら駄目』という戒いましめだと俺は思う。人は一つでも悪いことがあると、つい最大限の罰を与えようとしてしまう。だけど罰は、罪や責任の大きさによって理性的に決めるべきだ。天音川に迫害を受けるほどの責任はない。そして彼女が迫害に堪たえてこられたのも、憎むべき相手が誰なのかを、きちんと理解していたからだ。誰が敵なのかを知っていた。だから君に、『友達になろう』って言えたんだよ」


    　何か反論したかったが、できなかった。心が認めていた。冷静な理性の部分で、それを理解してしまった。銀河に罪はない。迫害を受けるほどの責任もない。考えるまでもない事実。


    「私に、あの人と友達になる資格なんて、ありません」


    　陰いん鬱うつな気持ちが胸の奥に広がっていく。ツンとした刺激が鼻の奥を満たしていく。


    「友達に資格なんて──」


    「私は、父を殺しましたッ!!」


    　斗和が一瞬、驚いた表情をする。けれどもすぐに表情を引き締めた。もしかしたら斗和は、その可能性に気づいていたのかもしれない。


    「私は人殺しなんです。そんな人間に、友達をつくる資格なんてありません！」


    「──理由があるはずだ。教えてほしい」


    「理由があれば、人を殺してもいいんですかッ！」


    「それを判断するために、理由が必要なんだ。理由がなければ、それはもう、人じゃない」


    　何か熱いモノが込み上げてくる。彼の声には芯しんに響く何かがある。気づいたら、父に殺されそうになったこと、無む我が夢む中ちゆうで抵抗したことを話していた。


    「──それは正当防衛だよ。君に罪はない」


    「でも、人殺しですよ？」


    「ノマちゃん、言ったろ？　何が悪いのかを見誤ったらいけないって。鯨くじらはね、魚じゃなくて哺ほ乳にゆう類るいなんだ」


    　真ま湖こには一瞬、何を言われたのか、わからなかった。それでも彼の言葉には、何か深い意味が込められているのだと思った。


    　会話が止まり静寂が訪れたからだろう。時計の秒針が動く音が、やけに大きく聞こえた。


    　ガタン、と音を立てて、斗と和わが簡易ベッドから立ち上がる。その表情は真剣そのもので、鋭するどい眼光が剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを作り出す。ざわざわと、何か嫌な予感がした。


    「いくらなんでも遅すぎる。笠かさ根ね木ぎの身に、何かあったのかもしれない！」
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    　保健室を出た笠根木は、まっすぐ事務所へと向かった。放送機器のある部屋。外に連絡をとろうと試みていたのが、ずいぶんと昔の出来事に思える。


    　斗和の右腕を思い出すたび、ずきりと胸が痛む。山やま田だに唆そそのかされ、愚おろかな行動をしてしまった自分を、ぶん殴りたい気持ちだ。だけど斗和は、そんな自分を必要だと言ってくれたのだ。


    （もちろんだ。俺おれのすべてを、斗和。おまえに捧ささげてやるぜ）


    　笠根木は心の中で誓うと、化け物に荒らされて雑然とした事務所で、救急箱を探しはじめた。と、そのときだ。


    「くすくす……一人だねぇ」


    「げらげら……こいつはいいよね？　いいよね？」


    「ぼそぼそ……ばあさん、飯はまだか」


    　人面百足むかでが二匹、机の陰から姿を現した。滑るようにして、笠根木に襲おそいかかる。


    「雑ざ魚こがっ！　やれるもんなら、やってみやがれッ！」


    　笠根木は持っていた長剣を構え、全戦闘能力上昇オール・ブラストを展開、左の人面百足に狙ねらいを定めると、一気に距離を詰めて長剣を振り下ろした。


    　だが人面百足は、倒れた机の下にするりと身を隠し、鋼はがねの刃やいばから逃のがれる。


    「ちぃっ！」


    　笠根木は舌打ちした。こうも遮しや蔽へい物ぶつの多い場所では、こちらに不利だ。しかも物陰から毒のある尻尾しつぽで攻撃してくる。一瞬の油断でやられかねない。


    　机や椅い子すの下を滑るように移動してくる二匹の人面百足むかでに対し、笠かさ根ね木ぎはかわすだけで精一杯だった。さらには武器の時間切れが近いらしく、長剣が半透明になっている。


    　笠根木は急いで、新たな武器を生せい成せいする。出てきたのは、今回初めて見る武器だ。


    「そういや、こいつがあったよな」


    　笠根木は、すぐさまそれを腕に装着すると、獣的身体ビースト能力上昇ブラストを展開し、背後から攻撃を仕掛けてきた人面百足の尻尾しつぽを振り向きざまに防いだ。視力、脚力、腕力、速反力を劇的に上昇させる武器。そして、その形状は──。


    「アレと形が被かぶってるムカデ相手にはバッチリだぜ！」


    　笠根木の両手を覆おおっているのは、鋭するどい刃やいばを持った鋼はがねの爪つめだった。手てつ甲こう爪と呼ばれる武器のうち、手袋みたいに装着し指先から刃が伸びているタイプだ。山やま田だの神殺しの夜フエンリル・ナイトと形状が極めて似ていた。


    　笠根木は防いだ人面百足の尻尾を摑つかみ、思い切り上に引き上げる。そして、その鋼の爪でもって化け物の頭部を引き裂いた。緑色の粒りゆう子しとなって消しよう滅めつする人面百足。


    　その光が消えやらぬうちに、笠根木は跳躍する。一足跳びで天井まで届く脚力。そのまま爪を天井に突き立てると、まるで雲うん梯ていをするサルみたいに天井を疾しつ駆くする。上から飛びかかろうとしていた人面百足が慌あわてて逃げ出すが、それに追い縋すがり、あっさりとこれを消滅させた。


    「武器ってのは、相性なんだよ」


    　着地した笠根木は、言いようのない高こう揚よう感かんを覚えていた。まだ戦えるという実感、この程度の化け物なら勝てるという事実。希望が湧わいてくる。


    　そして、ドスンという鈍にぶい衝撃──。


    「……あ？」


    　笠根木には一瞬、自分の身に起こったことが理解できなかった。呆ぼう然ぜんと、痛みを発する部分を見る。


    　左の脇わき腹ばらやや後方。そこに投げ槍やりのようにして突き刺さるタコの化け物がいた。脇腹を貫つらぬいたタンガロアの角は、反対の脇腹──臍へその横あたりから突き出ている。


    　ガクンと足から力が抜け落ちる。冗談のように、床ゆかが急速に迫ってきた。本能が理解する。これは致命的な一撃。笠根木の命を刈り取る絶望の痛みだ。


    「くっ、ふざけんなっ！」


    　笠根木は歯は嚙がみした。死の恐怖より、斗と和わに申し訳ないという気持ちのほうが上回る。スルスルと巻きついてくる触しよく手しゆが、両手の動きを封じた。もはや笠根木に抗あらがう術すべはない。


    「諦あきらめて、たまるかよッ！」


    　笠根木は咆ほう哮こうする。そうだ。斗和なら、こんなときでも諦めないはずだ。俺はあいつの右手、最さい期ごの最期まで悪わる足あ搔がきをしてやる。


    　触手に押さえつけられた手が何かに触れる。人の死体。最期の望みを託し、笠根木は異能力を発動させた。


    「ははっ。今の俺おれは引きがいいぜッ！」


    　掠かすれた声で言い放つと、笠かさ根ね木ぎはゆっくりと立ち上がる。全身を拘こう束そくする触しよく手しゆの力より、今は笠根木の力のほうが上だ。


    　腕力究極上昇パワー・ブラスト。笠根木が生せい成せいした武器は、筋力を爆発的に増大させる大おお金かな[image: ]づちだった。オレンジの宝石を宿すミサンガが出現し、[image: ]を持つ笠根木の腕がびきびきと筋張った筋肉の塊かたまりを見せつける。


    　触手に巻きつかれた状態のまま、タンガロアの頭──実際は胴体なのだが──に大金[image: ]を振り下ろす。力の入りにくい体勢だが、それで相手が怯ひるむほどの威力はあった。笠根木を拘束していた触手が力をなくす。さらにもう一撃。鈍にぶい音と共に、タンガロアの角が折れた。


    「うらあああああっっっ!!」


    　空中で酩めい酊ていしたように漂ただようタコの化け物に対し、笠根木は渾こん身しんの力で大金[image: ]を叩たたき込む。ボールみたいに吹き飛ばされたタンガロアは壁に叩きつけられ、ぴくりとも動かなくなった。


    「へへ。やったぜ」


    　ゴトン、と笠根木の手から武器が落ちる。角が刺さった体の両側から血が滲にじみ出て、大切な何かを抜き去っていく。風景が二重に揺らいでいた。傷口は焼けるように熱いのに、体はやけに寒い。


    　ふと懐なつかしい気配を感じ、笠根木は顔を上げた。彼の虚うつろな鳶とび色の目には、懐かしい女性の姿が映っていた。


    「あれ？　おまえも、ここに来てたのか……よ。やったぜ、俺。へへ。……なんだよ？　由ゆ貴き。何言って……。よく……聞こえ……ねえ、よ」


    　その呟つぶやきを最さい期ごに、笠根木は崩れるようにして倒れ込んだ──。
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    　斗と和わは焦しよう燥そう感かんと苛いら立だちに苛さいなまれていた。笠根木を一人で行かせるべきではなかったと、激しく後悔する。薄暗い通路を駆かけ、ドアが開きっぱなしの事務所へ入る。


    　乱雑に机と椅い子すが散らばるなか、いくつもの死体に混じり、オレンジの髪をした少年が倒れていた。息は、していなかった。腹部には長い角。おそらくこれが致命傷だったのだろう。タンガロアとの戦闘の痕あとだ。


    　斗和はすぐさまあたりを見回し、壁際でうずくまっているタコの化け物を見つける。ぴくりとも動かない。笠根木が最期の力を振り絞って、奴やつを仕留めたのだろう。穏やかで満足げな死に顔が印象的だった。


    　何やってんだよ、と罵ののしりたい気持ちもあったが、できなかった。笠根木はおそらく、自分の右手であろうと全力を尽くし、その結果タンガロアと相打ちになったのだ。その心を思うとやるせない。


    「笠かさ根ね木ぎ。よく頑張ったな」


    　斗と和わは静かに、彼の健闘を讃たたえる。彼の満足げな死に顔を見ていると、それ以上の言葉は無ぶ粋すいに思えた。


    　笠根木の髪に触れようとして、自分の右腕がすでに喪そう失しつしていることを思い出す。先ほどからまるで腕があるかのような感覚があるが、それは錯さつ覚かくだ。斗和の右腕は存在しない。そして、その代わりとなった笠根木も、今はもういなかった。


    「ノマちゃん」


    　突然、名を呼ばれて驚いたのだろう。真ま湖こは体を震わせただけで、返事をしなかった。


    「君に、俺おれの意志を継いでほしい」


    「え？　意志……ですか？」


    「そうだ。山やま田だに、君を殺す気がないのは間違いないみたいだ。おそらくノマちゃんは、この世界から無事に抜け出すことができるだろう」


    「斗和……さん？」


    「俺は、おそらく無理だ。山田にその気がない。さっきは言わなかったけど、おそらくプール裏の事務所には、もうムカデの本体はないと思う。この程度のこと、山田は想定しているはずだ。だから、生き残ることができる君に、俺の意志を託したいんだ。現実世界で昏こん睡すい状態になっている人たちのこと。この世界を抜け出たら、俺や一いち花かもそうなっているはずだ。──彼らを、俺たちを救ってほしい」


    「救うって。そんなっ、私なんかに！」


    「確かに大変だとは思う。途と轍てつもなく長い時間を要するかもしれない。いまだに手がかりすら摑つかめていない。だけど、絶対に救い出す方法はあるはずだ。頼む！」


    「無理です。私は斗和さんじゃない。強くもないし、勇気だってありません。斗和さんの意志を継ぐなんて、不可能です」


    「違うよ、ノマちゃん。強い者が意志を継ぐんじゃない。勇気がある者が意志を継ぐんじゃない。生き残った者が死んでいった人たちの遺志を継ぐんだ。君は必ず生き残ることができる」


    「無理です。斗和さんだって知ってるでしょ？　私は殺すと言われただけで、怖くて動けなくなって、あいつの言うことなんだって聞いちゃうんです。情けない最低の人間なんです」


    「そんなことはない」


    「あります！」真湖は声を荒らげる。その紫色の瞳ひとみには涙の粒を浮かべていた。「根こん拠きよのない励ましはやめてください。自分がどんなに恥ずかしい人間かは、私がよく知っています」


    「殺されたくないから従順になる。それは当然だ。誰だって死にたくなんかない。恐怖で体が竦すくむのも、ごくごく普通のことだ。恥ずかしくなんてない。どんな手を使ってでも生き延びること、それが生物の持つ強さだ。人は人間である前に動物で、動物である前に生物なんだ。だから、自分を卑ひ下げする必要なんてない」


    「それじゃあ人間らしい強さって、なんですか？」


    「それは、戦うべきタイミングを間違えないことだ」


    「タイミング……ですか？」


    「そうだ。人にはみんな、絶対に戦わなくちゃならないときがある。怖くても抗あらがわなくちゃならないときがくる。そのときだけ、勇気を出すんだ。でないと、きっと後悔する。死んだほうがマシだって思うかもしれない。だから天あま音ね川がわも、君に言葉を託すことを選んだんだ」


    　銀ぎん河がの名前が、真ま湖この心になんらかの影響を与えたのかもしれない。彼女の瞳ひとみに激しい感情の揺らぎが見えた。


    「もう一度言う。君に俺おれの意志を継いでほしい」


    　今度は否定の言葉はなかった。俯うつむき加減で、答えを探すみたいに視線を動かしている。


    　そのときだ。斗と和わは視界の隅に、何かが動く気配を感じた。戦せん慄りつが駆かけめぐる。本能が命の危険を察知する。


    「危ない！」


    　斗和は咄とつ嗟さに、真湖を突き飛ばしていた。そんな斗和に向かって、槍やりのように細長い物体が突き刺さってくる。タンガロア。奴やつは気絶していただけで、まだ生きていたのだ。


    　強烈な体当たりを食らい、斗和は床ゆかに押し倒された。机の角が背中を殴打し、悶もん絶ぜつする。


    　タンガロアがぐりぐりと腹部の先端を斗和の腹に押しつけてくる。角は折れてしまっているため致命傷にはならないが、角の残ざん骸がいが激しく皮ひ膚ふを削っていた。激痛に、斗和は表情を歪ゆがめる。次にスルスルと触しよく手しゆが巻きついてくる感覚。凄すさまじい力が斗和の手足を締めつけ、全身の骨を粉々にしようと万まん力りきのような力を込めてくる。


    「斗和さん！」


    　真湖の悲痛な叫び声。


    　ふざけるな、と思った。雷らい鳴めいのような怒りが断続的に湧わき上がる。笠かさ根ね木ぎが命いのち懸がけで倒した相手。そんな奴に殺されたのでは、彼が浮かばれない。それにまだ、こんなところで終わるわけにはいかないのだ。


    　迫り来る死の恐怖が、すべてが終わってしまうという絶望が、かえって斗和の心に火をつけた。灼やけるような怒りが神経を焦こがす。諦あきらめてたまるか、という意志を燃え上がらせる。


    　この化け物を思い切りぶん殴りたい。この怒りのまま生命を破壊したい。だが、それはできなかった。左腕は触手で押さえつけられ、右腕は肘ひじから先が喪そう失しつしている。


    　そんなことは、どうでもいいと思った。ただ闇やみ雲くもに、この破壊衝動をぶつけたいとだけ願う。ふつふつとした熱が皮膚の裏、マグマのように滾たぎっていた。


    　ぎり、と右の拳に力が入る。


    　何かが組み合わさる感覚がした。感情と意志と力とが、一つの線となって形を成す。斗と和わは本能の命じるまま、感情がかたちづくるままに、右の拳を握り締めタンガロアを殴りつけた。


    　──バキッ！


    　鈍にぶく乾いた音がした。細さい胞ぼうが激しい衝撃により破壊され、死し滅めつした音。


    「うおおおおおおおおおおおおおっっっ!!」


    　咆ほう哮こうと共に、斗和は再び右手で殴りつけた。タンガロアの腹部に深々と突き刺さり、致命的なダメージを与える。のたうち回るタンガロアは、あっさりと斗和を解放した。


    「斗和さん。……その腕」


    　真ま湖この戸惑ったような声。立ち上がった斗和も、呆ぼう然ぜんと自分の右腕を見つめていた。


    　淡い光に包まれた、半透明の腕があった。


    　失われた右腕を補ほ塡てんするかのように切断面から伸び、斗和の右腕を形成している。まるで切断面から先だけ霊体になったかのようだ。いや、それは事実なのかもしれない。


    「斗和さん！」


    　驚きよう愕がくのあまり呆ほうけたようになっていた斗和は、真湖の悲鳴で我に返る。タンガロアが宙に浮かび上がろうとしていた。ここから逃げ去るつもりなのだ。


    　やらせるかと思った斗和は、急いで周囲を確認し、笠かさ根ね木ぎが残した大おお金かな[image: ]づちを見つける。咄とつ嗟さにそれを右手で摑つかもうとして、──できなかった。半透明の腕は、するりと柄えを通り抜ける。霊体が物質に触れようとして、それが叶かなわなかったような感覚。

  


  [image: ]


  
    　何度か摑つかもうとして感覚的に理解する。この右手が物質に影響を及ぼすことができるのは、ほんの一瞬。意識して実体化したときのみ。


    　斗と和わはなんとか大おお金かな[image: ]づちを肩まで抱え上げると、いまだに朦もう朧ろうとしたように漂ただようタンガロアに向き直る。


    「今度こそ、きっちり冥めい土どへ送ってやるぜ、化け物。この笠かさ根ね木ぎの想おもいでなッ！」


    　斗和は右手を実体化すると同時に、[image: ]を全力で振り下ろす。タンガロアの頭部は大きく潰つぶされ、腹部からも内臓が飛び散り、真っ二つに破裂した。化け物は絶命したのだ。


    　斗和は大きく息を吐き出すと、もう一度自分の右腕を見た。異能力名を思い出さないということは、これは異能力とは別の力なのだろう。


    　ふと、ファントムリーフ現象という単語が頭をよぎった。損失した肉体が美しい輝かがやきとなって写真に映る現象。科学的に観測された生命エネルギーの姿。本能が告げている。この腕は、氣きやオーラと言われる生命エネルギーの結晶なのだ。


    「──まったく。本当に残念だよ、少年」


    　よく響く玲れい瓏ろうな声が、斗和の胸をざわつかせる。事務所の入り口には、誰よりも美しく、そして何よりも恐ろしい存在が立っていた。その足下には人面百足むかでの姿もある。


    「どうやら本当に、私の見当違いだったようだ。すまんな、少年。君が横顔の男が言っていた人物だと私が勘違いしたせいで、いらぬちょっかいをかけてしまった。君の師匠と私のいう横顔の男は別人なのかもしれんな」


    「なん、だと？」


    「本当はなぁ、君に会うまで殺人とか全然そういう気分じゃなかったのさ。けれど横顔の男が言っていた人物がどれほどのものか知りたくてなぁ。だが、どうやら私の勘違いだったみたいだ。君ではなかった。この追い込まれた状況下において、よもや発現した力がその程度のモノだったなんてなぁ。残念すぎて、笑う気にもなれんぞ。ふははははははっっ!!」


    　山やま田だの[image: ]ちよう笑しように、斗和は腸はらわたが煮えくり返る思いだった。そんな動機で多くの人を虐ぎやく殺さつしてきたのかと思うと、奥歯を嚙かみ砕くほどの怒りを覚える。


    「ファントムリーフ現象か。確かに、腕が実体化するほどの異常な生命力は類を見ない。だが、所しよ詮せんは肉体ソーマの座の力。そんな不安定な腕に頼るくらいなら、まだ元の腕のほうがマシだ」


    　認めたくはないが、山田の分ぶん析せきは正しい。この腕の力や拳けん速は、元の腕のスペックを超えることはない。意識しなければ触れることすらできないぶん、元の腕より扱いづらかった。


    「少年よ、そろそろ終わりにしよう。もはや君に勝機がないことくらい理解しているだろう。ああ、安心しろ。この場で殺すような無ぶ粋すいな真ま似ねはせんさ。結果がわかっているとはいえ、最終決戦フイナーレだ。それなりの舞台は用意しよう」


    　山田は十五分後に三階ウミガメ水すい槽そうの前に来るよう、斗和に伝えた。


    「ああ、それと生きている人間を捜しても無駄だぞ。全員殺しておいた。笠かさ根ね木ぎも死んだようだしな。この水族館で生きているのは私たちだけだ」


    「貴き様さま、なんてことをッ！　皆殺しにする必要なんてなかったはずだ！」


    「君は引っ越しをしたことはないのか？　新たな住居へ持っていくのは必要なモノだけさ。その紺色のようにな」


    　山やま田だの言葉に、真ま湖こがびくりと肩を震わせる。


    「私のもとへ来い。真湖」


    　真湖は命令に従順なロボットのように、ぎこちない足取りで山田に近づいていく。けれど途中で、ちらりと斗と和わのほうを振り返った。


    　斗和は静かに頷うなずく。止めたい衝動もあったが、それは単なる斗和のわがままだ。冷静に状況を判断すれば、彼女はここで山田のもとへ行ったほうがいい。


    　真湖には意志を託した。ここで彼女が殺される愚ぐは、なんとしても避けなくてはならない。たとえそれが、真湖に過酷な運命を背負わせることになったとしても──。


    「では、少年。時間には遅れるなよ。日本人の美徳は時間に正確なことだ」


    　山田は真湖と人面百足むかでと連れ立って、事務所を出ていった。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　真湖はショックを受けていた。振り向いたあの瞬間、斗和なら自分の手を取って、連れ出してくれると思った。でも、違った。そんな奇跡は存在しない。この暗い迷宮から救い出してくれるモノなど、どこにもいやしないのだ。


    「ふむ。ずいぶんとマシな感じにはなったが、もう少しだな」


    　山田が真湖の顔を覗のぞき込んで、観察するように言った。


    　真湖には意味がわからなかった。私が恐怖に弱いことなど知っているはずなのに、命令一つでどんなことでもする臆おく病びような人間だと知っているはずなのに、彼はなぜか自分を疑っていた。瞬時に自分に従う人間を見抜くことができるはずなのに、私はそうは思われていなかった。


    「人は他者との出会いによって変化していくモノだが、どう変わるのかは誰にもわからないものだ。よい友人に恵まれても愚おろかなことをする奴やつもいれば、悪友から善ぜん行こうを学ぶ者もいる。なるほど、子を思う親の苦労が想像できる」


    　山田が真湖を連れてきたのは、一階のバックヤード。魚に与える[image: ]えさを冷凍保存している冷凍室らしい。


    「思えば、私は今まで自分に逆らう者を説得した経験がない。殺すか無視するかしてきたからなぁ。君のようなタイプは初めてだ。なので伝統的な家庭の躾しつけを試してみようと思う。親に逆らった悪い子は、暗くて狭い部屋に閉じ込めるのさ。まあ、拷ごう問もん学的にも五感を遮断する方法は洗脳の基本なのだが、何人の親がそれを自覚しているかな？」


    　言って、山やま田だは冷凍室のドアを開け、真ま湖こを冷凍室へと押し込めた。


    「すべてが終わるまで、ここにいてもらう。鍵かぎをかければ中からは開かない仕組みになっているしなぁ。じっくり反省するといい。次に会うときは、よい表情になっていることを期待しているぞ」


    　山田がドアを閉め、世界と隔かく絶ぜつさせていく。鈍にぶい金属音を立てて、完全なる暗くら闇やみと静寂とが真湖の感覚を支配する。


    　電気が切れて冷却装置が止まっているのだろう。想像よりは寒くはない。けれども凍いてつくような冷気は残っており、全身に鳥とり肌はだが立った。魚の死し骸がいの臭においがそこら中から漂ただよい、酷ひどく気分を陰いん鬱うつにさせる。音は何もしない。不気味なほどの静寂だ。真っ暗だった世界は、元から薄暗い館内にいたせいか、すぐに慣れることができた。


    　真湖は少しだけ狭い室内をうろついたあと、入り口のドアの正面、壁を背にして体育座りをした。ふうと息を吐くと、夜空に浮かぶ雲のような息が見えた。凍える指先を軽く擦こすり合わせると、熱を持って気持ちよかった。


    　これからどうなるのだろう、と思った。不安はない。きっと今までと変わらない人生。恐怖と暴力に怯おびえ、堪たえるだけの生き方。死んでいるのか、生きているのかもわからない。


    『君に俺おれの意志を託す』


    　ふと、斗と和わの言葉を思い出した。力強い瞳ひとみと温かくて大きな手は、すべての闇やみを打ち払うかに思えた。けれども、それは幻げん想そうだ。前回と同じで、そんな希望は存在しない。


    『ノマちゃん』


    　陽気な一いち花かの笑え顔がお。真湖の陰鬱な気分さえも吹き飛ばしてくれる太陽のような存在。でも、彼女はもういない。


    『キミと友達になりたいの』


    　真剣な銀ぎん河がの眼まな差ざし。憎いはずの相手。だけど、わからなくなっていた。斗和から話を聞いたからだろうか？　ううん、違うと思った。彼女の想おもいを肌で感じたからだ。命を[image: ]として伝えてきたメッセージが、冷えた心の奥底に灯ともっている。


    　あの殺人鬼の言うとおりだった。五感を閉ざされた世界では、亡霊のように記憶が呼び起こされ、真湖に反省を促うながしてくる。


    　寒さに体がぶるっと震えた。誰かに抱き締めてほしいと思った。ふと、温かい感触を思い出す。母の体温。懐なつかしい匂におい。だけどそれはすぐに、生理的嫌けん悪おを感じるモノへと豹ひよう変へんする。


    　震えるだけで何もできなかった母。幼おさない自分に必死に縋すがりつくだけの情けのない母。怒りすら湧わいてくる。


    『本当にわからないの？　なんでお母さんがキミのこと抱き締めていたか？　キミのことを護まもるために決まってるじゃない！』


    　唐突に銀ぎん河がの言葉が甦よみがえる。彼女の甲高い声が、脳に響く。


    　私を護まもろうとしていた。あの母が？　冗談じゃないと思った。「大丈夫」と根こん拠きよのない慰なぐさめを呪じゆ文もんのように繰り返すだけの女。恐怖に支配されていただけだ。


    『大丈夫。きっとお母さんが、護ってあげるね』


    （──え？）


    　それは誰の言葉だったろうか？　唐突に甦ってきたのは、懐なつかしい声。ありえないと思った。弱った心が記憶を改かい竄ざんしている。だって母は──。


    　衝撃が温もりを通して伝わってくる。通り魔の刃物が、母の体を突き刺す感覚。殺されると思った。そしてふっと、母の体温が消えた。驚いて母の顔を見る。口から血を流し、激痛に堪たえながら、彼女は私の体を突き飛ばしていた。そして自みずから、刃の盾たてとなる。


    『真ま湖こ、逃げてッ！』


    　そうだ。これは、真実の記憶だ。恐怖に怯おびえた精神が、母の死で混乱した心が、大切な記憶を覆おおい隠していた。母は確かに、私を護ろうとしていた。恐怖で逃げ出せなかったのは事実、でも必死に護ろうとしていたのも事実だ。母は最さい期ごの瞬間まで、私を生かそうとしていた。


    　熱いモノが込み上げてくる。とめどなく涙が流れ落ちて、冷え切った顔を温かく包み込む。


    　ずっとずっと不思議だった。どうして自分は生きているのだろう？　こんなに苦しいのに、つらいだけの毎日なのに、なぜ死なないのだろう？


    　その答えは、ここにあった。生きているのは、母の最期の願いだからだ。父に殺されかけたとき、咄とつ嗟さに生きようとしたのは、母の祈りがそこにあったからだ。


    （どうして、なの？）


    　真湖は混乱する。なぜ、母は自分を生かそうとしたのだろう？　母が死んで父は豹ひよう変へんし、毎日が地獄へと変わった。生きていても何も楽しいことがない。苦痛と恐怖しかない人生。どうして母は、そんな世界に自分一人を残し、逝いってしまったのか。


    　私を一緒に連れていってほしかった。そこが死後の世界だって構わない。私の手を取って、この苦しみと恐怖から、助け出してほしかった。


    『真湖ちゃん、甘えないで！』


    　銀河の凜りんとした声が胸を貫つらぬく。


    『誰かが助けてくれるのを当てにしたら駄目だ！　自分を救うのはほかの誰でもない。自分自身なんだ！　どんなに怖くたって、どんなにつらい目に遭っても、自分の意志で抗あらがうのッ！』


    　どくん、と真湖の心臓が激しく脈を打つ。死の恐怖を前にしても、怯ひるむことのなかった少女の言葉。迫害と差別に堪え、必死に生きてきた少女の想おもい。


    『真湖ちゃん、もう一度言うよ。恐怖になんか負けないでッ！　勇気を出して！　憎むべき相手を間違えないで！　自分の意志で、立って走って逃げなさいッ!!　生きてるって証しよう拠こを、お母さんに見せてあげてッ!!　真湖ちゃんッッ!!』


    　眩まぶしかった。羨うらやましかった。そして、何より気高かった。


    　自分もあんなふうになれたら、あのとき、あの言葉を叫んでいたら──。


    



    『お母さん、逃げてッ!!』


    



    　それは誰の声なのか。過去にも未来にも、それが発せられることはなかった。


    　さらに涙があふれ出してくる。胸が焼けるように痛い。悲痛な叫びがくぐもった嗚お咽えつとなって、真ま湖この喉のどを震わせた。


    　ああ、そうだ。これは私の後悔の声。実際には存在しなかった音。叶かなうことのなかった私の願い。


    　本当は知っていた。本当は、何が悪いのかわかっていた。


    　あのとき恐怖に怯おびえて、最悪の行動をとってしまったのは自分自身だ。この一言があれば母は逃げ出していたかもしれない。立って、走って、私の手を取って──。


    　でも、私は黙っていた。勇気を出すことができず、震えるだけで、何も言うことができなかった。未来を変える一言を、たった一言を、発することさえできなかった。最低なのは私だ。臆おく病びようだったのは私なんだ。


    『戦うべきタイミングを間違えないことだ』


    　斗と和わの言葉を思い出す。


    『お母さんがね、前に言ってたの。傷つくタイミングを間違えたらいけないって。誰も傷つけず、自分も傷つかない方法を選んでいると、絶対に後悔する結末しか迎えないの』


    　これは一いち花かの言葉。二人の言ったとおりだ。戦うタイミングを、傷つくタイミングを間違えると、状況は悪くなる一方だ。私は戦うべきタイミングを逃のがしてしまった。傷つくのを恐れて、声を出すのを躊躇ためらった。だから今、地獄のような人生を歩んでいる。


    　後悔が雪のように降り積もり、その冷たさと重みが全身を押し潰つぶしてくる。


    　私は何がしたいのだろう？　何ができるのだろう？


    『真湖ちゃんッ！　勇気を出してッ！』


    　再び、銀ぎん河がの声が聞こえた。彼女の想おもいが胸を震わせた。


    『君に俺おれの意志を継いでほしい』


    　斗和の温かく頼りがいのある瞳ひとみの輝かがやきを思い出す。違う、と思った。それは私じゃない。


    『一花の自慢のお兄ちゃんなんだよ』


    　一花が誇らしげに言った。


    『キミのことが大好きって言ったのッ！』


    　銀河が想いを伝えた。


    『俺はおまえの右手になる』


    　笠かさ根ね木ぎがすべてを捧ささげた。


    　どうして気づかなかったのか？　未来を託すべき人は、運命に抗あらがう力を持った人は斗と和わなのだ。誰もが想おもいを託す相手。本能が告げる。彼を超える存在は、もはや現れることはない。絶対に彼を死なせてはならないのだ。


    　力が、体の奥底から湧わき上がってくる。消え去りそうな意識の奥に、燃えるような熱い意志が火を灯ともす。


    　母の想いを裏切るのが嫌で、それを無む碍げにしたくなくて、無意識下で、ずっと死にたくないと思っていた。それが抗うべきタイミングを、異能力を使うタイミングを見失わせていた。


    　──でも、今は違う。


    　死にたくないんじゃない。生きたいんだ。


    　自分の意志でそう思った。自分の意志で抗うと決めた。託したい相手に出会った。真ま湖この異能力を発動させれば、邪悪な殺人鬼を倒せる可能性はゼロではない。今ならまだ間に合う。


    　真湖は立ち上がる。自分の意志で、自分の力で。今度こそ後悔したくない。


    　だけど──。


    　ドアは開かない。重く、大きく、無機質なドアはぴくりとも動かない。


    「なんで、なんでよッ！」


    　気が焦あせる。時間は刻々と過ぎている。斗和に会わなければならない。手遅れになる前に、彼に想いを託さなければならない。


    「開いて、開いてよッ！」


    　けれども、ドアは開かない。無言の重圧を冷たく返してくる。真湖は必死にドアノブをガチャガチャと動かすが、びくともしない。鍵かぎをかけられていたのだ。


    　真湖は絶望を知った。自身の決断が遅かったことを悟った。


    　もはや、手遅れなのだ。この部屋に閉じ込められた時点で、すべては終わっていた。戦うべきタイミングを、またもや逃のがしてしまっていたのだ。


    「いや、いやぁあああああああっっっ!!」


    　真湖は必死にドアを叩たたく。小さな手が傷つき血が流れるのも構わず、力任せにドアを殴打する。けれども重厚で頑丈なドアは、音すら外に漏もらさない。彼女の願いは、暗くて狭い冷凍室にこだまするだけだ。


    「なんでよ、なんでよッ！　せっかく戦うって決めたのにっ。今度こそ、後悔しないって思ったのにッ！　なんで、開かないのっ。お願い、開いてよ！　斗和さんが死んじゃう。死んじゃうよぉおっ！　開いて、開いて、開いてよぉおおッ！　うわぁああああああああっっっ!!」


    　激しい慟どう哭こくが喉のどを震わす。顔がぐしゃぐしゃになって、胸が痛いくらいに張り裂けそうで、歯は痒がゆい想いが行き場を失って荒れくるっていた。


    「お願い！　開いて！　私をここから出してッ！」


    　見苦しいほどに泣き喚わめき、くるおしいほどに懇こん願がんする。だけど奇跡は起きない。少女の力で開けることのできないドアは、固く閉ざされたままだ。


    「お願い、お願いよ!!　やっと戦う決心をしたの！　あいつに勝つことができるの！　開いて、開いてよ！　どうして？　どうして私の願いは聞いてもらえないのッ!!　こんなの酷ひどいよ。お願い！　もしも神様がこの世にいるのなら、奇跡を起こしてッ！　私の願いを聞いてよぉ！　うぁあああああぁぁん！」


    　真ま湖こはドアに縋すがるようにして崩れ落ちる。


    　もう、無駄だとわかってしまった。すべては手遅れなのだと理解してしまった。自分は何もできなかった。醜みにくく泣き喚くだけ、無力に嗚お咽えつをあげるだけだ。


    　この世に奇跡なんてない。神様なんて存在しない。暗く冷たい世界。涙と悲しみで醜く歪ゆがんだ現実。弱者は悲しむだけで、それは世界になんの変化も与えはしない。


    　顔を焦こがすように、後から後から熱い涙が湧わいてくる。誰にも届かない場所で、意味もなく嗚咽が喉のどを震わせている。やがてその激しい感情すらも燃え尽きるように収まっていく。


    　そして真湖は、それに気づいた。


    　──一匹の、蝶ちようがいた。


    　黒を基調とした翅はねに、透明な模様。この真っ暗な世界の中で、なぜかその姿ははっきりと認識することができた。
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    　真ま湖こは呆ぼう然ぜんとそれを見る。なぜこんなところに蝶ちようが？　しかも生きていた。幻げん想そう的てきなまでに美しい翅はねを優雅に動かしている。


    　この世界には、人間と化け物以外の生き物はいないはずだ。殺人鬼がそんなことを言っていた。けれど目の前には、確かに蝶がいる。


    　真湖の視線を十分に浴びた蝶が、次の瞬間、ふわりと舞い上がった。虹にじ色に光る鱗りん粉ぷんをまき散らしながら、沈黙を守る重厚なドアへと向かって飛んでいく。そして、まるで幻まぼろしだったかのように、固く閉じたままのドアの中へと消えていった。


    　──カチャリ。


    　続いて、乾いた金属音。


    「…………え？」


    　真湖は呆然と蝶が消えたドアを見つめていた。どこか現実感が湧わかない。真っ暗な部屋では、夢と現実が交こう錯さくしているかのようだ。


    　ややあって真湖は立ち上がり、ゆっくりとドアノブを回した。冷酷なまでに固く閉じられていたドアは、──あっさりと開いた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　斗と和わは一いち縷るの望みに[image: ]かけ、プール裏の事務所に来たのだが、予想したとおり、人面百足むかでの本体はどこか別の場所に移された後だった。


    　室内にあった死体に、斗和は思わず吐き気を催す。日向ひゆうが麗れい子こ。善人の皮を被かぶった山やま田だに好意を寄せていた女性。彼女は全ぜん裸らで正座させられ、切断された自分の首を膝ひざの上で抱きかかえていた。涙の跡あとを色濃く残した両目は、最さい期ごの瞬間まで何かを信じていたように思えた。ほかにも灰はい村むらの無む惨ざんな死体があり、斗和は胸の奥に鈍にぶい痛みを覚えた。


    　手製の槍やりを持っていくべきか迷ったが、両手を常に使えるわけではないので、やめることにする。先端の包丁だけでも持っていこうとしたが、もはや取り外す時間がなかった。


    （結局は、これか）


    　斗和は自分の右腕をまじまじと見た。半透明の腕。生命エネルギーの結晶。幻想の右手フアントムリーフ。切断面を完全に覆おおっているせいか、圧迫止血のように血を止めている。


    　正直、困惑している部分も大きいが、生命の危機を前にして、納得よりも理解を優先させていた。観察し仮説を立て、それを実証できたのなら、扱うぶんには問題ない。ここに来る道すがら、実際に試してみてわかったことは、大きく二つ。


    　一つは防御力。この腕はどんな攻撃を受けても損傷しない。霊体のときは当然だが、実体化してもそうだ。さらには痛みも感じないため、全力でぶん殴ることができる。


    　もう一つは実体化について。空気中や水中では実体化できるが、固体の中で実体化することはできない。つまり、山やま田だの体に霊体状態で腕を突っ込み、実体化して内側から破壊、という使い方はできないのだ。


    　時間が差し迫り、斗と和わは特段有効な準備をすることができず、事務所を後にした。観客席を上り、三階喫茶店前へと移動する。


    「斗和さん？」


    　そこで真ま湖こと出会った。


    「どうして、ここに？」


    　疑問を投げると共に、斗和は周囲を警戒する。


    「あいつはいませんよ」


    　真湖は静かに告げる。その表情はどこか満足げだった。斗和は違和感を覚える。明らかに泣き腫はらした跡あとがあるのに、恐怖に怯おびえるのではない、どこか高潔な雰ふん囲い気きがあった。常に陰いん鬱うつな表情を浮かべていた彼女とは違う、何かが吹っ切れたような感じ。


    「斗和さん、時間がありません。お願いです。何も言わず、私の言うことを聞いてください」


    「ノマちゃん？」


    　逆らいがたい空気を感じ、斗和は戸惑った。けれども悪意は感じない。まるで女神のような清らかなオーラすら感じる。


    「少しだけ腰を低くして、両目を閉じてください。私がいいと言うまで、絶対に目を開けないでくださいね」


    　斗和はじっと彼女の目を見るが、真湖は目を逸そらさない。そこには固い決意の表われがあった。本能的に悟る。これは重要なことだと。


    「わかった」


    　斗和は真湖の言葉に従い。ぎゅっと目を閉じる。そっと頰ほおに触れてくる彼女の手の感触。まさか、と思ったときには、唇くちびるに何か柔らかいモノを押しつけられていた。おそらくは彼女の唇。真湖の呼吸の熱を、頰が感じている。


    　斗和は驚いて目を開けようとしたが、即座に思い止とどまる。彼女の真剣な眼まな差ざしを思い出した。約束を破るようなことはしたくない。ややあって、彼女の唇が離れていく。


    「──いいですよ」


    　ゆっくり目を開けると、彼女の体を紺色の燐りん光こうが覆おおっていた。いや、それは目の錯さつ覚かくだったのかもしれない。どこか恥ずかしそうな笑みを浮かべる彼女の体は、今は光をまとっていなかった。山田も言っていたはずだ。真湖の異能力は使用済みで、元の世界に戻るまで使うことはできないと。


    「自分の意志で誰かにキスをしたのは、初めてです」


    　斗和は、その意味を考えようとして、やめた。


    「理由を聞いていいか？」


    「勝利の、おまじないです」


    　もしかしたら異能力による制限で、何も伝えることができないのかもしれない。ただ、彼女の温かい想おもいを感じた。今は、それだけで十分だ。


    「時間がない。俺おれはもう行く。──後のことは頼む」


    「はい。任せてください」


    　力強く言う真ま湖この態度に一瞬戸惑ったが、斗と和わも力強く頷うなずき返した。そして真湖と別れ、決戦の場所へと向かった。


    



    「こっちだ、少年」


    　ウミガメ水すい槽そう前まえに佇たたずんでいた山やま田だが、斗和の姿を見つけるなり、ついてくるよう促うながした。


    　無防備に背を向ける山田に飛びかかるべきか迷ったが、山田の鋭するどい眼光を受け、それが愚おろかな行動であることを悟る。この程度では、隙すきと呼ぶにも値しない。


    　山田はキーパースペースを通り、ドアを開けて外に出た。斗和も慌あわててそれに続き、そこが文字どおりの屋外であることを知る。


    　天井の代わりに薄暗い空が頭上を覆おおっている。左手には大海原。広大な海は緩ゆるやかに波を立て、その向こうには対岸の町並みが見えた。右手には白い壁、水族館の外壁だ。そして背後の塔屋の上には巨大なクレーンのレール。おそらく船で運んできた巨大な魚を、水槽ごと運ぶためのものだろう。


    　その下にはクーラーボックスが置いてあり、中には歩ほ肢しをもがれた人面百足むかでの本体がいた。あいつを倒せば、この世界から抜け出すことが可能だ。けれども本体の周囲には二匹の人面百足がいて、隙を突いてたどり着けるような感じではない。


    　それに気づいた斗和は、思わず声を漏もらしそうになった。二匹の人面百足は人間を補食していたのだが、それは御み手た洗らいの変わり果てた姿だったのだ。


    　だがショックを受けたのは一瞬で、斗和の精神はすぐにその状況を受け入れていた。


    「なぜ殺人鬼の言うことを聞く？　どのみち殺されることはわかっているだろう」


    　斗和は人面百足に向かって呼びかけた。もしもこれで反はん旗きを翻ひるがえしてくれれば、状況が好転するかもしれない。


    「ひそひそ……彼は強いしねぇ」


    「ざわざわ……あんたに味方するよりマシでしょ？」


    「ぼそぼそ……長い物には巻かれろじゃ」


    　どうやら死にたくないというよりは、強いモノに従うという本能が優先されているようだ。もう少し知性があれば、先の状況を判断できるはずだが、そこまで頭はよくないらしい。


    　斗和は無言で海側に近づき、手を伸ばす。無限の質量を押し返す見えない壁があった。ちょうどバルコニーの縁を囲むようなかたち。要はガラス張りの部屋にいるようなモノだ。


    「不思議なものだな、少年。ここでの出来事は、私にとって些さ細さいなモノでしかなかった。それなのに、いざ終わりを迎えるのかと思うと、物悲しさを感じる」


    　また挑ちよう発はつか、と斗と和わは思ったが、すぐにそうでないことに気づく。山やま田だは黄昏たそがれるようにして海を眺めていた。これは奴やつの本心。多くの人の死も、日向ひゆうがや御み手た洗らいたちの死も、一いち花かや銀ぎん河がを殺したことも、奴にとってはその程度のモノでしかないのだ。ギリ、と奥歯に力が入る。


    「ほう。いい表情をするようになったな。人殺しになる覚悟はできたか？」


    「──正直、俺おれは馬ば鹿かだった。どうしてこんな、わかりきったことを悩んでいたんだろうな」


    「ふはははは、まったくだ。……で、いきなりなんの話をしている？」


    「一花はやっぱり賢いよ。貴き様さまを悪だと断言し、躊ちゆう躇ちよなく殺そうとした。俺は、一花にそんなことをさせたくないと思っていた。だけど、それは無責任な考えだった。外部からの助けが来ないこの世界では、社会の仕組みも自分たちで作っていかなければならない。人を助けることも悪を排除することも、全部自分たちの責任で。──俺は逃げていた。外の世界では社会が悪を捕らえ排除してくれる。その状況に甘えていたんだ」


    「つまりは、〝人殺し〟になるということだな？」


    「違う。貴様を殺すということだ」


    「どう違う？　私は殺人鬼だが、人間だ。人を殺せば〝人殺し〟だろう」


    「知っているか？　山田。鯨くじらはな、魚じゃないんだよ！」


    「ほう、そいつはびっくりだ」


    　山田がおどけたように言う。


    「俺はその事実を知ったとき、到底信じられなかった。鯨の外見は魚そのものだ。だが鯨は、哺ほ乳にゆう類るいで肺はい呼こ吸きゆうだという。常識で考えれば、ありえないことだ。水中で暮らしているのに、肺呼吸なんだぞ！　けれどそれは厳然たる事実。どんなに姿形が似通っていようと、水中で暮らしていても、鯨は魚じゃない、哺乳類なんだよっ！」


    　山田は無言だ。薄い笑いを浮かべて、斗和の言葉を待っている。


    「どうやってその事実に気づき、どのようにしてこの奇妙な事実を受け入れたと思う？　──それが学問だ。徹底的に調べ、事実を積み重ね、真実を受け入れる。真剣に取り組んだからこそ、鯨は魚じゃないことに気づいた。唯ゆい一いつ、真剣に向き合った者だけが、違いに気づくことができる。もう一度言おう、山田。殺人鬼を殺すことは〝人殺し〟じゃないッ！　それは鯨を魚と言うようなモノだッ!!」


    「残念だが、私には違いがわからんなぁ」


    「だから貴様は、殺人鬼なんだ」


    　合図は不要だった。互いに高まった緊張が、自然と闘いの開始を告げる。


    　下へ手たな小細工は無用。斗和の体力はすでに限界に近い。時間が経過すればするほど勝機は遠のいてしまう。斗和は一気に距離を詰めると、全力で幻想の右手フアントムリーフを撃ち放った。


    　迸ほとばしるエネルギーの塊かたまりは、あっさりと漆しつ黒こくの闇やみによって防がれる。


    「これで確定だな。やはりそれは肉体ソーマの座の力。精神プネウマの座の力ではない神殺しの夜フエンリル・ナイトだ」


    「どういう意味だ！」


    「知りたければ、一撃入れてみろ。ゲームはまだ継続中だ」


    　斗と和わは右腕を霊体化させ、相手の懐ふところに潜もぐる。リーチの長い山やま田だ相手に、中途半端な距離をおくのは無意味だ。張りつくようにして、連打を叩たたき込むしかない。


    　息もつかせぬ斗和の連打を、山田は余裕でかわす。まさに殴りかかってくる小さな子をいなす大人の所しよ作さだ。向こうも毒の影響で動きが鈍にぶっているはずなのに、如何いかんせんレベルの差がありすぎる。


    　だが斗和も、巧妙に虚実を混ぜる。相手が斗和の右手をいなす瞬間、腕を霊体化し、すり抜けさせた。リズムを崩した山田に向かって、素早く脛すね蹴げりを放つ。攻撃を上に引きつけておいての、二重のフェイント。


    「見え見えだぞ、少年」


    　だが斗和の蹴りは床ゆかを蹴ってすぐに、山田の足の裏で止められる。そして、頭上から迫り来る圧倒的な死の予感。


    　咄とつ嗟さに、右手を実体化してそれを防ぐ。コンクリートの壁すらも切断する漆黒の爪つめは、斗和の右手でなければ防ぐことはできない。


    「脇わきが、がら空きだ」


    　膝ひざ蹴りが脇に突き刺さる。明らかに手加減した一撃だが、一瞬で息が止まる。その隙すきに山田の右手が、斗和の頭部を摑つかんでいた。


    「残り、三回だ」


    　山田は乱暴に斗和を放り投げる。床を転がる勢いそのままに、すぐさま立ち上がる斗和に向かって、今度は山田が猛攻を仕掛けてきた。すべてにおいて余裕がある動き。ゲームに飽きたのか、フェンリルの爪が斗和の皮ひ膚ふを引き裂いて鮮せん血けつを飛ばし、重く骨まで響くような打撃が、体にいくつもの痣あざを刻んでいく。


    「どうした？　残り二回だぞ」


    　呆あつ気けなくカウントを取られてしまった。斗和はそれでも果か敢かんに挑いどみかかるが、もはや以前のキレはない。鞭むちのようにしなる山田の蹴りを受け止めきれず、大海原へ向かって吹き飛ばされた。そのまま地上へ落下してしまいそうな錯さつ覚かくを覚え、ひやりと肝きもを冷やす。


    　しかし斗和の体は、激しい衝撃と共に空中で停止した。


    　見えない壁に叩きつけられたのだ。そんな斗和の喉のど仏ぼとけへ、山田が足の裏を押しつけて、呼吸を遮断する。


    「残り、一回。つまり、次で最後だ。ずいぶんと私の動きには慣れたみたいだが、まだまだ遠く及ばんなぁ」


    　山やま田だが足を下ろし、空中に縫ぬいつけられたようになっていた斗と和わの体が解放される。激しく咳せき込み、必死に酸さん素そを貪むさぼった。


    　頭が朦もう朧ろうとしている。体中に焼けるような痛みを感じているはずなのに、寒さむ気けが全身を覆おおっていた。体感の矛む盾じゆん。チカチカと世界が明めい滅めつする。気を抜けば、そのまま永遠の眠りについてしまうかもしれない。


    （ここまで、なのか？）


    　斗和は自問する。諦あきらめたくないという気持ちはあるが、理性のどこか冷静な部分で現状を受け入れていた。もはや感情が加速することはない。山田の執しつ拗ような攻撃は、斗和の精神にも深い傷をつけていた。


    （こんなところで、俺おれは──）


    『ったく、情けねえな』


    　快活な声が聞こえた。懐なつかしく、心に染み入るような声。体の気け怠だるい感覚すらも、どこか心地よく感じられた。


    『最強の異能力使いも、異能力がなけりゃ、このザマかよ』


    　からかうように言うのは、褐かつ色しよくの肌はだを持つ女性。クリーム色の長い髪に、頰ほおには何か模様のようなものが描かれている。


    『いいか。最近は奴やつらの中にも、無効化能力ア　ン　チを持つのが現れはじめている。異能力は確かにすげえ。なんせ、お父様より授さずかった力だ。だけど、無効化されたらそれまで。そんなことじゃ、あの御方を護まもることなんてできないぜ』


    　そうだ、と斗和は思った。あの人を護る。そのためにだけに、俺は生きているんだ。斗和は今にも動かなくなりそうな体に鞭むちを打ち、ゆっくりと歩を進める。


    「ほう。まだ戦う気力があるか、そうでなくてはつまらんなぁ、少年」


    　これは山田の声だ。けれどもその姿は、あの褐色の肌を持つ女性になっている。


    　いや、違う。意識が混こん濁だくしていた。現実と夢が交こう錯さくしている。実際に立っているのは山田。あの女性こそが幻まぼろしだ。


    『そうそう。体が動かなくなってからが、オーラ使いの本番だ。なんせ肉体なんざ、単なる物質マテリアでしかねえ。今ならできるんじゃねえか？　オレが教えたあの技が──』


    「少年、何を呆ほうけている？」


    　山田の科白せりふで、斗和は現実に返る。戦闘の最中に、半分意識を失っていた事実に驚きよう愕がくする。今の隙すきに殺されていてもおかしくはなかった。


    　頭がはっきりしてくる。五感が急速に感覚を取り戻し、周囲の状況を察知する。


    　目の前にいるのは、山田。最強の殺人鬼。


    　ゲームで得た仮かり初そめの命はすべて消費し、次の攻撃は斗和の命を奪うモノだ。策はなく、逆転の手も存在しない。


    「全力で来い、少年。己おのがすべてを[image: ]かけた攻撃に勝るモノはないぞ」


    　確かに奴やつの言うとおりだ。後はこの拳こぶしに[image: ]け、全力で攻撃するしか道はない。


    「私も徒いたずらに長引かせるつもりはない。このフェンリルの爪つめで、少年を貫つらぬいて終わりにしよう」


    「ならば俺おれは、この右手で貴き様さまのその澄ました顔をぶん殴る！」


    　精神が限りなく集中していく。半透明の腕が力強く拳を握る。おそらく、これで勝負が決まる。最さい期ごに、なんとしても一いつ矢し報むくいたい。


    （一いち花か、天あま音ね川がわ、笠かさ根ね木ぎ、ノマちゃん、師匠ッ！　俺に力を貸してくれ！）


    　体に力が甦よみがえる。すでに限界を迎えたはずの肉体が、力強く躍動をはじめる。呼吸を整え、戦いのリズムを測る。緊迫した空気と切迫した闘気が混じり合い、精神を加速させる。


    　飛び出したのは、ほぼ同時。


    　すべてを覆おおい尽くす圧倒的な闇やみと、かすかな輝かがやきを灯ともす光とが、急速に距離を縮める。神殺しの夜フエンリル・ナイト対、幻想の右手フアントムリーフ。


    　斗と和わが全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて右の拳を放つ。その刹せつ那な──。


    「遅いぞッ！　少年ッ！」


    　漆しつ黒こくの爪が、斗和の左胸を貫いた。


    　力が急速に抜け落ちていく。生命を維持するための、大切な何かが失われたことを知る。禍まが々まがしくも巨大な闇が、体の中心から生えていた。


    　猛烈な何かが迫せり上がってきて、喉のどを押し広げて口から飛び出す。血だ。どす黒く、塊かたまりのような血。死の予感を色濃く孕はらんだ液体。


    　斗和は山田の腕に縋すがりつきながら、必死に足を動かした。崩れ落ちそうになる体を気力だけで堪たえて、山田をその場所へと誘導する。


    「どこに行く気だ？　少年」


    　質問というよりは、[image: ]ちよう笑しようするかのような声。


    　それを無視して、斗和は移動する。山田の腕を体に突き刺したまま、意識が混こん濁だくしながらも最期の力を振り絞り、ようやくそこへたどり着くことができた。


    　見えない壁。


    　一いち縷るの望みを託し、斗和は自分の背中から突き出た漆黒の爪を、その壁に触れさせる。


    　変化は、何も起こらなかった。


    「その発想は悪くない。だがな、この見えない壁は異能力によるモノではないのだよ。いや、壁というのも間違いだ。なにせ、この向こうには何も存在しないのだから。壁ではなく、世界の果てなのさ」


    　斗和にはもう、山田の科白せりふが聞こえていなかった。


    　その瞳ひとみは光を失い、呼吸も止まっていた。


    　斗和の肉体はすでに、その生命活動を終えてしまっていたのだ──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　連絡を受け、シュレディンガーは慌あわただしく、その部屋へと駆かけ込んだ。じりじりとした焦あせりと苛いら立だちを覚えている。


    「欠片パーシユがまた消しよう滅めつしたというのは、本当か？」


    　低い声で脅おどすように尋ねた。下へ手たな言い訳をしたら、そのまま殺すぞという殺気を隠す気もなく発する。


    「ええ、本当ですよ。ですが、システムに異常はないんですよね。まったくもって原因不明ってやつです」


    　土色の髪に翡ひ翠すい色の瞳ひとみを持つ少女は、どこか他ひ人と事ごとみたいに答えた。


    「今すぐ殺されたいのか？」


    「え？　今の、どこか怒るとこありました？　わからないことに、わからないとすぐさま答えるのは重要なことですよ。知ってるか訊きいただけなのに、『調べるから待ってて』と下手にやる気を出されて、かえって面倒になってしまった経験とかないですか？」


    　こちらの殺意に対しても、飄ひよう々ひようとした態度で返す。食えない人間だな、とシュレディンガーは思った。


    「この人間は、大丈夫なんだな？」


    　シュレディンガーは強化ガラスの向こう、透明な円筒の中に浮かぶ少女の姿を見る。ヘッドギアが頭部を覆おおっているため、彼女の表情を覗うかがうことはできない。


    「大丈夫ですよ。初代に影響があるようなら、すぐにでもシステムを停止させますから」


    「彼女はなんと言っている？」


    「あ、メールの返信来てますね。『心配無用』だそうです」


    「行ってくる」


    　シュレディンガーは短く言い放つと、部屋を出て、彼女がいる奥の部屋へと向かった。無機質な金属の廊下に、人工植物が植えてあるのを見ると、なんとも収まりの悪い気持ちになる。


    「おい、俺おれだ。話がある。入れて──」


    　すべてを言い終わる前に、プシューという空気の抜ける音と共に、スライド式のドアが開く。シュレディンガーは内心で腹立たしく思いながらも、黙って中へと足を踏み入れる。


    　部屋の中央には、巨大なリクライニング式の椅い子すがあり、そこに一人の少女が、ほぼ仰あお向むけの格好で座っていた。


    　頭部にはヘッドギア。鼻から上が隠されているため、その表情は見えないが、全体的に小柄な体たい躯くと幼おさない口元が、少女の外見が人間でいえば十歳くらいであることを示している。髪の色は鮮あざやかな紫パープルで、いくつものリボンやヘアーアクセサリーが複雑に髪を編み上げていた。


    「心配無用だってメールしたのに、どうして来たのさ？」


    　声こわ色いろも幼おさなく、キンキンと耳に響いてくる。


    「すまねえな。猫の心臓はあんたよりも小させぇんだ。心配するなと言われると、かえって不安になっちまうモノなのさ。なぁ、頼むよ、フェルマー。何が起こったかだけでも、教えてくれねえか？　知ってるんだろ？」


    「きゃきゃきゃきゃっ！」


    　フェルマーと呼ばれた少女は、奇っ怪な声をあげて笑う。シュレディンガーは思わず声を荒らげたい気持ちになったが、我慢した。彼女の機嫌を損ねるわけにはいかない。


    「シュレちゃんは心配性だなぁ。でも大丈夫だよ。だってあれは異常事態でもなんでもないんだから」


    「回収したはずの欠片パーシユが二度も消しよう滅めつしたのに、異常じゃないと言うのか？」


    「そうだよ。だって、あれは異能力によるモノだもん。その効果以上のことは起こっていない。だから問題なんてない。理解した？　シュレちゃん」


    「異能力だと？　──まさか？」


    　シュレディンガーは遅ればせながら、その可能性に思い当たる。


    　大変レアな異能力で、その存在は嫌でも知っていた。確かにそれならば、これらの現象もすべて説明がつく。


    「そうさ。異能力の名は、時をかける接吻ダイ・トリツパー」


    　フェルマーがヘッドギアの下、さも愉快そうに口元を歪ゆがめて言う。


    「──時間を、巻き戻す能力さ」

  


  
    



    　　　第十章　その金色は咆ほう吼こうを放つ


    



    　ふと、誰かに名前を呼ばれているような気がした。


    　五感よりも先に意識が覚かく醒せいしているような奇妙な感覚。どこか懐なつかしい気持ちになる。


    「斗と和わさん」


    　はっきりと声が聞こえて、斗和はうっすらと目を開けた。


    　目の前には真ま湖この顔。覆おおい被かぶさるようにして、こちらを覗のぞき込んでいる。


    「ノマ……ちゃん？」


    　どうして彼女がここに？　そう思ったところで、壮絶な死の記憶を思い出す。急速に意識が覚醒してきた。あたりを確かめようとして、ここが不思議な場所であることを知る。


    　澄んだ海のように、鮮あざやかな青の世界。白い波が時折視界を走り、空間に幾き何か学がく模様を広げていく。ここが死後の世界なのだろうか？


    「ノマちゃん、まさか君も？」


    　優しい笑みを湛たたえる真湖に向かって、斗和は尋ねる。真湖の髪は水中に浮かぶようにたゆたい、首から下は周囲と一体化したような青となっていた。服は着ていない。透明な輪りん郭かくが、かろうじて彼女の姿をかたどっているが、腰から先は輪郭すらもなくなっている。


    　それは斗和も同じだった。白い波が斗和と真湖の体の中にも幾何学模様を作り、自分がこの世界に溶け込んでいるのだという事実を教えてくれる。


    「違いますよ。斗和さんは、まだ死んでいません。ここは私たちのいる時空から外れた場所、……みたいです。詳しいことはわかりませんけど」


    　真湖がくすりと笑って言った。そして真剣な表情をする。


    「斗和さん。時間がありません。私の話をよく聞いてください。たった今、私の異能力が発動しました。斗和さんはこれから、過去の世界へと戻ります」


    　絶句する斗和に向かって、真湖が淡々と説明をはじめる。


    　能力名は、時をかける接吻ダイ・トリツパー。自分以外の誰か一人を同行人ラベンダーに指定し、共に過去へ跳躍する能力。時間跳躍は真湖の自由意志ではなく、同行人ラベンダーが死ぬことにより自動で発動する。そして真湖本人は、自分の異能力と前の世界で知りえた情報については、この新たな世界で開示されるまで、他人に伝えることができないそうだ。


    「本当は丸一日くらい戻ることができるのですが、この見えない壁に囲まれた場所は時間的にも空間的にも切り取られているみたいで、戻る場所と時間は、見えない壁に閉じ込められた直後となります。三周目の、世界です」


    「三周目？　……まさか？」


    　斗和は、その意味を理解する。山やま田だは言っていた。真湖の異能力は一度発動済みだと。ならばその対象は？


    「そうです。一回目の同行人ラベンダーは、あの殺人鬼。私とあいつは一周目の記憶を持ったままで、二周目の世界──たった今まで斗と和わさんがいた世界にいたんです」


    　それでか、と斗和は思った。山やま田だが、やけに斗和たちの事情に詳しかった理由。真ま湖この感情が異様に憔しよう悴すいしきって麻ま痺ひしていたわけ──。


    「あいつは私を脅おどして、無理やり同行人ラベンダーとなりました」


    　神殺しの夜フエンリル・ナイトには、山田の腕が届く距離にきた人物の異能力を自動で分析アナライズする機能がある。それで真湖の能力の種類と発動条件を知られてしまったらしい。


    「ちょっと待て。君の異能力は同行人ラベンダーが死なないと発動しないんだよな？　だったら山田は──。そうか、クッシーか？」


    　真湖は頷うなずき、一周目の世界では『保険がなくなる』と言って、山田が異能力を使わなかったことを話す。そのせいで山田は、一いち花かの憑ひよう依いした深海探査機クッシーに負けたのだ。しかし、自由に神殺しの夜フエンリル・ナイトを発動できる三周目の世界では、クッシーといえども山田を倒すことはできない。二周目の世界と同じ結果になるだけだ。


    「──斗和さんは、〝復元力〟という言葉を聞いたことはありますか？　時間跳躍という現象に必ず付ふ随ずいする宇宙の法則。何度やり直しても、必ず同じ結果になってしまうという因いん果が律りつの収束範囲のことです」


    　三周目の人々の言げん動どうは、この復元力により、前の世界の影響を色濃く受ける。つまり、前の世界と同じ行動をとってしまうのだ。当人の思考や行動だけではない。怪け我がの内容や、サイコロの目などの〝結果〟にまで影響を及ぼすらしい。それはあの殺人鬼さえも例外ではない。


    　けれど、唯一その復元力に抗あらがうことができる存在がある。それが未来の記憶を持つ者。先に起こる出来事を知っている彼らは、容易に過去を変えることができるのだ。


    「変えられる過去を『未来』、絶対に変えることができない過去を『運命』と呼んでいます。斗和さんにとって何が『運命』で、どれが『未来』に当たるのかは誰にもわかりません。もしもそれを言い当てられる人がいたら、その人は──。すみません、話が逸それました」


    　申し訳なさそうに言って、真湖は話を続ける。


    「三周目の世界では、斗和さんの行動が『未来』に影響を与えます。つまり、あの殺人鬼を倒すことも、みんなを、一花ちゃんや銀ぎん河がさんを救うこともできるんです」


    　真湖の科白せりふは複雑な響きをもって、斗和の精神を揺さ振ってきた。


    　──もう一度、あの世界をやり直す。


    　途端に喉のどを締め上げるような恐怖が襲おそってくる。見えない壁に閉じ込められ、人じん外がいの化け物たちに喰くい殺される世界。抗う術すべさえわからない残ざん虐ぎやく非ひ道どうな殺人鬼の存在。再び、一花や銀河を失うかもしれないと思うと、想像するだけで胸が張り裂けそうになる。


    　だが同時に、熱く滾たぎる炎のようなモノが胸の奥で燃え上がっていた。この世界から、みんなを無事に帰すことのできる可能性。そのためなら、この命すら惜しくないと思った。


    　わずかな希望。細い蜘く蛛もの糸のようなそれを、斗と和わは摑つかむことができたのだ。


    「けれど注意してください。未来の記憶のない人たちは、復元力の影響を強く受けますが、同時に過去改変の影響も受けるんです。だから、前とまったく同じ未来になることは、まずありません」


    　その理屈は理解できた。たとえば斗和が、人面百足むかでの分身の弱点は頭部だと放送すれば、多くの人たちが行動を変え、生き残れる人の数も増えるだろう。


    　ただ真ま湖こ曰いわく、意識して過去を変えないようにしても、それは無理なのだそうだ。未来の記憶を持った者が過去に来ただけで、過去改変は行われてしまう。まったく同じ未来は存在しないし、そこに斗和の意志は介入できない。


    「俺おれが前と同じ行動をとれば、そのぶん『未来』への影響は少なくなるのか？」


    「はい。基本はそうです。ですけど、何をどれだけ変えたら、『未来』をどれだけ改変してしまうのかは、誰にも予測はできません」


    　斗和は頷うなずいた。カオス理論にも、確かそんな概念があったはずだ。


    　それに過去を変えることができる立場にいたとしても、変える力がなければ、それを為なすことはできない。山やま田だを倒す力がなければ、山田を倒す『未来』はやってこないのだ。失敗は許されない。真湖の異能力は、一度しか使えないのだから。……一度、だって？


    　斗和は驚いて、真湖の顔をまじまじと見た。


    　そうだ、彼女の異能力は一度きりのはず。どうして、再び発動できたのか？　過去に戻ると回数が回復する？　いや、そんなはずはない。そんな単純な理由なら、山田が見過ごすわけがない。ざわりと嫌な予感が、斗和の胸に広がっていく。


    「ノマちゃん。君の異能力は一度しか使えないんだよな？」


    　やや躊躇ためらってから、少しだけ悲しそうな表情になって、真湖はこくりと頷いた。


    「ただし、代価を支払うことによって、もう一度だけ発動させることができるんです。あいつの異能力でも知ることのできなかった秘密。──代価は、私の命です」


    　衝撃が頭を揺さ振った。青に染まった体に無数のさざ波が走ったような気分になる。彼女の託した想おもいの強さ、その覚悟を知る。


    「勘違いしないでください。隠していたのは、死にたくなかったからです。それがバレたら、無理やりもう一度使うよう脅おどされると思ったから──」


    「どうして俺なんかに？」


    　思わず悲痛な声を漏もらしてしまった。彼女の異能力は『未来』を変えるという強力なものだ。同行人ラベンダー次第では、山田さえも倒せるはず。この世界を抜け出し、もっと相応ふさわしい人物に託す選択肢もあっただろう。どうして、なんの力もない自分を選んだのか？


    「斗和さん、だからです。きっと私の人生において、斗和さん以上の人は現れない。斗和さんならきっと、『運命』さえも変えてしまうかもしれません」


    　斗と和わは何も言えなかった。これ以上の「なぜ」は必要ない。異能力が発動してしまった以上、彼女の信頼に応こたえるしかないのだ。


    「斗和さん。私は、死ぬのが怖いです。正直、死にたくありません。あの日、通り魔事件に遭あったときから、私は止まることを忘れた機械のように生きてきました。母の願いが、私に死ぬことを許さなかったんです。でも、今は違います。自分の意志で、心の底から生きたいと思っています。この世界で死んでも、まだ大丈夫なんですよね？　眠るだけなんですよね？　私、待っています。斗和さんが私を起こしてくれる日を。何日だって、何年だって、何百年だって。だから、全然怖くなんてありません。斗和さんのことを信じてますから」


    　そんな真ま湖この科白せりふに、返すべき言葉は一つしかない。


    「ああ、約束する。きっと、君を救ってみせる」


    「はい」


    　真湖は笑え顔がおで大きく頷うなずいた。


    「そろそろ時間です。どうやら私の持つ記憶も、斗和さんと一緒に三周目の世界に行っちゃうみたいですね。この記憶は、一いち花かちゃんへ渡しますね」


    「待て！」


    　斗和は反射的に叫んでいた。思考が急速に回転する。これは重要な選択だと、直感が警けい鐘しようを打ち鳴らす。


    「君の記憶を引き継ぐ相手は、選べるのか？　その場合、その人は二周目の記憶も持っているんだな？」


    「選べますし、おそらく一周目の記憶から引き継がれるはずです」


    　斗和の剣幕に驚いたのだろう、真湖が戸惑いながら答えた。そんな彼女に向かって、斗和はある人物の名前を告げる。その人物に記憶を託すようにと──。


    「では、斗和さん。しばらくの間、さよならです」


    「ああ。絶対に君を目覚めさせる。それまで、さよならだ」


    　意識が猛烈に膨ふくれ上がる感覚がして、斗和は三周目の世界へと移動した。


    



    　一瞬で意識が覚かく醒せいした。麻ま痺ひしていたかのような五感が、敏感に周囲の情報を察知する。ここはパノラマ大だい水すい槽そうの脇わきにあるトイレの前。紺こん野の氏の死体を確認した直後だ。


    「斗和……くん？」


    　目の前には不安げな表情をする銀ぎん河ががいた。殺人鬼によって無む惨ざんに殺された少女。だが彼女は今、生きている。子犬みたいに震えながら、斗和の服をしっかりと摑つかんでいた。


    　途端に何か熱いモノが込み上がってきた。様々な想おもいが津波のように押し寄せる。思わず彼女を抱き締めそうになるが、彼女を驚かせるだけだと思い、自制する。


    「天あま音ね川がわ。今から信じられないことを話すけど、どうかすべてを信じてほしい」


    　銀ぎん河がの両肩を摑つかみ、斗と和わは真剣な眼まな差ざしで言った。そのときだ。遠巻きに見ている人垣を搔かき分けて、誰かがやってくる気配がした。


    「篤あつ志し、どうしたんだよ？」


    「笠かさ根ね木ぎ、待つのです」


    　笠根木だった。剣けん呑のんな顔つきに、肩で息をして、じっとこちらを睨にらみつけている。その後ろには、彼の友人である多た摩ま川がわ、宇う佐さ院いん、原はら田だの姿があった。


    「ちょ、何よ？」


    　互いに睨み合う斗和と笠根木を交互に見て、銀河が戸惑った声をあげる。


    　そんな彼女を押しやるようにして、斗和は前に進む。対する笠根木も無言で近づいてきた。だんだんと早足になり、駆かけ寄るみたいになる。


    「斗和ッ！」


    「笠根木ッ！」


    　そして二人は、激しく抱き締め合った。


    「────ふへ？」


    　銀河の間抜けな声。


    「────ぬぼッ！」


    　宇佐院が奇声を発する。


    　そんな周囲の空気を無視して、斗和は笠根木の体温を感じた。先ほど込み上げてきた感情が、堪こらえきれずに涙となって頰ほおを伝う。それは笠根木も同じだった。


    「すまねぇ、斗和。俺おれが馬ば鹿かだった」


    　笠根木が斗和から体を離し、無念そうな表情で言う。


    「記憶があるんだな？」


    「ああ。それと、あの子の記憶もここにある」


    　笠根木が自分の胸を、どんと叩たたく。通常、記憶は脳に宿るものだが、笠根木の言わんとすることは理解できた。真ま湖この記憶。そして彼女の願いと祈りは、笠根木の中で魂たましいと同化して生き続けている。


    「確認するぞ、笠根木。おまえは俺のなんだ？」


    「決まってんだろ。俺は、おまえの右手だ！　なんでも命じてくれ、斗和。俺の命は、俺のすべては、おまえのモノだ」


    　笠根木が右腕を前に突き出してくる。斗和も右腕を前に出し、バッテンをつくるように交差させた。


    「ちょっと、待ったッァアアア!!」


    　銀河が大声をあげ、斗和と笠根木の間に入り込むようにして、二人を引き離す。


    「っていうか何ッ！　なになになにッ！　なんなのいったいッ！　キミはさっきまで、斗と和わくんのこと、あんなに嫌っていたじゃないッ！」


    　確かに事情を知らない銀ぎん河がからしたら、笠かさ根ね木ぎの態度は違和感の塊かたまりでしかないだろう。動揺するのも頷うなずける。


    　笠根木はじっと銀河の顔を見つめていた。複雑な表情が示すとおり、内面も複雑なのだろう。笠根木は真ま湖この記憶と共に、銀河に対する感情まで引き継いでいる。


    「銀河。その……ありがと、な」


    「キモキモキモキモッッ!!　鳥とり肌はだ立ったじゃないッ！　っていうか、なんで下の名前呼び捨てなのよッ！」


    「篤あつ志し。どうしちゃったんだよ？　……ちょっとだけショックかな」


    　多た摩ま川がわが少し泣きそうな顔で、笠根木の腕を後ろへと引っ張る。空色の髪に紺色の瞳ひとみ。どこか中性的な雰ふん囲い気きのする男子だ。


    「笠根木、正気に戻るのです。あとタマタマもなんか怪しいから、笠根木から離れるのです」


    　宇う佐さ院いんが声を荒らげ、多摩川を引き離そうとする。灰色のロングに、ややジト目気味の鳶とび色の瞳、頭部にはウサギの耳を思わせるようなリボンをつけていた。


    「う～ん。よくわからないけど、笠根木は斗和のことが好きになったのか？」


    　先ほどから難しい顔をしていた原はら田だが、唐突に質問した。若葉色の髪に鼠ねずみ色の瞳。常に眠そうな感じで、しゃべり方もどこかぶっきらぼうだ。

  


  [image: ]


  
    　彼女の科白せりふに、銀ぎん河がと宇う佐さ院いん、そして多た摩ま川がわがびくんと背せ筋すじを伸ばす。


    「ば、馬ば鹿か野や郎ろうっ！　好きとか、そんなんじゃ……」


    「それはない」


    　なぜか言い渋っている笠かさ根ね木ぎに代わり、斗と和わが断言する。好き嫌いの感情ではなく、笠根木とは同じ目的を持つ仲間だ。協力し、化け物と殺人鬼から、一人でも多くの人々を護まもらなければならない。


    「そ、そうだよな。あんなことをしておいて、今さら……」


    　あんなこととは、山やま田だに唆そそのかされて斗和の右腕を切断したことだろう。


    「言ったろ？　笠根木。おまえの気持ちなんて必要ない。おまえはただ、黙って俺おれの言うことを聞いていればいいんだ」


    「ちょっ、キミは何言ってんのッ！」


    「危険なのです。この男、最大級に危険なのです。バイオハザードなのです」


    　斗和の真ま面じ目めな科白に、事情を知らない二人が騒がしい声をあげる。


    　斗和は正直、もう少しこの空気を感じていたい気分だった。すでに非日常の世界に足を踏み入れているが、日常の気配が色濃く残っている。凄せい惨さんな結末を知っているからこそ、後ろ髪を引かれる思い。けれども、それは許されない甘えだ。


    「笠根木、時間がない。もうあんな思いはしたくないはずだ。ノマちゃんがくれた奇跡を無駄にはできない」


    　笠根木は真剣な表情で頷うなずき返し、宇佐院たちのほうへ向き直ると、深々と頭を下げた。


    「みんな、頼む。いろいろ疑問はあるだろうが、今は黙って斗和の言うことに従ってほしい。すぐに事情は説明するから。頼む！」


    　彼の真しん摯しな態度に、彼女たちは息を呑のんで剣けん呑のんな空気を察する。


    「天あま音ね川がわ、君もだ。頼む。これは、紺こん野の真ま湖こちゃんの願いでもある」


    　唐突に出た真湖の名前に、銀河は驚きよう愕がくの表情を浮かべた。


    



    　斗和は笠根木の持つ真湖の記憶を頼りに、一いち花かとの合流を果たし、次にスナメリ水すい槽そう横よこの階段へと移動する。半ば物置と化している階段の脇わきのスペースに、膝ひざを抱えるようして真湖は息絶えていた。傷などなく、まるで眠っているようにも見える。


    「ノマちゃん……。うぐっ、うぇえ～ん」


    　一花が顔を歪ゆがめて、斗和の腹に顔を埋める。最初は信じられず、真湖の体を揺すっていた一花だったが、目の前の冷たい現実は、残酷な事実を否いや応おうなしに理解させてきた。真湖のことを知った銀河も、強いショックを受けたらしく、ぼろぼろと大粒の涙を流している。


    「時間がない。移動するぞ」


    「ああ、そうだな」


    　真ま湖この遺体を抱きかかえながら言った斗と和わの科白せりふに、笠かさ根ね木ぎだけが答える。ほかの全員がぎょっとした視線を向けてきた。あまりにも冷たい二人の態度を批ひ難なんしているのだろう。


    「笠根木は、本当に笠根木なのですか？」


    　宇う佐さ院いんの科白に、笠根木が憂ゆう鬱うつな表情を浮かべた。多くの死を目にし、いくつもの絶望を体験してきた斗和と笠根木は、死を悲しむ感情が麻ま痺ひしている。


    　戸惑う一いち花かたちを連れて、ショープール裏の事務所へ到着する。そこで化け物のこと、今は三周目の世界であり、前の世界では山やま田だによって皆殺しにされたことを、手短に話した。時をかける接吻ダイ・トリツパーの発動者でないためか、笠根木の言げん動どうには制限はない。


    　唐突な話にみんな戸惑っていたが、斗和も笠根木もそんな冗談を言うタイプではなく、しかも啀いがみ合っていた二人が協力していることで、しぶしぶながら納得してくれた。


    「俺おれたちが生き延びる術すべは、一つしかない。山田が殺人鬼として殺さつ戮りくを開始する前に、すべての化け物を倒し、この世界から脱出することだ」


    　師匠は言った。殺人鬼とは戦うなと。それは三周目の世界でも同じだ。如い何かに策を用いようと山田を倒すことはできない。ならば逆転の発想。山田ではなく化け物を倒すのだ。


    　そのためにクリアしなければならない項目は三つ。笠根木と一花の覚かく醒せい。山田にこちらの狙ねらいがバレないこと。そして、化け物たちの攻略だ。


    　一つ目の項目は、すぐにクリアできた。記憶を持つ笠根木はすでに覚醒済みだったし、奔放なる無垢スカイクラツドの説明をしたところ、一花もすぐに覚醒できた。元々覚醒に近い状態だったらしいが、復元力の影響もあるのかもしれない。


    　次の項目について、斗和は山田の「鬼ごっこ」を利用することを皆に説明した。前回の真湖のポジションに笠根木が入り、一花と二人で山田から逃げる。表向きは逃げているが、その裏では二人で協力して、化け物を倒して回るのだ。


    「ちょっと待つのです。どうして笠根木が戦うのですか？　おまえは何をするのですか？」


    　斗和の説明に宇佐院が抗議の声をあげる。


    「仕方ねえよ。化け物を倒せるのは異能力者だけだ」


    　笠根木の言葉に、斗和は歯は痒がゆい思いを抱いだいた。自分に異能力があれば、彼らだけを戦わせずに済むのだ。何度か試してみたが、幻想の右手フアントムリーフは発現しなかった。実在の腕の感覚があまりにも強すぎる。


    　それ以前に、斗和には化け物と戦えない理由があった。自分にしかできない、もっと重要な役目がある。


    「俺は、山田と行動を共にする」


    「──まさか、おまえ!?　奴やつのそばがどれだけ危険かは、おまえもよく知っているだろ！」


    　反応したのは笠根木だけだ。真湖の復元力に関する記憶から、斗和の意図を理解したのだろう。ほかのみんなは、よくわかっていない表情をしている。


    「ちょっと、なに二人だけで盛り上がってるのよ。私たちにもわかるように説明してよ！」


    　銀ぎん河がが苛いら立だったように言った。


    「山やま田だがこちらの作戦に気づいた時点で、俺おれたちの負けだ。止める術すべがない。だからこっちとしても、奴やつの動きを牽けん制せいする必要がある。そこでだ。復元力を利用する」


    　いくら山田が人間離れした殺人鬼といえども、復元力という宇宙の法則には敵かなわない。つまり、斗と和わが前回と同じ行動をしている間は、山田も前回と同じ行動をとるのだ。


    　すなわち、斗和と一緒に行動をしている限り、山田は善ぜん人にん面づらを貫つらぬき通し、他人に危害を加える行為を自重するはず。さらには化け物を倒して回る一いち花かと笠かさ根ね木ぎから、遠い位置にも誘導できる。どこでどの化け物を倒すかは、未来の情報から大まかに決めることができた。


    　だがそれは、危険極まりない行為。どの過去改変が、殺人鬼にどんな影響を与えるかは、誰にもわからない。斗和は、真っ先に殺される可能性があるのだ。


    「あのさ。斗和と一花が出会えば、その『鬼ごっこ』とやらは勝ちなんだろ？　待ち合わせ場所でも決めとけば、ゲームに勝てるんじゃないのか？」


    「あいつが約束を守ってくれるなら、そりゃあ、いい作戦だろうぜ」


    　原はら田だの指摘に、笠根木が皮肉ったように言う。斗和もその方法には気づいていたが、リスクの高い[image: ]かけでもあった。やるとしたら、化け物を倒すことに失敗した後だろう。


    「一花、状況は理解できたか？　この作戦は、一花の双そう肩けんにかかっている。それがノマちゃんの願いでもあり、彼女の仇かたきを討つことなんだ。頼む、みんなのためにも戦ってほしい」


    　斗和は胸が締めつけられる思いだった。護まもると言った自分の妹を、戦いの最前線へ送り出さなければならない。こんな小さな体に、自分たちの命を託さなければならないのだ。


    　寧ね々ね音ねのことを思い出す。あの過ちをもう一度しているのでは、という不安が湧わき上がる。もしも一花が拒否するならば、その意志は尊重しようと思った。矛む盾じゆんした心理だが、みんなが生き延びるためとはいえ、戦いを強制するような真ま似ねはしたくない。


    「うん、わかっ……た。一花はお馬ば鹿かだけど……、お兄ちゃんが、正しいと思うし……。みんなやノマちゃんのためなら、頑張る……よ」


    　一花がぐすぐすと涙ながらに答える。


    「ありがとう、一花」


    　いまだ肩を震わせている妹の体を、斗和は優しく抱き締める。だが同時に、残酷な決断をしなければならないと思った。斗和は笠根木へと視線を送る。


    「ああ。真ま湖こちゃんの声を聞いたよ。そのほうがいいってさ」


    　半ば諦あきらめたような表情で笠根木は答えた。斗和はまだ言葉を発していなかったが、その必要性を感じた真湖の遺志が、笠根木にそのことを伝えたのだろう。


    　笠根木は、死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミスを発動させ、真湖の死体から大おお鋏ばさみを取り出す。それは、その目的を果たすのに最適な武器。真ま湖この決意の表れでもあった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　世界は騒々しいまでの地獄と化していた。無数の人々による叫きよう喚かんが、ざわざわとした不安を笠かさ根ね木ぎの心に与えてくる。人の死に慣れ、凍りついた感情の内側にさざ波を立てる。


    　笠根木はドアの向こうに一いち花かを待たせると、真湖の遺体を床ゆかに置き黙もく禱とうを捧ささげた。そして大おお鋏ばさみで真っ二つに切断し、無む造ぞう作さに転がるほかの死体に紛まぎれさせる。どの死体もシャバにやられており、バラバラの肉にく塊かいとなっていた。


    「ノマちゃんに何したの？」


    　ドアを出てきた笠根木に向かって、一花が不安そうに問いかける。


    　笠根木は質問に答えることができなかった。けれど大鋏についている血を見て事情を察したのだろう。一花が再びしゃくりあげる。


    　なんと声をかけてよいか、わからなかった。真湖の亡なき骸がらを傷つけなければ生き残れない自分に、忸じく怩じたる気持ちとなる。笠根木は大鋏を近くの小部屋に隠すと、必死に涙を堪こらえようとする一花を連れて移動する。


    　どこかひんやりとした空気の流れるバックヤード。前回、真湖たちが鬼ごっこのゲームを提案された場所。客たちは出口に向かっているため、ここには笠根木たちしかいない。


    　どれくらい時間が経たったのだろう。ふと人の気配を感じた。


    「ほう。これは予想外の組み合わせだな」


    　凍いてついた手で心臓を鷲わし摑づかみにされるような衝撃が走る。本能が鳴らす警けい鐘しように、眩暈めまいがしそうになった。


    　殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろう。


    　久し振りに会った殺人鬼は、まるで怖い夢を見ているかのように純粋な恐怖の塊かたまりをぶつけてくる。その後ろには、青ざめた表情の日向ひゆうが麗れい子こ。前回と同じだ。復元力による影響なのか、山田は最初から殺人鬼として姿を現してきた。


    「なんだ。あんたたちかよ」


    　笠根木はぶっきらぼうに言って、周囲を警戒する仕草をした。平静を装よそおってみたが、心臓が破裂しそうなほど緊張している。顔を合わせた状態では、間違いなく演技を見破られるだろう。はやく正体をバラしてほしいと祈った。


    「紺こん野の真湖はどうした？　私の予想では君と一緒だと思ったんだがな？」


    「ノ、ノマちゃんは……」


    　一花が堪たまらず泣き出してしまう。誰が見ても、真湖の身に何かあったと思う反応だ。


    「まさか、死んだのか？　ここにいる魂を狩る幻想生物ソウルテイカーからの逃げ方は教えておいたんだがな、運のない奴やつだ。で、死体はどこにある？」


    「地下展示場への入り口のところだ。そこで、真っ二つになっている」


    　答えたのは笠かさ根ね木ぎだ。声がやや震えてしまった。


    「ふむ、老ろう婆ばの化け物か。惜しい能力だったが、まあ仕方がない。一応、後で死体だけは見ておくか」


    　山やま田だの科白せりふに怒りを覚えながらも、笠根木は自分たちの判断が正しかったことを知る。山田が真ま湖この居場所を知りたがるのは予測できた。「知らない」と噓うそをつく手もあるが、一いち花かの様子からそれは無理だと判断する。そのため真湖の死体を隠すより、シャバに殺されたよう偽ぎ装そうすることにしたのだ。


    　事実、一瞬で真湖の死を悟られてしまった。あの判断がなければ、今頃ゲームオーバーだったはず。それでも不安の種たねは残る。切断面から鋏はさみが凶器だと気づかれてしまったら、その時点ですべては終わる。奴がどこまで調べるかは[image: ]かけでしかない。


    　そのときだ。バックヤードに二人の男女が飛び込んできた。そして前回と同じように、男のほうは山田の犠ぎ牲せいとなる。


    「さて、自己紹介が済んだところで、私が君らの前に姿を現した理由を告げよう。一言で言えば、エンターテインメントの提供だ。……と思ったのだが、若じやつ干かんやる気が削そがれたな。ここで貴き様さまらを殺すことにするか」


    「──なっ！」


    　笠根木は思わず声をあげてしまった。前回とは展開が違う。真湖の死という過去改変が、山田の心に変化を与えてしまったのだ。戦せん慄りつが稲いな妻ずまのように全身を駆かけ抜ける。


    　山田が一歩足を踏み出した。分析アナライズの射程に入れば、異能力に覚かく醒せいしている事実がバレてしまう。笠根木は咄とつ嗟さに後ずさりするが、もはや意味のないことかもしれない。こんなとき、斗と和わならどうするだろう？


    「……いや、気が変わった。笠根木、君は確か斗和くんとは仲が悪かったな？　ならば君を使ってゲームでもするか。鬼ごっこだ。私は君を追いかけ、捕まえ次第殺す。その前に君は斗和くんと合流し、彼の唇くちびるにキスしなければならない」


    「はぁ？　何言って──」


    「当然、斗和くんに事情を説明することは禁止だ。私の正体を含めてなぁ。その代わり、君が彼に触れている間は、私は邪魔をしない。でないと君がキスしたという証しよう拠こを見ることができないからなぁ」


    　山田のえげつない発想に、笠根木は吐き気を覚えた。山田の中での笠根木は、斗和を嫌けん悪おしている状態。つまり、そんな笠根木が死から逃のがれるため命いのち懸がけでキスを迫り、事情を知らない斗和が困惑と不快感の中で抵抗をする構図。端はたから見ていれば、さぞ滑こつ稽けいだろう。


    　だが奴の科白は、願ってもない効果を発する。一番のネックだったあの科白につなげることができるのだ。笠かさ根ね木ぎは慎重に言葉を選んだ。


    「それは、あんたのほうからも、あいつに正体をバラさない、ってことか？」


    「当然だろう。わざわざゲームをつまらなくはしないさ。彼が私の正体に気づけば別だが、私から彼に勘づかれるようなヘマはしない」


    （──よし！）


    　笠根木は心の中でガッツポーズをした。これで斗と和わは山やま田だを牽けん制せいできる。余程のことがない限り、山田が殺人鬼として行動することはない。斗和の作戦が一歩前進したかたちだ。


    「制限時間は今から三時間。それまでに斗和くんにキスできれば君の勝ち。それ以外はすべて私の勝ちだ。無論、ゲームのルールを破ったことが判明した場合は、破ったほうの負けとする。このゲームに勝てば、笠根木、君だけは殺さないことを約束しよう」


    「──なんだってッ！」


    　思わず声を荒らげてしまった。これは前回とは大きく違う。作戦段階では、ゲームに勝つことも案として出ていたが、この勝利報ほう酬しゆうではやるメリットが薄い。


    「どうした？　今ので驚くところはあったか？　ん？」


    　山田が鋭するどい眼光を向けてきた。心の中を見透かされるような恐怖を覚える。


    「……この子はどうするんだ？」


    　笠根木は傍かたわらの一いち花かに視線を向けた。事前に聞かされてはいたが、それでも目の前で人が殺されるのを見て、顔から血の気が引いていた。ショックのあまり涙も止まっている。


    「この場で殺す。生かしておく意味はないだろう？」


    「ふざけんなッ！　だったらこの子もゲームに参加させろ！　俺おれと行動を共にする。この子が捕まったら、俺の負けでいい！」


    　山田はすぐには答えなかった。薄暗いバックヤードで金色の瞳ひとみが怪しく光る。じわりと冷や汗が笠根木の頰ほおを流れ落ちる。言いすぎたか、と笠根木は焦あせった。


    「……いいだろう。勝利報酬に一花くんの生存も付け加えよう。その代わり君と同じで、斗和くんには情報を伝えないことをルールに加える」


    「わかった」


    　勝利報酬について前回との違いに不満はあったが、これが限界だと思った。これ以上の交渉は最悪の結果になりかねない。


    「この女が死んだら、ゲームスタートだ」


    　そして前回と同じく、命いのち乞ごいをする女性の悲痛な叫びが響き渡った。
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    　斗和は観覧席の真下の通路で、山田が来るのをじっと待っていた。手には、手製の槍やり。材料はプールの裏の事務所にそろっていた。それとは別に、笠かさ根ね木ぎが確保してきたリヴァイノスの海水を、ビニールパックに入れて隠し持っている。


    　向かって左手のシンボリック広場には、水の壁が漂ただよっている。その先では一いち花かたちが人面百足むかでと戦っている頃だろう。


    　先ほど流れた殺人鬼の放送からは、鬼ごっこの部分が丸々抜けていた。笠根木たちから事前に話を聞いていなければ、作戦が失敗したと思っていたところだ。勝利条件は前回と同じらしいが、笠根木は何か隠しているようだった。真ま湖このときとは違い、笠根木には言げん動どうに制限がないため、心理的に告げにくい条件でも言われたのだろう。


    　ふと、斗と和わは背後に人の気配を感じた。振り返って、ぎょっとなる。


    「どうしてここに？」


    　批ひ難なんの混じった声を彼女たちに向ける。プール裏の事務所で待つよう言い聞かせていたはずなのに、銀ぎん河がたちがそこにいたのだ。


    「やっぱり、私たちだけが安全な場所にいるなんて、そんなのできない」


    　銀河が決意の籠こもった眼まな差ざしで言い放つ。彼女には憐れなる子羊の生贄サクリフアイスのことは秘密にしていた。故ゆえに、自分の死が他人を殺すことになるのを知らない。


    「俺おれたちは篤あつ志しのところへ行くよ。武器は五個まで作れるんだろ？」


    「宇う佐さ院いんはこう見えて、弓が得意なのです」


    「止めても無駄だかんな」


    　多た摩ま川がわ、宇佐院、原はら田だが次々に意志を伝える。安全な場所で先に情報を伝えたため、危機感よりも人の持つ性質のほうが強く出ている。他人を助けたいと思う心。葦あし原はら第二高校でもそうだった。人は余裕が出てくると他人の心配をはじめ、その結果──。


    　ぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締める。経験した斗和にしか理解できない現実。目の前の正義を成すことは、必ずしも未来の正義を成すことにはつながらない。後悔とは後になってするモノなのだ。


    『俺だって、何かの役に立ちたいんだ。頼む、連れていってくれ！』


    　ふと卓たく二じの言葉を思い出した。あの卓二でさえ、他人のために戦いたいと言った。その心を無む碍げにできるのか？　死ぬとわかっていて行かせるのは、殺人とどう違う？


    　師匠は言った。十分に言葉を伝えたのなら、後は各自の判断に任せるべきだと。それが人に敬意を払うということ。その結果の責任は斗和にはない。あると思うのは、他人を支配できるという自うぬ惚ぼれた考えを持っている証しよう拠こ。


    『盲目的に奴やつの言葉を信じるのではなく、自身の感性で判断したらどうだ？』


    　憎むべき殺人鬼の科白せりふが、斗和の思考を揺さ振ってくる。師匠を否定する言葉。だが、なぜか心に響いている。


    （師匠、あなたはいったい何者なんですか？）


    「じゃあ、行くね」


    　斗と和わが迷っている間に、多た摩ま川がわたちが立ち去っていく。化け物と戦う場所は事前に打ち合わせ済みだ。闇やみ雲くもに探し回るような結果にはならないだろう。


    「私は、みんなにも安全な場所があるって、伝えるべきだと思う」


    　銀ぎん河がの言葉は正論だ。彼女の感情も正しい。意志に揺るぎもない。ならば斗和がやるべきことは否定ではなく、彼女の意志が最大限生かされるよう、アドバイスすることだろう。


    「わかった。君にその役目をお願いする。だけど、伝える相手はきちんと選ぶんだ」


    「助ける人を選べっていうのッ？」


    　斗和の意図を誤解したのだろう。銀河が驚いた声をあげる。


    「天あま音ね川がわ。いいか。今から君がやることは人の命を預かる行為だ。一瞬の判断ミスで全員が死ぬ可能性がある。あの場所が安全地帯になっているのは、いくつかの偶然が重なっているからにすぎない。出入りしているところを化け物に見つかったら、一巻の終わりだ。それは理解しているだろ？」


    　銀河は神妙な顔でこくんと頷うなずいた。


    「救助する船が、重量オーバーで沈没することがあっては駄目だ。パニックになっている人、化け物に追われている人を誘導したら、全ぜん滅めつする危険がある。それだけじゃない。人が集まれば、天音川みたいに他人を助けたいと言い出す人が現れるはずだ。彼らの中には強引な誘導をする人がいて、その結果全滅になることも考えられる。そんな彼らを言いくるめ、きちんと制御することも必要だ。でないと、みんなの命が危険にさらされる。いいか、天音川。絶対に感情を先走らせたら駄目だぞ」


    「ごめん。私、馬ば鹿かだ。斗和くんのこと、ちょっと誤解した。そうだよね？　人の命を助けるんだもん。たくさん考えなくちゃいけないことあるよね。気持ちだけじゃ、人は救えない」


    「あと、俺おれの個人的な気持ちも伝えておく。天音川、君には死んでほしくない。ほかの誰を犠ぎ牲せいにしても、君には生き残ってほしい。絶対に無理をしないでくれ」


    「と、当然じゃないッ！　馬鹿じゃないのッ！　鼻血出たらどうすんのよッ！」


    　凜りんとした口く調ちようで言い放つ銀河を見つめていた斗和は、ふとその事実に気づく。


    　いまだ山やま田だが姿を見せないのだ。もう放送が終了して数分は経たつ。この場所を通らなければ、前の世界でテュポポと交戦した喫茶店前には間に合わないはずだ。過去改変の影響だろうか？


    「しまった！」


    　斗和は叫んでいた。その可能性を失念していた。放送をしたのは、山田ではなく日向ひゆうが。声の女性をどこか別の場所で殺し、その一部始終をボイスレコーダなどで録音、日向がそれを流せば可能なトリック。この推測が正しければ、事務所に女性の死体はないはずだ。


    　そして山田は、放送を青あお美み空ぞらたちと聞くことにより、自身のアリバイを確保する。凶器の件、日向のイヤリングといい、奴やつは論理的な部分で、いくつものトリックを仕掛け、自分の正体を巧妙に隠していたのだ。


    「天あま音ね川がわ、頼みがある」


    　斗と和わは銀ぎん河がに追加の指示を出して、自分は喫茶店の前へと移動した。


    　そこで斗和は、自分の予感が的中したことを知る。テュポポと交戦する山やま田だ、青あお美み空ぞら、御み手た洗らいの姿があった。御手洗は毒にやられたらしく、そんな彼を二人が護まもるかたちだ。


    「うおおおおおおっっ!!」


    　斗和は咆ほう哮こうを発し、テュポポめがけて突っ込んでいった。心臓がじくりと鈍にぶい痛みを思い出す。未来の激痛。山田に胸を貫つらぬかれ、命を絶たれた記憶が襲おそい来る。山田に対する恐怖を、化け物に対する殺意へと変換する。そうでもしないと、足が竦すくんで動けなくなりそうだった。


    「斗和くんっ！」


    　山田の声。久し振りに聞いた猫ねこ被かぶり状態の声は、優しく頼りがいがあって、それ故ゆえに心底恐ろしいと思った。


    　テュポポが触しよく手しゆで、斗和を薙なぎ払おうとする。その動きはどこか緩かん慢まんに思え、斗和はかえって動揺した。余裕を持ってかわすと、さらなる追撃が襲い来る。だがやはり脅きよう威いに感じない。懐ふところに潜もぐり込むようにして避け、奴やつの腹部に槍やりの先端を突き入れる。


    「……すごい」


    　青美空の呟つぶやきで、斗和は状況を理解する。テュポポの動きが遅くなっているのではない。自分の動きが速くなっているのだ。


    （俺おれが、……強くなっている？）


    　化け物よりも遙はるかに強い山田との死闘。命いのち懸がけの戦いが、自分を鍛きたえ上げていた事実を知る。だがすぐに力をセーブした。山田の記憶にある斗和とあまりにも違う動きをすれば、今が三周目である事実がバレる恐れがある。わざと触手の一撃を喰くらい、斗和は吹き飛ばされた。


    「斗和くん、大丈夫ですか？」


    　山田が駆かけ寄ってきて、斗和の体に触れた。おぞましい戦せん慄りつと息が詰まるような恐怖が、精神を黒く侵食する。だが、この感情を悟られるわけにはいかない。斗和は必死の思いで、自分の心を制御した。


    「大丈夫です。ですが、御手洗さんの様子が？」


    　この科白せりふは演技だ。毒のことは知らないふりをしなければならない。


    「あの化け物の毒にやられたんです」


    　山田から毒の話を聞いた斗和は、レストランで湯ゆ[image: ]せんするよう言った。青美空が御手洗をお姫様抱っこし、彼らを逃がすために斗和と山田が盾たてとなる。


    　山田たちは知らないが、階段を下りた先には銀河が待機している。下りてきたのが青美空と御手洗だけだった場合、彼女が二人を保護する手て筈はずだ。


    「山田さん。俺たちも逃げましょう！」


    　斗和は山田を連れて三階水すい槽そう群ぐんへと突入した。


    　血と海水の臭においが鼻を突き、真っ暗な闇やみが周囲を覆おおう。遠くで人の気配はするが、この世界に山やま田だと二人きりになってしまったかのような錯さつ覚かくを覚えた。


    　最強にて残ざん虐ぎやくなる鬼、山田喜き一いち郎ろう。人体さえも素す手でで解体でき、化け物さえ殴り殺すことができる。さらには反則チートレベルの異能力。奴やつの右手はあらゆる異能力を無効化し、その漆しつ黒こくの爪つめは鉄筋の壁すら切り刻む切れ味を有する。山田がその気になれば、一時間もかからず、この水族館内にいる生命を、すべて殺し尽くすことができるだろう。


    　そんな存在が傍かたわらにいる。正直、生きた心地がしなかった。いつ爆発するかわからない爆弾を、首に巻きつけられているかのような感覚。けれども、この爆弾を抑えることができるのは自分だけだ。うまく誘導し、笠かさ根ね木ぎたちから目を逸そらさせなければならない。
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    　笠根木は逸はやる気持ちを抑えながら、薄暗いバックヤードを走っていた。


    　入り口広場での人面百足むかでとの戦い。一いち花かの協力もあり六匹の人面百足を倒すことに成功したが、本体を取り逃がしてしまった。奴は確かに一番弱いが、狡こう猾かつさと隠おん密みつ性では一番やっかいでもある。一秒でも早く化け物を全ぜん滅めつさせなければならないのに、人面百足はしばらく姿を現さない可能性が高い。


    「オレンジの能力すごいね。一花の手にぴったりだよ」


    　傍らの一花が興奮した声で言う。真ま湖この死がもたらした陰いん鬱うつさは、よい意味で薄れていた。山田の与えた恐怖、戦闘のもたらした高こう揚よう感かん。一度に体験したいくつもの刺激が、一花に再び感情を取り戻させていた。いや、ある意味、一花も心が強いのかもしれない。その決意に満ちた瞳ひとみは、斗と和わを彷ほう彿ふつとさせた。


    　一花は両手に手てつ甲こう爪づめを装備していた。異能力の特性で、具現化した後もサイズが変わり装着者の手にフィットする仕様だ。クッシーへの憑ひよう依いは今の段階ですべきではない。巨大なロボットであるクッシーが動き回れば、すぐに山田の耳にも入るだろう。


    　笠根木が今手にしているのは両手槍やり。あくまで移動用で、双剣をすでに作成済みだ。また洋よう弓きゆうも作成していたが、一花も笠根木も弓をうまく扱えない。


    　宇う佐さ院いんがいてくれれば、と笠根木は思った。彼女はアーチェリーの実力者だ。洋弓を持たせれば、かなりの戦力になる。だが、ただの人間である彼女に戦いを強いることはできない。


    　事務所に着くと大勢の人がいた。外に出る方法や連絡手段を模も索さくしている人たちだ。


    「みんな、聞いてくれ！」


    　笠根木は声を張り上げ、外に出ることも外部に連絡することも不可能なこと、化け物たちの特色などを伝えた。けれどプール裏の事務所の存在は秘密にした。斗和の判断でもある。


    「ふざけるな！　やりもしないで適当なこと言うなッ！」


    　笠かさ根ね木ぎのアドバイスに対し、絶望的な現実を受け入れられない人たちは、次々に罵ば声せいを浴びせる。笠根木には彼らの気持ちが痛いほど理解できた。自分もほんの少し前は、あっち側の人間だったのだ。


    「シャバーッ!!」


    　そんな胸を締めつけるような空気のなか、巨大な老ろう婆ばの化け物が乱入してきた。巨大包丁を振り回し、数人の命を即座に奪い去る。


    「行くぞ、一いち花か」


    「おうよ！」


    　人の流れに逆らいながら、笠根木と一花の二人は果か敢かんに攻撃を仕掛ける。双剣に持ち替え、速反力究極上昇ソニツク・ブラストを展開した笠根木が、矢のような速度で疾しつ駆く、素早い斬ざん撃げきを繰り出し、シャバの体に無数の傷を刻みつけた。


    「シャバァアアッッ!!」


    　痛みに怒りを覚えたのか、シャバが臓ぞう腑ふに響くような声をあげ襲おそいかかってくる。シャバの動きは俊しゆん敏びんで歩幅が広いため、間合いを詰める速度が半端ではない。さらには人を真っ二つにするほどの凄すさまじい膂りよ力りよく。動体視力と反応速度の上昇でかろうじてかわしているが、正直生きた心地がしない。背骨が氷柱つららになったみたいな気分だ。


    　そんなシャバに対し、一花も負けてはいない。笠根木の動きに合わせるようにして、逆サイドから化け物を攻撃、鋭するどい爪つめでもって皮ひ膚ふを切り裂いていく。

  


  [image: ]


  
    「オレンジのお兄ちゃん。こいつ見かけ倒しだよ。攻撃が読み易やすい」


    「そういや、前もそんなこと言っていたよなっ！」


    　笠かさ根ね木ぎは歯は嚙がみしたい思いだった。確かに一いち花かの言うことは理解できる。包丁をメインとした攻撃は、振り上げた包丁の位置から軌き道どうも読めるし、リズムも一定だ。いわゆるテレフォンパンチ。しかし、触れれば即死という事実に変わりはない。


    　ゲームでたとえるなら、攻撃力は高いが命中率が低い敵といったところか。だがそれをいうなら、こちらは回避力は高いが攻撃力が低いキャラ。決定打に欠けていた。さらには──。


    「シャバーッ！」


    　シャバの持つ包丁が次の瞬間、血の色に染まりはじめる。恐れていた攻撃、奴やつの異能力だ。


    「やべっ！　例の攻撃だッ！」


    　笠根木が叫ぶ。一花はこれが初見。事前に伝えてはいたが、対応できるかは[image: ]かけだ。焦あせりが胸を締めつける。


    　シャバが包丁を一いつ閃せん。ほぼ床ゆかと平行に、胸の高さに巨大な殺さつ戮りくの刃やいばが出現する。左右への回避は不可。一花はしゃがんでかわし、笠根木は仰あお向むけに倒れるようにして、それを避ける。


    　その行動が明暗を分けた。


    　シャバが一気に距離を詰め、笠根木に向かって蹴けりを打ち放はなってくる。咄とつ嗟さに避けようとしたが、バランスの崩れた状態ではそれもできず、直撃を受けて壁に叩たたきつけられた。背中を殴おう打だする衝撃に、思わず双剣を手放してしまう。


    「オレンジのお兄ちゃん！」


    　一花の切せつ羽ぱ詰まった声。自分に向かって、シャバが近づいてくるのが見える。だがダメージのせいで、すぐには体が動いてくれない。


    （やべえ）


    　絶望が笠根木を襲おそう。速反力究極上昇ソニツク・ブラストの消えた状態では、剣を拾う前に真っ二つになってしまうだろう。歯は痒がゆい思いで睨にらみつける笠根木の視界に、包丁を振り上げるシャバの姿が映る。そして──。


    　シュッ、と風を切る音がした。


    　シャバの目の前を、何かが通り過ぎる。驚いて振り向くシャバと笠根木。そこには──。


    「笠根木から離れるのです！」


    　洋よう弓きゆうを構えた宇う佐さ院いんがいた。シャバと戦うにあたり、床に投げ捨てていたモノだ。その横には槍やりを拾う多た摩ま川がわ、きょろきょろと武器を探す原はら田だの姿もある。


    「馬ば鹿かッ！　なんでおまえたちがここにいんだよッ！」


    「なんでって。篤あつ志しだけに危険なことはさせられないよ」


    　当然のことのように言う多摩川の顔を、殴りつけたい衝動に駆かられる。おそらく彼らは理解していない。死がどういうモノかを。だから「他人を助ける」という眩まぶしい理想が、どんな犠ぎ牲せいの上に成り立つかを知らないのだ。


    「照しよう準じゆん修正は済んだのです。次は当てるのです」


    　その宣言どおり、宇う佐さ院いんの矢がシャバの腕に突き刺さる。絶叫をあげる老ろう婆ばの顔を、今度は一いち花かの爪つめが切り裂いた。


    「オレンジは、今のうちにっ！」


    　一花の声で、笠かさ根ね木ぎは慌あわてて立ち上がる。痛みを気にする暇はない。


    「俺おれだってっ！」


    　多た摩ま川がわが突っ込んでいき、シャバの腹部に槍やりの穂先を深々と突き入れた。


    「逃げろッ、タマッ！」


    「──え？」


    　それが多摩川の最さい期ごの言葉となった。シャバが包丁を袈け裟さ切ぎりに振り下ろし、多摩川の上半身が激しく宙を回転する。ぼとりと笠根木の足下に落下し、信じられないといった表情のまま絶命していた。


    「いやぁああああああああっっ!!」


    　原はら田だの悲鳴。宇佐院も状況が理解できずガタガタと震えている。それは一花も同じだ。それなりに見知った相手の死。少女たちの心には、強いショックを与えたことだろう。


    　唯ゆい一いつ、笠根木だけが違った。前回の記憶を持ち、この世界において他人を助けることの意味を理解していたからこそ、斗と和わのように他人の死を無駄にすることなく動くことができた。


    「死者の願いは凶器を紡ぐデツドマンズ・スミス、発動」


    　多摩川の死体、長年連れ添った友人の死体から、躊躇ためらうことなく武器を生せい成せいする。そんな笠根木に向かって、左手で傷ついた顔を覆おおいながら、シャバが包丁を振り下ろしてくる。


    「タマ。やっぱおまえは、最高のダチだぜ。今の俺の気分にぴったりだ」


    　笠根木は腕力究極上昇パワー・ブラストを展開し、包丁へ向かって大おお金かな[image: ]づちを打ちつける。


    　ボキボキボキ。


    　骨が折れる壮絶な音と共に、包丁を持ったシャバの腕が逆方向にへし折れる。無防備になった奴やつの脇わき腹ばらに、笠根木は全力で大金[image: ]を叩たたき込んだ。さらに肋ろつ骨こつが折れる音が響き、シャバが壁に激しく叩きつけられる。ずるずると滑り落ちるようにして、床ゆかに倒れ込んだ。荒い息を吐くだけとなった老婆の化け物の頭を、笠根木は渾こん身しんの力を込めて叩き潰つぶした。


    「タマ、すまねえな。また護まもれなかった。だが今度は、きっちり仇かたきを取ってやったぜ」
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    　マリンホールには、まだ多くの人たちが集まっていた。葦あし原はら第二高校でも同じだったが、人には恐怖を感じると、部屋に閉じ籠こもる習性があるのかもしれない。


    「喜き一いち郎ろうさん？」


    　聞き覚えのある声がした。見ると、灰はい村むらと鏑かぶら木ぎが駆かけ寄ってくるところだった。斗と和わはじくりとした痛みを胸に覚える。できることなら、彼女たちを山やま田だに近づけたくはなかった。


    「──つーか、こんな目に遭あって、ゼミとか行ける気分じゃないってーの。マジでしばらく休みたいわ」


    　互いの状況を報告し合って、灰村たちが今後の不安を口にしていたときだ。鏑木が唐突にその話題を出してきた。


    　何かが斗和の頭の中を突き抜けていく。そうだった。すっかり忘れていたが、彼女たちは文化人類学を専攻していたはず。ならば、神しん悠ゆう言げんに詳しい可能性がある。山田が持つ情報も聞くことができるかもしれない。斗和は緊張と興奮から、唇くちびるを舌で濡ぬらした。


    「鏑木さんは神悠言を知っていますか？」


    「はぁ？　何よ、藪やぶから棒に？」


    　斗和は葦あし原はら第二高校での惨さん劇げきを手短に話し、神悠言が関係あるというふうに、やや強引に話を持っていった。ネットなどで神悠言のことを調べてみたが、[image: ]うわさ以上のことはわからなかったことも併せて伝える。


    「私も大したことは知らないわよ。あそこは基本秘密主義だし。役になんか立たないって」


    「それでもお願いします！」


    　斗和が縋すがるように彼女の手を取ると、鏑木は照れたようにそっぽ向いて、「ちょっとだけだからね」と承諾してくれた。気のせいか、頰ほおが赤らんでいるように見えた。


    「えーと、神悠言の誕生は今から２１１６年前。そう、紀元ってことになってるわ。実際はその数百年後に誕生したみたいだけど、公式的にはそうなってるの」


    　世界大災害が起こった年を紀元として、そこから統とう暦れきが定義された事実は有名だ。


    　神悠言は、世界大震災で太平洋に沈んだとされるオノゴロ都市、つまりは超日本都市から命からがら逃げてきた人々が作ったそうだ。


    「ちょっと待ってください。オノゴロ都市という名前が、すでにあったということですか？」


    「っていうか、向こうの言い分だと神悠言の成立は日本神話の前なのよ。つまりは日本神話のほうがパクリ。なんでも例の都市をオノゴロ都市って名付けるようにって、神悠言から圧力があったらしいの。あいつら裏では[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつともつながってるから、結構権力あるのよね」


    　そんな[image: ]があることは知っていたが、鏑木の口からも当然のように言われたことに驚きを隠せない。さらに鏑木が言うには、[image: ][image: ]財閥の開発したテクノロジーのほとんどは、神悠言からもたらされたものらしいのだ。


    「現代オーパーツ、ってやつね」


    　灰村が会話に加わってくる。


    　現代オーパーツとは『今の人類の技術力は、文化レベルに比べ遙はるかに高いのではないか』という概念を指す。文化レベルは技術力によって向上するためわかりにくいが、人間が誕生したのがおよそ五百万年前。それから緩ゆるやかに変化していた人類の文化進化ミームは、ここ二千年ほどで驚くほどの変へん貌ぼうを遂げた。冷静に考えてみると、明らかに摩ま訶か不ふ思し議ぎな発展速度だ。


    「神しん悠ゆう言げんは一時期、権威が大きく失しつ墜ついした時期があったの。海外から科学主義が入ってきたことで、完全に表舞台から姿を消したって感じ。元々保守的な集団だったし、信者以外はどうなろうと構わない的な思考を持っているから、なんの対策もしなかったらしいのよね。そのときに今の[image: ]くし[image: ]なだ財ざい閥ばつの創業者である、[image: ][image: ]金きん道どうだけが熱心に神悠言の声に耳を傾け、一代で巨額の財を築き上げるほどになったのよ」


    　思わず話に夢中になっていた斗と和わだったが、微妙に自分が知りたい方向と、違ってきている気がした。さすがに見えない壁や化け物たちに、[image: ][image: ]財閥が関係しているとは思えない。やや強引に流れを変える。


    「異能力や化け物の話はどうですか？　神悠言の人たちは明らかに、この世界について知っていました」


    「異能力や化け物については、あんたから初めて聞いたわ。まあ、宗教の人が不思議な力が使える云うん々ぬんは聞いたことあるけど、よくある話としか思ってなかったし。っていうか、私より喜き一いち郎ろうさんのほうが詳しいわよ」


    　どくん、と心臓が鳴る。寝違えた首を動かすように、恐る恐る山やま田だの表情を覗うかがう。奴やつが重要な何かを知っているのは間違いない。ここですべてを話すとは思えないが、その言葉の一端には重い真実が隠されているはずだ。


    「そんなことはありませんよ。それに今、こんな話をしても意味がないでしょう」


    　一瞬、山田の表情が鋭するどくなったような気がした。注意しなければわからないほどの刹せつ那なの変化。奴は明らかに話すのを渋っている。それはつまり──。


    「お願いします。山田さんの知識と俺おれの知っていることを合わせると、何かわかるかもしれません。みんなを救えるんです！」


    　この機会を逃のがすわけにはいかない。斗和は必死に言葉を放つ。


    「喜一郎さん、詳しいじゃん。あの分厚い資料だって読んだんでしょ？」


    「確かに今話すようなことじゃないけど、かといって明るい話題をする雰ふん囲い気きでもないし」


    　鏑かぶら木ぎと灰はい村むらが援えん護ごをしてくれる。山田の表向きの性格から、これを無視するのは不自然だ。


    　山田がじっと斗和の表情を観察してくる。端たん整せいな顔に憂うれいを帯びた目は、心を誘惑されるような魅力を放はなっている。だがその残忍な本ほん性しようを知る斗和は、かすかに漏もれ出る殺意の波動を敏感に感じ取っていた。


    （しまった）


    　自分が調子に乗って、山田を追い詰めたことを悟る。奴がこちらに合わせる必要はない。殺人鬼としての本ほん性しようを現し斗と和わたちを皆殺しにすれば、話したくないことを話さずに済むのだ。


    　斗和はじっと恐怖に堪たえた。必死に感情を押し殺し命いのち懸がけの演技をする。ここで死の恐怖を感じてしまったことを悟られたら、それこそ一巻の終わりだ。


    「──わかりました。でも、あまり期待しないでくださいね」


    　山やま田だが困惑したような笑みを浮かべて、話をはじめる。向こうが折れてくれたのだ。斗和は内心でほっと息を吐いた。


    　神しん悠ゆう言げんが持つ不思議な力は、大きく二つ。異界の神と〝意識的に〟交信する力──いわゆるチャネリングと、その神より授さずけられたとされる異能の力だ。


    　前者の能力を持った者を命めい師しと呼び、神悠言では姫ひめ巫み女こだけが、その能力を持っている。後者は神しん代だいと呼ばれ、山田自身は見たことがないそうだ。斗和は頷うなずいてみせたが、無論それが噓うそだというのは知っている。


    「〝意識的〟とわざわざ言ったのは、神悠言の考えでは、無意識的に神の声を聞いている人々がいるからです」


    　科学の革新的発想は一部の天才たちの頭から生まれたモノだが、神悠言はそれを神から得た知識だと主張している。つまりは発想やアイデア、新技術などは神がもたらしたモノであり、無意識的にそれを受け取った人々が、自分で思いついたと錯さつ覚かくしているというのだ。


    「ちなみにチャネリングと神代は、別モノだとされています。それと神代という言葉自体は、四百年くらい前に、後から作られた言葉みたいですね」


    　異能力を扱う者は二千年前、つまりはオノゴロ都市の時代から存在し、持たざる者とは区別された極端なカースト社会だったらしい。そしてチャネラーは、その遙はるか昔からすでに存在していたというのだ。


    「化け物に関しての記述もあります。今回の件と同じなのかは保証できませんが」


    　二千年前、オノゴロ都市の住民たちは、神とは別の異界から現れた化け物の脅きよう威いにさらされていた。魂を狩る幻想生物ソウルテイカー。神の持つ力を集め、自みずからの糧かてとする存在。そのため奴やつらも、神代を行こう使しすることができた。


    　二千年前、世界大災害を引き起こしたのは、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーの王。命師や神代使い、そして神までもが総出で戦いを挑いどみ、彼らの都市の中心部に魂を狩る幻想生物ソウルテイカーたちを封ふう印いん、大陸ごと異界に転移させたのだ。


    　だが完全に倒したわけではないので、いずれ復活する可能性がある。そのときに備え、神悠言は神代使いを増やし、世界を崩ほう壊かいから救うことを目的としているそうだ。


    「なんか、宗教の設定ってさ、ゲームみたいよね？」


    　灰はい村むらが斗和に同意を求めてくる。そうだ。確か小こ島じまのときも思った。よくある設定だと。だが、どこか違和感を覚える。懐なつかしい感じ。ふと、逆ではないかという想像がよぎる。よくある設定などではなく、全員の記憶に眠る共通した事実を元にして、作品自体が生まれているのではないか──。


    「きゃあああああああぁっっ！」


    　悲鳴が、斗と和わの思考を遮った。人の流れが、化け物の存在を示し唆さする。人面百足むかでが一匹、ホールの入り口から姿を現していた。


    「灰はい村むらさん、鏑かぶら木ぎさん。こっちへ！」


    　山やま田だが叫ぶ。駄目だ、と思った。今のタイミングで、山田をこの部屋から出すわけにはいかない。灰村たちが向かう方向に、笠かさ根ね木ぎたちがいる頃合いだ。


    「山田さん、待って。これを！　相手は一匹です！」


    　斗和は駆かけ寄って、山田にパイプ椅い子すを渡した。共闘して、化け物を倒すことを提案する。山田の表向きの性格からしたら、これを断ことわることはできない。


    　人の消えたマリンホールで、武器を手にした斗和と山田が、人面百足に戦いを挑いどむ。頭が弱点という情報をまだ知らない状態なので、あえて苦戦したふりをしながら、斗和は人面百足を消しよう滅めつさせた。
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    「ほら、弓が出たぜ」


    「か、笠根木からプレゼントされたのです。うれしいのです」


    　新たに生せい成せいした洋よう弓きゆうを受け取った宇う佐さ院いんが、弓に頰ほおずりする。うれしがっている素そ振ぶりを見せるが、その両目は泣き腫はらして赤くなっていた。今でこそ普通にしているが、先ほどまでは酷ひどい状態だったのだ。多た摩ま川がわの死を嘆なげき、弱々しく肩を振わせるだけの宇佐院と原はら田だ。


    　人の命は平等。ならば人ひとりの命を救うのに必要な代価は、誰かの命なのだ。現実の世界でその認識が薄いのは、多くの人々、社会のシステム、誰かの作った道具などによって、知らず知らずのうちに助けられているからにすぎない。だがこの世界では違う。全部自分たちで行おこなわなければならない。思えば斗和は、誰よりもその真実を理解していたのかもしれない。


    　笠根木は二人に戦うことをやめ、安全な場所に隠れるよう言ったのだが、そのことに関しては頑として譲ゆずらなかった。


    「あのタコ、強いね」


    　真剣な表情で一いち花かがぽつりと呟つぶやく。タンガロアとは、たった今交戦したばかりだ。


    　シャバは一気に何人も殺すが、タンガロアは一人ずつしか殺さない。なので、タンガロアよりもシャバのほうが脅きよう威いだというイメージがあるが、実はそうではなかった。


    　自在に宙を飛び回り、慣かん性せいをも無視する異能の力。こちらの攻撃は当たらず、向こうの攻撃は常に必ひつ中ちゆう。必ず誰かが犠ぎ牲せいになっている。一対一の戦いならば、強さはシャバ以上だ。


    　唯ゆい一いつ隙すきがあるとすれば、獲え物ものに突き刺さった後なのだが、蛇へびの触しよく手しゆが襲おそってくるため近づくこともできず、触しよく手しゆを潰つぶしたら潰したで、獲え物ものを放ほうって逃げ去ってしまった。


    「とりあえず一度、事務所へ戻るぜ」


    　プール裏の事務所へ戻ると、すでに二十人近い人々が保護されていた。銀ぎん河ががヒステリックな声をあげる女性の相手をしている。青あお美み空ぞらと御み手た洗らいは新たな人を誘導するために、外に出払っているみたいだ。


    「どうしてみんなで助けにいかないんですか？　私の言ってることは正論ですよね？　なんで納得しないんですか？」


    　どうやら女性は、みんなで誘導すればもっと多くの人が助かるのに、一部の人だけが誘導者になっている事実が不満らしい。


    「正論って正しいってことだよね？　自分で自分の意見を正しいって、なんか変？」


    　一いち花かが難しい顔をして、首を捻ひねっている。


    「だから、化け物にバレるからって言ってんだろ？　本当に正しい意見なら、誰も文句なんて言わねえよ！」


    　吠ほえたのは強こわ面もての若い男性だ。


    「本当は怖いだけなんじゃないですか？　自分だけ安全な場所にいるなんて、恥ずかしいと思わないんですか？　みんなでちゃんと気をつければ、化け物に見つからず誘導だってできるはずです！」


    「ふざけんな、ババア！」


    「大声を出さないで、見つかるでしょッ！」


    　銀河の声で、二人とも押し黙ってしまった。銀河の憔しよう悴すいした表情が、彼女の気持ちを如によ実じつに物語っている。女性の行動は間違いなく、皆を全ぜん滅めつに誘うだろう。彼女を放ってこの時間を誘導に使えば、もっと多くの人を救えるはずだ。けれど女性が一人で暴走して誘導をはじめたりしたら、最悪の結果が待ち受けることになる。誰かが彼女を抑えなければならない。


    　多くの人は彼女の言葉に罪悪感を刺激され、判断できないでいた。銀河の味方をしている男性がガラの悪い印象を与えるのも、協力する気持ちに迷いを与えているのだろう。


    　銀河の考えを理解し女性を抑えられる人間は、同時に誘導者にも適していた。だから人手不足。彼女の存在自体は、その主張に反して他人の命を奪うことになっている。しかし自分の考えを正論だと主張する彼女は、他人の意見を聞こうともしない。


    「毒でおとなしくさせたらどうだ？」


    　原はら田だがぼそりと恐ろしいことを呟つぶやく。それを聞いて、笠かさ根ね木ぎはその可能性に思い至る。


    「そうだ、毒だ！」


    　唐突な声に驚く銀河たちを放って、笠根木は一花たちと一緒に隣の部屋へと移動した。そこで自分の閃ひらめきを伝える。テュポポの毒でタンガロアの動きを止めるのだ。誰かに突き刺さった状態ならば、矢をかわされることもない。


    「宇う佐さ院いんが未熟なのが、いけないのです。海よりも深く反省するのです」


    　宇佐院が申し訳なさそうに言う。飛び回るタンガロアを射ることができれば、犠ぎ牲せいを出す前に倒すことができる。そのことを悔くいているのだ。それは笠かさ根ね木ぎも同じだった。犠牲が出ることを前提とした作戦ほどつらいものはない。その冷酷な現実に、心が折れそうになる。


    （あいつはずっと、こんな気持ちだったのかな？）


    　斗と和わのことを思うと、笠根木は胸が痛んだ。理解者に囲まれている今の自分には、ずっと孤独に戦っていた彼の苦悩を、真に理解することなどできない。


    　テュポポの防御を破るのは困難を極める。故ゆえに、ここで深海探査機クッシーを登場させる必要があった。それは同時に、山やま田だが動き出す可能性を意味する。失敗は許されない。次に戦うポイントは、シンボリック広場。前回はテュポポ、タンガロア、リヴァイノスが一堂にそろった場所だ。一気に勝負を決めるチャンスでもある。


    　幽ゆう体たい離り脱だつした一いち花かの体を置いて、笠根木たちは事務所を後にする。階段から出ようとしたところで悲鳴が聞こえてきたため、慌あわてて身を隠した。


    　観覧席の下の通路から、ちょうど人が飛び出してきたところだった。明らかに化け物に追われている様子。皆の安全のためにも、ここを飛び出すわけにはいかない。だが──。


    「待ってッ！」


    　銀ぎん河がの鋭するどい声が聞こえた。誰かが駆かけ上がってくる足音が響く。先ほど口論していた女性が興奮した表情のまま、笠根木たちの脇わきを通り過ぎていく。咄とつ嗟さのことで誰も反応できなかった。


    「私が正しいことを証明します！」


    　言い放った女性は、逃げ惑う客のもとへ向かい、安全な場所があることを叫ぶ。だがパニックに陥おちいった客は、聞く耳も持たずに走り去ってしまった。


    　そして事態は最悪の状況を迎える。通路から[image: ]はい出してきた人面百足むかでたちを見た女性は、遅ればせながら身の危険を悟り、あろうかことか、こちらへ引き返してきたのだ。化け物を引き連れたまま──。


    「くすくす……あんなところに階段があるねぇ」


    「ざわざわ……エサでもいるんじゃない？」


    　人面百足の呟つぶやきから、この場所がバレてしまったことを悟る。奴やつの異能力ですべての人面百足にも、この情報を共有させてしまった。もはや、プール裏の事務所は安全地帯ではなくなってしまったのだ。


    「どうしよう。私のせいだ。斗和くんの心配したとおりになった」


    　銀河が涙を浮かべながら後悔の声を漏もらす。顔からはぞっとするほど血の気が引いていた。


    （──どうする？）


    　笠根木は迷った。人面百足の数は三匹。一匹足りない。あの中に本体がいなければ、奴の異能力発動条件を整えてしまう。再び十体に分身した人面百足の集団が、事務所に殺到してくることになるのだ。


    「笠かさ根ね木ぎ、迷ってる暇はないのです」


    「やるしかないんじゃないのか？」


    　宇う佐さ院いんと原はら田だが、戦うことを主張する。そうだ、と笠根木は思った。迷っていても事態は好転しない。今の最悪の展開は、本体がいるのにそれを逃のがしてしまうことだ。


    「出るぞ！　本体を倒す！」


    　笠根木が飛び出し、宇佐院、原田がそれに続く。


    「待って、私も！」


    　銀ぎん河がが遅れて飛び出す。武器のストックはあるが、憐れなる子羊の生贄サクリフアイスを持つ彼女には、あまり戦いに参加してほしくなかった。だが彼女を説得するような時間はない。


    　笠根木は、毒を受けてのたうち回る女性から人面百足むかでを追い払うと、各個撃げき破はに入る。一いち花かがいないのが大きな痛手だ。それでもなんとか一匹を倒し、銀河たち三人が戦っていたもう一匹の人面百足も、笠根木が消しよう滅めつさせた。どちらも分身のほうだ。


    「おい、残り一匹は？」


    　笠根木の問いに、少女たちは怯おびえた表情で首を振る。戦いに集中していたため、本体かもしれない人面百足を取り逃がしてしまったのだ。ここで止めを刺せなかったことは残念だが、二匹程度ならば、事務所を襲おそいにきても、みんなを護まもれる可能性は高い。


    　笠根木が、ほっと息を吐こうとしたそのときだ──。


    「ぼそぼそ……残念じゃったのぅ」


    「げらげら……がっかりした？　がっかりした？」


    　化け物の声が聞こえた。その場所を探して笠根木は愕がく然ぜんとなる。人面百足は先ほどの女性の背中に張りつき、後頭部から脳を捕食していたのだ。それは残酷な可能性を示す。


    　次の瞬間、人面百足の体が緑色の光を放った。九つの光が矢のように飛散し、巨大なムカデの分身を作り出す。最悪の状況だった。あと一匹残っていたはずの分身は、どこかで倒されていたのだ。


    　十匹の人面百足。すべてが無駄になってしまったような気持ちになり、笠根木は押し潰つぶされるような絶望を覚えた。そして──。


    　シュッ！


    　風を切る音が鳴った。


    「ギギッ！」


    　女性に巻きついていた人面百足が、奇っ怪な悲鳴を漏もらす。その頭部には、一本の矢。


    　シュッ！　シュッ！


    　再び、矢が飛ひ翔しようする音が聞こえる。そして次々に、化け物の頭部に生える矢の本数が増えていく。


    「油断しすぎなのです。宇う佐さ院いんは止まった獲え物ものは外さないのです」


    　計八本の矢が頭部に突き刺さったところで、人面百足むかでの本体が倒れ込む。同時にすべての分身が消しよう滅めつした。


    「ウサっち。すげえ！」


    「ちょっとキミ。すごいじゃないッ！」


    　原はら田だと銀ぎん河がが歓喜の声をあげる。


    「宇佐院は、……か、笠かさ根ね木ぎに褒ほめてほしいのです」


    「ははっ！　よくやったな、宇佐院っ！　おまえ、最高だぜ!!」


    　笠根木は、胸の奥から湧わき上がる感動に押されるようにして、宇佐院の体を抱き締める。


    「──ぶらぼっ！」


    　宇佐院の体がカチカチになり、そのまま動かなくなった。よく見ると、顔は真っ赤かで鼻血が出ている。表情はなぜかにやついていた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　心なしか、薄暗い通路を覆っていた陰いん鬱うつな闇やみの気配が薄れているように感じられた。いや、それは気のせいではないのかもしれない。


    「化け物の死体があったそうだ。誰かが戦っているらしい」


    「武器を持っている人たちがいたの！」


    　人々の口から飛び交う情報が、斗と和わの耳にも届いてくる。生存の可能性が出てきたことが、皆の心に希望の光を灯ともしはじめていた。


    　だがそれは、もっとも凶悪でもっとも邪悪な存在を刺激することにもなる。


    「どういうことでしょう？」


    　傍かたわらの山やま田だが、訝いぶかしげに尋ねてきた。その表情からは真意が読みとれない。なんと返答すべきか斗和は困惑する。下へ手たな言葉を返せば、すべての努力は水の泡あわとなってしまうだろう。命いのち懸がけの会話。


    「どの程度の武器かはわかりませんが、この水族館にそんなモノはほとんどないはずです。もしかしたら、誰かの異能力かもしれません」


    　笠根木のことを知らない自分なら、どう回答をしたかを想像して答えた。下手なごまかしは違和感を生む要因でしかない。


    「山田さん、異能力について教えてもらえませんか？」


    　内心では迷っていたが、思い切って質問を投げる。おそらくこのタイミングを逃のがしては、この世界の秘密を知ることはできないだろう。


    「すみませんが、先ほど話した内容がすべてです」


    「じゃあ、山やま田ださんの見解を教えてください。いろいろ調査されているのなら、なんらかの推測をされているはずです。異能力は存在します。ここはいったいどこなんですか？　本当はわかっていることがあるんじゃ──」


    　斗と和わは最後まで言葉を続けることができなかった。鋭するどい金色の眼が、薄暗いバックヤードで爛らん々らんとした光を発している。圧倒的な殺意の波動が細さい胞ぼうの一つ一つを押し潰つぶし、搔かき毟むしりたいような冷たい刺激をもたらしてくる。


    　逸はやる気持ちが、山田の中の違和感を加速させてしまった。知りたいと焦あせる気持ちが、越えてはいけない一線から足を踏み越えさせてしまったのだ。


    「──斗和くんは、〝クオリア〟という言葉を聞いたことはありますか？」


    　しばらくして、山田の静かでよく響く声が耳に届いた。その眼光に先ほどの鋭さはない。どうやら山田は気づかなかったみたいだ。斗和は内心でほっと息を吐いた。


    「概要くらいなら、聞いたことがあります」


    　クオリアとは、一般的に「主観的体験が伴ともなう感覚質」と訳されるモノ。簡単な言葉に直すと、「自分が何かを感じている」ことだ。このことはあまりにも当たり前すぎて疑問さえ抱いだかないかもしれないが、実は非科学的なオカルトなのである。


    　なぜなら人の頭を解剖して脳の構造を調べたとしても、刺激に対する細胞の動きは解かい析せきできても、「本人が何を感じたか」は観測することができないからだ。


    「主観的というのが重要でして、他人にその存在を証明することができません。たとえば僕が、人間に似せて造られた巧妙な生体ロボットだったとします。僕に感情や意思があると言ったら、斗和くんは信じますか？」


    　それはどんな意味だろう？　斗和は眩暈めまいのするような感覚に襲おそわれた。


    　人の心を持たない殺人鬼。もしも彼が生まれつきの殺人鬼でないのなら、門をくぐるようにして、心のない生体ロボットに変えられてしまった可能性も否定できない。この残忍な殺人鬼は、クオリアを持つ人間なのか、それともゲームのキャラのように、決められた反応を返すだけの哲学的ゾンビなのか？


    「……そうですね。確かにクオリアの証明は難しいことだと思います」


    「ええ。科学では決して解明できない最大の難題だとされています。そういえば血液型占いが流は行やったときに、『科学的に証明されていないから信じない』という人がいましたが、『人の心』も科学的には証明されていない事実については、どう思っているんでしょうね？」


    　ふと、山田はどうなのだろう、と思った。奴やつは人の心の存在を信じていないからこそ、あんな残ざん虐ぎやくな真ま似ねができるのだろうか？　いや、逆に心の存在を信じているからこそ、殺人という行為に酔いしれるのかもしれない。


    「人の三層構造という概念は知っていますか？」


    「授業で習った気がします。人は魂たましい、精神、肉体の三つから成り立つって考えですよね？」


    「そうです。クオリアとは、科学で証明できないが主観的体験から疑いのない存在。もっと意味を拡大すれば、物質界に存在しないが、それ以外の世界に実在するモノと言うことができます。すなわち三層構造で言えば、魂プシユケと精神プネウマに該がい当とうするのです。そして神しん悠ゆう言げんの考えでは、異能力はすべて精神プネウマの座の能力と定義されています。僕たちは物理的な刺激からクオリアを発生させますが、異能力はその逆、随ずい伴はん現げん象しよう説せつの否定なんです」


    　山やま田だはさらに説明を続ける。随伴現象説とは、物理的な刺激がクオリアを発生させても、その逆はないという考えだ。


    「精神プネウマとは簡単に言えば、非物質的な情報データのことです。つまりその膨ぼう大だいな非物質的情報データにより、物質界アツシヤーの情報データを上書きする行為が異能力の正体ということになります。特定の動きをすることから、プログラムと言うほうが正確かもしれません」


    　プログラム。それならば異能力の覚かく醒せい時じに、異能力者たちが名前を思い出すのも納得ができる。特定の動きをする情報データの集合体であるプログラムを実行するには、名前の指定が必須だ。


    　そして「認識」は精神プネウマの座の概念になるので、異能力に「認識」が重要な役割を為なすのも当然のことになる。


    「そしておそらく、今の僕や斗と和わくんたちは『クオリア体』と呼ぶべき存在で、この世界は『クオリア界』というべきモノかもしれません」


    　斗和は愕がく然ぜんとした。クオリア体。それが指す意味は──。


    「じゃあ、今ここにいる俺おれたちは、実際の俺たちじゃなくて、魂たましいと精神だけの存在ということですか？」


    「『実際』というのが何を指すかは難しいですが、ここが非物質の世界、僕たちがゲームのキャラのように単なる情報データという意味では、そのとおりです。僕たちは今実際に肉体を持って向かい合っているように見えますが、実際はそのような情報データを受け取っているだけで、クオリアによって、さも現実のように感じているだけなのです」


    「この手に持っている槍やりも情報だって言うんですか？　毒で体が動かなくなるのも？」


    　困惑を口にしながらも、斗和はその事実を受け入れつつあった。どうしてこの世界から元の世界へ戻ると傷が回復し、建物なども元の状態に戻っているのか？　クオリア体という概念ならば、すべて説明がつくような気がした。


    「『モノがある』というのは、観測の結果でしかありません。逆に言えば、観測結果だけあれば、実際にモノがある必要はないのです。『世界は逆さまに見えている』というやつですね。毒もそうです。毒という情報を受け取って、それに対応する状態に自分の情報を書き換えたにすぎない」


    　世界が上下逆さまである、というのは有名な話だ。人は外から入ってきた光を水晶体レンズで屈くつ折せつさせ網もう膜まくに像をつくるのだが、目の構造上、像は必ず上下逆さまとなっている。それなのに生活に支障がないのは、脳がその情報を書き換えて、再び上下逆さまにしているからだ。人は認識によって処理された世界を見ているのだ。


    「この世界はどこにあるか？　それは愚ぐ問もんかもしれません。『どこ』という概念は、物質界アツシヤーの考え方です。ただし、今までの情報から、とある推測が成り立ちます。神々がいるという異界、神しん悠ゆう言げんの巫み女こが持つチャネリング能力、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーが幻げん想そう生物と呼ばれる所以ゆえん、発想やアイデアが浮かんでくるわけ。さらには死んだ人の精神は、どこに行くのかという永遠の命題。それらは、とある共通の概念に収束します。すなわち──」


    「おい、あんたたち！　上に来い。ロボットが化け物と戦っているんだ。俺おれたち助かるかもしれないんだぞ！」


    　そのときだ。興奮気味に叫ぶ男の声が、山やま田だの科白せりふを遮った。斗と和わは舌打ちしたい気持ちになる。重要な答えを聞く前に、最悪の情報を山田に与えてしまった。


    「斗和くん。一つ言い忘れていたことがありました」


    　言うだけ言って、去っていった男の背中を見つめながら、ぽつりと山田が言った。


    「なんですか？」


    「──神殺しの夜フエンリル・ナイト、発動」


    　刹せつ那な、山田の全身が金色の光を発する。光が闇やみをまといはじめ、右手にすべての絶望を絡ませていく。次の瞬間、悪魔を彷ほう彿ふつとさせる漆しつ黒こくの爪つめが顕けん現げんした。


    （──しまった！）


    　斗和は山田の攻撃に備える。やはりクッシーの情報は禁句だったのだ。今は一秒でも山田を抑えることに集中しなければならない。


    「僕も戦う決心をしました。みんなに怖がられるのが嫌で、このことを秘密にしていたんです。すみません。もっと早く決断していれば……」


    　そうか、と斗和は思った。今の山田は、表向きは斗和の味方。奴やつが異能力を発動させたとしても、それを警戒すべきではない。むしろ強力な味方を得たことで喜ぶべきだったのだ。


    　そこまで考えて、斗和は自分がとんでもない失態を犯した事実に気づく。


    　それと同時に、圧倒的な殺意の塊かたまりが空気を鋭するどく切り裂き、槍やりと共に斗和の右腕を切断した。


    「ぐあああああああっっ!!」


    　斗和は激痛に顔を歪ゆがめて、反射的に右腕の止血をする。


    「ミスをしたなぁ、少年。先ほどまで半はん信しん半はん疑ぎだったが、今の少年の態度で確信した。君には前回の記憶があるな？　今は三周目の世界ということか」


    　山田が恐るべき勘のよさで真実に到達する。まだ化け物は倒し終わっていない。最悪の結末、前回の二の舞まいになる運命が加速する。


    「さすがの私も[image: ]だまされたぞ。今思えば、笠かさ根ね木ぎの科白も不自然だった。君たちは協力関係にあるのだな？　真ま湖この異能力は一回限りだと聞いていたが、そうか、代価を支払うことで例外をつくるタイプか。私の分析アナライズでも、そこまではわからんからなぁ。彼女は化け物に殺されたのではなく、すでに死んでいたのだな？　死体を切断したのはよい判断だ。あれがなければ、私は即座に気づいていただろう。──結局、銀河の兄初恋の相手には敵かなわなかったか。真ま湖こは最後まで、私に『様』をつけることはなかった」


    　斗と和わは肩で息をしながら、黙って山やま田だの言葉を聞いていた。心の動揺を悟られないようにするのに必死だった。幸運が斗和に味方する山田を倒すチャンスが巡ってきた。


    　視界の隅、山田の背後に、風船のように漂ただよってきた化け物の姿が映る。タンガロアだ。どくん、と心臓が鳴った。視線でバレないよう、あえて山田の顔を睨にらみつける。


    「しかし、いたぶり甲が斐いのない反応だなぁ。一周目の世界では四し肢しを切断してやったが、二周目でもそうだったのか？　右腕を失ったにしては、やけに冷静だ」


    　タンガロアはゆっくりと前ぜん傾けい姿勢をとり、角の先端を山田の背中に向けていく。話に夢中になっている山田に気づいた様子はない。矢というよりは、槍やりのような重量と破壊力を持つ突進。それが今、猛然と空気を穿うがち、殺人鬼に突き迫る。


    「うん？」


    　山田は振り向きざまに、タンガロアの角を右手で摑つかんだ。


    「──なっ！」


    　予想外の結果に、斗和は驚きよう愕がくの声をあげる。異能力により自在に軌き道どうを変えることができる化け物。それを摑むということは即すなわち、相手の反応速度より山田の動きのほうが速かったということだ。改めて、この殺人鬼の底なしの強さを見せつけられた思いだ。


    「なんだ、タコか？」


    　興味なさそうに言うと、それを斗和に向かって投げつけてくる。まさに槍の投とう擲てき。斗和は全力で床ゆかを蹴けって、紙かみ一ひと重えでそれをかわした。


    　異能力を無効化されたタンガロアは、軌道を修正することなく壁に突き刺さる。深々と突き刺さった角を必死に抜き取ると、[image: ]はいつくばりながら事務所へと逃げ込んでいった。
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    　圧倒的重量を持つ鋼鉄の腕が、テュポポの体に突き刺さる。異能力で強化された防御力も、クッシーに憑ひよう依いした一いち花かのたび重なる攻撃を受けて、ついに風かざ穴あなを開けることとなった。


    「すごいのです！」


    「これ、山田にも勝てんじゃないのか？」


    　テュポポに止とどめを刺す一花に向かって、宇う佐さ院いんと原はら田だが歓声をあげる。クッシーに憑依した一花は、すぐさまシンボリック広場へ向かい、笠かさ根ね木ぎたちと合流、予定どおり現れたテュポポを撃破したのだった。


    「それが無理なんだよ。奴やつは触れただけで異能力を無効化する。相性が悪すぎるんだ」


    「あの、ありがとうございます」


    　悔くやしげに言う笠かさ根ね木ぎに向かって、テュポポから助けたばかりの親子がお礼を述べる。なぜか笠根木は感極まったような表情となり、女性が抱いている幼よう女じよの頭を優しく撫なでた。


    「よかったな。お母さんが無事でよ」


    「なっ、笠根木。なんで泣いているのです。宇う佐さ院いんのセンサーがロリコンの気配を察しているのです！」


    「うるせえ、泣いてなんかねえよ！」


    　一いち花かは、涙を拭ぬぐいながら言い放つ笠根木から目を離すと、三階のサイエンスラボから、ゆっくりと降りてくる水の壁を見上げた。


    「タコさん、来ないね」


    　前回はこの場所にタンガロアもやってきたらしい。だがどこで未来が変わったのか、タンガロアの姿は見当たらなかった。


    「予定は変更だ。先に水の壁を叩たたく。悪いが俺おれたちは手助けできねえ。……やれるか？」


    「おうよ！」


    　申し訳なさそうに言う笠根木に、一花は元気よく答える。リヴァイノスと戦えるのは、クッシーに憑ひよう依いした一花だけなのだ。


    　笠根木たちが十分に距離をとるのを見届けてから、一花は自分から水の壁の中へと突っ込んでいった。急激な浮ふ力りよくが襲おそってきて鋼鉄の肉体を持ち上げる。リヴァイノスの異能力そのものである海水は、中にいるモノすべてを浮かび上がらせる効果を持つ。


    「うわっ！　全然、動きが悪いよ」


    　いくら深海探査機といえども、水中での動きは、陸に比べれば相当悪くなる。向きを変えるだけでも精一杯だ。嫌な予感がした。一花の本能が、負ける可能性を感じ取っている。


    （──でも、負けられない）


    　そんな一花をあざ笑うかのように、水の動きが変化する。激しく襲い来る海水の奔ほん流りゆう。水中だと、事前にそれを察するのは困難だ。機体が回転し、上下の感覚をくるわせた。そして深い闇やみの先に巨大な人面を持つ真っ白な魚の姿が映る。次の瞬間、衝撃が機体を震わせていた。


    「わっ！　なに？」


    　一花は自分の身に起こったことを理解し、愕がく然ぜんとする。いつの間にか、リヴァイノスに捕ほ獲かくされていたのだ。鋏はさみのような肋ろつ骨こつに抱き締められ、鋼鉄の肌はだがギシギシと悲鳴をあげている。　切断できなかったことが不満なのか、リヴァイノスは乱暴に一花を放り投げた。水中を突き進み、海水と接する見えない壁に叩きつけられ、機体が激しく軋きしんだ。


    （やばいよ、お兄ちゃん）


    　一花は瞬時に自分の不利を悟る。クッシーはあくまで、水中に潜もぐることができる程度の代しろ物ものでしかなかった。水中の生き物と戦闘するには、あまりにも力不足。やっと両足で立つことを覚えた子供が、大人に喧けん嘩かを挑いどむようなモノだ。


    　リヴァイノスが自在に水中を駆かけ、一いち花かに攻撃を仕掛ける。前後左右だけでなく、上下方向も加えた立体的な攻撃。強きよう靭じんな顎あごと腹部の刃やいばが幾重にも機体の表面に傷をつけ、尾お鰭ひれによる一撃が、いとも容易たやすくクッシーの巨体を壁に叩たたきつける。


    　如い何かにクッシーが水圧に耐えるべく強固に建造されているとはいえ、戦闘することを前提に造られたわけではない。内部ではいくつかの部品が故障し、左腕は完全に動かなくなった。


    　それでも一花は完全に諦あきらめてはいなかった。受けるダメージを最小に抑え、起き死し回かい生せいの一撃を狙ねらう。


    「今だっ！」


    　正面からリヴァイノスが、クッシーに抱きついてくる。今度こそ、腹部の刃でバラバラにするつもりなのだ。意表を突かれた前回と違い、今回は冷静に対処できた。ワイヤー付きの三連装超高速水中ボウガンを至近距離クロスレンジから発射し、化け物の体たい躯くに銛のような形状の矢を突き立てる。


    　のたうち回るリヴァイアスに投げ出されてしまったが、今度はワイヤーがある。腕のウインチを上じよう手ずに使い、壁に足の裏で着地する。


    「床ゆかが蹴けれれば、こっちだってっ！」


    　足の裏のキャタピラで壁を疾しつ走そう、ワイヤーの向きで相手の動きを読み、鋼鉄の肉体による体当たりを仕掛ける。だが敵も水中の覇は者しや。攻撃の気配を察すると、するりと体をくねらせて回避した。


    「まだだよッ！」


    　ウインチを高速回転させ、機体の突進を押し留とどめた。背中と脚部のジェットを全力で噴射させると、そのままリヴァイノスめがけて回し蹴りを打ち放つ。顔から生える腕の一本を切断し、奴やつの胴体に深々と溝のような傷をつけた。


    「うわっ！」


    　一花が悲鳴をあげる。たび重なる酷使により、ワイヤーが抜け落ちてしまったのだ。頼るべきものが何もない水中に放り出された一花に向かって、傷の恨みを晴らすかのように強烈な刃の連撃が降り注ぐ。吹き飛ばされ、背中から壁にめり込む機体。そのクッシーの頭部に、腕のように伸びてくるリヴァイノスの口が襲おそい来る。


    　ゴキッ！


    　まるで人間の首が折れるかのような破は砕さい音おんをたて、クッシーの頭部が喰くい千ち切ぎられた。刹せつ那な、一花の意識がゆっくりと機体から剝はがれはじめる。


    「え？　なんで？　まだ動けるのに」


    　一花は驚いた声をあげるが、彼女の認識は違った。人間にしか憑ひよう依いできない一花は、クッシーを人間だと見立てている。頭部のない人間は死ぬ。そのイメージはそのままクッシーにも適用されるのだ。


    （どうしよう？　一いち花か、負けちゃったよぉ）


    　強制解除ログアウトさせられた一花は、敗れてしまった事実に困惑する。自分の役目を果たせなかったことが、堪たまらなく悔くやしかった。けれど、気持ちをすぐに切り替えて一階の事務所へ向かった。もしも負けてしまった場合は、シャバに憑ひよう依いする手て筈はずになっている。シャバの肉体に折り重なると、一瞬だけ意識が途切れた。次に神経が隅々まで広がっていくような感覚。ゆっくり目を開けると、そこにはタンガロアの姿があった。


    「なんでこいつが!?」


    　思わず大声を出す一花。けれども、すぐに様子がおかしいことに気づく。まるで翼の折れた鳥みたいに飛びもせず、不器用に床ゆかの上を[image: ]はって移動していた。


    　一花は難しいことを考えるのは苦手だ。だから直感の感じたままに行動する。


    「……なんか、今なら倒せそう」


    　一花は巨大包丁を振るって、タンガロアの解体をはじめた。必死に抵抗してくるも、宙を飛べないタンガロアはそれほど脅きよう威いではない。事務所を出たバックヤードのところで、息の根を止めることに成功する。これで残る化け物はリヴァイノスだけだ。


    　ふと顔を上げたところで、一花は心臓が止まりそうになった。目の前には、山やま田だと腕を切断された斗と和わがいたのだ。二人の視線は、明らかに一花に向けられている。


    　怪け我がをした斗和を見て咄とつ嗟さに飛び出さなかったのは、不気味で強大な山田の殺気に圧倒されたからにほかならない。本能が死の予感を色濃く感じ取っていた。


    　斗和が目で、逃げるよう指示を飛ばす。そうだ、と一花は思い出した。山田とは絶対に交戦してはならない。すぐに逃げる約束だ。斗和のことは心配だったが、一花は誰よりも斗和のことを信じている。


    「シャバーッ！　シャバーッ!!」


    　予あらかじめ決めていたサインを斗和に送って、一花はその場を後にした。
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    　一花のサインで、斗和は状況を理解する。残る敵はリヴァイノスのみ。シャバの体であることから、クッシーは敗れた状態だ。生きてこの世界から帰るには、もはやこの作戦に[image: ]かけるしかない。斗和は覚悟を決めると、大声を張り上げた。


    「山田喜き一いち郎ろう！　俺おれとゲームをしろッ！」


    　余裕の笑みでシャバの後ろ姿を眺めていた山田が、興味深そうな視線をこちらへ向ける。


    「貴き様さまが俺を十回殺す間に、一回でも俺が貴様に攻撃を当てることができたら、俺の勝ちだ。他人を傷つけることを一切やめ、俺たちを速やかにこの世界から脱出させろ。そして貴様の知っているこの世界の秘密を、俺に教えることを約束してもらう！」


    「おいおい。ずいぶんと君にとって都合のいいゲームだなぁ。交渉の仕方を知らんのか？　私になんのメリットがある？」


    「──貴き様さまに、敗北を味わわせてやる」


    　珍しく呆あつ気けにとられた表情となった山やま田だが、ややあって肩を震わせはじめた。


    「くくく、ふはははははははっ！　ひはははははははッッ！　あーははははははッッッ!!」


    　山田が左手で額ひたいを押さえながら、仰のけ反ぞるようにして大笑いする。薄暗い館内に響き、こだまする[image: ]ちよう笑しようは、やがて唐突にやんだ。


    「──笑えんなぁ。まったくもって笑えんぞ、少年」


    　山田は口元に手を当てると、斗と和わの真意を探るように、じっと底冷えのするような視線を送りつけてくる。冷や汗が一筋の冷気となって、斗和の頰ほおを伝った。


    「それは少年のアイデアではないな？　かといってそんな提案をするような輩やからは、君の陣営にはいない。……そうか、前回の私の言葉なのだな？　なるほど復元力か」


    　斗和は息が止まる思いだった。やはり山田は頭の回転が速い。そして斗和の狙ねらいも読まれてしまった。


    　山田がこのゲームに乗るという推測は、復元力の影響を前提としている。殺人鬼をも凌りよう駕がする宇宙の法則。前回の記憶がない山田は、自みずからの意志で前回と同じ行動をとる。だが、それに気づかれてしまった場合はどうなるのか？　未来を知れば『未来』を回避できる。それもまた宇宙の法則。奴やつがこのゲームに乗らずに一いち花かたちを殺しに向かえば、その時点ですべては終わってしまう。


    「不思議だなぁ。果たして意志とは、何が決めるモノなのか？　実はなぁ、少年のゲームに乗りたいと強く思う自分がいるのだよ。なんとも奇妙な気分だ。これが復元力の影響かと思うと、ますます不思議な気持ちになる。──いいだろう。ゲームを承諾しよう」


    　すべての音がやみ、時間が止まったような、シンとした緊張が襲おそい来る。山田の全身を、闘志と殺意が包み込んでいくのを、肌はだが感じ取っていた。


    「無ぶ粋すいな駆かけ引きをするつもりはない。『攻撃』とは俺おれの体、もしくは俺が持つ武器が貴様に当たることを指す。もちろん異能力も武器に入る。当然、貴様の攻撃が有効になっている状態での俺の攻撃は無効だ」


    「オーケーだ。異論はない」


    　ゲームは成立し、それは同時に開戦の合図でもあった。


    　先に動いたのは斗和だ。しかし先に攻撃してきたのは山田のほうだった。斗和の突進に合わせ、向こうも距離を詰めてくる。まるで瞬間移動したみたいに、唐突に目の前に現れた。


    「──くっ！」


    　慌あわてて踏み止とどまった斗和に対し、山田が鋭するどい突きを打ち放つ。今までの斗和であれば、クリーンヒットしていただろう一撃。けれども前回の闘いで成長した斗和は、なんとかそれを防ぐことができた。


    「ほう。私の知っている少年とは、だいぶ違うな。前の世界で鍛きたえられたか？」


    　山やま田だは感心した声を漏もらしながらも、隙すきのない攻撃を繰り出す。だが右手をまったく使ってこないことから、手を抜いているのは明らかだ。それでも斗と和わは防戦一方となり、重い打撃が肌はだを打ちつける。ついには防御を突き抜けて、前まえ蹴げりが斗和の体を吹き飛ばした。


    　床ゆかを転がりながらも、これを好機と受け止める。今度は斗和の攻撃の番だ。立ち上がると同時に果か敢かんに攻撃を仕掛ける。山田よりも低い身長を生かし、主に下半身に打撃を放つ。


    　それだけではない。斗和は切断され血を流す右腕を、ぶんと振るった。シャバの異能力みたいに三日月状の血液が山田の顔を襲おそう。


    「なるほど、目め潰つぶしか」


    　斗和の意図に気づいた山田は、笑みを貼はりつけたままそれをかわす。明らかにこちらの攻めを楽しんでおり、余裕で攻撃を防いでいる。血液さえもかわし続ける事実に、斗和は焦あせりを超えて憧しよう憬けいに近い気持ちさえ抱いだいた。


    　しかし、このままでは勝機はない。なんとしても山田に右手を使わせる必要がある。


    　ぐるりと体が回転する感覚。山田の投げ技を喰くらったのだ。地面に叩たたきつけられると同時に、喉のどめがけて山田の足が踏み下ろされる。斗和は咄とつ嗟さに体を横に回転させ、それをかわした。


    「今ので殺せたと思ったんだがな」


    「貴き様さまにはわからないだろう。必死で生きようとする者の気持ちが」


    　斗和は左手で脇わきを押さえ、右腕の止血をしながら言い放つ。血を流しすぎたせいか眩暈めまいがして、体を動かすのが億おつ劫くうになっている。あまり時間はない。


    「気持ちなどというのは元来、相手には伝わらないモノさ。言葉によってそれを成した気になっているだけだ。ちなみに言葉ほど安上がりなモノはない。謝罪はしても、金は払いたくないという輩やからは世の中たくさんいるぞ」


    「それは貴様が、人の想おもいを軽かろんじているからにすぎないッ！」


    　再度、斗和は攻撃を仕掛ける。先ほどと同じ展開。斗和の攻撃はまったく当たらない。


    「そろそろ、回数を削ってやろう」


    　刹せつ那な、山田から放たれる殺気が倍増する。世界を黒く侵食するほどの殺意は、絶望の顕けん現げんそのもののように禍まが々まがしい漆しつ黒こくの爪つめとなり、斗和へと襲いかかる。


    　それは、斗和が狙ねらっていたチャンスでもあった。神殺しの夜フエンリル・ナイトは一撃必殺。『十回のゲーム』を行おこなっている以上、必ず寸止めする必要がある。


    　寸止めの攻撃と斗和の全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた一撃。圧倒的な戦力差を埋めるとしたら、そこに[image: ]かけるしかない。これは山田を信頼する行為だ。奴やつは噓うそをついても約束を破ることはない。


    　斗和は真っ向から漆黒の爪に突っ込んでいき、切断されたはずの右手に力を込める。がちりと歯車が合う感覚。淡い光を放つ右腕が出現し、山田の顔に突き刺さった。


    　肌はだと肉を穿うがつ感触が、幻想の右手フアントムリーフを通して伝わってくる。山やま田だに右腕を切断されてから、この機会をずっと狙ねらっていた。二周目の記憶のない山田にとっては、予想を遙はるかに超えた攻撃のはず。もしも、これが駄目ならば──。


    「ほう、これは驚いたな」


    　奴やつの声が降りてくる。斗と和わの一撃を食らったはずの山田は、一歩もそこから動いていない。


    「ファントムリーフ現象か？　これほどまでの生命エネルギーの塊かたまりを見るのは初めてだ」


    「──馬ば鹿かな？」


    　そこで斗和は、自みずからが大きな勘違いをしていたことに気づく。斗和の右手と山田の顔の間、そこには奴の左手があった。つまり斗和の攻撃は防がれていたのだ。


    　呆ぼう然ぜんとする斗和の腹部に膝ひざ蹴げりが入る。そして右手で頭部を摑つかまれ、壁に叩たたきつけられた。


    「残り九回だ。しかし、何かあるだろうとは思っていたが、まさかそんなクソの役にも立たない力を隠し持っていたとはなぁ」


    「気づいてたんじゃないのか？」


    「正直、予想外だ。血液による目め潰つぶし。あれもいいカモフラージュだったな。下へ手たに右腕を隠さないことで、特段注意を引くこともなかった。おっと、なぜ攻撃が防がれたか、わからないって顔をしているな？　なぁに簡単な理屈さ。それの拳けん速そくは君のパンチと変わらない。ちょっと本気を出せば、防げないこともないのさ」


    　山田の言葉は真実だ。幻想の右手フアントムリーフでは山田の反応速度を上回ることはできない。それ故ゆえに確実な機会を狙っていた。けれど──。


    「正直、私は期待していたのかもしれんなぁ。少年には秘められた力があるのでは、と。それがまさか、肉体ソーマの座第一位の力だとはな」


    「なんだそれは？」


    「先ほど教えたはずだぞ。人は魂プシユケ、精神プネウマ、肉体ソーマから構成されている。それぞれの座は四つの層に分かれ、全部で十二位い階かいだ。通常の物理攻撃は肉体ソーマの座第四位、全十二位階の十二位。君のその力は、肉体ソーマの座では一番上となるが、全十二位階では第九位だ。ちなみに私の神殺しの夜フエンリル・ナイトは精神プネウマの座第二位、全十二位階第六位の力となる。もっとも、上位階層ほど強いというわけではないがな」


    　階層うんぬんはよくわからなかったが、斗和自身、明確に理解していることがある。おそらく自分の攻撃は、山田には届かない。だからこそ──。


    「うおおおおおおおおおっっ!!」


    　斗和は再び山田へ突進する。今度は幻想の右手フアントムリーフを交えた攻撃。だがこの腕で、奴の右手を防ぐつもりはない。逆だ。相打ち覚悟で攻めるためのモノ。奴が寸止めをするタイミングにこそ、勝機がある。


    　だが向こうも殺さない程度には、斗和の体を切り刻んでくる。頰ほおが裂け、耳がそげ落ち、手足には無数の裂傷。全身から流れ落ちる血が、体力と共に意識までも吸い出していく。回数もどんどん削られていき、死の影が色濃くまとわりついてくる。


    「ふはははははははっっ！　まさかとは思ったが、そうなのかぁッ！」


    　唐突な[image: ]ちよう笑しようと共に、山やま田だが右手を振るう。防御することなく突っ込んでいった斗と和わだが、頭部に重い一撃を受け、縦に体が回転しながら吹き飛ばされる。相手が寸止めすると思い込んで無防備になりすぎていた。神殺しの夜フエンリル・ナイトを消した右手の攻撃ならば、寸止めする必要はないのだ。


    　朦もう朧ろうとしながらも必死に立ち上がる斗和の喉のどに、鋭するどい漆しつ黒こくの刃やいばが突きつけられる。


    「残り一回。次が最後だ。正直、私は君を買い被かぶっていたのかもなぁ。私とのゲームは時間稼かせぎだと思っていた。君が私を引きつけている間に、笠かさ根ね木ぎたちが化け物を倒す。幻想の右手フアントムリーフはわかるぞ。私に一撃を入れられる可能性があった。だが、それ以降は意味のない行為だ。時間稼ぎをするわけでもなく、無意味に回数を消費するだけ。かといって、笠根木たちと合流する気配もない。つまりは、少年よ。君たちは魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを倒すことに失敗し、策が尽きた状態なのだな？」


    　斗和はすぐには答えなかった。視界がチカチカする。薄暗い水族館ではない。天てん蓋がいの開けた懐なつかしい場所で闘っているかのような感覚。目の前に立っているのは殺人鬼ではなく、褐かつ色しよくの肌はだを持つ女性だ。体の奥底から何か熱いモノが湧わき上がってくるのを感じる。


    「ふふ、ふふふっ」


    　斗和の口から、乾いた笑いが漏もれた。


    「呆あつ気けなかったなぁ、少年。気がふれたか？」


    「いいや。俺おれは正気だぞ。貴き様さまがあまりにも間抜けなんで、思わず笑ってしまったんだ」


    「……続けたまえ」


    「貴様は他人を信じたことはあるか？　誰かに想おもいを託したことはあるか？　俺は一いち花かを信じる。笠根木たちを信じる。あいつらはきっと化け物を倒し、この世界から生還するはずだ。あいつらが生きている限り、俺は負けていない」


    「仮にそうだとしても、君が死ぬ現実は変わらない。そこになんの意味がある？」


    「意味はあるさ。すべての生物にとって究極の目的は生存じゃない。自分の子孫を残すことだ。自分の想いを託し、後世へ伝える。そのためだけに生物は争い、他を喰くらい、命を[image: ]としていく。だが、山田。貴様にはそれがない。一周目の世界で、貴様は一花に殺された。なぜだ？　確かに同行人ラベンダーだったかもしれないが、異能力の発動自体はできたはずだ。なぜ殺されることを選んだ？」


    「愚ぐ問もんだな。神殺しの夜フエンリル・ナイトを発動させた時点で、私にかけられた異能力は消しよう滅めつする。一度死んでも生き返るのだぞ。死を経験できる素晴らしい機会じゃないか？」


    「異能力が発動しない可能性もゼロじゃなかったはずだ。はっきり言おう。貴様は死んでしまっても構わないと思っている。今もそうだ。笠根木たちがこの世界から生還したら、貴様を警察に突き出すことくらい予想できるだろう？　それなのに、まったく慌あわてた素そ振ぶりを見せない。俺おれたちを皆殺しにすればいいとか、警察から逃げ切る自信があるとか、そんな理由じゃない。貴き様さまは、仮にそこで人生が終わってもいいと思っている。生きようとする意志がないんだ」


    「なるほどなぁ。言われてみれば、確かにぶっちゃけそうだな」


    「だから、貴様には理解できない。みんなの生きたいという意志が、死にたくないという願いが。必死に生きるからこそ、他人の気持ちが理解できる。お互いに死にたくないと思うからこそ、受け入れられる厳しく悲しい現実もある。だが貴様にそれはない。貴様の殺人には、なんの理由もない。空っぽなんだ。だから許せない。死んでいった人たちの魂たましいが報むくわれない！」


    「ならば抗あらがってみろ。言葉をいくら重ねたところで現実は変わらない。攻撃とは、生物に共通する生への自己主張だ。自然界のルールに則のつとり、君たちの想おもいとやらを伝えてみたまえ」


    「もとから、そのつもりだ。次の攻撃に、この右手に、俺のすべてを注ぎ込む！」


    　斗と和わは、自みずからの死を受け入れる。


    　もはや恐怖はない。託すことのできる相手が見つかった。一いち花かに笠かさ根ね木ぎ、そして銀ぎん河がたち。彼女たちは必ずこの世界から脱出し、自分の意志を継いでくれるはずだ。


    「ほう。いい表情だな、少年。どうやら本当に死を覚悟したらしいな。いいだろう。最さい期ごに相ふ応さわしく、このフェンリルの爪つめで、少年を貫つらぬいて終わりにしよう」


    　斗和は静かに呼吸を整える。互いに一歩踏み出せば、拳こぶしが届く距離。死を前にして精神が限りなく集中していくのを感じる。周囲の雑音が消え、呼吸と鼓こ動どうの音だけが聞こえる。世界が色と形をなくし、圧倒的な存在感を誇る殺人鬼だけが残った。


    　やがて、それぞれのリズムを刻んでいた呼吸と心臓の音が、きれいに重なり合う。


    　──それが合図だった。


    「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」


    　斗和は咆ほう哮こうと共に、渾こん身しんの一撃を放つ。全ぜん身しん全ぜん霊れいを[image: ]かけた『幻想の右手フアントムリーフ』の一撃。


    「遅いぞ、少年」


    　だが、それよりも速く山やま田だの右手が迫り来る。


    　──鈍にぶい音が響いた。肉を貫く、絶望の音。


    　斗和の左胸を漆しつ黒こくの爪が深々と貫いている。致命的なダメージを受け、口から血の塊かたまりを吐き出した。ずるずると崩れるようにして膝ひざをついた斗和は、山田によって雑に放り投げられる。


    「即死を免まぬかれたか。前回も似たようなことがあったのだな？　わずかにずらされた。死を理解した本能が避けることを選んだのだろう。だが、その傷ではどのみち助からない。無駄に苦しみが増えただけだ」


    　どこか憂うれいを帯びた表情で山田が言った。


    「やはり、貴様は……理解して、いなかったな」


    　斗和は必死に言葉を紡つむぐ。心を満たしていたのは、充足感だ。なんの力もない自分。そんな自分にできる最後の役割。それを成し遂げることができたのだ。


    「俺おれの、……勝ちだ」


    　一瞬、訝いぶかしげな表情をした山やま田だだったが、すぐに自分の右手に起こった違和感に気づく。


    「まさか、これは!?」


    　漆しつ黒こくの爪つめについた透明な液体が、シュウシュウと音を立てて消滅していた。普通の液体がそんな反応をするはずがない。そうこれは、リヴァイノスの海水だった──。
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    　笠かさ根ね木ぎたちは近づきすぎず離れすぎないよう、注意深く水の壁の動きを追っていた。


    　クッシーがリヴァイノスに負けた場合、作戦は次の段階に移行する。山田の異能力で、リヴァイノスの海水を無効化するのだ。


    　当然、山田に今が三周目であることをバラす結果になるので、最終手段ではある。それを成すのは斗と和わの役目。復元力の影響で「十回のゲーム」が成立する可能性は高い。攻撃は届かなくとも、液体ならば手に引っかけることくらいできるだろう、というのが斗和の説明だった。


    「どう？　まだなの？」


    　観覧席に来たところで、銀ぎん河がが話しかけてきた。彼女も作戦の内容は把握している。


    「馬ば鹿か！　なんで出てきてんだよ？」


    「なんでキレてんの？　最後に人がいないか確認してたのよ！」


    　笠根木の科白せりふに、銀河が憤慨したように答える。リヴァイノス以外の化け物が死んだ今、一人でも多くの人を助けようと銀河たちが動き回っていた。水の壁は走って逃げれば危険はないが、怪け我がや毒で動けない人、体力が尽きた人や諦あきらめている人もいる。


    　ずっと行方ゆくえ知れずで心配されていた日向ひゆうがも、先に味方にした灰はい村むらたちが確保してくれた。日向の口から語られた山田の素顔に、誰もが驚きの顔を隠せないでいた。


    　笠根木の精神を、じりじりとした焦しよう燥そう感かんが締め上げる。笠根木の異能力は死体がなければ使用できない。大量の死体があった二周目の世界と違い、今回は多くの人が生き残っていた。武器がなくなってしまうのは、もはや時間の問題なのだ。


    「なあ、もしかして斗和の奴やつ、失敗したんじゃねえのか？」


    「斗和は失敗しねえ！」「斗和くんは失敗しないわよッ！」


    　不安げな御み手た洗らいの科白に対し、笠根木と銀河が同時に叫んだ。科白が被かぶったことに気づいた二人は、拗ねたように互いにそっぽを向く。


    　一秒でも早く化け物を倒す必要があるため、より確実な戦力に武器を持たせていた。今の戦闘員は、笠根木、一いち花か、宇う佐さ院いん、青あお美み空ぞら、御手洗、そして先ほど事務所で女性と口論していた強こわ面もての男だ。彼は自みずから戦うことを志願してきた。


    「うう。笠かさ根ね木ぎの態度が、なんか怪しいのです」


    　宇う佐さ院いんが人知れず、泣きそうな顔で唇くちびるをへの字にする。そんななか、一いち花かだけが静かに水の壁を見つめていた。そして、声をあげる。


    「来たよ！」


    　観覧席の上部を覆おおっていた海水が、一瞬にして消しよう滅めつする。中から巨大な人の顔を持つ、魚の化け物が転がり落ちてきた。


    「ははっ、さすがは斗と和わだ。行くぜッ！　全戦闘能力上昇オール・ブラスト」


    　一花が巨大包丁を手に、笠根木は長剣、宇佐院は洋よう弓きゆうで攻撃する。青あお美み空ぞらと強こわ面もての男は両手槍やりだ。


    「正面は危険だよ。口が飛び出してくるの！」


    　一花が注意を促し、左右から笠根木たちが攻撃を加える。水中では最強を誇った化け物も、陸の上では動くことすら困難みたいだ。それでも強力な尾お鰭ひれの攻撃は残っていて、強面の男があっさりと吹き飛ばされる。さらには胸の鋏はさみ。体を横向きにし、不用意に近づいていた青美空の左足を切断した。


    「笠根木、弓が消えてしまったのです」


    「ストックはねえ。おまえは安全な場所にいろ！」


    　笠根木は答えつつ、自分の武器もそろそろ時間切れだということを悟る。それなのに、リヴァイノスに死ぬ気配はない。恐るべき生命力で必死に抗あらがっている。しかも奴やつが進む先にはプールがあった。あそこに逃げ込まれたら、山やま田だがここにやって来る前に倒せる自信はない。


    「こいつ、しつこい。早くしないとお兄ちゃんが！」


    　一花が焦あせった声を出す。凄すさまじい運動能力で何度もリヴァイノスの皮ひ膚ふを切り裂いているが、致命傷には至らない。時間をかければ、そのぶん斗和が山田に殺される確率が高くなる。


    「くそっ！　早くくたばりやがれッ！」


    　笠根木も剣を振るうが、尾鰭や鋏の攻撃が強力で、なかなか近づくことができなかった。その間にも、リヴァイノスは着々とプールに近づいている。


    「みんな、頑張れぇええッッ！」


    　そのときだ。銀ぎん河がの声が聞こえてきた。いや、それだけじゃない。


    「頑張って！」


    「負けるな～ッ！」


    「いっけぇえええ！　そいつをぶっ殺せぇッ！」


    　見るとプール裏の事務所に隠れていた人たちが姿を現し、必死に声援を送っていた。


    「おい、何やってんだ！　隠れてろッ！」


    「後はそいつだけなんだろ？　俺おれたちにもできることをやらせてもらうぜッ！」


    　叫んだのは別の男性だ。事務所から数人の男たちが机を担かついで飛び出してくる。全部で四組。


    「プールに近づけないようにするんだ！　俺おれたちで堰せき止めるぞッ！」


    　彼らは転がるようにして落ちてくるリヴァイノスの巨体を、机をバリケードにして押し止とどめた。化け物の体力が落ちていたこと、鋏はさみが届かない向きだったのが幸いした。切断されずに済んでいる。それでも強烈な口によって、机がガリガリ削られていく。あまり時間はない。


    　胸が高こう揚ようするのを感じる。戦う術すべを持たない人たち。そんな彼らの声援が、力を漲みなぎらせていく。必死の想おもいが、生への渇かつ望ぼうが、空気を通して笠かさ根ね木ぎの心を震わせていく。


    「みんな、一気に決めるぞッ！」


    　笠根木は消えた長剣の代わりに青あお美み空ぞらの両手槍やりを手にして、果か敢かんに攻撃を仕掛ける。一いち花かも、御み手た洗らいも、強こわ面もての男も、声援をその身に受けて、怪け我がを恐れることなく突っ込んでいく。


    　場が高揚していた。想いが渦を巻いて、戦う力を何倍にも高めていた。


    　そしてついに、バリケードで動きを封じられたリヴァイノスの頭に、一花の巨大包丁が深々と突き刺さる。ぴくぴくと痙けい攣れんし、抵抗する力が一気に弱まった。


    「いけえええええええッッ！　一花ッッッ!!」


    「てやあああああああああッッッ!!」


    　笠根木の声に、一花が渾こん身しんの一撃を振り下ろす。それはリヴァイノスの頭を真っ二つに切断し、確実なる死をもたらした。歓声が沸わき上がる。人々は互いに抱き締め合い、生き残れた喜びを分かち合っている。


    　そして、乾いた音が鳴り響いた。世界が崩ほう壊かいする音。見えない壁に無数の亀き裂れつが走り、次の瞬間粉々に砕け散る。強烈な浮遊感が、笠根木の精神を押し上げてく。


    「お兄ちゃんはっ！」


    「斗と和わくんは、どうなったの？」


    　一花と銀ぎん河がの声。そうだ、と笠根木は思った。山やま田だに斗和が殺される前に、自分たちは化け物を殺すことに成功したのだろうか？　予定よりも時間がかかってしまった。最悪の想像が頭をよぎる。


    （生きていてくれよ、斗和！　俺たちには、みんなには、おまえが必要なんだよ！）


    「斗和ぁあああああああッッッッ!!」


    　自分の叫び声を耳にしながら、笠根木は意識を失った──。
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    　一階のバックヤード。そこには左胸を貫つらぬかれて瀕ひん死しの斗和と、呆ぼう然ぜんと右手を見つめる山田の姿があった。


    「……なるほど、少年の狙ねらいはこれだったのか。服の裏に、奴やつの海水の入った袋でも貼はりつけていたのだな。私と行動を共にしてからは、そんな準備をする暇はなかったはず。少年には最初から、この終局図が見えていたんだな？」


    　山やま田だの声が、やけにはっきりと耳に届いてくる。けれども距離感がわからず、ずっと遠いところから話しかけているようにも、耳のすぐ横で囁ささやきかけているようにも思える。


    　神殺しの夜フエンリル・ナイトに海水を触れさせる方法。いくつか考えてみたが、一番確実だと思ったのは、これだった。前回と同じ形にもっていけば、高確率で同じ結果となる。山田さえも逆らうことのできない、復元力という名の宇宙の法則。斗と和わの攻撃どころか、飛ばした血液まで避ける強敵。まず間違いなく、この方法以外では失敗しただろう。


    「認めよう。私は君の戦略に負けたようだな。他人が生き残ることになんの意味があるのかはわからんが、完かん璧ぺきに私の裏をかいた事実は評価に値する。たまには負けるのもよいなぁ。感慨深い気持ちになる。だが──、君との勝負には勝たせてもらおう。このまま放ほうっておいても死ぬだろうが、その前に見えない壁が消しよう滅めつするかもしれんからなぁ。確実に殺すとしよう。君は無駄にしぶといようだ。あの状態から急所をかわされるとは思わなかったぞ」


    　それでか、と斗和は思った。自分がまだ生きている理由。頭では死を覚悟していたはずなのに、体が勝手に避けてしまったのだ。前回の記憶が肉体に残っていたのだろう。


    　ふと、「リベットの実験」のことを思い出した。長らく脳が体を動かしていると思われていたが、最近の科学的実験によって、その事実に疑問が示されることとなる。人が腕を動かすとき、脳が腕に命令を下すよりも早く、肉体が反応している事実がわかった。つまりは先に腕が動くことを判断し、それを脳に事後報告していることが判明したのだ。


    　では、脳の役割とは何か？　心とはどこにあるものなのか？　古代には意思は心臓に宿るとされ、近代は脳にあるとされ、近年では体が持っていることが判明した。


    『利己的な遺い伝でん子し』の発刊により、「遺伝子によって人が支配されている」との誤解を広めたことに対し、著者であるリチャード・ドーキンスは苦く言げんを呈ていした。だが本当にそれは、真実とは違うものなのか？


    　常識パラダイムは変遷シフトする。我思う故に我ありコギト・エルゴ・スムはとうの昔に否定され、クオリアの概念は物質の存在すらも否定した。山田の言うとおり今の自分がクオリア体ならば、この世界の出来事にどんな意味があるのだろう？　肉体がなく感覚質だけの存在ならば、子孫を残すという生命の究極の目的とは、なんのために存在するのだろうか？　命とは、いったい？


    『──ったく、おまえは頭で考えすぎなんだよ』


    　懐なつかしい声が聞こえた。褐かつ色しよくの肌はだにクリーム色の髪。引き締まった体に、革でできた胸当てが豊満な胸を押し上げている。


    『確かに異能力は精神プネウマの座の力、頭の回転は大事だ。だけどオーラは肉体ソーマの座の力。頭じゃねえ、体に判断させるんだよ』


    　心地よい倦けん怠たい感かんが全身を覆おおっている。体はぼろぼろで、至るところに鈍にぶい痛みが残っているが、それを超えるほどの充足感が心と体を満たしていた。


    『せっかく、そんな桁けた違いの生命力を持ってるってのに、宝の持ち腐れだぜ。どんなに強い想おもいがあったって、どんなに強大なオーラを使えたとしても、それを形にする術すべがなければ意味がねぇ。それが技だ。そんなことじゃ、あの御方を護まもるなんてできねえぜ』


    　どくんと、体の奥で何かが脈打つのを感じた。そうだ、という想いが加速する。


    　ふと、起きあがってその方向を見ると、石造りの城のテラス部分から、優雅な出いで立ちでこちらを見下ろす女性の姿があった。奇跡の輝かがやきを集めて生まれたかのような神こう々ごうしい美び貌ぼう。その慈愛に満ちた瞳ひとみは、何ものにも代え難がたい幸福で包み込んでくれる。


    　もう無理だと諦あきらめかけたとき思い出すのは、いつもあの方の言葉──。


    『この世界は、つらくて悲しいことばかりかもしれない。痛くて苦しいだけかもしれない。明あ日すには世界が滅ほろびて、孤独が待っているだけかもしれない。だけど私は、あなたに生きてほしい。あなたには名前がある。それは望まれた証あかし。私の想い』


    　仮に、この世に悲しいことしかなく、つらいことばかりでも。世界が明日には滅んで、すべてが無に帰きしたとしても、あなたと会えたという一瞬があれば、俺おれは生きていける。この一生は、無駄ではなかったと思える。


    　だから、俺は死ねない。この命はあの方がくれたモノ。あの方の想いだ。


    『──だからよ。技を教えてやる。オーラ使いだけが使える必殺技だ。聞いて驚け。なんと攻撃の射程が、腕の半分ほども伸びるんだ。……なんだ？　そのがっかりした顔は？　この凄すごさがわからないから、オレに一発も当てることができないんだよ。おまえも知ってるだろ？　体なんて単なる器うつわなんだよ。想いは肉体を超えることができるんだ。肉体の速度を超え、光の速さとなる。つまりは光速の拳けん。どうだ？　わくわくしてきただろう？　だからしっかりと叩たたき込んでやる。何度生まれ変わっても、どれだけ長い刻ときが過ぎようと、絶対に忘れねえようにな。魂たましいの奥底にまで刻み込むんだ』


    　そうだ。忘れるわけにはいかない。あの方を護るために。何度生まれ変わっても、何千年何万年と刻が過ぎようとも、この命はあの方と共にある。だから俺は、──こんなところで死ぬわけにはいかないんだッ！


    



    　急速に意識が覚かく醒せいする。世界が音を思い出し、肉体が質感を取り戻す。焼けるような痛みが全身を包み込み、金縛りにあったみたいに体が重い。


    　だが、体の奥底から何か熱いモノがふつふつと沸わき上がってくる。莫ばく大だいなエネルギーの奔ほん流りゆうが神経を駆かけ巡り、まるで動どう力りよく炉ろのように体中に力を注ぎ込む。


    「……ほう、これは驚いたな。まさか、再び立ち上がってくるとは」


    　山やま田だが心底感心したように言う。


    「……俺には、まだ、……やることが、ある」


    　ぐほっ、という鈍にぶい音と共に、斗と和わは吐と血けつした。血の塊かたまりがぼたぼたと床ゆかを汚す。急所を外れたとはいえ、左胸の傷は深い。次が正しよう真しん正しよう銘めい、最後の一撃だ。


    「……貴き様さまに殺された、人々の叫び。……貴様が、踏みにじってきた、気高き祈り。死にたくないという、……切なる願い。それを貴様に、伝えてみせるッ！」


    「最後の打ち合いか？　いいだろう。死人の想おもいなどさらさら興味はないが、決着フイナーレとしては相ふ応さわしい。せいぜい途中で倒れるような、無ぶ様ざまな真ま似ねはしてくれるなよ」


    　山やま田だが薄い笑いを浮かべる。そこには殺した相手に対する贖しよく罪ざいの気持ちも、懺ざん悔げの祈りもない。空っぽの殺意、理由なき殺人。これほど生命を侮ぶ辱じよくする行為はない。これほど卑ひ劣れつな行おこないはない。


    『私は死にたくありません』


    　真ま湖この言葉を思い出す。斗と和わがすべてを託そうとした少女。けれども彼女が選んだのは、斗和だった。命を[image: ]として、過去の恐怖を乗り越えて、希望を託してくれた。多くの人が今も生き残っているのは、彼女の尊とうとい犠ぎ牲せいのおかげなのだ。


    『お兄ちゃんは、お兄ちゃんだよ』


    　天てん真しん爛らん漫まんな一いち花かの姿。最愛の妹を二度も殺された。あの激しい怒りを思い出す。


    『私は、斗和くんが好き。大好きって言ったの』


    　銀ぎん河がのツンとした顔が甦よみがえる。彼女の想いも記憶も、山田によって無む惨ざんに散らされた。


    『俺おれはおまえの右手だ』


    　笠かさ根ね木ぎの熱い想い。役目を果たして絶命した横顔。彼が護まもろうとした少女たちは、山田によって想像を絶する羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくを与えられ、悲惨な最さい期ごを遂げた。


    　それだけじゃない。日向ひゆうがに青あお美み空ぞら、御み手た洗らいや灰はい村むら、それに名も知らぬ多くの人々。殺人鬼によって苦痛と恐怖を与えられ、理り不ふ尽じんな死を与えられた。


    　死にたくない。


    　生きたい。


    　大切な人を護りたい。


    　みんなの想いが伝わってくる。彼らの魂たましいが声なき咆ほう哮こうをあげ、斗和の心を震わせる。その想いを、その切なる願いを、胸に刻み込む。


    「行くぞ、少年」


    　山田の体が疾しつ駆くする。強烈な殺意が押し寄せてきて肌はだを震わせる。漆しつ黒こくの右手は世界と一つになり、この世のすべてを絶望の夜で覆おおう。強大で圧倒的で理不尽な存在。まるで思いどおりにならない人生そのものだ。


    　それでも、俺は抗あらがう。


    　生きているという証あかしが欲しかった。ここにいたという事実を刻みたかった。人には心があるという真実を示したかった。それが、自分の役目。ここにいる意味。


    　そのためなら、この命が燃え尽きたとしても構わない。


    　斗と和わは残った命をすべて燃やし、意思も記憶もすべてを投げうち、自分の右手へと収束させる。儚はかなく存在すらも危うい幻想の右手フアントムリーフ。自分を護まもるのが精一杯の武器──。


    　それが白熱の光を放つ。炎が最さい期ごの一瞬だけ、眩まばゆい光を放つように。それでも眼前を覆う絶望の闇やみの前では、ちっぽけな存在でしかない。


    　褐かつ色しよくの肌はだの女性の言葉を思い出す。


    『忘れんじゃねえぞ。オーラに形はない。肉体の形に当て嵌はめる必要なんてないんだ。本当は自由なのさ。だから頭を空っぽにして、心の底から湧わき上がる想おもいを技にするんだっ！』


    　そうだ。彼女の言うとおりだ。理性は感情を効率的に伝えるためにある。技は想いを確実に伝えるためにある。絶望とは世界そのもの。感情だけでは抗あらがえない相手、だからこそ人は理性を得て、技を鍛きたえた。


    　だから、声を聞かせてほしい。


    　もっともっと想いを伝えてほしい。


    　技は俺おれが成す。皆の想いは俺が伝える。俺を信じて託してほしい。


    「遅いぞ、少年！」


    　絶望の夜が襲おそい来る。抗うことのできない圧倒的で強大な闇。多くの想いを踏みにじった理り不ふ尽じんな世界そのものが、斗和の命を、多くの人たちの想いを押し潰つぶそうとする。


    　届け、響け。


    　俺の魂たましいに刻まれし技。


    　この技に時空は関係ない。時間も距離も飛び越えて、想いの力ちからは甦よみがえる。


    　何度転てん生せいしたとしても、決して忘れることはない。


    　この右手は命の輝かがやき。人々の生きた証あかし。彼女の想い。


    　闇を照らし、絶望を切り裂く光の矢と化す。


    　これが、これこそが──。


    



    



    　　　　　金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター


    



    



    「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオオオオッッッッ!!　!!　!!」


    



    　絶望の夜すらも震わせる咆ほう吼こうが轟とどろき、強大な闇と一筋の光とが交こう錯さくする。そして──。

  


  [image: ]


  
    　金色の輝きを宿す斗和の右手が、殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろうの顔を打ち抜いた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    （なぜだ？）


    　山やま田だは自問していた。


    　斗と和わの右手が放たれる瞬間、それが危険なモノだと直感が告げていた。かわすことは十分に可能だったはず。けれども、できなかった。


    　網もう膜まくに焼きついているのは、儚はかなくも力強い光。薄暗い水迷宮の中で、ひときわ輝いて見えた。


    　ああ、そういうことか。と山田は思った。


    　あの気高く純粋な光には見覚えがある。かつて自分が瞳ひとみに宿していた輝き。愚おろかで甘っちょろい使命を胸に抱いだいていた頃の自分自身なのだ。


    「──私は、この命に代えても、世界を救いたいのです」


    　世界はまもなく滅ほろびることを知った。なんの疑いもなく、それを防ぐべきだと思った。名も知らぬ人々を救うことが、自分の役目だと思い込んでいた。


    　だけど、違った。


    　ある日、横顔の男が現れて、冷酷な運命を告げたのだ。


    『久く遠おん。君は遠からず、アインズヴァッハの門をくぐることになる。聖人であろうと関係ない。君は、殺人鬼になるんだ』


    　門をくぐるという表現。それは比ひ喩ゆでしかなかった。気づいたら変化ははじまっていた。それは眠っていた才能が開花する感覚に似ている。劇的で違和感のない変化が、山田の心に起こっていた。


    『久遠。君は、他人を殺す未来を選んだんだね』


    　殺人鬼となったあと、再び横顔の男が現れた。以前と変わってしまった自分に対しても、奴やつの声こわ色いろは変わらず、優しく頼りがいのある響きを伴ともなっていた。


    『それは同時に、自分を殺せない未来を選んだことになる。だから君には、永遠の名を冠かんする少年を殺すことはできない。物理レベルでは殺せるが、運命レベルで無理なんだ。彼は君と同じ魂プシユケを持つ存在。彼が現れたからこそ、彼女は君に、門をくぐらせることにしたんだよ。同時に、君よりも遙はるかに強大な力を持つ彼のほうも、君を殺すことはできないんだ』


    「ほう。ならば試してみるか。ついでにこの世界も私が救ってやろう。人を一人殺せば悪だが、百万人殺せば英雄になるそうじゃないか」


    『おもしろいことを言うね。世界を救う殺人鬼か。なるほど、確かにそんな存在がいても不思議ではない。存在定義レゾンデートルが書き換えられても、夢は引き継ぐものだからね。ただ、数は関係ないよ。世界を滅ほろぼす敵を倒せば、その時点で君の夢も叶かなえることができるだろう。でもね、久遠。世界を救えるのは君じゃない。永遠の名を冠する者と、瞬刻の名を冠する者。世界の命めい運うんは、この二人の手の中にある。君程度の力では、何も変えられないんだ。だけどもし君の行動が、彼女の心に響いたのなら──』


    　山やま田だは急速に意識を取り戻した。斗と和わの攻撃を喰くらい、数メートルほど吹き飛ばされ、気を失っていたのだ。起き上がって口を拭ぬぐうと、手の甲に血の跡が伸びた。


    　遠くからは潮しお騒さいのような声援が聞こえてくる。見えない壁の消しよう滅めつも近いのだろう。


    　斗和は床ゆかに突っ伏していた。全力を出し切って、力尽きたのだ。


    　近づいて仰あお向むけにすると、かすかだがまだ生きていた。山田は呆あきれたような笑みを漏もらす。


    「まったく、大した生命力だ。まだ確証は持てぬが、少年が横顔の男が言っていた人物かもしれんなぁ。──ゲームは、君の勝ちだ」


    　山田は斗和の傍かたわらに跪ひざまずくと、両手を斗和の胸に当て精神を統一する。斗和の体を流れるチャクラを制御し、肉体ソーマの自然治ち癒ゆ力りよくを劇的に高める。山田が聖人だった頃に学んだ技。斗和の幻想の右手フアントムリーフと同じ、肉体ソーマの座第一位の力だ。彼が毒を受けても動くことができたのは、この力によるものだった。


    「急げよ、笠かさ根ね木ぎ、一いち花かくん。約束を破るのは、あまり好きではないんだ」


    　ふと、最後にこの力を使ったのは、いつ以来だろうと思った。確かあれは、妹が高熱でうなされていたとき。無む闇やみにこの力を使うことは禁じられていたが、山田はこっそりと妹の寝しん所じよに忍び込んで、彼女を介かい抱ほうしたのだ。


    『久く遠おん兄様は、やっぱりお優しいのですね』


    　そんな妹も、今はもういない。殺人鬼になった日に、すべてを消し去った。熱で頰ほおを赤らめながらも、うれしそうに微笑ほほえむ妹の表情を、斗和の顔に重ねる。


    　そして山田は、見えない壁が崩ほう壊かいする音を耳にした──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　急速に意識が覚かく醒せいする。あまりにも唐突すぎて、斗和は軽く頭が混乱した。


    　あたりを見回して、そこがパノラマ大だい水すい槽そうの脇わきにあるトイレの前だと気づく。隣には銀ぎん河がの姿。驚いた表情でまじまじと斗和の顔を見ていたが、やがて大粒の涙を流しはじめた。


    「斗和くん。斗和くんだぁ」


    　ぼろぼろとあふれ出る涙を拭う銀河を見て、斗和は状況を理解する。笠根木たちが化け物を倒し、現実世界に戻ってきたのだ。殺人鬼との闘い。最後のほうの記憶はないが、自分の拳こぶしが山田の顔にクリーンヒットした感触を覚えている。


    （そうだ、山田だ！）


    　斗和の精神は、その一点だけに集中していく。生存を喜びたい気持ちもあるが、今優先すべきは山田だろう。殺人鬼は健在。脅きよう威いはまだ去っていないのだ。


    「うおおおおおおっっっ！　助かったぞぉおおおお！」


    　そのときだ。パノラマ大だい水すい槽そうのほうから歓声が聞こえてきた。おそらく最後まで生き残った人たちが状況を理解し、喜びを分かち合っているのだろう。何か熱いモノが胸の奥から湧わき上がってくる。けれども冷静な理性の部分で、それを押し留とどめた。喜ぶのは、まだ早い。


    「天あま音ね川がわ！　まだ殺人鬼がこの中にいる。みんなを連れて、ここから逃げるんだっ！」


    　斗と和わは返事を待たず、その場を後にした。


    「ほら、あの人。戦っていた人よ！」


    「ありがとう。本当に、ありがとう！」


    　大水槽の前で、人だかりができていた。その中心には笠かさ根ね木ぎ、宇う佐さ院いん、原はら田だの姿。戸惑った様子で人々の相手をしている。生還の喜びが強いのだろう、客たちは明らかに理性を欠いて興奮状態に陥おちいっていた。


    　その歓声に搔かき消されるようにして、昏こん睡すい状態に陥った人たちを悲しむ声が聞こえる。混乱が少ないのは、プール裏の事務所で、銀ぎん河ががその情報を伝えたりしていたからかもしれない。


    　残りの人たちは、状況が摑つかめずに戸惑っていた。あの世界に行っていないため、唐突な状況の変化についていけないのだ。


    「笠根木ッ！　みんなを誘導するんだ。外に逃がせ！　山やま田だがいる！」


    　斗和はスロープを登りながら、眼下の笠根木へ伝える。驚いたように見上げてきた笠根木は、泣き笑いのような顔を浮かべると、「わかった」と力強く返してくれた。


    　その返事を背中に受けながら、斗和は上へと進む。笠根木が口にした真ま湖この記憶から、山田はサイエンスラボの近くにいる可能性が高い。


    　そこに行けばどうなるのか？　斗和自身もわからなかった。みんなと一緒に逃げるのが上策ではある。けれども直感が告げていた。山田は約束を破るような人間ではない。奴やつが知っている情報を手に入れるチャンスなのだ。


    　多くの客たちが喜び、悲しみ、困惑するなか、斗和は三階のサイエンスラボに到着した。そして──。


    「斗和、くん？」


    　唐突に名前を呼ばれ、斗和は身構える。そこにいたのは日向ひゆうが麗れい子こ。赤く泣き腫はらした顔で、祈るように両手を合わせている。そして、その真実を告げてきた。


    「喜き一いち郎ろうさん。いなくなっちゃった」

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    　あれから、一か月と二週間が過ぎた。夏は過ぎ去り、どこか落ち着いた感じのする初秋へと季節は移り変わっている。


    　後のちの報道によれば、水族館での被害は、昏こん睡すい状態の患者が四十八名、死者が一名となっていた。昏睡状態の人の中には真ま湖こと多た摩ま川がわが入っており、死者一名とは、見えない壁の世界へ行く前に殺された真湖の父親のことだ。


    　殺人事件ということで大騒ぎになったが、斗と和わは真湖のことを話さなかった。真湖から話を聞いてはいたが、本人が昏睡状態に陥おちいっている状況で、犯人として真湖の名前を伝えるわけにはいかない。ただ警察のほうも、無理心しん中じゆうの形跡があったのは把握しているみたいだった。


    『喜き一いち郎ろうさん。いなくなっちゃった』


    　あのとき、日向ひゆうがからその言葉を聞いた斗和は、くまなく館内を調べたが、山やま田だを見つけることはできなかった。奴やつがいまだにこの街にいるかはわからない。例の連続殺人事件は、女性が犯人らしいという目撃証言があって以来、ぴたりと収まっていた。被害の状況をいろいろと調べてみたが、どうも山田ではない可能性が高い。


    　山田のことは一応警察にも伝えたが、奴が殺人をした証しよう拠こはない。そのせいか、山田が指名手配されることもなく、その行方ゆくえは杳ようとして知れなかった。


    　御み手た洗らい、青あお美み空ぞら、灰はい村むら、鏑かぶら木ぎの四人とは、その後一度だけ会った。互いの近況を報告するのと同時に、山田の動きを知るためだ。だが大学にも山田の姿はなく、奴の部屋には山田の行方や正体につながる物はなかった。いつでも逃げられるような準備をしていたのかもしれない。


    　その場に日向がいなかったのは、彼女は酷ひどいショックを受けており、とても外に出られるような状態ではなかったからだ。それでも灰村たちのケアもあり、徐々に元気を取り戻しているそうだ。


    　銀ぎん河がと笠かさ根ね木ぎ、それに宇う佐さ院いんと原はら田だとは、一いち花かを連れて何度か病院で集まった。青あお葉ばたちに加え、真湖と多摩川もここで目覚める日を待つことになる。最初の頃こそ、すすり泣くこともあった彼女たちだが、だんだんと現実を受け入れるようになっていた。


    　水族館に行く前は、毎日のようにお見舞いをしていた斗和だったが、今は意識して回数を減らしていた。それが今を生きる者の役目だと思ったからだ。斗和の失敗から、一花たちも学んだのだろう。彼女たちも斗和に倣ならい、日常を過ごすことを優先させていた。


    　今回はたくさんの人たちが生き残ったため、化け物の話や見えない壁の話は多くの人の知るところとなった。それでも都市伝説レベルの認識だったが、情報が広がったことは前進だと言える。


    　しかし、加速する悲劇を止めるには至らなかった。


    　見えない壁に閉じ込められ、化け物に喰くい殺されたと思われる集団昏睡事件は、九月時点で水族館を含め十四件も発生しており、昏こん睡すい状態の患者は千人を超すまでになっていた──。


    



    　新しい制服は、心身共に生まれ変わったような気分にさせる。臙えん脂じ色の生地に金の刺し繡しゆうの施されたジャケット、薄い緑を基調としたチェックのズボン。[image: ]くし[image: ]なだ学園の制服だ。


    「おおう、お兄ちゃんが、別人のお兄ちゃんみたいだぁ」


    　一いち花かが感心したみたいに言う。寝起きのためか、ぼさぼさの頭とタンクトップにショーツ一枚の格好だ。年頃の女の子としては、あまりにもだらしない格好。


    「一花さん。せめて、ズボンくらい穿はきなさい」


    　案の定、母である立りつ花かに怒られてしまった。彼女は自分の子供にも敬称を付けるべきという考え方を持っているので、斗と和わと一花は「さん」付けで呼ばれている。


    「それじゃ、行ってくる」


    　斗和は以前より、三十分早く家を出た。[image: ][image: ]学園には何度か下見に行ったので、道に迷うようなことはなかった。制服は四種類のカラーから選べるので、似たような形の色違いの服を着ている生徒たちの数がだんだんと増えてくる。


    　ふと、その中に見知った顔を見たような気がした。亜あ麻ま色の髪をお団子シニヨンにした少女。悶もん々もんとした気持ちになる。服装と会う場所が違えば、案外誰だか思い出せないものだ。近づいて顔を見れば、何か思い出すかもしれない。そう考え、早足になったときだ──。


    「油断しすぎだぞ、少年」


    　よく響く玲れい瓏ろうな声が聞こえた。戦せん慄りつが落らく雷らいのように体を駆かけ抜ける。恐怖がフラッシュバックし、鈍どん器きで殴られたような重い衝撃が頭を揺さ振った。


    　反射的に距離をとって構えた斗和の眼前には、残忍なる殺人鬼、山やま田だ喜き一いち郎ろうの姿があった。


    「なんで貴き様さまがここにッ！」


    「おいおい、もっと落ち着きたまえ。みんなが何事かと驚いているじゃないか」


    　確かに周囲を覗うかがうと、訝いぶかしげな視線を向けながら、斗和と山田を避けるようにして進む生徒たちの流れがあった。下へ手たに刺激すれば、何も知らない生徒たちを巻き込んでしまうかもしれない。この世界での死は、現実の死なのだ。


    「先の質問に答えよう。実はなぁ、私は[image: ][image: ]学園で教師をやっているのだよ」


    「なんだってッ!?」


    「──というのは冗談だ。今どきそんなベタな展開があるはずなかろう？　無論、少年よ、君に会いに来たんだ。ゲームの報ほう酬しゆうを支払いに来た」


    　報酬。それの意味することを知り、斗和は緊張する。山田の持つ知識。奴やつはそれを教えると言っているのだ。そこには真ま湖こたちを救う術すべがあるかもしれない。


    「ついてこい」


    　山やま田だが踵きびすを返して歩きはじめる。斗と和わは少しだけ逡しゆん巡じゆんして、意を決した。たとえ死の危険があったとしてもこの機会を逃のがすわけにはいかない。


    　山田は高級住宅街の路地裏に、斗和を誘い込んだ。この時間帯は人通りがなく、ここにいるのは斗和と山田だけだ。秘密の会話をするのにも、人を殺すにも打ってつけの場所。


    　ふと、斗和はそれに気づく。人がいないのは偶然だろうか？　いや、山田は事前にそのことを把握していたはずだ。それはつまり──。


    「いつからだ？　いつから、俺おれのことを調べていた？」


    「ほう気づいたか。……あの日、水族館で少年と戦った日から、一週間後くらいかなぁ。この街に住んでいて本名までわかっているんだ。見つけるのは容易たやすい。君が[image: ]くし[image: ]なだ学園に編入することを知ってなぁ。新しい生活に胸をときめかせているときに私が登場したら、さぞ驚くだろうと思って、今日きよう会うことに決めたんだ」


    「俺おれの家族や友人たちに何かしてみろ。絶対に貴き様さまを許さない」


    「どうして自分からフラグを立てる？　まあいい。安心したまえ。今はそんな気分じゃない。それに私は、実はあまり殺人が好きじゃないんだ。おっと、信じられないか？　日頃酒を飲まない人間が、たまには思いっきり酔っぱらうぞぉ！　となるのと同じで、たまにはがっつり殺人をしようと思うことはあるが、基本は興味がない。楽しいといえば楽しいが、疲れるし証しよう拠こ隠いん滅めつの手間もかかるし、まぁ、そこまで頑張ってするほどのことではない」


    「ふざけるなッ！　約束しろ。もう二度と殺人はしない、俺たちの前にも現れないと」


    「それこそ、ふざけるなだ。殺人鬼に関わった人間が安眠できるのは、永遠の眠りについたときだけだ。どうしてもと言うのなら、ゲームでもするか？　今から一発だけ殴れ。それが私に当たれば、少年の要求を呑のんで──」


    　斗和は迷わなかった。即座に攻撃の意志を決定する。奴の会話が終わる前に一歩踏み出し、金色に輝かがやく光速の拳けんを撃ち放つ。


    「見事だ、少年。やはり習得マスターしていたか。さすがは肉体ソーマの座第一位の力。現実の世界では威力が格段に上昇している。だが──」


    　水族館で唯ゆい一いつ殺人鬼に届いた攻撃、金色に輝く俺の咆吼ゴルデイオン・ブラスター。しかしそれは、突とつ如じよ出現した漆しつ黒こくの闇やみによって防がれていた。神殺しの夜フエンリル・ナイト。現実世界で顕けん現げんした、山田の異能力だ。


    「来るタイミングと位置さえ摑つかめれば、光速といえど防げないこともないなぁ」


    　斗和は愕がく然ぜんとする。この日のために必死で習得した必殺技が、いとも簡単に防がれてしまったのだ。


    「さて、私の用件はこれで済んだ。帰るとするか」


    「待て。報ほう酬しゆうはどうした？　知っていることを教えるんじゃないのか？」


    「ああ、そうだった。少年が、どうでもいい話ばかりするので、忘れていたぞ」


    　くくく、と笑う山田に、斗和は叫ぶようにして質問を浴びせかける。


    「昏こん睡すい状態に陥おちいった人を救う方法を教えろ！」


    「知らんな」


    「化け物たちの目的はなんだ？」


    「さあな」


    　そこで斗と和わは気づいた。山やま田だが知らないと言い張った場合、客観的にそれを判断できない。奴やつの言い分を信じるしかないのだ。つまり──。


    「少年は約束の仕方を知らんなぁ。契約書がどうしてあんなにも細かく書いてあるか、少しは考えてみたらどうだ？」


    「卑ひ怯きようだぞ、山田ッ！」


    「私は約束を守っているぞ。自分の失態を人のせいにするな。カチンとくるではないか。ふははははははっ！」


    　山田が陽気に笑う。ぎりっと奥歯が鳴った。こんな下らない遊びに付き合わされた自分が、堪たまらなく恥ずかしかった。


    「……というのは冗談だ。先の二つの質問については、本当に知らない。だからこれは、私の単なる推測だ。──何者かが、魂を狩る幻想生物ソウルテイカーを使って精神プネウマ、いや正確には、神から授さずけられた異能力の因いん子し、欠片パーシユを集めている」


    　山田曰いわく、二千年前の世界で魂を狩る幻想生物ソウルテイカーに殺された者は、文字どおり魂たましいを狩られ、死んでしまっていたらしい。だがあの世界の魂を狩る幻想生物ソウルテイカーは違う。精神プネウマだけを抜き去り、魂プシユケはそのままだ。


    「殺してしまうと、精神プネウマはあるべき場所へと帰っていく。集めることはできない。それはつまり、昏睡状態の者たちを救うのには時間制限タイムリミツトがあるということだ。単なる蒐しゆう集しゆう目的でもない限りなぁ」


    　どくん、と心臓が不安げな音を出す。そうだ、山田の言うとおりだ。「集める」というのは通常、何かに使う目的があるからだ。使われてしまった精神プネウマは果たしてどうなるのか？　何年かかっても助けてみせると誓った。けれども時間制限タイムリミツトが存在するとしたら──。


    「その人間を捜せ、少年」


    　びくりと、斗和の精神が反応する。光さえも通さない濃厚な霧きりによって隠されていた道が、一瞬だけ見えた気がした。


    「……人間？」


    「そうだ。あの見えない壁で覆おおわれた世界は、何者かの異能力。おそらくは現実の世界を、自身の無意識の領域に転写する能力だろう。奪われた精神プネウマは、その人間が持っているはずだ。その人間に会うことができれば、昏睡状態の者たちを救えるかもしれんなぁ」


    「待て。どうして人間だと断定できる？　あれが異能力だという証しよう拠こは？」


    「さあな。私の勝手な想像だ。信じる信じないは、君が判断すればいい」


    　斗と和わがぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。そんなふうに言われてしまえば、返す言葉がない。


    「その人間はどこにいる？」


    「知らん。むしろ私が知りたいくらいだ」


    「見えない壁の世界が異能力だというのは噓うそだな？　俺おれは二周目の世界で、貴き様さまの神殺しの夜フエンリル・ナイトを壁に触れさせた。だが壁は消しよう滅めつしなかった。それ以前に、異能力が効かない貴様が、あの世界に行くことはないはずだ」


    「ほう。なかなか鋭するどい指摘だ。それはとても大切なことだぞ。人に言われたからといって、その情報を鵜う呑のみにするのは愚おろかなことだ。情報というのは必ず『噓』を含んでいる。[image: ]だます意志があるなしにかかわらずなぁ。──だからこそ、『違和感』に敏感になれ、少年。いくつもの『噓』に覆おおわれたこの世界の謎なぞを解き明かすには、伏ふく線せんの如ごとく張り巡らされた『違和感』を探るほか道はない」


    「噓だと認めるんだな？」


    「いいや、全然」山やま田だはきっぱりと否定した。「私に異能力が効かないのは、神殺しの夜フエンリル・ナイト発動時だけだ。あの世界に行くことは、矛む盾じゆんにならない。それと、見えない壁は正確には異能力ではない。無意識の領域に作られた論理的なパーテーション、クオリア界に実在する世界の果て。故ゆえに、私の能力では搔かき消すことはできない」


    　山田の回答は理に適かなっていた。この部分で、反論できる点はない。


    「さて、質問がないようなら、これで報ほう酬しゆうの支払いは完了だ。帰らせてもらおう。スーパーの特売に遅れてしまうからなぁ」


    「待て」


    　踵きびすを返して、すたすたと帰りはじめた山田に声をかけるが、奴は振り返る素そ振ぶりすら見せない。完全に無視を決め込んでいる。


    「待てと言ってるだろうっ！　あのとき、水族館のバックヤードで言おうとしていたことを教えろ！　人の精神は死んだら、どこに行くんだ！　山田ッッ!!」


    　斗和は山田の背中に追いすがり、奴やつの肩を摑つかんだ。その刹せつ那な、腹部を鈍にぶい痛みが襲おそった。


    「──ぐほっ！」


    「君は、まだまだそういうところが甘い。どんな理由があっても、格が上の相手に、不用意に近づくものではないぞ」


    　山田が拳こぶしを引き抜くと同時に、斗和は崩れ落ちた。激痛で身動きができない。だがそれは、明らかに手加減された一撃。斗和の腹部に食い込む右手は、生身の拳。激痛を与える程度のモノだ。


    「また会おう、少年。今の回答は、そのときにしてやる。それじゃあな」


    　山田はやけにキザっぽく手を振って、その場から立ち去った。


    



    「編入初日に遅刻するなんて、前ぜん代だい未み聞もんですよ。前もって学校の場所を調べるくらいは、当然のことじゃないの？」


    　担任教師がやや厳しい口く調ちようで言い放つ。斗と和わは平謝りするしかなかった。山やま田だと会っていた斗和は、当然のことながら遅刻した。けれど正直に、そのことを話すわけにはいかない。


    「とりあえず次はホームルームなので、そのときに自己紹介しましょうね」


    　そう言って歩きはじめた彼女の斜め後ろを、斗和はついていく。


    　見るからに高級そうな絨じゆう毯たんがフローリングに敷かれ、幾き何か学がく的てきな意い匠しようが天井を覆おおっている。壁には値段の見当もつかない絵画や壺つぼが風景の一部となって並んでいて、まるで高級ホテルにでも来たような気分だ。


    　けれども、斗和の心はときめかなかった。暗く底の見えない絶望が、全身にまとわりついている。山田の言うことが本当なら、みんなを救うことのできる刻限は、刻一刻と迫って来ているのだ。その前に、あの世界を作り出す異能力者を見つけ出さなければならない。


    　だがそれは、砂漠で砂金を探すようなモノ。この日本だけでも人口は一億人以上だ。気が遠くなるほどの確率。運命が味方でもしない限り、その人物に行き着くことはできないだろう。


    「じゃあ、一緒に入っちゃいましょうね」


    　不安な思考に染まっている間に、自分の教室に着いてしまったようだ。ドアを開けて中に入った担任教師に続き、斗和も教室へと足を踏み入れる。


    　途端に好奇の視線が突き刺さってきた。こういう場合は、どこに目をやればよいか迷ってしまう。とりあえず目が合った生徒には、軽く会え釈しやくを返した。


    「はい、みんな。席に着いてください」


    　多くの生徒らは教師の姿を見て自分の席に着いたが、何人かは友人との会話を優先していた。明らかに自分のことを話しているらしく、落ち着かない気分になる。


    　そんななか、気になる女生徒の姿があった。


    　まだお昼前だというのに、弁当箱を広げて、もくもくと食事をしている。教師の姿も斗和の姿も目に入っていないらしい。


    　やわらかく膨ふくらんだ髪は白を基調とした、世にも珍しい構造色ストラクチユアル・カラー。見る角度によって髪の毛が、赤や青、緑色などの様々な色彩に染まる。毛先のほうになるほど色の濃度も濃くなっていた。段階色グラデーシヨン・カラーでもあるのだ。


    　肌はだの色は驚くほど白く、淡い白光を放っているような錯さつ覚かくさえも抱いだかせる。整った顎あごのラインに小さめの鼻はツンと尖とがっていて、忙せわしなく動く頰ほおはほのかに赤らんでいる。唇くちびるはサクランボのように瑞みず々みずしい赤で、瞳ひとみの色はルビーのような輝かがやきを放つ紅くれない。大きめのアーモンド形の瞳に、すらりとした眉まゆが伸びている。


    　周囲の女子と比べて体は一回り小さく、幼おさない感じがする。けれども、どこか妖よう艶えんでしかも神こう々ごうしい雰ふん囲い気きをまとっていた。


    　斗と和わは呆ぼう然ぜんと彼女を見ていた。過去の記憶が刺激される。目の前の少女は、斗和の記憶の中にいる、あの少女の面おも影かげを色濃く残していた。斗和の初恋の相手。


    「帝みかどさん。どうして食事をしているのかしら？」


    　彼女の食事に気づいた教師が怒りを押し殺した声で質問するが、彼女は答えない。聞こえていないかのように、もくもくと口を動かしている。


    　帝？　やっぱり、そうだ。それは叔お母ばさんの再婚相手の名字。つまり彼女は──。


    「かりも？　かりもちゃんだよなっ？」


    　斗和の興奮した声に、女生徒は[image: ]はしを止め紅べに色の双そう眸ぼうを向けてくる。とくん、と胸が鳴った。息を呑のむほど、整った目鼻立ち。口はもぐもぐさせたままだ。


    　女生徒──帝かりもは、口の中の物を飲み込むと、こくりと首を横に傾けた。玉虫色の髪の毛が、優雅に揺れる。そして、きょとんとした表情のまま、言葉を発した。


    「……あげないですよ」


    



    　彼女との出会いは、斗和の心に激しい[image: ]かつ藤とうをもたらすことになる。かりもとの再会、『偶然』という現象の本当の意味を、少年はまだ知らなかった──。

  


  
    あとがき


    



    　本巻をお手にとって頂き、ありがとうございます。


    



    　三巻に引き続き本巻の舞台は、福岡県にある水族館「（株）海の中道海洋生態科学館」様の「マリンワールド海の中道」をモデルにしています。館長の高田様には、大変なご理解とご協力を賜たまわりまして、心よりお礼申し上げます。


    　実は「マリンワールド海の中道」が、ちょうど25周年目を迎えられる年に、『俺が生きる意味』の三巻が発売となり、図らずも記念すべき年に出版が重なるという幸運に恵まれました。


    　そんな記念すべき年に、僕は水族館を舞台にした阿あ鼻び叫きよう喚かんのパニックホラー小説を書いて、しかもそれを手渡してしまったんです。ですが、高田様は笑顔で僕を迎えてくれました。


    



    　四巻の第一稿を終えたタイミングで、娘を連れて「マリンワールド海の中道」を訪れました。まだ幼いので、魚に興味を持つかはわかりませんでしたが、猛暑日も過ぎたため、よっしゃ、いっちょ行ってみるか、ということになりました。


    　僕が想像していたよりも、娘はずいぶんと魚に興味を持ってくれました。パノラマ大水槽が大のお気に入りで、巨大なエイや鮫が目の前を通るたび、指をさして宇宙語ではしゃいだりしていました。


    　イルカショーも迫力満点で、会場も親子連れが多く、非常に賑わっていました。そして、僕のちょうど真後ろにいたお客さんが、イルカが活躍するたび、「魚なのに賢いね」「魚なのに凄いね」と言っていました。僕は心の中で、こう思っていました。


    （イルカはね、魚じゃないんだ。哺乳類なんだよ）


    　作中でも似たような科白せりふがありますが、このエピソードは関係ないです。すでに書き終えた後でしたし……。ちなみに、イルカと鯨の違いは大きさだけらしいですね。


    



    
      二〇一四　冬　赤月カケヤ

    

  


  
    赤月カケヤ


    Kakeya Akatsuki


    



    熊本県出身、福岡在住の兼業作家。パニックホラー小説書いてますけど、虫を殺すのにも抵抗があったりします。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    俺が生きる意味４　水迷宮のヘリテージ
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    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。
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